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は じ め に 


本 書 は 「 上 級 へ の と びら 」』 (以下 「 と びら 』) を 使っ て 日 本 語 を 勉強 する 学習 者 の 文法 学習 の た め 、 そ 
し て 、!| と びら 』 を 使っ て 教え る 先生 方 の 文法 指導 支援 の た め に 作成 され た 文法 学習 教材 で す 。 


文法 は 正しい 発話 や 読み 書き の た め の 基 本 で すか ら 、 学 習 者 は 形 や 意味 や 使い 方 を し っ か り と マス 
ター する 必要 が あり ます 。 し か し 、 正 確 な 意味 の 理解 や 使い 方 が 難し い 中 級 文法 は 、『「 と びら の 文 
法 ノ ー ト の ルー ル や 用 例 を 学習 し た だ け で は な か な か 身 に 付き ませ ん 。 学習 者 が 個々 の 文法 を 完全 に 
理解 し 、 そ れ を 実際 に 使い こなせ る よう に な る に は 、 ル ー ル や 用 例 の 学習 に 続い て 、 基 本 的 な 用 法 を 
定着 させ る 基礎 練習 、 次 いで 、 与 えら れ た 適切 か つ 自 然 な 状況 の も と に 自分 の 文 を 作る 応用 練習 、 さ 
ら に 、 与 えら れ た 文法 を 使い な が ら 目 分 の 考え を 目 由 に 表 出 する 発展 練習 な ど を 行う 必要 が あり ます 。 


本 書 は 、 こ の よう な 点 を 考慮 し 、 け ) 教 師 が 文法 導入 を する 時 に 使い や すく 、 導 入 の 後 、 学 習 者 が 
基本 的 な 使い 方 を 確認 で きる 練習 問題 、(②) 学習 者 が 目 分 の 文 を 作る こと で 、 楽 し みな が ら 、 し か も 
効果 的 に 文法 が 身 に 付く よう な 練習 問題 、 そ し て 、(3) 総括 的 な 練習 と し て 、 学 習 し た 文法 を 使っ て 、 
| と びら 』 で 扱っ て いる いろ いろ な トピ ッ ク に つい て 、 自 分 の 知識 、 経 験 、 考 え を 表 出 する 練習 問題 
を 提供 し て いま す 。 ま た 、 問 題 作成 に 当たっ て は 、 既 習 の 文法 を 復 斬 し な が ら 新 出 文法 や 新 出 語 甘 の 
学習 も 合わ せ て で き 、 さ ら に は 、 文 法 の 総合 的 な 理解 が 深まる よう に も 配慮 し まし た 。 結果 と し て 、 
バラ エ テ ィ ー 豊 か な 内 容 と 、 充 実 し た 間 題 量 を 兼ね 備え た ワー ク ブ ッ ク に な っ た の で は な いか と 思い 
ます 。 


草稿 段階 の 練習 問題 は 、 ミ シ ガ ン 大 学 、 ミ ドル ベリ ー 大 学 夏期 日 本 語学 校 、 ハ ワイ 大 学 、 プ リン ス 
トン in 石川 、 西 南 学院 大 学 で 試用 し て いた だ きま し た 。 た くさ ん の 有益 な コメ ント を くだ さっ た 学生 
の 皆さん と コメ ント を 取り まとめ て くだ さっ た 先生 方 に 、 こ こ に 感謝 の 意 を 表し ます 。 そ し て 、 こ の 
ワー ク ブ ッ ク を と て も 使い や すい 形 に 編集 し て くだ さっ た 、 く ろ し お 出版 編集 部 の 市 川 麻 里子 さん に 
お 礼 を 申し 上 げ ま す 。 


2009 年 に 「『 と びら が 刊行 され て か ら 3 年 が 経ち も 、「 と びら の 輪 ] は 現在 、 北 米 、 ア ジア 、 オ セ 
アニ ア か ら ヨ ー ロ ッ パ 、 中 南米 へ と 大 きく 広がり つつ あり ます 。 その間 、 利 用 者 の 皆様 か ら は 、 文 法 
ワー ク ブ ッ ク は いつ 出る の か と いう 問い 合わ せ を 何 度 も いた だ きま し た 。『 き た えよ う 漢 字 力 」 (2010) 、 
[教師 の 手引 き 』 (2011) に 続い て 、 よ う や く 本 書 が 完成 し 、「『 と びら 』 シリ ー ズ 4 冊 が すべ て 揃っ た こ 
と に な り ま す 。 本 冊 の 出版 以来 、 使 用 者 の 方 々 か ら 好 意 的 な 意見 や 励ま し の 言葉 を た くさ ん いた だ き 
まし た 。 こ の 機会 に 合わ せ て お 礼 を 申し 上 げ ま す 。 
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学習 者 の 皆 


ここ で は | これ で 身 に つく 文法 力 』( 以 下 | 文法 力 」) の 使い 方 を 説明 し ます 。 
[文法 力 」 に は 色々 な 旨 3 問題 が あり ます 。 問 題 の や り 方 を よく 読ん で か ら 、 人 答え を 考え まし ょ う 。 


団 証 肌 「 上 級 へ の と びら 」@F cs) で 宮 課 の 新しい 文法 の 意味 や 使い 方 を 勉強 する 
・「[ 文 法力] の 問題 を や り 始め る 前 に 、[ と びら 」 の 文法 ノー ト の 説明 や 例文 を 読ん で 、 
味 や 形 、 正 し い 使い 方 を 勉強 し まし ょ う 。 
・ それ ぞ れ の 文法 が | と びら 』 の 読み 物 や 会 話 文 の 中 で どの よう に 使わ れ て いる か を 見 ま 


し の 。 


> 是 


団 諸 】P 時 慈 練習 を する 
其 礎 礎 練 痢 き で それ ぞ れ の 文法 を 練習 し まし よう 。 
・ 文法 の 意味 や 形 、 合い 方 助詞 な ど に 注意 し な が ら 、 間 題 を や り ま し ょ う 。 
° これ まで に 学習 し た 言葉 が た く さん 出 て 来る の で 、 ここ で し っ か り 復 昼 し し まし ょ う 。 
・ 答え を チェ ッ ク し て 、 分 か ら な か っ た 問題 や 間違え た 文法 を 、[ と びら の 文法 ノー ト で 
も う 一 度 勉 強し 直 ほし まし ょ う 。 解答 例 の 答え 以外 に も 正しい 答え が ある 場合 が ある の で 、 
先生 に 聞い て み ま し ょ う 。 


ster3 
新 し い 文 法 を これ まで に 勉強 し た 文法 と 一 緒 に 使っ て 、 少し 長い 文 や 会 話 を 作っ て み ま し ょ う 。 


° 基礎 練習 と 違っ 、 応 用 練 省 で は 使う 文法 を 目 分 で 選 は な く て は いけ ませ ん 。 問題 の 文 
RI 
リ りす まし 2 


その 課 の 新しい 言 葉 も た くさ ん 使わ れ て いる の で 、 文 法 と - ー 緒 に 練習 し まし ょ う 。 

符 え を チェ ッ ク し て 、 分 か ら な か っ た 問題 や 間違え た 文法 を 、『 と びら 1 の 文法 ノー ト で 
も う 一 度 勉強 し 直し まし ょ う 。 模範 解答 例 の 答え 以外 に も 正しい 答え が ある 場合 が ある 
の で 、 先 生 に 聞い て み ま し ょ う 。 


発展 練習 を する 

新しい 文法 を 使っ て 自分 が 言い た いこ と を 書い て み ま し ょ う 。 

・ 新 し い 文 法 や これ まで に 勉強 し た 文法 を た くさ ん 使い な が ら 、「 と びら で 勉強 し た ト 
ピッ ク に つい て 目 分 の 意見 を 書い た り 、 説明 だ だり し まし しょう 。 

・ | と びら 」 で 勉強 し た こと を よく 考え て 、 自 分 の 考え が 上 手 に 書け る よう に な り ま し ょ う 。 


VI 


A Note to Students 


The following steps are our suggestions for using Kore de mi ni tsuku bunpo-ryoku [Grammar Power: 
Exercises for Mastery]. Youll find that there are many different kinds of exercises in this book. Read the 
Instructions for each set of exercises carefully before starting on them. 


Bg Review with Tobira 


e Before starting on the exercises in each chapter, read the explanations and example sentences in the 
Grammar Notes of the corresponding chapter in Tobira and study the meanings, forms, and uses of 
each of the grammar items introduced. 

e Lookathow each of the grammar items is used in the readings and conversations in Tobira. 


STEP 2 » Do the Foundation Section 


In this section, you'll solidify your basic understanding of each grammar item. 

e Complete the exercises, focusing on the meanings, forms, uses, accompanying particles, etc., of the 
grammar items you are practicing. 

es Many of the vocabulary items you've studied so far will appear in these exercises. Make sure to 
review any words or expressions you dontremember. 

e Check your answers. If you didnt understand an exercise or made a mistake with grammar, review 
the relevant Grammar Notes again. Note that not all of the correct answers for each exercise are 
listed in the answer key, SO, If VOure unsure about whether your answer IS acceptable or not, ask your 
instructor. 


STEP 3 » Do the Application Section 


In this section, you'll create slightly longer sentences and conversations, mixing new grammar items 
with grammar you learned in prior chapters. 

Unlike the exercises in the Foundation Section, the exercises in the Application Section will not tell 
you what grammar items to use in completing the exercises. Read the sentences and conversations 
carefully, think about the context, and then choose the grammar items you think fit best. 

e The exercises in this section in each chapter use many of the new words and phrases from the 
corresponding chapter in Tobira. Take advantage of this opportunity to practice new vocabulary 
alongside the new grammar. 

Check your answers. If you didnt understand an exercise or made a mistake with grammar, review 
the relevant Grammar Notes again. Note that not all of the correct answers for each exercise are 
listed in the answer key, so, if you're unsure about whether your answer IS acceptable or not, ask your 
instructor. 


STEP 4 > Do the Expansion Section 


In this section, youll write what you want to Say using new Orammar items. 

e According to the directions, exDlain or give your opinion about the topics covered in the corresDondind 
chapter in Tobira, using as many new Orammar items as you can, as well as those studied in 
previous chapters. 

e In order to express yourself more fluently, spend some time thinking about the topic before you write 
your answer. 
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教師 の 皆様 へ 


1. 本 書 の 目的 と 構成 

| これ で 身 に つく 文法 力 」 (以下 [文法 力 」) は 、「 上 級 へ の と びら 1」( 以 下 『 と びら 」) の | 文法 ノー ト 」 
の うち 、 必 ず 覚 えて 使え る よう に する 文法 ( 黒 で 白 抜 き の 番号 = 堆 ) と 、 で きる だ け 使 い 方 を 覚え る 文 
法 ( グ レー で 白 抜き の 番号 = ゆ ) を 対象 に に こそ れ ら の 正しい 使い 方 を し っ か り と 身 に 付け る た め の 練 習 
問題 を 豊富 に 提供 し て いま す 。 各課 の 練習 問題 は 、 基 礎 、 応 用 、 発 展 の 3 つの 部 分 か ら 構成 され て お 
り 、 身 に つけ る べき 文法 が 段階 的 に 学習 で きる よう に な っ て いま す 。 

| 文法 力 」 の 各課 に 用 意 さ れ た 様々 な 形式 の 練習 問題 を 通し て 、 学 習 者 は 個々 の 文法 項目 を 効果 的 に 
斬 得 で きる だ け で な く 、 上 級 レ ベル を 目指 す た め に 必要 な 文法 の 総合 的 な 理解 を 深め る こと が 出来 ます 。 
練習 問題 の 文 や 会 話 の 内 容 は 、 身 近 な 話題 に に とどまら ず 、『 と びら 」 で 学習 し た 文化 や 社会 問題 な ど 
の 話題 を 多く 扱っ て いま す 。 こ れ に より 、 文 法 を 意味 の ある 幅広 い コ ン テ キ スト で 学習 する こと が 出 
来 ま す 。 

また 、1 文 法力 」 は 宿題 と し て だ け で な く 、 対 象 と な る 文法 の 総合 的 な 理解 を 効果 的 、 か つ 効 率 的 に 
促す 教室 作業 に も 活用 出来 ます 。 

各 練 習 の 目的 は 次 の 通り で す 。 


大 歴 練習 

基礎 練習 は 、 対 象 と な る 文法 項目 の 意味 、 形 、 正 し い 使 い 方 を 確認 し 、 定 着 さ せる た め の 問 題 で す 。 
ここ で は 、 各 課 の 対象 の 文法 項目 を 個別 に 取り 上 げた 練習 問題 を 中 心 に 、 類 似 表現 と の 用 法 の 違い を 
確認 する 問題 や 助詞 の 問題 を 提供 し て いま す 。 文法 練習 に 焦点 を 置く た め 、 問 題 は 主 に 既出 の 語 工 を 
使っ て 作成 され て お り 、 そ の 課 の 新 出 語 革 の 使用 は 最小 限 に と ど め て あり ます 。 


応用 練習 
応用 練習 は 、 ま と まっ た 文 や 少し 長い 会 庄 の 中 で 、 対 象 の 文法 項目 を 使う 練習 で す 。 こ こ で は 、 対 
家 の 文 法 項目 と 既習 の 文法 項目 (初級 の 教科 書 や 「 と びら | で その 課 ま で に 出 て きた 項目 ) を 複数 組み 
合わ せ た 問 題 を 提供 し て いま す 。 こ れ に より 、 基 礎 練習 で 学習 し た 文法 の 意味 や 正しい 使い 方 を 再度 
確認 する と 同時 に 、 既 出 の 文法 項目 も 復 央 し 定着 させ る こと を 狙っ て いま す 。 ま た 、 応 用 練習 で は そ 
の 課 の 新 出 語 菓 も 積極 的 に 使う こと で 、 新 し い 語 臣 の 定 着 も 促し て いま す 。 


発展 練習 

発展 練習 は 、 各 課 の 対象 と な る 文法 項目 を 中 心 に 、 そ の 課 ま で に 学習 し た 文法 項目 を 多数 駆使 し 、 
まとまっ た 文章 を 自由 に 書く 練習 で す 。 ここ で は 、「 と びら 』 で 学習 し た 話題 に つい て 自分 の 意見 を 
述べ た り 、 説 明 し た り 、 与 えら れ た タス ク を 達成 し た りす る こと に より 、 文 法 の 定着 の みな ら ず 、 各 
課 で 学習 し た 内 容 に つい て より 深く 考え 、 そ れ を 正しく 表 出 する 機会 を 提供 し ます 。 


vill 


| 2. 本 書 の 使い 方 の 例 
| 文法 力 」 は 学習 者 の レベ ル や ニー ズ に 合わ せ 、 教 室内 、 教 室外 で の 様々 な 使い 方 が 可能 で す 。 


⑮ 教 室外 で の 活動 
・ 宿題 と し て 使用 


る ⑧ 教 室内 で の 活動 
・ 対象 と な る 文法 項目 を 導入 する 際 の 練習 と し て 基礎 練習 を 使用 
・ 対象 の 文法 項目 の 導入 練習 を し な が ら 、 合 わせ て 既 避 の 文法 も 復習 し 、 双 方 を 定着 させ 
る た め の 練 習 と し て 応用 練習 を 使用 
・ 対象 の 文法 項目 と 既習 の 文法 項目 を 使っ た 会 話 練習 と し て 基礎 ・ 応 用 練習 の 中 の 会 話 形 
式 の 練習 問題 を 使用 


⑮ 教 室内 、 お よび 教室 外 で の 活動 
・ 対象 の 文法 項目 や 既習 の 文法 を 駆使 し 、『 と びら 』 で 学習 し た 内 容 の まとめ の 練習 と し て 
使用 
・「 と びら で 学習 し た 内 容 に つい て の ディ スカ ッ シ ョ ン を 行う 前 の 準備 と し て 発展 練習 
使用 ( 各 学 習 者 が 自分 の 意見 や 考え を 対象 文法 項目 を 中 心 に 使っ て まとめ て お く ) 


※ 各 課 文法 を 導入 する 際 に 気 を つけ る べき 点 や 具体 的 な 指導 の 仕方 に つい て は 、 別 悦 の | 教師 の 手 
引き 」 に 詳し く 解 説 が し て あり ます の で 、 そ ちら を ご 参照 くだ さい 。 


b 3 漢字 の ふり が な 
[文法 力 | で は 、 漢 字 が 文法 学習 の 妨げ と な ら な いよ う 、 原 則 と し て 『 と びら |」』 の 復習 漢字 297 字 
以外 の 灘 字 に は ふり が な が 付け て あり ます 。 


4. pag 
別冊 と し て 、「 基 礎 練 習 | と 「 応 用 練習 」 の 模範 解答 例 が 提供 され て いま す が 、 こ こ に 提示 され て い 
る 解答 以外 の 正答 も あり 得る こと に ご 留意 くだ さい 。 
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| 


量 礎 練 


) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は く を 書き な さい 。 


Insert the appropriate particle into each ( ). TH no particle is necessary, mark Xx. 
1. 私 は 日 本 ( ) よ うに 、 温 泉 が 多い こと ( ) 有 名 な 所 に 住ん で みた い 。 


EE 


この デー タ を 見 れ ば 分 か る ( ) よ うに 、 日 本 に は 木 ( ) で きた 家 が 多い 。 
新しい 漢字 は た いて い 読 め る が 、 前 に 習っ た の が 読め な い (  ) こ と ( ) あ る 。 
何 月 に 暖か く な り ( ) 始 め る ( ) は 、 年 ( ) よ っ て 違う 。 

「 電 チ メ ー ル ] ( ) い う の は E メ ー ル ( ) こ と だ 。 

[帰国 する ] ( ) い う の は 、 自 分 の 国 に 帰る ( ) い う ( ) 意 味 だ 。 


この アパ バート き 、 次 い ( ) だ け じ ゃ な く て 、 部 屋 ( ) 広 い 。 


) の 中 か ら 最 も 適当 な 助詞 を 選び な さい 。 
も っ と て きとう よ そら 


Select the most appropriate particle to complete each sentence. 


1. 


この 建物 は 、 コ ンク リー ト Gconcrete) (で か ら ノ が に) でき て いる 。 

こ の 建物 は 、 1900 年 (で / か ら グ が アグ に ) で きた そう だ 。 

私 の 家 の 近 く ( で か ら ノ が ノ に じ ) 新 し い 店 が で きた 。 

この ワイ ン は 、 ク ラン ベリ ー (cranbery (で か ら が に) で き て いる 。 
私 の ルー ム メ ー ト は 、 と て も 上 ま 手 に 料理 (で ノ を が / に ) で きる 。 
宿 症 (で ププ を が に ) で きた ら 、 テ レビ ゲー ム を する つも り だ 。 


と うう もろ こし CGom) から ガ ソリ ン を 作る こと (で を ググ が ノア に ) で きる そう だ 。 


「Noun (で か ら ) で きる 」 を 使っ て 文 を 作り な さい 。1. 一 3. は A と B の 言葉 を 1 つ ず つ 
選ん で 使い な さい 。「 で きる 」 と 「 で き て いる 」 の 選択 に も 注意 し な さい 。 


Create sentences using |Nounnt で か ら }) で きる 」.For questions 1-3, use one word each from boxes A and B. Decide 
whether | で きる | or | でき て いる | jis more appropriate. 


EE 


1. 紙 BB ・17500 ぐら い の 島 
2. イ ンド ネシア | | ・ レ ン ガ Gbrick) 
3. こ の 家 [ [ ・ パ ルプ (pup) 


アイ スズ スグ リー は 


これ は 日 本 の 閉 で 、 


) の 中 か ら 正しい 方 を 選び な さい 。 


Select the option that correctly completes each sentence. 


1. 


この 本 の (いい ノ よさ ) が 分 か ら な い 人 は いな いと 思う 。 

この 本 が (いい ググ よさ) と いう 人 は 多い 。 

説明 が 分 か りや すい の が この 本 の (いい ノ SJ た CR 

その 部 屋 の (大 きい 大 き さ ) を 教え て も ら え ませ ん か 。 

この 部 屋 は 本 当 に (大 きい 大 き で て すれ 6 

(重かっ た ら / 重 さ だ っ た ら )、 そ の 壮 は 持っ て 行か な い 方 が いい で す よ 。 
この 本 の (難し い 難し さ ) を 知っ て いた ら 、 買 わな か っ た と 思い ます 。 


東京 の 夏 は (暑い / 暑 さ き ) そ う で すね 。 冬 の (寒い 寒さ) は どう で すか 。 
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「Adjective-stem+ さ 」 を 使っ て 、 例 の よう に 文 を 書き 換え な さい 。 


Rewrite the following sentences using | Adjective-stem+ さ 」 as shown in the example. 


( 例 ) 日 本 が どの ぐら い 大 きい か 教え て 下さ い 。 一 日 本 の 大 き さ を 教え て 下さ い 。 


1. [状況 (situation)] オン ライ ン で 湯 を 探し て いる 。 


か ば ん 


この サイ ト に は よさ そう な 輸 が た くさ ん ある が 、 ど の で らい 重い か 書い て な い 
か ら 買 えま せん 。 


つこ の サイ ト に は よさ そう な な 輸 が た くさ ん ある が 、 
2. この 電 語 が どの ぐら い 便 利 か は 、 使 っ た 人 し か 分 か ら な いと 思い ます 。 
使っ た 人 し か 分 か ら な い 
と 思い ます 。 
3. 私 に は 、 部 屋 が どの どら い 広 いか より 、 ど の ぐら いら \ 静か か の 方 が 大 切 で す 。 
私 に は 、 5 


4. この コン ピュ ー タ が どの ぐら い 速 く て どの ぐら い 軽 いか 知っ た ら 、 多 分 欲し く な 
や ヽ = ぶさ 
る と 思い ます よ 。 


いま す よ 。 


語 園 了 >「 {Noun の ノ Verb} よう に 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following sentences using | (Noun の / Verb} よ う に 」. 


1. 私 の 友達 は 日 本 語 の 文法 が 
と も だ ち ぶん ぼう 
上 に 説明 で きる 。 


2. 先生 勉強 し た か ら 、 い い 成 績 が 取れ た 。 


3. この 写真 の 女 の 人 は 見 える 。 で も 、 そ の 時 本 当 は 
HVC で うん 6。 


4. 田中 さん は か ら 


すご いと 思う 。 


「- は 一 (こと) で (有名 だ 知ら れ て いる } 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 1. ~ 3. は 絵 
を 見 て 、 文 を 作り な さい 。 


Complete the following sentences using 「 一 は 一 ( こ と ) で (有名 だ / 知 られ て いる })」. Base your answers to questions 1-3 
on the pictures below. 


例 ) 京都 は 古い お 寺 が た くさ ん ある こと で 知ら れ て いる 。 


1. レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ (Leonard da Vinci) は 


O 


2 で の 由 相 問 ラ ログ ノラ ノム は 


9。 7 この 区 ス え スト フジ は 


4 アレ クサ ンダ ー・ グ ラ ハ ム ・ ベ ル (Alexander Graham Bell) は 


( 国 の 名 前 ) 
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6. この 大 学 は ーー の で 、 
私 は 入学 する こと に し まし た 。 


「Verb-non-past こと (が ノ も } ある 」 を 使っ て 文 を 書き 換え な さい 。 


Rewrite the following sentences using | Verb-non-past こと (が も ) あ る 」. 


1. この 地方 で は 、 時 々 10 月 に 宣 が 隊 り ま す 。 
っ この 地方 で は 、 o 
ち ほう 
2. この ブロ ガー (blogger) は 、 時 々 と て も 面白 、 記 事 (aricle) を 書く が 、 時 々 と て も 
つま ら な い 記 事 も 書く 。 


っ みこ の ブロ ガー は 、 


「Verb-non-past こと {が / も ) ある ] を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 は た いて い 大 学 の 食堂 で 晩 ご 飯 を 食べ る が 、 


O 


2. 私 の 国 は 、4 月 は 。 。 。 。 、 天 気 が 


いい 日 が 多い 。 


3. オン ライ ン で 買い 物 を する と 、 


O 


A と B の 言葉 を 1 つ ず つ 選 び 、「 (Noun,/ Question-word 一 が ジー が か どう が }) は Nounz に 
(よっ て 違う / よ る 」 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


Create sentences combining one sentence from box A and one word/phrase from box B, using | Noun」 Question-word ~ 


か プー か どう か }) は Noun。 に {よっ て 違う グズ よる}」. 


A ( 例 ) 拉 業 は 厳し いで すか 。 


1 グルー フフ ロン シン ョ ググ トド は 抹 し じい で て すか が 。 


2. この 店 の カレ ー は どの ぐら い 辛 いで すか 。 | 


3. 留 池 に いく ら か か り ま すか 。 


( 例 授業 が 厳し 0 の Moe りす 。 


・ プ ログ ラム 
・ 一 緒 に する 人 
・ 種類 (kind) 


B (件 ) 先生 


| {Noun:/ Question-word て が グー ンー か が か どうか)} は Noun。 に {( よ っ て 違う よる } 」 を 使っ て 質 
問 に 答え な さい 。 


Answer Mr. Lee’s questions using | (Noun」 / Question-word ~ ハ か グー か どう か } は Noun。 に (よっ て 違う ググ よ る }」. 


1. 


田中 : 


リー : 


日 本 人 は た いて い 婦 日 馬 を 食べ ます か 。 


食べ な い 人 も いま すま よ 。 


: 日 本 で は 何 月 頃 に 寒く な り ま すか 。 


私 の 町 で は 、 た いて い 10 月 頃 か ら 午 く な り ま す 。 


: 田中 さん は 、 審 日 何時 間 ぐ らい 勉強 し ます か 。 


半 
ぜん ぜん 


ーー 
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2 「Verb-masu 始め る 」 を 使っ て 次 の 文 を 完成 させ な さい 。1. と 2 は [し __] か ら 適 当 た 
を 選び な さい 。 


Complete the following sentences using | Verb-7zgsz 始 め る 」. For questions 1 and 2, choose the most appropriate words 
from the box below. 


と う 


1. 子供 が 1 歳 に な っ て 、 立 っ て か ら 、 気 を つけ な く て は いけ な い 。 
も う すぐ 言 業 も NN Os 
2. 私 は 色々 な 花 が 4 月 が 一 番 好 き た 。 一 番 嫌 \ な の は 
11 月 た 。 
3. 日 本 で は 、 6 歳 で 小学 校 に 6 
4. 私 は 3 年 前 に ギタ ー を 、 去 年 か ら 自 分 の 歌 を 
5. 宿題 を 時 間 が 遅かっ た か ら 、 全 部 終わ ら な か っ た 。 


「~ は Sentence と 言わ れ て いる 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


人 人 休 

2 が 、 
私 は 語 の カ が も っ と 難し いと 思う 。 

3. 日 本 は の で 、 


夜 一 人 で 外 を 歩い て も 大 丈夫 だ ろう 。 


量 罰 上 絵 を 見 て 、「 と か (一 と か )」 を 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 は 、 、 色 々 な 所 に 行っ て みた い 。 


2. 来年 日 本 に 行っ た ら 、 


3. 私 は 卒業 し た ら 、 


4. 風邪 を ひい た 時 は 。 


いい 。 


居 っ て みた い 。 


| と いう の は {Noun の こと ZNoun と いう こと グ /Sentence と いう こと Sentence と いう 


意味 ) だ 」 を 使っ て 文 を 書き 換え な さい 。 


2 の 0 の アッ クル 70 の スン (9。 


2 | 鳥 イ ン フ ル | は 何で すか 。 


3. | 某 煙 する ] の 意味 は | た ば こ を や め る |] で す 。 


きん 


ー ヶ 


<< く 第 1 課 基礎 練習 一 一 一 一 


還 衣 旧 少 |「 一 と いう の は {Noun の こと Noun と いう こと /Sentence と いう こと Sentence と いう 
意味 ) だ 」 を 使っ て 「 与 えら れ た 言葉 ] を 説明 し な さい 。 


Explain each of the words provided for the sentences below using | 一 と いう の は (Nounn の こと ZNoun と いう こと 
Sentence と いう こと Sentence と いう 意味 ) た 」. 


1. [と びら | の 「R の 漢字 | 
2 1 ラン | 
3. | バイ リン ガル 」 


4 「 離 婚 す る 」 


「~ だ け (で な く ( て ) ノ じゃ な く ( て )} 、~ も 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 1. 一 3. は 
[か ら 適 当 な 言葉 を 選ん で 文 を 作り な さい 。 


Complete the following sentences using | 一 だ け { で な く ( て ) プ じゃ な く ( て )}、 一 も. For questions 1-3, choose the 
most appropriate words/phrase from the box below. 


単語 の 意味 が 調べ られ る 安全 だ 


た 


1. 日 本 に 行っ た ら 


2 この ウェ ブサ イト は 


3. この 町 は 


4. 私 の 英語 の 先生 の 佐藤 先生 は 、 子 供 の 時 フラ ンス に 住ん で いた か ら 、 


5. 漢字 を 勉強 する 時 は 、 意 味 を 


6 の で て で 、 
私 は この 映画 が 大 好き だ 。 


1. 一 3. は 「Noun っ て 」 を 使っ て 文 を 書き 換え な さい 。 4. と 5. は 「Noun っ て 」 を 使っ て 
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会 話 を 完成 させ な さい 。 
か ん せい 


1. リー さん は 何 年 生 ? 一 
2. ジ ション さ ん の 国 は 何で 有名 ? 一 
3. 留学 する の は 大 変 だ ね 。 一 6 


4. [状況 (situation) ] 米 学 期 の 授業 に つい て 話 し て いる 。 
リー: スミ ス さ ん 、 ’ 


スミ ス : うん 、 で も 、 そ の 投 業 と っ て も 面白 いか ら 、 取 っ た 方 が いい よ 。 


5. [状況 (situation) 日 本 語 の 勉強 に つい て 話し て いる 。 
リー: スミ ス さ ん 、 6 


スミ ス : うん 、 日 本 語 の 勉強 の 中 で 、 そ れ が 一 番 大 変 だ よね 。 


< くく 第 1 課 応用 練習 一 一 一 一 


「 こ っ て (言う / 聞 く ン 書く elc.) 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


1 リー スミ スズ ざさ 
も うう 大丈夫? 


だ いじ よう ぶ 


スミ ス : う ん 、 昨 日 の 夜 、 薬 、 飲 ん だ か ら 、 今 日 は も う 大 丈夫 。 


2 リー | スミ ス さ ん 、 こ の お 寺 、 有 名 ? 


スミ ス : うん 、 投 業 で 先生 が 


O 


9. [状況 (situation) ] リー と スミ ス が 図書 館 の 前 に 来 た 。 


て ある よ 。 


スズ ミス の 本 当 た 。 じゃ 、 中 で は 食べ られ な いね 。 


応 練 習 


[ーー の 表現 を 全部 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete each of the following conVersations using all of the grammar items in the box. 
1.| と か (~~ と か ) ~~ よう に 
Q : あ な た の 国 に は と ん な 伝統 的 な 行事 が あ り : ま の の 
で ん と う て き 


A: 
伝統 的 な 行事 が あり ます 。 


、 色 々 な 


2.| に {よっ て 違う プ よ る) 一 始め る 


Q: あな た の 国 で は い * つ 頃 か らら 暖かく な り ま すか 。 


A ・: 
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ー で (有名 だ ノ 知 られ て いる } 一 だ け じ ゃ な く ( て ) 


Q : 京都 が 観光 客 os0 に 人 気 が あ る の は 、 景 色 が きれ い だ か ら で す か 。 


A: は い 、 で も 


4.| と いう の は 一 ーー と 言わ れ て いる 


Q :| 名 所 ] の 意味 を 知っ て いま すか 。 


A : は い 、⑧ o 
例え ば 、⑥) 


5.| 一 (Topic) っ て ーー っ て 書く 6 


Q : こ の アイ スタ スクリーム 00000 ーー CS 
て ある けど 、 羊 い の ! 


Ai: うう ん 。 ち ょ っ と わさび (Japanese horseradish) の 味 も する (o taste) け ど 、 是 く て 
お いし いよ 。 


0。 | < っ ろ て いう 聞く ズ Z 午 く > こく (が も ある 


Q: 日 本 の 温泉 で は 、 
お ん せん 


けど 、 見 た こと ある 『 


Ai: うん 、 私 が 去年 行っ た 温泉 に も 猿 が いた よ 。 
お ん せん きる 


き ょ れ ん 


< くく 第 1 課 応用 練習 


[店 影 時 の 表現 を 全部 使っ て 、 日 本 に つい て の 説明 を 完成 させ な さい 。 


Complete each of the following descriptions of Japan using all of the sgrammar items In the box. 


i ^ で か ら ) で きる 


日 本 は 、 北 海道 本州 と 九州 と 四国 と いう @ 


ゆう きゅう し ゅ う 


⑪) ーー クノ NANO ッ 」 


2.| か (どう か ) は に {よっ て 違う / よ る) ンー と いう の は 


日 本 は 桜 が 美 し いこ と で 有名 だ 。⑱ 
が 、 沖 縄 で は 1 月 の 終わ り 、 北 海道 で は 5 月 に な っ て か ら だ 。 桜 が 
咲 く と 、 人 々 は 「 花 見 」 を 楽し む 。「 花 見 」 ⑤ 
こと で 、 日 本 の 最も 楽し い 行 事 の 


1 つ だ と 言わ れ て いる 。 


SE CC CC CC 6 eS A CR a a 


日 本 へ 行っ た ら 古 い お 寺 を 見 に 行く 人 は 多い だ ろう 。 し か し (however)、 日 本 は 
祭り も すご い 。 例 えば 、@ 
まつ だ と 
、 伝 統 的 な 祭り が た くさ ん ある “。 日 本 に 
で ん と う て さ まう 
行っ た ら 、(D) 
楽し ん だ 方 が いい 。 (* 伝 統 的 な 祭り が た くさ ん ある っ | と びら 』 p.10) 
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練 省 


下溝 ちな た の 国 か 町 の 地理 や 気候 に つい て 説明 し な さい 。 ビー の 表現 を で きる だ けた くさ ん 
使い な さい 。 


Describe the geography and climate of your country or town using as many of the grammar items from the box as possible. 


= か (と うか の か) は ~~ に (よっ て 違う / グ よる } 一 始め る 


国 ・ 町 の 名 前 : 


還 影 消 あな た の 国 か 町 の 名 物 や 名 所 に つい て 説明 し な さい 。 ビー] の 表現 を で きる だ けた くさ ん 
使い な さい 。 


Describe some of your country s or town 's famous products and places using as many of the grammar items from the box as 
DOSsible. 


9 6 0 3C SR 6 ーー で (有名 だ / 知 られ て いる ) に 
ーー こと (が も ) あ る 一 と 言わ れ て いる ーー 一 と か (一 と か ) 


ーー と いう の は 一 {の こと と いう こと ごと いう 意味 ! だ 
ーー だけ {で な くく (て) ププ じゃ な く ( て )}、 一 も 


第 課 


日 本 語 の スピ ー チ スタ イル 


量 礎 練 習 


き ュー 


問題 1 2 4 ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は く を 書き な さい 。 


Insert the appropriate particle into each ( ) . If no particle is necessary, mark X. 
1. 私 は 中 国 ( ) 韓国 な ど (  ) 食 べ 物 が 好き た 。 
2. この お 寺 は 日 本 で 最も 有名 な お 寺 (  ) 一 つた 。 


3. 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 ( の の 生 導 この 文法 を 正 し く (correctly) 使う の は 
EE いこ と で は か ない 。 


4. 今日 は 朝 ご 飯 に 、 バ ナナ ( ) 代 わり に リン ゴ を 食べ た 。 


5. 今日 は 、 投 業 の プロ ジェ クト (  ) た め ( )、 ア ル バ イ ト を 休ま な く て は いけ な 
か っ が 。 


6. これ は 日 本 語 を 勉強 する ( ) た め ( ) 教 科 書 だ 。 
7. 犬 ( ) 猫 ( ) 選 ば な く て は いけ な い (  ) 場 合 、 私 は 犬 を 選ぶ 。 
8. 漢字 は 全部 書け る ( ) よ うに な る ( ) 必 要 し (し ) な い が 、 た くさ ん 書け た 方 が いい 。 


9. 日 本 人 が 英語 を 詰 す 時 、1 と r の 発音 の 間違い ( ) よ く 見 られ る そう た 。 


還 診 認 語 の 文 に 合う 最も 適当 な 文 を ad. か ら 選 びな さい 。 


To complete each sentence, select the most appropriate clause from a-d. 


1. 明日 試験 が ある か ら 、a. 今 暁 は 勉強 し な けれ ば な ら な い 。 
b. 今晩 は 勉強 し て は いけ な い 。 
C. 今晩 は 勉強 し な く て も いい 。 
d. 今 暗 は 勉強 し て も いい 。 
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2. 宿 症 が 終わ っ た ら 、a. 遊び に 行か か なく て は いけ ませ ん よ 。 
b. 遊び に 行っ て は いけ ませ ん よ 。 
C. 遊び に 行か な く て も いい で す よ 。 
d. 遊び に 行っ て も いい で す よ 。 


3。 図書 館 で は 、a. た ば こ を 到 わ な く て は な ら な い 。 
た は こそ を 王 生 て は いけない 
C6. た は こそ を 宏 わ お な で て も いい 。 
た だ た は こく 攻 天 て も る KR 


4、 こ の お 城 は 明日 見 学 に 行っ た か ら 、 a. 今 日 は 見 に 行か か な けれ ば いけ な い 。 
b. 今 日 は 見 に 行っ て は いけ な い 。 
C. 今 日 は 見 に 行か な く て も いい 。 
d. 今 日 は 見 に 行っ て も いい 。 


「 一 な けれ ば な ら な い ノ ー な く て は な ら な い 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following conversations using | 一 な けれ ば な ら な い グ プー な く て は な ら な い 」. 


1. A: 今 週末 、 何 を し ます か 。 


B : @ か ら 、(b) 


状況] B は 有名 な お 城 で 観光 ガイ ド の ボラ ンティア (volunteer) を 始め た 。 


を pl oF Mir RE oy か ・ 
B: ボ ラン ティ ア を 始め る 前 に 
か ら 大 変 だ っ た けど 、 い い 鍋 到 に な っ た し 、 今 は すご く < 楽し いよ 。 
3. A: 週 末 に 、 隣 の 町 で 伝統 的 な 祭り が ある ん で す が 、 行 きま せん か 。 


B : 面 白 そ う で すね 。 で も 、 土 曜日 は 
ん で す 。 日 曜日 で も いい で すか 。 


I ET RT 
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闘 康 邊 人 の こ と に つい て 「 一 な ど 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 


Complete the following sentences with information about yourself using | 一 な と 」. 


1. 外国 の 食べ 物 の 中 で は 好 さ た 。 


w 
し ょ うら い 


みた い 。 


3. 者 道府県 の 中 で は 前 か ら 
UE DR AOA EIA EIT ERC NIR ERO TNG 
「 と びら 』 の 第 1 課 で 初め て 知っ a 


4. 私 の 大 学 に は 、 
、 面 白い 授業 が た くさ ん ある 。 
お も し ろ 


" (一 つ フー 人 ) だ 」 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


Create sentences using | 一 は ー の (一 つ バ ーー 人) だ 」. 


1. 日 本 語 
2. 寿司 
す し 


O 


3. パブ ロ ・ ピ ビ ピカソ (Pablo Picasso) 


4. A: 四 国 '" と いう の は 何で すか 。 (* 四 国 ~ 『 と びら J』p.4) 


B : あ あ 、 


5. 留学 生 A:「 雑 誌 」 の 「 雑 」 の 漢字 が 覚え られ な いん で す 。 


留学 生 B: 私 も で す 。 その 
れ 。 
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「Noun に と っ て 」 と ビー の 言葉 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


Complete each of the following sentences using |Noun に と っ て 」. Use the words/phrases in the box below that correspond 
to the question numbers. 


1. 一 番 大 切な 人 は a 


難 し く な い 
ai 
し ま う 「e」 


3. 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 


こさ 


国語 多 「(Noun の ) 代 わり に 」 を 使っ て 文 を 作り な さい 。1. 3. は ビー の 言葉 を 使っ て 作り な 
さい 。 


Complete the following sentences using | (Noun の ) 代 わり に 」. For questions 1-3, use the words in the box below that 
correspond to the question numbers. 


1. 車 2. 川口 先生 3.E メー ル 


1. ガソリン (sasoine) が 高く な っ た か ら 


2. [状況 ] 川 口先 生 が 病気 に な っ て 、 山 田 先生 が 授業 に 来 た 。 
ホス トマ ザー : 今 日 の 接 業 は どう だ っ た ? 


あな た : 今 日 は て 
くさ mm た 4 で て で ts 


婚 し か っ た と 言っ て ん 衝 た 。 


4. 母 が 忙し そう だ っ た か ら 


Oo 
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EO 
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5. あま りお 金 が な いか ら 、 


patito ditchislhepargpnsntiek by roy 
は ( ア ) と ( イ ) ど ちら の 用 法 と 同じ で すか 。 


「 一 た め ( に )」 has two meanings (cf.「 と びら 』 pp.44-45). In the questions below, is the use of 「 ~~ ため (に )」 in each 
sentence that in ( ア ) or that in ( イ ) below? 


( ア ) 日 本 の 大 学 に 入る ため に 、 日 本 語 を 勉強 し て いる 。 


( イ ) 漢字 が 分 か ら な か っ た た め に 、 試 験 で いい 成績 が 取れ な か っ た 。 


( 例 ) ( ア ) 本 を 借り る た め に 、 図 書館 に 行っ た 。 
1. ( 日 本 に 留学 する た め に 、 リ ー さ ん は 車 を 売っ た そう だ 。 
2。(  ) 日 本 に 留学 し た た め に 、 リ ー さ ん は お 金 が な く な っ た 。 


8 KON り 著 い 夏 に は 、 信 が エア コン を た てく で ん 使う た め に 、 電気 が 中 りな く な る (eo 
become insufficient) こと が ある らし い 。 

4. ( ) 世 界 の 平和 の た め に 、 私 達 は どん な こと が で きる だ ろう か 。 

5. ( ) こ の 国 は 、 長 く 続い た 戦争 の た め に 、 今 で も 住む 家 が な い 人 々 が 多い 。 

6. ( ) 日 本 は 南北 に 長い た め に 、 南 と 北 で は 気候 が 大 きく 違う 。 

ま 、 ) これ は 世界 の 国々 の 首都 の 名 前 を 覚え る た め の サ イト た 。 


8. ( ) 僕 は 景色 の 写真 を きれ い に 撮 り た い 。 その た め に は 、 も っ と いい カメ ラ が 愛 る 。 


国 廊 》【 目 人 err] の 「 こ ため ( に )」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


aie が 
や め た 。 

2.「 こ れ で 身 に つく 文法 力 」 は 
ワー ク プ ブッ ク だ 。 

3. 来年 、 日 本 に 留学 し た いと 思っ て いる 。 


Oo 
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4. 大 きい 都市 
に 住ん で いる 人 々 と 田舎 に 住ん で いる 人 々 に イン タビ ュー する こと に し た 。 


問題 7 で > [ ] の トピ ッ ク に つい て 、 繧 を 見 て 、 [理由 (reason)・ 原因 (cause)] の 「 一 た め ( に )」 と 
[ の 言葉 を 使い 、 文 を 作り な さい 。 


Refer to the illustrations and write a sentence about each of the topics inthel 」using | 一 た め (に )」 to explain the reason/ 
cause for each situation. For each sentence, choose the words/phrases from the box which match the sentence number. 


例 ) [トピ ッ ク : コン ピュ ー タ ] 
3 シン ピュー タ が 壌 れ た た め に 、 メー ル が チェ ッ ク 出 来 な か っ た 。 


1. [トピ ッ ク : 昨日 の 祭り ] 
きのう まつ 


2. [トピ ッ ク : 北海 道 の 冬 ] 


3. [トピ ッ ク : 「 下 手 」 や 「 大 人 | の よう な 漢字 ] 


4. [トピ ッ ク : この 建 ] 


除 「A か B( か )」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. A: 明 日 の パー ティ 、 一 緒 に 行か な い ? 


B : うん 、 で も 実は 今 ちょ っ と 忙し いか ら 、@ 


Oo 


EC ES RN SS ET RE 


くく < 第 2 課 基礎 練習 


な しゃ 、 行 くん た っ た jj ぁ 考 % Ei 
B: う ん 、 分 か っ た 。 決め た ら 、(Db) W 


A: う ん 、 今 日 は 今 か ら ア ル バ イ ト が ある か ら 電 話 よ り メ ー ル の 方 が いい と 思 う 。 


2. A: 世 界 の 伝統 的 な 行事 を 1 つ 選 ん で 調べ な く て は いけ な いん だ けど と 、 と ん な 
行事 が いい と 思う ? 


B 6 そ 9 た な 。 


A : それ 、 い いれ ね れ 。 ど っ ちの 方 が 調べ や すい と 思う ? 
3. [状況 ] 留学 生 が 沖縄 出身 の 先生 と 、 沖 縄 へ の 旅行 に つい て 話し て いる 。 


先生 : 沖縄 に 着い た 日 は 、 何 を し よう と 思っ て いま すか 。 


お き な わ 
留学 生 : 飛行 機 が 午後 着く の で 、 そ の 日 は あま り 時 間 が な いん で す が 、 
と 思っ て いま す 。 
どちら の 方 が いい で し ょ うか 。 
B: そ う で すね 。 あ まり 時 間 が な いん だ っ た ら 、 観光 する より 、 近く の 海 に 行っ て 
きれ いな ビー チ を 楽し ん だ 方 が いい か も し れ ま せん ね 。 


問題 9 > と 2. は 「(Noun が ) 見 られ る 」 を 使っ て 文 を 書き 換え な さい 。3. と 4. は 「(Noun が ) 見 
\ ポ られ る 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


For questions 1 and 2, rewrite the sentence using 「(Noun が ) 見 られ る 」. For questions 3 and 4, complete the sentence or 
conversation using | (Noun が ) 見 られ る 」. 
le の 国 の 言葉 は 田 の 人 の 放 し 方 と 女 の 人 の 話し 方 に 大 き な 違 い が あ る よう た 。 
ー この 国 の 言葉 は 田 の 人 の 詰 し 方 と 女 の 人 の 詰 し 方 に 
さぁ 
2. この 間違い は 、 日 本 で 生活 し 始め た 外国 人 が よく する 間違い だ と 言わ れ て いる 。 


ーー この 間違い は 、 間違い だ と 
言わ れ て いる 。 
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3. 日 本 語 は 、 話 し 言葉 と 書き 言葉 の 間 に 


O 


4. A: 日 本 語 を 習い 始め た 学生 に は 、 よ く 
B: そう で すね 。 例 えば 、 先 生 に 「 お は よう 」 や | あり が と う 」 と 言っ て し まう 
こと が ある と 思い ます 。 


( ) の 中 か ら よ り 適当 な 方 を 選び な さい 。 


Select the option that most appropriately completes each sentence. 


1. 日 本 語 を 2 年 勉強 し て 、 漢 字 を 300 ぐら い ( 書 く / 書 ける) よう に な っ た 。 

2. 日 本 で は 20 歳 で お 酒 を (飲む ノ 飲め る ) よ うに な る け と 、 私 は 飲ま な いつ も り た 。 

3. 日 本 語 を 電 強 (する ノ で きる ) よ うに な っ て か ら 、 目 分 の 交 語 (mother tongue) の 
文法 に つい て も 時 々 (考え る / 考 えら れる ) よ うに な っ た 。 

4 昔 が (高く 高い よう に ) な っ て 、 姉 の 自転 車 に (乗る 乗れ る ) よ うに な っ た 
時 は と て も 嬉し か っ た 。 

5. この 町 は 最近 (きれ い に きれ いな よう に ) な っ て 、 人 が た くさ ん (来る / ノ 来 ら れ 
kk う ル く な 家内 。 


「Veb よう に な る 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 戦争 の 恐ろし さ (bonor) を 伝え る 色々 な 写真 を 見 て か ら 、 


せん そう お そ 


2. た ば こ が 高 で な っ た の で 、 父 は 


Oo 


3.E メ ー ル を ⑱⑫ 、 紙 の 手紙 を 上) 


4 、 女 日 た くさ ん 練習 
する こと に も し で 1 
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『 隊 誕 除 「- 必 村 (が ある / は な い ) 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1、0 : こ の 花 は 、 奉 日 水 を や ら な く て は いけ ませ ん か 。 


導い いえ 、 。 3 日 に 
判 本 で いい で ず す 。 


2. Q: 日 本 研究 の 専攻 を 選ん だ ら 、 


O 


A: は い 、 た か ら 私 も 日 本 語 の 授業 を 取っ て いま す 。 


の レス トラ マン 、 耳 約 が いる か な ? 


A: 月 曜日 た か ら あめ て 


いい と 思う よ 。 


下 の 文 で 、「 一 時 」 の 代わ り に 「- 場 合 」 が 使え る 時 は 〇 、 使 えな い 時 は X を 書き な さい 。 


For each of the following sentences、mark 〇 if | 一 時 」 can be replaced by 「 一 場合 and X if it cannot. 


例 7 雨 の 時 は 、 相 《 の を や め よ う 。 = 場合 ( 〇 )」 
責 が 降り 始め た 時 、 私 は 家 の 中 に いた 。[= 場 合 (X)] 
1. 田中 さん が 来 た 時 、 私 は 宿 着 を し て いた 。 | = 場合 ( ) 」 
2. 来る か どう か 分 か ら な いけ と ど 、 田 中 さん が 来 た 時 は 、 日 本 語 だ け で 話 そ う 。 
= 場合 ( )] 
9. コン ピュ ー タ が 壊れ た 時 に は この 番号 に 電話 し て 下さ いと 言わ れ た 。 
= 場合 ( )」 
4. この 間 、 コン ピュ ー タ が 壊れ た 時 、 リー さん が 直し に 来 て くれ た 。 [= 場合 ( )」 


5. コン サー ト が キャ ン セ ル さ れる か も し れ な いと 聞い た 。 そ の 時 は 、 お 金 は 返し て 
も ら え る らし い 。 [= 場合 ( )] 


6. コン サー ト が キャ ン セ ル さ れる か も し れ な いと 聞い た 。 その 時 、 私 は 泣い て 
し まっ た 。 [= 場合 ( ) 」 
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OO 人 OO 


束 引 4 ツ 「 一 場合 (は ン に は )」 を 使っ て 文 を 作り な さい 。1. 3. は [一 の 言葉 を 使い な さい 。 


あい 


1. 病 気 だ 2. 和 宿題 が 大 変 た 


1. 
2. 
3. 
4. 
電話 で 連絡 し ます 。 


5. レポ ー ト を 書く 時 に 使う 本 は 、 た いて い 自 分 の 大 学 の 図書 館 で 見 つけ られ ます が 、 


「A (で は ノ じ ゃ ) な く (て )B」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


1. A 日 本 の 島 の 中 で 2 番目 に 大 きい の は 、 丸 , 州 で すか 。 


も 


2. A : Sightseeing っ て 、 日 本 語 で | 見学] だ よね 。 


B:: えつ っ 、 o 
"本 1 電 田中 さん と 一 緒 に 大 阪 に 行っ た っ て 聞い た けど 、 ポテ 『 
B: 大 阪 に は 行っ た けど と 、 
お お さか 


O 
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| 5S《 MEN II 


くく < 第 2 課 応用 練習 


還 較 ま k25 2 売 生 、 こ の 本 、 と どう も おり が と す 。 


導い いた まじ で て で 。 で も リー さん 、 


ーー の 表現 を 全部 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete each of the following conversations using all of the grammar items from the box. 
[状況 ] た いて い 文法 の 小 テ スト は 火曜 日 に ある が 、 来 週 は 水曜 日 に ある 。 
A : ねえ 、 来 週 の 文法 の 小 テ スト も 、 火 曜日 だ た よね 『 


B: う うん 、 違 う よ 。 先生 が | 来週 は ⑱⑧ 
」 っ て 言っ て た よ 。 


A: 水 曜日 か 。 じ ゃ 、(D) 一 緒 に 
勉強 し な い ? 


B: う ん 、 月 曜日 は ちょ っ と 都合 が 悪い ん だ けど 、 火 曜日 な らい いよ 。 


2. 
A : @) 、 日 本 語 の 勉強 は 何 が 一 番 
難し いと 思い ます か 。 


、 堂 語 (mother tongue) に も よる と 思い ます が 、(b) 
に 


A: そ う 2 で すか 。 じ ゃ 、 ど の ぐら いい 勉強 すれ ば 新聞 が 読め ます か 。 


が の か のり ませ ん 。 で て 多分 ⑥ 


A : 先生 、 ホ スト ファ ミリー の お 兄さん と か お 姉さん に も 、 蔽 語 を 使っ た 方 が いい 
で すか 。 


遇 Mt まい 


4 ーー が て ちゃ いけ げ な い な て て 


A : 今晩 、 映 画 、 見 に 行か な い ”? 


0u ん 
B: ご めん 、 明 日 の 朝 
- 今 眠 は 早く 寝よ う と 思っ て る ん た だ 。 


A: え っ ? どう し て そん な に 早く 赴き る の ? アル バイ ト ? 


7 KS D 


{な けれ ば な く て は いけ な い プ ならない) ーー た め に (purpose) 


ー- た め に (reason: cause) 


A : 今 、 北海 道 の 北 の 地方 で は 、(@⑧) 6 
B: そ う で すか 。 因 が 多い 地方 は 大 変 で すね 。 歩く の も 無理 で すか 。 


A: 歩 く の は 無理 じゃ あり ませ ん が 、⑩ 


O 


B : 特別 な 靴 で すか 。 本 当 に 大 変 で すね 。 


vs、s ュ so 


< く 第 2 課 応用 練習 


[ーー の 中 か ら 適 当 な 表現 を 1 つ 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使 
えま せん 。 


Complete each of the following conversations using an appropriate grammar item from the box below. You may use each item 
only once. 


1. A : 日 本 で 人 が た くさ ん 住ん で る 都 道 府 県 に は 、 どん な 所 が あり ます か 。 


2. A:| 日 本 地理 .com] っ て どん な サイ ト ? 


移ら な い 。 で も 、 る 


3. A : 「 で ある 体 ] っ て 何 ? 


田中 : そ う で すね 。 ます 家族 と 友達 で す 。 それ か ら 仕事 も 大 切な も の で す 。 


5. リ ー: こ の ワー クシ ョ ッ プ に は 


O 


いえ あり ませ ん 。 で て も. 自分 の スズ ピュ ニタ を 合い た ね 和 か っ た なら < 
特 っ で 来 て 下さ い 。 


6. 田 中 : リー さん は 、 い つま で 日 本 語 の 勉強 を 続け よう と 思っ て いま すか 。 
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一 証 上 ちな た の 国 で は 男女 の 話し 方 に 違い が あり ます か 。 ビー の 表現 を で きる だ けた くさ ん 


使っ て 説明 し な さい 。「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


Is there a difference between the way men and women speak in your country? Explain using as many grammar items as 
possible from the box below. Write your answer in plain form. 


て {な けれ ば な く て は 7 人 (いけ な い グ ならない ) ーー な ど 
は 一 の 一 つ だ Et ~ の 代わ り リ に ご よう に な る 


必要 {ある グズ グ は な い } ーー 場合 は は な くす BB 


ひつ よう 


語 詳 輝 ) あな た の 国 の 言葉 を 勉強 し て いる 日 本 人 に と っ て 、 ど ん な こと (文法 、 発 音 、 文 字 な ど ) が 


ぷん ぼう は つ お ん 


難し いと 思い ます か 。 そ れ は どう し て だ と 思い ます か 。 ピー] の 表現 を で きる だ け 
た くさ ん 使っ て 説明 し な さい 。「 で す ・ ま す 体 」 で 書き な さい 。 


What aspect of the language spoken in your country (grammar, pronunciation, writing system, etc.) do you think would be the 
most difficult for a Japanese person to master? Why? Explain using as many grammar items as possible from the box below. 
Write your answer in polite form. 


こなし て は ノノ が けれ 3 (いけ な い ノ な ら な い ) な ど は の 一 っ だ 
el ー の 代わ り に ーー た め に ーー か ーー か 


ー 必 要 ({( が ある プ は な い } 一 場合 A で は な く B 


あな た の 国 の 


co 
“本 


第 課 


日 本 の テク ノロ ジー 


凍 是 愛  ) の 中 に 適当 な ひら が な を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場合 は X を 書き な さい 。 


Insert one hiragana into each ( ) to complete the sentences. If no hiragana is necessary, mark X. 


1、 ア ジア の 国 ( ) な ら 、 日 本 ( ) 他 に 、 韓 国 に も 行っ た こと が あり ます 。 

2. 来週 試験 が ある か ら 、 今 週末 は 勉強 する ( ) 他 ( )( ) 何 も 出来 な い だ ろ う 。 
3. 私 に と っ て 、 日 本 語 の 勉強 は テレ ビ ゲ ー ム を する の (  ) 同 じ ぐ らい ( ) 楽 し い 。 
4. これ ( ) 同 じ く らい ( ) 大 き さ の 坦 が 2 つ 必 要 で す 。 

5. この 釘 (boy は 、 机 ( ) と し て 使え そう で すね 。 


6. 私 の 大 学 で は 、 1 年 生 は 寮 に 住ま な く で はい 砂 いい CE 人 らら て 4 8 。 私 は 、 
田 学 生 を ルー ム メ ー ト に し て くれ る ( ) よ う ( ) 頼 ん で みる つも り た だ 。 


7. モニ カ さ ん は 本 当 に きれ い ( 用 ) し て いて 、 プ ロ の 雪 手 ( ) 同 じ る ちい 
( ) 上 手 に 散 え る 。 


8. あの 犬 の よう ( ) 形 を し た ( ) ロ ボッ ト は どん な こと が 出来 る ロボッ ト ( ) 
か な あか 。 


私 は な る べく し 本 始 で し 0 を を ない (ナナ 二 ーー)-U 還 いま す 。 


葬 詩 鈴 | 一 他 に (も ) ノー 他 ( に ) は 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。1. 3. は の 
言葉 を 使い な さい 。 


Complete the following sentences and conversations using 「 一 他 に (も ) グ 一 他 ( に ) は 」. For questions 1-3, use the words/ 
phrases in the box below that correspond to the question numbers. 


キキ ター グ バイ オオ リシン シグ ビア メ ノ 2. 色 々 な コー ヒー が 飲め る プ ケ ー キ が お いし い 


9. 土曜 日 行け な い 


に へ 還 中 さん は ギタ ー が と 上 と で ポ 。 
佐藤 : そう で すね 。 そ れ か ら 、 
そう で す よ 。 


リー : そう で て すか 。 ず ご 0 間 生 0 


と 


29 


は 、 有名 た 。 


3. リー : 佐藤 さん 、 今 週 、 映 画 を 見 に 行き ませ ん か 。 


佐藤 : い いで すね 、 で も 、 今 週 は 忙し いか ら 、 
と 思い ます 。 


リー そう で すか 。 じゃ 、 直 曜 日 に 入 ましょ, う 。 


4. 日 本 語 に は 、 ひ ら が な 
勉強 し 始め た 時 は 難し いと 思っ た が 、 今 は 漢字 が 大 好き に な っ た 。 


5. 私 の 携帯 電話 は 、 


6. 佐藤 : リー さん は 日 本 語 が ベラ ベラ で すね 。 他 の 外国 語 も 話せ ます か 。 


te MN o 


引 革 2 (一 と) 同じ {ぐら いく ぐらい})」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。1. 一 3. は 繧 を 見 
/ て 文 を 作り な さい 。 


Complete the following sentences and conversations using | (一 と ) 同 じ { で ぐら いく らい. Base your answers to questions 
1-3 on the pictures below. 


日 本 ニュ ー ジ ー ラ ンド | トム さん の 町 北海 道 | トム さん の 国 の 山 富士 


1. 日 本 の 大 き さ は 。 


2. トム さん の 町 で は 、 冬 に し 


3. 田 太 : トム の 国 に は 、 
高 さ の 山 、 あ る ? 


トム 1 うん 、 お あ よ 。 
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RS 


<< 第 3 課 基礎 練習 


間 影 叉 「 そ れ に 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


うり レ を を うと うそ ル | ヶ もう (て 2 し を を 待 ゅ て 


1. 日 本 に 行っ た ら 
みた ‘。 


fren th 


2. 敬語 ne gd が a る 


4. 私 の 大 学 は @ 人 くく ん か 2? も れ 和 あい イル 。@ に ハ に U7? マ ルツ 
し 8 っ えて カッ て の で 、 私 は 大 好き だ 。 


み も し ょ とる を 化 て と る こと で グ の 多 う 


5.「 と びら ] の 教科 書 は _ ヒ の "て と ん 0 て te / マ 
EU RR LD EC TRE OTE RA A UOS CAR I A ES 21 DN 


くう 人 人 うう 3c44 うる 4 まっ "ちか 7? だ か 2 


園 還 3 ( ) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 も て を ue る 2 の (2 が" 
に 7 に ら ア 
Select the option that completes each sentence correctly. アー の 
て も オ こ オス 


1. 卒業 (する の な ら / し た ら )、 日 本 の 会 社 で 働き た いと 思っ て いま す 。 
2. 留学 (する の な ら ノ / し た ら )、 パ スポ ー ト を 取っ て お か な く て は いけ ませ ん ね 。 


3. 学校 まで 迎え に 行き ます か ら 、 投 業 が (終わ る の な ら / 終わ っ た ら ) 電 話し て 
いい 。 

4.、 あ の レス トラ ン は 週末 は 混む か ら 、 土 曜日 に (行く の な ら / 行っ た ら ) 予 約 し た 
方 が いい で す よ 。 
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避 計 9「 一 (の ) な ら 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。1. 一 3. は A と B の 言葉 を 1 つ ず つ 


か ん せい 
使い な さい 。 
Complete the following sentences and conversations using | 一 (の ) な ら 」. For questions 1-3, use one word each from boxes 
A and B. 
A 1. 日 曜日 B ・ 散 話 
MV こ 
2. 試験 ・ 大 丈夫 
こい し ょ う ぷ 
3. 日 本 の 会 社 パー ティ 


\ ニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニニ メ 


1.A: 土 曜日 か 日 曜日 に 、 美術 館 に 行か な い MY, 


B: い いれ ね 、 土 曜日 は ちょ っ と 忙し いけ と 、 6 


"が 柚 半 人 
いい いよ 。 


A 
必要 が あ る 。 
ひび っ すす 9 


4. 田中 :, シ ョ ー メ ズ っ て 、, フ ラン ス 請 も 話せ る の ? 


ググ sim が 4 うり すん 。 スペイン 人 替 学 ビ じ て た が ら 
けど 、 フ ラン ス 語 は 話せ な い 。 


日 本 人 が 色々 な 場面 で どん な 話し 方 を し て いる か よく 観察 し て 、 
同じ よう な 表現 を 使っ て みる と いい だ ろう 。 


6. 4 月 の 北海 道 は 気温 が 低く て まだ 寒い か ら 、 
、 沖 縄 に 行っ た 方 が いい 。 


EE 


<<< 第 3 課 基礎 練習 


国語 多 「 一 と し て 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 


大 学 は 知ら れ て いる 。 


私 は 目覚 まし 時 計 を 持っ て いな い 。 
使っ て いる か ら た 。 


富士 山 は 0 
の し さん 
将 は 働き た い 。 


し ょ うら い 


Oo 


日 本 語 が 上 手 に な り た いか ら 、 日 日 本 語 の ニュ ー ス を 見 る こと に (な っ て いる / 


そい る )。 
私 が 住ん で いる 寮 で は 、 部屋 に 入る 時 は 靴 を 脱ぐ こと に (な っ て いる し て いる )。 


この サマ ー キ ャ ンプ で は 10 時 に 電気 を 消 し て 寝 な く て は いけ な いこ と に (な っ て 
し て いる )。 


私 は 毎朝 5 時 に 起き て 、5 キロ 走る こと に (な っ て いる / し て いる )。 


問題 72 IVerb-non-past こと に な っ て いる 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 


私 の 大 学 の 日 本 語 の 投 業 で は 


と 思っ て いた が 、 私 の 日 本 人 の 友達 は 、 先 生 に | 桜 を 


生ま し た が | な な など と 言 す こと を が ある も 。 どす も て 「 桜 を ご 覧 に な り ま し た か 。1 を だ 


言わ な \ の た ろ う o 
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臣 置 |「「 一 を し て いる ノー を し た Noun」 を 使っ て 下線 部 を 書き 換え な さい 。 


Rewrite the underlined parts of the following sentences using | 一 を し て いる プー を し た Noun」. 


1. 道子 さん は 目 が 大 きい で すれ ね 。 


2. 私 は 髪 が 長い 人 が 好き で す 。 


3. あの 手 が 長 く て 、 形 が 面白 い ワ ボッ ト は と どん な こと が 出来 ます か 。 


か た ち お も し ろ 


A [ご て くる 」 を 使っ て 文大 させ な さい 


1 か ら 、 雨 が 降る か も し れ な い 。 早 < 
家 に 帰ろ う 。 


0 計 す yhS | 0 失 80 が 0000COkNEBB2HM が の 100MU0BRN0S64RRSRRRC 鶴 ば ザコ ルー スク 
言い た いこ と を 上 手 に 表現 で き な い こと が 多い 。 


3. 多く の 国々 が 戦争 を し て いた 時 代 (ro と 比べ れ ば 、 前 より 世界 は 
と 言え る か も し れ な い 。 で も 、 私 は 戦争 が 世界 か ら な く な る 日 を 
見 た \o 


一 剛 用 | て いく 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
1. リー さん は 和 存 日 頑張 っ て 日 本 語 を 勉強 し て いる か ら 、 こ れ か ら も っ と 
だ ろう 。 


2. 将来 も っ と 色々 な も の が オン ライ ン で だ みす 


し ょ うら い 


3. [状況 ] 来週 留学 する 学生 が 、 留 学 し た こと が ある 友達 か ら 話 を 聞い て いる 。 


友達 : 初め て の こと が 多く て 、 最初 は 色々 な こと が 大 変 だ と 感じ る か も し れ な い 
計 5 人 し な てく で も いい よさ 。 


, 


半生 


くく < 第 3 課 基礎 練習 


ジノ 言う )」 を 使っ て 下線 部 を 書き 換え な さい 


か 


1. 両親 は いつ も 私 に | も っ と 勉強 し な さい | と 言い ます 。 


2. 私 は 先生 に Ga ) | 宿 次 の 締め 功 7 を 拉 で し に て や さい いり と 頼み ま し た が 、0①) | 今日 出 
さい] と 圭 きわ れ て し まい ま Ls 


3. ルー ム メ ー ト が 夜 う る さく て 寝 ら れ な か っ た ら 、[ 静 か に し て 下さ い | と 頼ん だ " ・ 
方 が いい で す よ 。 MK 


4. 抽 業 で 英語 を 話す と 、 い つも 先生 に | 英語 を 話し て は いけ ませ ん | と 言わ れ ま す 。 


/ ン 


韻 0 ょ うに (頼む / 言 う )」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


8 


1. AA: ル ー ム メー ト が キッ チン を 使っ た 後 掃除 を し て くれ な いか ら 、 と て も 泣い ん で す 。 


BB しゃ 方 が いい で す よ 。 


2. ー : 佐藤 さ ん が し て くれ た 日 本 語 の 特徴 の 説明 、 分 か っ た ? 


ah ーー ツバ ( う 2r ん 4 実は あま り よ く 分 か ら な か っ た 。 も う 一 度 


『 


4 放 or AF 


3. A : 昨日 、 頭 が 痛い っ て 言っ て た けど と 、 大 丈夫 『? 病院 に 行っ た ? 


B: うん 、 衝 者! 熱 が ある か ら 


O 


A: そう 。 じ ゃ 、 今 日 は ゆっ 《 4 生 売れ ね 。 
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We a a 


4. [状況 ] ジ ョ ン は 日 本 で ホー ムステイ を し て いる 。 


が 私 が 留守 (being away from home) の 間 に 、 ホ スト ファ ミリ ー の 子供 が 私 の 部 屋 
wi を 
に 入っ て いる みた い だ っ た か ら 、⑧ 
けど と 、 ま だ 入っ て い 才 みた いん で す 。 


先生 : そう で すか 、 じ ゃ 、 ホ スト ファ ミリ ー の ご 両親 に ⑪) 


りょう 


Oo 


だ ovP う スズ すね お 。. あ うし て な ます 。 


回 呈 削 沙 「 て (くれ る プ く れ な い プ も ら え る / も ら え な い )」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


ル 学 ・ 短 2 ゝ U が ォ 7 i 
ググ 1. 学生 A 短 縮 形 (contracted form) の 決ま ) が 複雑 で 分 ? Lt 


『 


学生 B: こめ ん 。 実は 僕 も よく 分 か ら な く て 。 下手 に 合え な いん た 。 


2 ん 分 私 原本 馬 し そる か らち ーーー ニ ーーー ニ ーー ンー ニー テニ ーー ニャ ーー の で 『 


B : あ っ 、 ご めん 。 ヘッド フォ ン (theadphone) 使 2 ね 。 


3. A: ね え 、 ち ょ っ と こめ ん 。 今 友達 に 電話 し な くち ゃ いけ な いん だ けど と 、 今 日 携帯 


と も だ ち けい 


忘れ ちゃ っ た ん だ 。 『 


も) も の に 4 も な 


一 請 め 少 「Vertb-non-past よう に する 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
/ ン 1. .A : 日 本 語 が 上 手 に な る た め に 、 ど ん な こと を し て いま すか 。 

の 

NM 0 
2. A : 健康 (eat) の た め に 、 ど ん な こと を し て いま すか 。 


B ・ i 
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ED NE 


くく 第 3 課 基礎 練習 ーー 
3. [状況 ジョ ン は 今日 本 に 留学 し て いる が 、 人 彼 の 恋人 は アメ リカ に いる 。 
道子 : 時 差 (time difference) が ある か ら 、 彼 女 に 連絡 する の 、 大 変 で し ょ ? 
て も 、 0 
道子 : えっ 、 女 日 ! すご い 


4. 日 本 人 : 僕達 、 友達 な ん だ か ら 、 | で す ・ ます 体 」 で 話す の は ちょ っ と 変 だ よ 。 
方 が いい よ 。 


基 学 生 : は い 。| で す ・ ま す 体 」 の 方 が 慣れ て いる か ら 簡 単 な ん た け と 、 こ れ か らち 
頑張 り ま 、 あっ 、 頑張 る 。 


国 放 め 下 の 絵 の 人 達 は 独り 言 を 言っ て いま す 。「 一 か な ( あ )」 を 使っ て 絵 の 吹き 出し を 完成 させ 
な さい 。 


The ed が in the pictures below are talking to themselves. Fill in the dialogue balloons according to the cues provided using 
あぁ)」. 


「~ 


( 例 ) 


フラ ンス ? 
ガー ズ ト ラリ ア ? 


中 国 ? ( 例 ) 


夏休み は どこ に 
行こ うか な あ 。 


[状況 ] 明 日 、 仕 事 の 面接 が ある 。 
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回 届 語 輝 「 か な ( あ )」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
2 光 上 た の 生ま 本 あ 00 Tiber EE Mu 伯 IN 生ま 滞留 。 。 


関本 騰 い つ う ん ル ん 。 te 


本 [状況 道子 と 田 太 が ショ ー ン を 祭り に 誘っ た が 、 ショ ー ン は 来る か どう か 分 か ら な い 。 


は 、 KC は に MdN 


盟 太 : どう か な あ 。 伝統 的 な 祭 まり を 見 て みた いっ て 言っ て た けど 、 今 と っ て も 
條 し いみ た いた し ・ 


2 みん な が 平和 の 大 切 さ を 忘れ な けれ ば 、 絶対 に (absolutely) と 


思う よ 。 


加計 光 「 な る べく 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


1. 学生 : 先生 、 日 本 語 の 単語 が 分 か ら な い 時 は 、 英 語 の 単語 を 使っ て 説明 し て も い 
いで すか 。 


本 の 


トト 


2. 留学 生 : 今晩 の パー ティ 、 人 行っ た 方 が いい ど と 思う ? 宿題 が た く さん 残っ て る ん 


こん ば ん 


だ けど ・ 


日 本 人 : 無理 し な く て も いい と 思う けど 、 留 学生 の た め の パ ー テ ィ だ か ら 


EE 


くく 第 3 課 応用 練習 ーー 


3. [状況 ] A は 、B が 作っ た 「 と びら 』 の 単語 の フラ ッシュ カー ド を 見 て いる 。 
留学 生 A: あれ ? この 単語 は 、 覚 えな く て も いい 単語 じゃ な い の ? 


お ば 
留学 生 B: う ん 、 そ うだ けど と 、 よ くく 使い そう な 単語 だ か ら 、 


O 


国 証 叉 __ の 表現 を 全部 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete each of the following conversations using all of the items from the box. 


1.| を し た Noun それ に <w 上 生み る 


義夫 え 、AIBO っ て 、 ど ん な ポッ ルド *? 


B : (8) 、 自分 の 名 前 が 
利 え られ る ん だっ て 。⑯ tt ま 。 


アア 


MX 料 。 


症 ee よう | に する 一 他 に も な る べく 


A 日 本 語 の 挨 業 で いい 成績 を 取る た め に 、 ど ん な こと を し て いま すか 。 


B : 私 は (⑧) 
。 それ か ら 、(D) 


上 ども うけ て すか が 。 すご で いで すね: 
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EE 


胃 昌 か ら 適 当 な 表現 を 1 つ 選 ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Complete each of the following conversations using the most appropriate item from the box. Each item can be used only once. 


っ ララ どど に が な うっ で いる or tr て うに する 


1. ショ ー ン : リー さん の アパ ー ト に は 、 何 か 決ま り が ある ? 


人 s 


2.A: 今 日 も アル バイ ト に 補講 し て 、 店 長 (store manager) に 治ら れ ち ゃ っ た 。 
B : え スー、 昨日 も 遅刻 し た ん で し ょ 。 Oo 


A: う ん 、 明 日 か ら 気 を つけ る 。 


ar 各 し て ーー に と っ て て の 代わ り に 
3. 佐藤 : リー さん は 今 ま で に と ん な 仕事 を し た こと が あり ます か 。 
リ ke 私 は Oo 


佐藤 : 日 本 語 の 通訳 Gnterpreter Ei 導電 i iy 大 本 


4. 佐藤 : 
リー : 色々 あり ます が 、 速 読む の は 、 ま だ と て も 難 し いで す 。 


ー よ うに 頼む 。 て も ら え な い ? か どう か は 一 に よる 


5. 勇太 : ね えん 、 シ ョ ー ン 、 英 語 で 手紙 を 書い た ん だ けど と 、 
? 


ンー 


6. 佐藤 :「 パ ロ 」 は 本 当 に セラ ピー 効果 が ある と 思い ます か ? 


い ー ュ うー ん 、 よん 生ま 生還 


O 
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< くく 第 3 課 応用 練習 


7 田 太 : コン ピュ ー タ が 博 れ ちゃ っ て 、 新 し い の を 買わ な くち ゃ いけ な いん だ けど と 、 
お 金 が な いか ら 困 っ て る ん だ 。 


a じゃ 
重大 " そ す だ 材 … そ うし て み る よ ば 。 


国 衣 日 本 の ロボ ッ ト 技 術 と 社会 に つい て 、 [一 の 表現 を 全部 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following passage on robot technology and its role in Japanese society using all of the items from the box. 


上 本 ーー て ん る 。 と 同じ で らい 


て の 代わ り に 


日 本 で は ロボ ッ ト の 技術 が 発達 し て 、 最 近 、 色 々 な 場所 で ロワ ロボット を 見 る こと が 


(8) 。 例え は 、@⑯ 
= と 


上 に 自転 車 に 乗れ る ロボ ッ ト や 、(G ポポ ベ ンド 
会 場 を 案内 し て くれ る ロボ ッ ト な ど 、 日 本 の 社会 で は 本 当 に 色々 な ロボ ッ ト が 活躍 
し て いる 。 ロ ホッ ト の 技術 @ 日 本 に 
行っ て どん な ロボ ッ ト が ある か 見 て みた ら 楽 し いと 思う 。 


語 計 時 | の 表現 を 全部 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


ーー を し た Noun ーー か な あ ー く れ な い ? 


貞 - じ ゃ な く て お 


[状況 ] 和男 太 こ ショ ー ン が イン ター ネッ ト で ピ デ オ を 見 て いる 。 


勇太 ね えん 、 シ ョ ー ン 、 こ れ 見 て 。(@ 
踊っ て いる よ 。 


ショ ー ン : わあ 、 す ご いね 。 後ろ で 踊っ て いる の も 、) 
『 


田 太 : うう ん 、 後 ろ の 信達 は ⑥ 
書い て ある よ 。 


っ て 
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ショ ー ン : そう か 、 人 間 が ロボ ポット の た め に 後ろ で 踊っ て る ん だ 。 面 白い ね 。 その 
ビデ オ 、 友 達 に も 見 せ て あげ た いか ら 、⑨ 


『 


田 太 : うん 、 い いよ 。 じ ゃ 、 メ ー ル で 送る れ ね 。 


盟 還 上 ちな た が 好き な イン ター ネッ ト の サイ ト を 1 つ 選 ん で 、 ど ん な サイ ト で 、 何 が 出来 る か 
説明 し な さい 。 [の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、「 で す ・ ま す 体 」 で 書き な さい 。 


Choose one of your favorite Internet sites and describe what kind of site it is and what you can do there using as many items 
as DOSsible from the box below. Write your answer in polite form. 


ーー 他 に 一 と し て な る べく ー と 同じ で らい くら い 


ほか 


それ に ~ を も し た Noun プー を し て いる 


選ん だ サイ ト : 


田 影 多 ロボ ッ ト は 、 将 来 ど ん な こと が 出来 る よう に な る と 思い ます か 。 そ し て 、 社 会 は 
どの よう に 変わ っ て いく と 思い ます か 。 ビー の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、 
目 分 の 意見 (cpnion) を 書き な さい 。 「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


What kind of things do you think robots wil be able to do in the future, and how do you think society will change as a result? 
Explain your opinion using as many items from the box below as possible. Write your answer in plain form. 


て 他 に なら の や と 同じ だ らい / プ て ちい それ に 


ほか 


ーー を し た Noun プー を し て いる 一 よう に 頼む / 言 う 
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第 /| 語 


日 本 の スポ ー ツ 


間 証 愛  ) の 中 に 適当 な (sppopdae) ひ ら が な を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は X を 書き な さい 。 


Complete each sentence by inserting the appropriate hiragana in each ( ) . If no hiragana is necessary, mark X. 


1. この 会 社 は 、IT の 世界 で トッ プ の 会 社 の 一 つ だ (  ) 考 えら れ て いて 、 克 年 ( ) 
よう ( ) 新 し い 技 術 を 発表 し て いる 。 

2. 仕事 の 面接 で 和 失敗 ilure) し な い ( ) よ う ( ) 敬 語 の 練習 を し て いる が 、 い くら 
( ) 練 習 し て も 上 に 使え な い 。 

3. 学生 : ち ょ っ と 頭 が 痛い ん で す ( )、 帰 っ て も いい で し ょ うか 。 
生生 いえ メ ええ の いす で ず ザ 。 お 水 事 民 > 

4. 隣 の 町 に 、 先週 で きた ( 。 ) ば か り ( ) デ パー ト が ある ん で す 。 オ ー プ ブ ニ ン グ 
セー ル が 終わ ら な い (  ) う ち (  )、 早 買い物 に 行き まし ょ う 。 


5. 一 人 暮 ら し (iving alone) を 始め た ( ) ば か り (  ) だ か ら 、 大 変 だ けど 、 何 ( ) 
し て も 楽し い 。 


国 診 輝 「 毎 の よう に 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following sentences and conversations using | 符 一 の よう に 」. 


1. 私 は 日 本 語 が 上 手 に 話せ る よう に な り た い の で 、 


O 


2. この 日 本 文化 の 投 業 は に 
か ら 大 変 だ 。 今週 は 地理 、 来 週 は 言語 に つい て の レポ ー ト を 出さ な く て 
ば いす 人 が いい 。 


3. A : 山 田 さん は 旅行 が 大 好き で 、 みた い 
だ よ 。 去 年 は ブラ ジル 、 今 年 は イタ リア だ っ て 。 


本 23w 作 いい が ー。 
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so 


4. ([ 毎 一 の よう に 」 は 一 度 だ け 使っ て 下さ い 。) 


子供 の 頃 は @ が 、 最 近 は 


(D) o 


衣 説 定め ツ (  ) の 中 か ら よ り 適 当 な 方 選び な さい 。 


Select the most appropriate item to complete each sentence. 


1. 20 年 後に は 、 気 温 が 2 度 高く な る と (考え られ て / 思わ れ て ) い る らし い が 、 
本 当 だ ろう か 。 
ほん と 2 う 


2. 田中 さん は 、 み ん な か らい い 人 だ と (考え られ て / 思わ れ て ) い る が 、 私 は そう は 


思わ な Ve 


3 私 科学 的 に (scientifically) 正 し い Grigh) と (考え られ て ノノ 思わ れ て ) い る こと の 
呼 に も 、 正 し く な か ない こと は ある と 届 電 2 


4. 私 の 犬 は 、 み ん な か ら 日 本 の 犬 だ と (考え られ て / 思わ れ て ) い る よう た が 、 実は 
そう (で は 0 ぶ 


「~ と (考え られ て いる 思わ れ て いる ) 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. ⑧) が 純 話 (mother tongue) の 学生 に と っ て 、 日 本 語 は (b) 
2. 京都 は が 、 新 し い 店 や レス トラ ン も 
だ さん ある 。 


3. パロ * と いう ロボ ッ ト は 
o (* パ ロー「 と びら 』 p.57) 


EE 


くく < く 第 4 課 基礎 練習 


あな た は 日 本 の 大 字 で 、 新 し く 来 た 留学 生 の 生活 を 助け る 仕事 を し て いま す 。「 ま ず 」 を 
使っ て 玉 学 生 に アド バイ ス を し な さい 。 


You work at a Japanese uniVersity as an advisor helping international students adjust to their new lives in Japan. Make some 
recommendations to your advisees using | ます 」. 


( 例 ) 留学 生 : 日 本 語 の 授業 の た め に いい 文法 の 辞書 が 必要 な ん で す が 、 どこ か いい 
店 が あり ます か 。 
あな た : じゃ 、 ま す 大 学 の 本 屋 で 探し て みた らい いと 思い ます よ 。 


1. 留学 生 : と ん な 授業 が ある か 調べ た いん で す が 、 ど うし た らい いで すか 。 


あな た : 授業 で すか 。 じ ゃ 、 


2. 留学 生 : カジ ュ ア ルス ピー チ の ルー ル が 分 か ら な く て 、 友 達 と 話す 時 に 、 ち ょ っ 
と 困っ て いる ん で す 。 


あな た : じゃ 、 


3. 留学 生 : 今年 の 夏 に 、 家族 が 遊び に 来る か ら 、 泊まる 所 を 探し て いる ん で す が 、 
座 に 聞い た らい いと 思い ます か 。 


あな た : そ う で すね 。 家族 が 遊び に 来 た こ と が ある 留学 生 が 他 に も いる と 思う 
EE RR UE CR RG RR CE ER Er al ROD 0 RE 


国 還 > (  ) の 中 か ら 正しい 方 を 選び な さい 。 


Select the option that correctly completes each sentence. 
1. 来週 の 試験 で いい 成績 を 取る (よう に ノン た め に )、 今 週 は 奉 晩 5 時 間 勉強 する 
の もりた だ 。 


2. 来週 の 試験 で いい 成績 を 取れ る (よう に ノン た め に )、 今 週 は 香 早 5 時 間 勉 強 する 
うつ を た 。 


3. 大 事 な 会 議 だ か ら 、 忘れ な い ( よ うに グズ た め に ) カ レン ダー に 時 間 を 書い て お い 
た 。 


4. 日 本 に 留学 する (よう に ノノ た め に )、 和 吉日 アル バイ ト を し て いま す 。 
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5. この 大 学 で は 、 人 間 の よう に 動く ロボ ッ ト を 作る (よう に グズ た め に )、 人 の 動き 方 
を ヒビ デオ に 撮っ て 研究 し て いる 。 


6. 日 本 で 色々 な 場面 に 合っ た 話 し 方 が 出来 る < まう に ため に EH に 行く 前 に 
色々 な スピ ー チ レベ ル の 話し 方 を 練習 し て お いた 。 


拓 リー さん は 来 月 イタ リア に 旅行 し ます 。「 一 よう に 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Ms. Lee is taking a trip to Italy next month. Complete the following conversations with her using | 一 よう に 」. 
1. 友達 A: 何 し て る の ? 
と も だ ち 
リー: イ タダ タリア 衣 の 勉 強 。 イ タリ ア 語 で 
レス トラ ン で 使う 表現 を 覚え て お こう と 思っ て 。 


2. 友達 B: 現金 (cash 、 そん な に た くさ ん 持っ て 行く の ? 


と も だ ち 
リー : う ん 。 イ タリ ア 人 の 友達 に | クレ ジッ トカ ー ド が 使え な い 店 で も 
、 現 金 も 持 っ て 行っ た 方 が いい 。| っ て 


げん きん 


言わ れ た か ら 。 


3. 友達 じ : あれ 、 リ ー さ ん 、 買 い 物 に 行く の 『 


と も た 
リャ のか うう ルト 靴 屋 に 行く ん た 。 
歩き や すい 靴 を 買い に 行こ 2 と 思っ て 。 


問題 信昌 朋 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


日 本 語 の レポ ー ト を 書く の 
は 絶対 に 無理 だ 。 
ぜったい お む お り 


2. 私 は 時 々 伺か 言っ て 
寺下 紅 後 で | 言わ な けれ ば よかっ た …。 | と 思う (5 と が ある 。 


REN ET SRO TA RE SRS 放し A CR ・ 1 
全然 分 か ら な か っ た 。 
ぜん ぜん 


4. の で 、 あ まり よく 出来 な か っ た 。 


oO 


EE 


<<< 第 4 課 基礎 練習 


装 動 學 「- (だ けど / で す が ) 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. [状況 ] 昨日 まで に 出さ な く て は いけ な か っ た レポ ー ト が 終わ ら な か っ た 。 


あな た : 先生 、 す み ま せ ん 、 、 も う 少 し 時 間 を 
いた た だ たけ ませ ん か 。 


先生 : そう で すか 。 何 か 特別 な 理由 が ある ん で すか 。 


2. [状況 ] 寮 の 隣 の 部 屋 の 学生 が うる さく て 、 夜 亡 られ な い 。 


あな た : ね え 、 


友達 : そ うか 。 じゃ 、 部 屋 を 共 え て も ら え る か と うか 、 大 学 に 聞い て みた ら 『 


と も だ ち 


あの 0 ね > ちよ ど ご めん 。 
教え て くれ な い ? 


A 9) - た 


と も だ ち 


4. あな た : 先生 、 推 薦 状 


すい せん じょう 


陳 7 人 は ty NX と で 写 は 。 


下 の 文 で 、「 だ か ら 」 の 代わ り に 「 そ れ で 」 が 使え る 場合 は 〇 、 使 えな い 場合 は X を 書き 
な さい 。 
Mark 〇 ifthe | だ か ら 」 in the sentence can be replaced with | それ で 」 and x if it cannot. 


1. 明日 の 授業 に ゲス トス ピー カー が 来 ま す 。 た だ た から 、 質 問 を 3 つ 考 えて 下さ い 。 
[= それ で (  )] 


2. A : 今 晩 こ こ で 大 きい コン サー ト が ある ん だ っ て 。 
B : そう か 。 だ か ら 、 こ ん な に た くさ ん 人 が いる ん だ ね 。 [= それで (  )] 
3. A : 風 邪 ひ いち ゃ っ て 。 


B : ああ 、 だ か ら 、 昨 日 接 業 休ん だ の ? [= それ で (  )] 


i 
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4. A: 雨 降っ て な いれ 。 傘 \ \ ら な いか な 。 


B : で も 午後 か ら 雨 な ん だ っ て 。 だ か ら 、 持 っ て 行っ た 方 が いい と 思う よ 。 
[= それ で (  )] 


国 半 3 ツ は 「 そ れ で 」 に 合う 会 話 を 、2. と 3. は 「 そ れ で 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


For the first question, fi in the blank with a sentence that could result in B's | それ で 」 response: a second and third 
questions、 fill in the blanks using a sentence that includes | それ で 」. 


1. 学生 A: o 
学生 B: それ で 、 リ ー さ ん 、 今 日 嬉し そう だ っ た ん だ ね 。 

2. 先生 : 私 は 学生 の 時 、 3 年 で らい 中 国 に 住ん で いた ん で す 。 
学生 : そ う で すか 。 e 


3. 浴 業 論 側 文 は 古い お 寺 に つい て 書く こと に に な 


NE 


O 


呈 量 華 > | Question Word ~ て も 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。1. 一 3. は A と B の 言葉 を 
1 つ ず つ (one each) 使い な さい 。 


ャ ーー ニニ ーー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニー ニー ニー ヾ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ュ 


A 1. 誰 B 行く 
e と ん な に 聞く 
RU . 謀 し い 

むず か 


* ニ ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ニー * ょ = ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニュ 


1. この 人 は と て も 有名 だ か ら 、 日 本 人 な ら 名 前 は 
知っ て いる を . 選 う の 。 


2. 日 本 語 が 大 好き だ か ら 日 本 語 の 
勉強 を 続け る つも り だ 。 


ーー きん は 部 屋 に いな い 。 雪 日 どこ に 
行っ て いる の か な あ 。 


4. 私 は 大 学 に 近い アパ ー ト を 
借り る つも り た 。 
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ms 


ur 


< くく 第 4 課 基礎 練習 一 一 一 


5 道子 さん は 「 お いし い | と 言わ な いか ら 、 
一 緒 に レス トラ ン に 行っ て も 楽し く な い 。 

6. [状況 ] 仕事 の 面接 を 受け て いる 。 
会 社 の 人 : この 会 社 の 仕事 は 大 変 で す が 、 本 当 に この 会 社 で 働き た いと 思い ます か 。 


あな た : は い 、 


1. [状況 」 大 学生 が 自分 の お 姉さん の 赤ちゃん の ペ ビー シッ ター (babysitter) を し て いる 。 


4 先生: 勇太 さん は 、 も う 4 年生 に な り ま し た ね 。 
和 太 : は い 。 今 年 が 大 学 最後 の 年 で す 。 


先生 : 卒業 する 前 に 、 何 を し て お きた いと 思っ て いま すか 。 


本 太 : そ う で すね 。 


。 準 業 し た ら 多 分 あま り 出来 な いと 思い ます か ら 。 
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ーー 


5. リー: 今 、 両 親 が 日 本 に 来 て る ん だ 。 来週 帰っ ちゃ うん だ けど 。 


は か 0 


rE oi Pr MR Wl os 


『 
リュー あっ 、) 中 れれ My いい ア イデ アト そ すし 二 上 才 2: 提 び り の ピ う 。 
回 証 旧 輝 「 で きれ ば : で きた ら 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. 先生 :@ に 行く そう で すね 。 ど ん な 名 所 に 行こ う と 思っ て いま すか 。 


( 国 の 名 前 ) 
あな た : 時 間 が あま りな いん で す が 、(Db) 
2. [状況 ] 日 本 に 卒業 論文 の リサ ー チ を し に 行き た い の で 、 先 生 に 相談 し て いる 。 
先生 : 日 本 で どん な こと を 調べ よう と 思っ て いま すか 。 


あな た : 


3. [状況 ] 授業 を 休ん で し まっ た の で 、 授業 の 内 容 が 分 か ら な い 。 


あな た : ちょ っ と こめ ん 。 


・ う ん 、 い いよ 。 は い 、 こ れ が 昨日 の ノー ト 。 


占 請 め 少 「 一 た ば か り 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. [状況 ] リー は 1 か 月 前 に 日 本 に 来 た 。 
日 本 人 : リ ー さ ん は 日 本 語 が 本 当 に お 上 で すね 。 も ) 日 本 に 来 て 長い ん で すか 。 


リー : い いえ 、 また o 
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くく < 第 4 課 応用 練習 ーー 
2 ショ ー ン : あれ ? この 読み 方 忘れ ちゃ っ た 。 
漢字 な の に …。 


リー : あー、 そ の 漢字 、 覚 え に く いよ ね 。「 ぎ じゅ つ 」 じゃ な か っ た か な 。 


3. [状況 ショ ー ン が ホス ト フ ァ ミ リー の 家 に 着い て 、 すぐ に 勇太 が か ら 電 話 が あっ た 。 
ン MU も し も 記さ 
鼻 太 : も し も し 、 シ ョ ー ン 。 勇 玉 だ けど 、 今 、 ち ょ っ と いい 1 


ラー ジジ で ご めん こ に 、 後 で 
っ ちか ら 電 話す る よ 。 ち ょ っ と 待っ て て 。 


『「 』 


4. [状況 ] あな た は 先週 買っ た 自転 車 を 、 昨 日 盗ま れ て し まっ た 。 
先生 : 元気 が あり ませ ん ね 。 と どう し た ん で すか 。 


あな た : 実は 、 


先生 : そう で すか 。 そ れ は 大 変 で し た ね 。 


国 還 腕 一 の 表現 を 全部 使っ て 下 の 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following sentences and conversations using all of the grammar items from the box. 


(a) 時 は 、|「 相 」 や | 夫 ] の よう な 簡単 な 漢 
字 で も 難し いと 思っ た が 、Q@ の で 、 最 近 
は (o) 読め る よう に な っ た 。 
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[状況 ] ショ ー ン は 柔道 部 に 入り た いと 思っ て いる 。 


ショ ー ン : 和 ね 一 、 輩 太 。 僕 、(⑧ 


ん 議 可 洛 竹 


田 太 : 柔道 部 か 。 柔道 部 は 、 上) 條 も い 
R 本 3 時 間 あ る の ? 


ショ ー ン : 如 日 か 。 ち ょ っ と 大 変 そ う だ ね 。 練習 、 時 々 休ん で も いい の か な 。 


勇太 : うう ん 、 病 気 の 時 と か の 他 は 、 (⑤ 
みた い だ よ 。 


aE Fumi i ly Ee 


[状況] 1 週間 前 に 大 学院 に 入っ た ミラ ー が 授業 に つい て 話し て いる 。 


勇太 : 大 学院 、 ど う ? 楽しい? 


1/11 


ラー : (3) か ら 、 ま た 
分 か ら な いけ と 、 授業 は 面白 そ 2 トド 。 


を 電導 も サ ュ よかっ た ね れ 。 


ミラ ー: 一 般 的 に 、 大 学院 Gb) 
みた い だ け ど 、 先 生 は みん な 親切 で 、 丁 寧 に 教え て くれ 
る か ら 、 今 は まだ 難し いと は 避 じ て いな いん だ 。 


郁 太 : そ うか 。 将来 は 大 学 の 先生 に な る つも ケイ 


ノブ メ / 


ラー : (oc) 。 で も 、 大 学 の 先生 に な る の は 
簡単 じゃ な さそ うだ か ら 、 分 か ら な いな 。 
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> 講 道 部 の 先輩 が 、 


くく < 第 4 課 応用 練習 


いす の メンテ ち に 


[状況 ] 留学 生 の ミラ ー は 、 来週 アメ リカ に 帰る こと に な っ て いる 。 広 島 に 行っ て みた いと 思っ て いる 
が 、 ま だ 行っ て いな い 。 


先生 : ミ ラー さん 、 今 週末 は 日 本 で の 最後 の 週末 で すね 。 何 を する つも り で すか 。 
人 0 ペ ト 章 
、 ま た 行っ て いな いん で す 。 た から 、 今 週 行っ て みよ 

て いる ん で まま 。 


先生 : ああ 、 そ れ は いい で すね 。 


日 本 の スポ ー ツ と 礼 の 関係 に つい て 話し て いま す 。 [し ___ の 表現 を 使っ 


けん どう ひょう げん 


て 下線 部 を 書き 換え な さい 。 


Your sempai in the kendo club is telling you about the role of bowing and proper etiquette in Japanese sports. Rewrite the 
underlined segments using the grammar items from the box. 


ます か ーー プ 「 ちり ーー と 考え られ て いる ーー ず に 


て た は か り た 


相撲 や 剣道 な どの スポ ー ツ で は 、 人 々 は 礼 が と て も 大 切 だ と 考え て いま す 。 例 えば 、 
7 ! 2 れい に 
(a) 


練習 を 始め る 時 は 、 最 初 に 相 す に 礼 を し な く て は いけ ませ ん 。 実は 、 私 は 剣道 を 
(b) (c) 


始め て すぐ の 時 に 、 礼 を し な いて 練習 を 始め て し まっ て 、 先 募 に 去ら れ た こと が 
_ (d) (@) 


あり ます 。 私 は 、 子供 が 小さ い 間 | - 礼 の 大 切 さ を 学ば せる の は 、 と て も 大 切な こと だ 
⑥- 


に 司 い ます 。 


請 計 | | か ら 適 当 な 表現 を 1 つ 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Complete each of the following conversations using one Of the grammar items from the box. Each item can be used only once. 


Verb-non-past よ う に (| 人 ます それ で Question Word 一 て も 


『 仙 の 條 の ディ かう 7 ああ 5 

B : 実 は 、 熱 が 出 ち ゃ っ て …。 

内 えっ の い ギブ プ な が た だ 。 

B : o 


A : そ て う Oo 残念 だ っ た れ 。 
さん れん 


. 先生 : この レポ ー ト 、 上 手 に 書け まし た ね 。 
学生 本当 で すか | 実は 、 ie 


ント 9 や 辞書 を 使わ な か っ た ん で すか 。 本 当 に 上 手 に な り ま し た ね 。 


[状況 ショ ー ン が ホス ト フ ァ ミ リー の 家 で 宿題 の 読み 物 を 読ん で いる 。 

お 父さん : それ 、 和 宿題 ? 頑張 っ て る ね 。 

が ーー いい で も 難し く て 、 (a) s 
お 父さん : そう 。 竹 伝 ち うか ? 

シ 坦 一 補 あ あゆ が を うき あま きま 品 補 る も いさ (⑪) 


ー_ _ の で 、 も うち ょ っ と 頑張 っ て み ま す 。 それ で も 分 か ら な か っ 
た ら お 願い し ます 。 


. [状況 ] シ ョ ー ン の ホス ト フ ァ ミ リー の ご 両親 は 、 礼 儀 正しい 人 に な っ て ほし いと 思っ て いる の で 、 
子供 を 剣道 の 練習 に 通わ せ て いる 。 


ナ ん どう 


ショ ー ン : 先 生 、 私 の ホス ト フ ァ ミリ ー の ご 両親 は 、 


これ は 、 こ の 教科 書 の 読み 物 と 同じ で すね 。 


きょう 


先生 : そう で すね 。 


Eu 


< くく 第 4 課 応用 練習 


国 明 叉 か ら 適 当 な 表現 を 1 つ 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


まず 一 と 考え られ て いる / 思 われ て いる 


そ 示 て で Verb-non-past よう に する それ に 


年: 家 で ん の 国 で の 一 般 的 な 日 本 の イメ ー ジ Gimase: impression) を 教え て 下さ い 。 


あな た : 私 の 国 で は 、 


2. 先生 : 授業 の レポ ー ト や 論文 を 書く 時 は 、 た いて い 最 初 に 何 を し ます か 。 


あな た : 


3 先生: 平和 の た め に 、 世 界 の 国々 は どん な こと を し な く て は いけ な いと 思い ます か 。 


あな た : 


4. 先生 : 地道 や 剣道 や 空 す な と の 日 本 の 伝統 的 な 武道 は どう し て 人 気 が あ る 


か ら て と うう 赤き 


と 思い ます か 。 


あな た : 


5. 先生 : あな た の 国 で は 、 ど ん な スポ ボ ポー ツ が 人 気 が あ り ま すか 。 


あな た : 


品 詩 徐 ちな た の 国 で 人 気 が あ る スポ ー ツ を 1 つ 選 ん で 、 そ の スポ ー ツ が 人 々 に どの よう に 
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考え られ て いて 、 どの よう に 楽し まれ て いる か が 説明 し な さい 。 [し] の 表現 を で きる だ け 
た くさ ん 使っ て 、「 で す ・ ます 体 」 で 書き な さい 。 


Choose a sport that is popular in your country and explain what people think of it and how they enjoy it. Write in polite form 
and use as many Of the grammar items from the box as Dossible. 


まず Verb-non-past よ う に ~ー うち に 人 得 ~ よ うに 


~ と 考え られ て いる / ズ 思わ れ て いる Question Word ~ て も 


先輩 と 後 募 の 関係 に つい て 、 自 分 の 経験 や 意見 を 、 例 を 出し て 説明 し な さい 。 一 コ の 表 


せん ば ぱい こう は い 


現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


Discuss your experiences with and opinions about the sempai/kohai relationship, using examples as appropriate. Write in 
plain form and use as many of the grammar items from the box as Dossible. 


Verb-non-past よ う に ー う ち に で きれ ば で きた ら 得 一 よう に 


ー ず (に) Ouestion Word ~ て も ー た ばかり 


日 本 の 食べ 物 


を そ 


較 澤 除 ( ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は く を 書き な さい 。 


Insert the appropriate particle intoeach( ). If no particle is necessary, mark X. 


1.、 どん な に 忙し く て も 、 漢 字 の 勉強 ( ) だ け ( ) 符 日 する よう に し て いる 。 


2. あの 人 は 毎年 の よう に 新しい 車 を 買っ て いる 。 僕 (  ) 眉 っ て 、 お 人 金持ち ( ) 


導い な い 。 


3. この 映画 は 、 本 当 の 話 ( ) も と ( ) し て 作ら れ た らし い 。 


ほん と 2 う 


4. 一 般 的 ( )、 日 本 の 食べ 物 は 健康 的 ( ) だ と 考え られ て いる 。 


いっ ぱん て き 


5 日 本 ( ) 則 じ で て 、 こ の 国 て 0 と ん と (し J) 家 に は いす 公 ( ) テ レビ が ある 
0 信 感 庫 (refrigerator) が な い 家 も ほとん ど (  ) な い 。 


6. この 公園 で は 、 猿 が 子供 を 育て て いる ( ) と ころ ( ) 


大 た 


真 に 撮る こと が 出来 る 。 


し ゃ し ん 
7.A: この パー ティ に は 、 私 と 同じ ぐら い の 年 の 人 も 来 ま すか 。 
B : い いえ 、30 歳 ( ) 以 下 ( 3 が すけ パャ ャ ラプ すま 琶 人 い (4 うま うす 存 策 4 う 
し ます 。 


問題 2 「Number( 十 Counter) は /Noun( だ け ) は /… は 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1 一 3. は L_」 の 言 業 を 使い な さい 。 


Complete the following sentences and conversations using 「Number(+Counter) は Noun( だ け ) は プ … は 」. For each of 
questions 1-3, use the correspondingly numbered item from the box below in your answer. 


O 


2. どん な に 短い 旅行 で も 、 日 本 に 行く な ら 


O 
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ーー 


3. 留学 生活 を し 始め た ば か り の 時 は 日 本 語 の ニュ ー ス は 全然 分 か ら な か っ た が 、 今 
OO 


4 A: こ の 投 業 、 い い 成績 取れ そう ? 
B : 分 か ら な いけ ど と 、 頑張 っ Eh ヽ 、 護 且 閉 。 


5. A: 眠 そう た ね 。 
隊 に 9 う し 。 最近 忙 し く て 、 実 日 3 時 間 ぐ らい し か 寝 て いな いん だ 。 


AA に えっ こす 時 間 いす て ち 性 も て も 、 


O 


識 6M | 一 以上 バー 以下 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


1 これ は 子供 の た め の 乗 り 物 な の で 、 


2.。 も し 
せい せ 
も ら え な いか も し れ な い 。 


き 


3. 留学 生 A : 日 本 の 都 道 府 県 


どう ふ けん 
留学 生 B: 全部 は 言え な いけ ど 、「『 と びら 』 の 第 1 課 で 勉強 し た か ら 


O 


留学 生 A: へ えん 、 す ご いね 。 


4. 来週 の 大 事 な 試合 に 勝つ た め に 、 今 週 は 


あい 


Oo 


IOM INO, 
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国 影 叉 「Noun さえ Verb ば 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


9 


A : 


[状況 」 ショ ー ン は 日 本 語 の 試験 で 悪い 成績 を 取っ て し まっ た 。 
先生 : 新 し \ 文法 が 分 か ら な か っ た ん で すか 。 


3 デー も YY 文法 は 大 丈夫 で し た 。 
AI he と いい 成績 が 取れ た と 思う ん で す が …。 


先生 : ああ 、 漢 字 で すか 、。 


日 本 人 : 日 本 語 の 授業 、 ど う ? 


と 間 枯 うー eK 人 陸 和 キ SNRPUWONGS908 和 WPO 水 天 A その 他 は パー 
フェ クト (perfec 。 


日 本 人 : ハハ ハ 。 で も 、 宿 症 が あっ た 方 が 勉強 に な る で し ょ 。 


B: い いえ 、 私 は そう は 思い ませ ん 。 も ちろ ん (Gf course) お 金 は 大 切 で す が 、 お金 
だ け で は 幸せ に な れ な いと 思い ます 。 


状況] 学生 B の 両親 は 、 学生 B が 留学 する こと に 反対 し て (to oppose) い る 。 


学生 A : ご 両親 、 田 学 に 澤 成 し て (to agree) くれ た ? 


学生 B: うう ん 、 ま た だ た 。 お金 も た め た し 、 先 生 も 行っ た 方 が いい っ て 言っ て くれ て る 
か ら 、 
け ど …。 
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EE 欠 [ 」 の トピ ッ ク に つい て 、 と に 文 を 入れ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
に は 「 つ い に 」 を 使い な さい 。 
Complete each of the following conversationsbyfillingin_ and with appropriate sentences about the 


topicin[ 」.Use | つい に 」 in the sentences you write on 
( 例 ) [トピ ッ ク : 剣道 の 試合 ] 
あな た : 今 ま で 価 度 試合 を し て も あの 大 学 に 勝て な か 
PN 
友達 : うん 。 ] 
と も だ ち 
あ 入 な さ の 問 、 つ い に 勝 っ た ん た ) 
実 送 ) すごい 粒 お の や どす 。 お あめ チーム 、 すこ 【 粒 い の に ! 


っ た ん だ けど 、 


1. [トピ ッ ク : 日 本 へ の 留学 ] 


ID 89 た EN な 7 人 (ん お 竹 を 、 
友達 : うん 。 

と も だ ち 

あな た : (D) 


友達 : よかっ た ね 。 お わ おめでとう 。 そ れ で 、 と の で らい 符 く の 『? 


2 4k ビ ピック : パ ソコ ン ] 
直し いて ea ムツ た wayt AA tiNG 5 エコ Ok 1 wo た だ たけ て 、 
友達 : うん 。 
と も だ ち 


あな た : (も ) 4 


友達 : えっ 、 そ れ は 困っ た ね 。 新しい の 、 買 う の? 


39. [トピ ッ ク : 戦争 の 恐ろし さ (horror) と 平和 の 大 切 さ を 伝え る た め に 作っ た ビデ オ ] 
あな た : ⑧) ん だ けど 、 
友達 : ああ 、 色 々 な 人 に イン タビ ュー し た り し て 、 頑 張っ て 作っ て た ね 。 


EM A MR NRE EA TR DE EE, :9x 


友達 : へ え 、 お めで と う ! いつ 見 られ る の 1? 


A J 


EE 


< く 第 5 課 基礎 練習 Aa 


盟 軒 め 「 に 違い な い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


パー ト は 新しい し 、 部 屋 が 広い し 、 駅 に も 近い か ら 、 


「」 
っ 
NN 


O 


2. 柔道 部 の 新しい コー チ は 教え る の が 上 手 な こと で 有名 だ か ら 、 


Oo 


3. 朝 閉 め て お いた 窓 が 開い て いる じい プン セ モ ュ ーー クリ VVT 


Oo 


4. この レス トラ ン は と て も 安く て お いし いけ ど 、 ジ ョ ン さ ん は 最近 日 本 に 来 た ば か り 
だ か ら 、 0 
今度 連れ て 来 て あげ よう 。 


5. も し ロボ ポット が 人 間 の よう に 考え る 力 を 持つ よう に な っ た ら 、 


時 多 >「 を も と に (し て )」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. 先生 : ショ ー ン さん 、 こ の 文 、 新 し い 文法 を と て も 上 手 に 使っ て 書き まし た ね 。 


ショ ー ン : あり が と う ご ざ いま す 。 で も 、 
。 大 天天 で し ょ すめ 


先生 : も ちろ ん で す 。 ま す 教 科 書 の 例文 を 少し 変え て 文 を 作っ て みる の は 、 と て も 
YU いこ と て ET 
2. ショ ー ン : この 映画 っ て 、 最 初 は チレ ビ ゲ ー ム だ っ た ん だ っ て 『 面白 いね 。 


明太 ! う ん 、 う くし AA ルス の レル も の の まま と 記 更 ま ま 堆 天 凍 境 
他 に も ある と 思う よ 。 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー と か 。 


3.、 シ ョ テン : あお 。、 マンガ 、 読ん ひる の ? 
田 太 : うん 、 日 本 の 歴史 の マン ガ な ん だ 。 
ショ ー ン : へ え 、 日 本 の 歴史 を マン が ガ で 読め る の ? 
田 太 : うん 。 こ の マン が ガ が は 作っ た 話 だ か ら 、 本 当 の 歴史 の 話 と は 少し 違う けど 、 
か ら 、 日 本 の 歴史 が 
好き な 人 に は 面 自 いと 思う よ 。 
お も し ろ る 


4. [状況 ] 学生 が 先生 に アド バイ ス を も ら っ て 論文 を 直し た 。 
学生 : 先生 、 す み ま せ ん 。 
、 見 て いた だ け ま せん か 。 特に この 部 分 を も う 少 し 


と く 


詳し く 書 きま し た 。 


(先生 が 論文 を 読む 。) 
先生 7 た こま で か っ た を だ 感 YY まず > 


請 置 多 「Noun と 同じ で 違っ て 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


1. 、 ア ラビ ア 語 (Arabic) は 
右 か ら 左 に 書く 。 


2. 、 こ の スポ ー ツ も 礼儀 正 し さ を 
と て も 大 切 に する 。 


3. 日 本 人 : 留 洗 生 の 引 さ ん は ご 両親 と 話す 時 、 ど うす る ん で すか 。 携 帯 か ら 電 話 
する と 、 お 金 が か か る で し ょ う ね 。 
留学 生 : みん な Skype な ど で 話し て いま す 。 
か ら 、 と て も 便利 で す 。 
4. 先生 : 将来 、 と ん な 町 に 住み た いと 思っ て いま すか 。 
ショ ー ン : 私 は 田舎 で 育っ た の で 、 将 来 は 大 きい 町 に 住ん で みた いで す 。 


あな た : 
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識 館 > 「Noun らし い 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. 道子 : 暑い ね え 。 リー さん は 暑い の 、 好 さき? 
リー: う ん 、 私 は 泳 で の と か サー フィ ン と か 夏 の スポ ー ツ が 好き だ か ら 、 今 日 
みた いな 大 好き 。 


M$ 


2. [状況 ] リー は と て も まじ め な 学生 で 、 今 まで 授業 を 休ん だ こと が な い 。 
マイ ク : リー さん 、 昨 日 も 今日 も 授業 に 来 な か っ た ね れ ね 。 


ビリ ー: そう だ れ ね 。 昨 日 も 今日 も 図書 館 に いた か ら 、 大 学 に は 来 て る みた い だ け と ど 。 


a オイ ググ で > 本 当 ? それ は あの Fe 
どう も た た ん だ る すず 


3. [状況] 勇太 と 道子 が テレ ビ 番 組 を 見 て いる 。 


じょう きょう ゆう た 


1 表 太 : この 子供 、 ま だ 5 歳 な の に 、 大 人 みた い に 話 すね れ 。 す ご いな あぁ 。 
1 道子 : う ん 、 で も 私 は も っ 六 。 吉 困 条 馬 品 る 久吉 CULKEBtS9Na_UE-3L) で 話す 


3 子供 の 方 が 好き だ な お 。 


4. [ 状 況 ] た か し は 今 ア メリ カ に 留学 し て いる 。 
た か し : 来週 の パー ティ 、 何 を 作っ て 行け ば いい か な ? 


科 ト : 日 本 の 食べ 物 を 食べ た こと が な いよ うな 人 も た くさ ん 来る か ら 、 何 か 


oO 


た か し : 分 か っ た 。 じ ゃ 、 寿司 を 作っ て 行く ね 。 


0 叉 「 一 的 ] を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. 先生 : どう し て 日 本 語 の 勉強 を 始め まし た か 。 


留学 生 : 私 の 専攻 は ビジ ネス な ん で す が 、 日 本 の 会 社 に つい て 勉強 し た 時 、 
ビジ ネス の し 方 や も の の 考え 方 に 筐 味 を 持っ た ん 
で す 。 それで 、 日 本 語 の 勉強 を 始め まし た 。 


2. 先生 : 日 本 の どこ に 一 番 行 っ て みた いと 思っ て いま すか 。 


留学 生 : 私 は の で 、 京都 に 
行っ て みた ko 


人 


3. [状況 ] 秋田 県 へ 有名 な 祭り を 見 に 来 て いる 。 


留学 生 : 本 当 に 人 が た くさ ん いる ね れ ね 。 


『 
日 本 人 : うん 、250 年 ぐら い 前 か ら 続い て いる 祭り らし いよ 。 
4. 留学 生 : この 会 社 、 有 名 な の ? 


日 本 人 : うん 、 外 国 に も た くさ ん オフ ィ ス や 工場 が あっ て 、 


O 


「 ほ と ん ど 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. 学生 A : 卒業 論文 、 ど う ? 
ろ ん ぶ ん 
学生 B : 、 来 週 出せ る と 思う 。 
2. [状況 ] 留学 生 が 日 本 人 の 友達 と 映画 を 見 に 行っ た 。 
友達 : 面白 か っ た ? 
お も し ろ 


箇 学 生 : うん 、 話 す の が は や すき て 
けど 、 ア クシ ョ ン が すご か っ た か ら 面 白かっ た 。 


3. 友達 : 


と も だ ち 


WW 


本 語 の 試験 、 ど うだ っ た ? カジ ュ ア ルス ピー チ の 決ま り が 心配 だ っ て 
な を 8 と 。 

留学 生 : カジ ュ ア ルス ピー チ は た くさ ん 移 強 し た か ら 

げ ば を 。 教 語 を た く さん 間違え ちゃ っ た 。 


4. 日 本 で は 、 
私 の 国 で 携帯 電話 を 持っ て いる 人 は まだ 少な い 。 


助 証 少 「-( よ うな) 気 が す る 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. この 絵 は と て も きれ い だ け ど 、 小 さい 絵 だ し 、 描 いた 人 も 分 か 
ら な いか ら 、3 万 円 は 
。 も うち ょ っ と 安かっ た ら 買 うん だ けど 。 


y30.000 


芋 ii 


ぁ 。 
th 


くく < 第 5 課 基礎 練習 


で この レス ドス 0 o 
で も 、 い つ 誰 と 来 て 何 を 食べ た か 全然 覚え て いな い 。 
だ れ ぜん ぜん お ば 


3. [状況 ] 最近 し た 柔道 の 試合 き に つい て 話し て いる 。 


じゅ うど う 


相手 の 選手 が や せ て いて あま り 強 く な さそ うだ っ た か ら 
けど 、 負 け て し まい まし た 。 


4. 先生 : 男女 の 話し 方 の 違い は 、 将来 、 と の よう に 変わ っ て いく と 思い ます か 。 


学生 : 


問題 13. > 用 ) の 中 か ら 上 正しい も の を 選び な さい 。 


Select the option that correctly completes each sentence. 


1. 今 か ら 図 書館 に (行く / 行っ て いる 行っ た ) と ころ で す 。 一 緒 に 行き ませ ん か 。 
2. [状況 ] パー ティ の 会 場 で 話し て いる 。 
A: こ の ケー キ 、 お いし いよ 。 食べ た ? 


B: う うん 、 実 は 今 (来る 来 て いる / 来 た ) と ころ だ か ら 、 ま だ 何 も 食べ て 
な * ん た 。 


3. [状況 ] 道子 が ご 飯 を 食べ て いる 時 に 、 ス ー か ら 電 話 が あっ た 。 


ー : 道 子 、 レ ポー ト で 日 本 部 、 ヂ チェッ ク グ し で も らい た い 都 分 が ある ん だ けど と 、 


会 いい ? 


道子 : ご めん 、 今 、 ご 飯 ( 食 べ る / 食べ て いる / 食べ た ) と ころ だ か ら 、 後 で 
私 か ら 電話 する よ 。 


4. [状況 ] 大 介 が 久美 の 家 に 電話 を か けた ら お 母さん が 出 た 。 


うき ょ う 


大 介 : 久美 さん は いら っ し ゃ いま すか 。 


だ いす け 
お さん : すみ ませ ん 。 久美 は 5 分 ぐら い 前 に (出かけ る / 出かけ て いる ノ プ 
出かけ た ) と どこ 和 あ 秒 あ です 。 
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本 


5. [状況 ] 学 生 B は 寮 の 部 屋 で 財布 を 探し て いる 。B は 約束 の 時 間 に 遅れ て いる 。 
学生 A: も し も し 、 今 、 ど とこ? も うみ ん な 集まっ て る よ 。 


学生 B : ご めん 。 今 、 部 屋 ( 出 る / 出 て いる / 出 た ) と ころ な ん だ けど 、 財 布 が 
見 つか ら な く て 、 探 し て る ん だ 。 


さ 


本 輝 「Verb と ころ 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。1. と 2. は 絵 を 見 て 文 を 作り な さい 。 


Complete the following sentences and conversations using | Verb と ころ 」. Base your answers to questions 1 and 2 on the 
pictures provided. 


1. 角 達 が 来 た か ら 、 ちょ っ と 
困っ て し ま っ た 。 


2. バス の 中 で 見 も て し まっ て 、 ち ょ っ と 
取 す か し か っ た 。 
3. ヨー ププ" 昨日 坦 す が 見 た 


ん だ けど 、 道 子 っ て フラ ンス 語 も 話せ る の ? 


勇太 : どの で らい 話せ る か 知ら な いけ ど 、 今 フラ ンス 語 の 授業 取っ て る みた い だ よ 。 


ゆ う 
4. [状況 ] 道子 が 朝 早 くに スー の 部 屋 に 電話 を か けた 。 


道子 : ご めん 、 寝 て た ? 
し RI が の まっ 0 8 AM RN. 
まだ パジャマ (pajamass) だ けど 、 大 丈 捧 。 


5. [状況] リサ と 道子 は 、 部 屋 で 一 緒 に ドラ マ を 見 る 約束 を じ し た 。 
リサ : 遅 く な っ て ご めん 。 もう 始ま っ ちゃ っ た ? 


叶 才 て で すす ん 、 また だ た は Ka が らい つて 。 


'。、。、。| 生還 間 有明 | 。 。。。 、、 I 


に 


<<< 第 5 課 応用 練習 一 一 一 一 


mE ーー の 表現 を 全部 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete MO er the following sentences and conversations using all of the grammar items from the box. 


、 1 1 か ーー に 違い な い 


[状況 」 ショ ー ン は 日 本 逢 の 授業 の レポ ー ト を 終わ ら せ る た め に 、 今 週 は と て も 大 変 そ うだ っ た 。 


あな た : ン シン ョ ー ン さん は 今週 毎日 眠 そ うだ っ た けど 、 今 日 は と て も 元気 そ う だ 。 
挨 業 の 後 で 、 先 生 と も 何 か 楽 し そう に 話し て いた か ら 、 


O 


ー と 同じ で ノ 違 っ て 、。 気 が す る 


先生 : 最近 の 日 本 は 、 外 国 の 料理 の レス トラ ン が 増え て 、 前 より 色々 な 国 の 食べ 
物 が 食べ られ る よう に な っ て きま し た が 、 紀 さん の 国 で は どう で すか 。 


あな た : 


Number + は ー 以 上 グ 以 下 で きれ ば 


[状況] あな た が 友達 と 一 緒 に 作っ た コン ピュ ー タ の ゲー ム が 商品 と し て 成功 し た 。 今 、 お 祝い の た め 
じょう きょう と も だ ち いっ し ょ し ょ う ひ ん せい こう いわ 
の パー ティ に つい て 話し て いる 。 


友達 : パー ティ 、 何 人 ぐら い 来 て くれ る と 思う ? 


あな た : 分 か ら な いけ と ど 、 200 人 ぐら い 呼 ん だ か ら 


Noun らし い 人 ほ 記 守 


ト ム : 空 すっ て 、 礼 儀 正 し さ を 大 切 に する し 、 本 当 に @ 
スポ ー ツ だ は よ れ ね 。 


ひろ し : うん 、 そ うだ ね 。 空 寺 は アメ リカ で も よく 知ら れ て いる の 『 
トム : う ん 、⑪) ど 趣 3 よ 。 
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nn 


5. | Noun さ え Verb ば 和合 の よう に 


先生 : マ イク さん は 、 ア パー ト で 一 人 暮らし を 始め た そう で すね 。 食 事 は と うし 
て いま すか 。 


マイ ク : ⑱) 
カッ プラ ー メ ン は (Db) 作れ ます 
人 から 。 


先生 : そ う で すか 。 で も 、 カ ッ プ ラー メン は あま り ヘ ル シ ー な 食べ 物 じ ゃ あり ま 


せん よ 。 
語 有 光 | 」 の 表現 を 使っ て 下線 部 を 書き 換え な さい 。 ま た 、 に ビー の 表現 を 使っ て 文 
を 完成 させ な さい 。 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
Rewrite each of the underlined segments and fill in each of the in the passage below using a grammar item from the 


box. Each item can be used only once. 


ー 以 下 一 よう な 気 が す る ーー に 違い な い Noun + 的 


Verb と ころ 知ら れ て いる 


私 の 町 は 小さ く 、 住 ん で いる 人 は (@ 3 カカ 人 より 少な い 。 で も 、 外 国人 が た くさ 


ん 住ん で いて 、 外 国 の 店 や レス トラ ン も た くさ ん ある と て も (D) 
町 だ 。 あ まり (oc) 有名 じゃ な い 国 の レス トラ ン も ある し 、 人 ん 々 が 色々 な 外国 語 


を (9) よく 見 る か ら 、 初 め て 来 た 人 は (@) 絶対 に 驚く と 思う 。 
ぜ お どろ 


"っ た い 


と て も ユニ ー ク な 町 で 、 私 は この よう な 町 は 、 他 の 場所 を 探し て も ⑪ あま りな い 


さ が 


の で は な いか と 思う 。 
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くく < 第 5 課 応用 練習 


間 康 一 から 適当 な 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Fill in each of the blanks in the conversations below using the most appropriate grammar item from the box. Each item can be 


used only once. 


Noun と 違っ て ( ま ど 9 と. ーー を も と に 剛 NR 本 Noun + By 


1.A : この 映画 の スト ー リ ー、 と どこ か で 聞い た こと が ある よう な 気 が す る ん だ け と …。 


B : この 映画 は 
それ を 読ん だ ん じゃ な い ? 
A: ああ 、 多 分 そう た だ ね 。 


2. [状況 ] 留学 生 と 日 本 人 の 友達 が ハン バー ガー 屋 で メニ ュー を 見 て いる 。 


留学 生 : 


この 店 で @) 
| 32 ? 
っ て 聞い た け と 、 本 当 : ライ スバ パー ガー ハン バー ガー 
の の イズ Te 


tt 性 4 RGN EI EA OF PAA PPA NT も 


CU の 、 パ ン の 部 分 が ご 


飯 で で き て る ん た 。 


・ あっ 、 本 当 た ! 本 当 に 日 本 的 だ ね え 。 


3. 先生 : ジョ ン さ ん は 寿司 が あま り 好 きじ ゃ な いそ う で すね 。 


ン ポー と 


4. 日 本 人 : 
留学 生 : 


日 本 人 : 


久 学 生 : 


は い 、 で も 、 日 本 に いる うち に ID 
。 実際 に 寿司 が ベル トコ ン ベ ア で 流れ て くる と ころ 
が 見 て みた いん で す 。 
カッ プラ ー メ タラ て! 本 当 に 便利 だ よ れ 。 誰が 最初 に 作っ た ん だ ろう 。 
安藤 百 福 っ て 人 らし いよ 。 何 回 も 失敗 を くり 返し て 、1971 年 に ⑧ 


O 


へ 、 よく 知っ て る ね れ 。 


う ん 、 投 業 で 勉強 し た ん だ 。 藤 百 福 っ て 、 日 本 で 有名 じゃ な い の ? 


あん どう も も 
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MAT unoooonoonxa 


日 本 人 : 一 般 的 に は あま り だ 、 
私 が 知ら な か っ た だ け か も し れ な い 。 


田 学 生 : ふう ん 。 じゃ 、 今 晩 ホ ネト ファ ミリ ー に 知っ て る か どう か 聞い て みる よ 。 


EH HH 


国 証 有 ちな た が 好き な 食べ 物 を 1 つ 選 ん で 、 ど ん な 食べ 物 か 、 い くら ぐら いか 、 ど の ぐら い 
よく 食べ る か な ど に つい て 説明 し な さい 。 の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、 
「 で す ・ ま す 体 ] で 書き な さい 。 


Describe one of your favorite foods (what kind of food it is, how much it costs, how often you eat it, etc.) using as many 
grammar items from the box below as possible. Write your answer in Dolite form. 


Number+ は ノー( だ け ) は ー 以 上 以下 ーー と 同じ で / 違 っ て 


ー ら も しい は を ん を - mrt よ う 婦 ) 気 が する で さえ で は 


器 詳 > 寿司 や カッ プラ ー メ ン の よう に 、 国 際 的 に 知ら れる よう に な っ た 食べ 物 を 1 つ 選ん で 、 
その 食べ 物 の 歴史 や 現在 で の ぐら い 国 際 的 に な っ て いる か に つい て 、[__] の 表現 を 
で きる だ けた くさ ん 使っ て 説明 し な さい 。「 だ 体 」 で 書き な さい 。 
Choose a food like sushi or instant ramen that has attained a certain level of global notoriety and write about its history and 


the extent to which it has become common around the world. Write your answer in plain form. using as many grammar items 
as DOSsible from the box below. 


ー 以 上 ノ 以 下 。 一 と 同じ で ノ 違 っ て らし い ほとん ど 


<ー( よ うか な ) 気 が する VI ーー に 違い な い ー 的 
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第 0 課 


日 本 人 と 宗 


し ゅ うき ょ う 


回 ー = 


男 環 除 ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は く を 書き な さい 。( こ の 課 の 
前 に 勉強 し た 文法 表現 で 使わ れる 助詞 が 入る 場合 も あり ます 。) 


ぷん ぼう ひょう げん じ ょ 


Insert one particle into each ( ) to complete the sentences. If no particle is necessary, mark X. (Note that some of the 
particles may be from grammar studied prior to this chapter.) 


1. 今日 の 挨 業 で 先生 か ら 、 来 月 の 発表 の トピ ッ ク ( も ) そ れ ぞ れ (  ) 考 えて お く 
よう に 言わ れ た 。 


2 今日 は 忙し いけ と 、 来週 (ん ) よ けれ ば 、 一 緒 に 映画 に 行け る よ 。 
3. 宿題 を 出す 前 に 間違い (し に ) 気 (MM ) つ いた の で 、 よ か っ た 。 


4. 東南 アジ ア に は 色々 な 国 が ある が 、 そ れ ぞ れ ( 0 ) 国 に 伝統 的 な 習慣 が ある 。 


2 欠 > | (に ) 気 が つく 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following sentences using | 一 (に ) 気 が つく 」. 
1. 音楽 を 聞き な が ら 走 っ て いる と 、 後 ろか ら 自 転 車 が 


く ・ こと が ある の で 
気 を つけ な けれ ば いけ な い 。 


2. Q: 外国 を 旅行 し た 時 に 、 あ な た の 国 と 何 か 違 うこ と に 気がつき まし た か 。 どん な 
違い に 気がつき さま し た か 。 


3. Q : 最 近 イ ンタ ーネット を 見 て いて 使っ て いて 、 何 か 気 が つい た こと が あり ます か 。 
( 例 ) 政治 の ニュ ー ス の こ じ 。 キッ ラプ ザ が な か な ョ ッッ ピッグ の て て 、 ザ 本 の 才 く を, 還 


「 坦 
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請 軒 6 め 「 そ れ ぞ れ 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. Q: ア メリ カ に は 50 の 州 see が あり ます が 、 全 部 の 州 の 法律 (aw は 同じ で すか 。 


内 : い いえ 、 o 


2. この 大 学 に は 寮 が な い の で 、 学 生 達 は 借り て いる 。 


@ ウ ( こ ) で 
3. この 店 て は 、 お 衝 さ ん が て ね る ル も 095 as 節 、) 
い ' (Ss 


サラ ダ の ドレ ッ シ ン グ (dressing) を 頼む こと が 出来 る 。 : A 
> 


誤 盾 区 1.… 4 の 「~ ら し い 」 は ( ア ) と ( イ ) の どちら の 用 法 と 同じ で すか 。 


Is the | 一 らし い 」 jn each of the following sentences used with the meaning in ( ア ) or that in ( イ ) ? 


【 ア ) 先週 まで 寒かっ た が 、 今 週 か ら 気温 が 高く な っ て 夏 ら し く な っ た 。 


( イ ) 田中 さん は 、 今 日 は 風邪 で 休み らし い 。 ヾ + 。、、 みよ 


( 例 ) 日 本 人 が 考え る アメ リカ らし い ぃ 食べ 物 と 言え ば 、 ホ ッ ト ド ッ ク た ろう)。 
計 M6 吉 二 ま 
1. 弟 は 旅行 が 好き で よく 色々 な 所 に 行く が 、 今 度 行く 所 は 日 本 らし い 。 
( ) 


2. 京都 は と て も 日 本 らし い 町 だ と 思い ます が 、 東 京 は あま り 日 本 らし く な いか も 
し れ ま せん 。 (a ) (b ) 


3. 先週 まで は 暖か く て 、 冬 らし く な い 天 気 だ っ た けど 、 佐 藤 さ ん に よる と 来週 は 雪 
0 cr 
が 降っ て 寒く な る らし い 。 
(D ) 


4. [状況 ] 田中 は 高校 まで 外国 に 住ん で いた の で 、 高 校 の 時 は 日 本 語 が あま り 上 手 じ ゃ な か っ た 。 


今 、 田 中 さん は 日 本 人 らし く 上 に 日 本 語 を 話せ る が 、 日 本 語 が 上 手 に 話せ る 


(a ) 
よう に な っ た の は 、 日 本 の 大 学 に 入っ て 日 本 語 を 勉強 し て か らら し い 。 
(b ) 
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<< く < 第 6 課 基礎 練習 に 


国語 昌 「 らし い 」 [conjeclure] を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following sentences using | 一 らし い 」 to express conjecture. 


1. 日 本 に 留学 し た 総 験 の ある 友達 か ら 聞い \ た が 、 日 本 


2 今朝 の ニュ ー ス に よる と 、 


一 置 め 「Verb7asu 続け る ] を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 日 本 語 が 上 手 に な る た め に は 、 寿 日 が 大 切 だ 。 
2. あ の 人 は 、 好 き な 人 に 去年 か ら ラ ブレ ター を らし い 。 
3. 子供 の 時 か ら 、 評 に 野菜 を 食べ な さい と 


4、Q: カ セッ ト テ ー プ は 最近 使わ れ な く な り ま し た が 、 今 使わ れ て いる 物 で 30 年 後 
に 残っ て いる 製品 (produc ひ に は どん な 物 が ある と 思い ます か 。 


A :30 午後 で も 私 達 は bw 


り . Q: 最近 と の 国 で も 伝統 的 な 行事 が 少な く な っ て いま す が 、 あな た は 、 あ な た の 国 
の と どん な 伝統 行事 を 50 年 後に 残し た いと 思い ます か 。 (| 守る 」 を 使っ て 答え 


ed \ 上 


| 国 晴 メ に 合う よう に 「 ば か り 」 か 「 だ け 」 を 入れ な さい 。 


Complete the following sentences with either | ばかり 」 or | だ け 」,as appropriate- 


( 例 ) 明日 、 日 本 語 の 試験 が ある の で 、 今 晩 は 日 本 語 ( た け ) 勉 強し まし た 。 


1. 文法 の 宿題 は 昨日 の 暁 に し た の で 、 今 晩 は 漢字 の 宿題 ( ) す れ ば いい で す 。 


ぶん ぼう 


2. ショ ー ン : あれ 、 も う 野 菜食 べ な い の ? 

田 太 ・ うん 、 も 2 野菜 は いら な い 。 僕 、 肉 の 方 が 好き た か ら 、 残り の 野菜 は 
ン き ーー ア が 本 べ 【。 

ショ ー ン : で も 、 肉 (  ) 食 べ て いた ら 体 に よく な いか ら 、 も っ と 野菜 も 食べ 
た 方 が いい よ 。 


3. 月 曜日 か ら 金 曜日 まで クラ ス が ある し 、 土 曜日 は アル バイ ト が ある の で 、 私 が 忠 
な の は 日 曜日 ( だ むす 。 


4 子供 の 頃 、 オ レン ジジ ュー ス が 大 好き で オレ ンジ ジュ ー ス ( ) 飲 ん で いま し た 。 


ー 


忌 計 Ss 記 必 「Noun ば か り / V て ば か り 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 弟 は テレ ビ が 大 好き で 、 い つも 見 そい た の で 、 よ く 
好 に し か られ て いた (tobe scolded) 。 


2. 私 と 山田 さん と 田中 さん は 一 緒 に アル バイ ト を し て いる が 、 山 田 さ ん と 田中 さん 


は いつ も いて 、 健 然 仕事 を し な い の で 困る 。 
hrnnreiortf rei ぜん ぜん こま 
3. 考 い ので 、 飲ん で いた ら 、 お な か が 痛く な っ て し まっ た 。 


陣 sWsm ゆ > |Noun ば か り /V- て ば か り 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


か ん せい 


[状況 ] 山田 は いい 学生 じゃ な い 。 山田 は 勉強 を し な いで 、 他 の こと ば か り し て いる 。 


( 例 〉) 山田 さん は 文学 の 授業 に 来 て も 、 い つ も 寝 て ば か り いま す 。 
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還 度 輝 「 わけ だ 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. ス ミス : どん かな 食べ 物 が 好き ? 
山川 : え っ と 、 丼 も の と か カレ ー ラ イス と か 、 そ れ か ら 、 お に きり も 好き 。 


スミ ス : 日 本 人 だ か ら 、 や っ ぱり Le 


山川 : うん 、 そ うだ ね 。 パン より 好き か な 。 


2. A : 私 の 日 本 語 の 先生 は 1980 年 に アメ リカ に 来 た そ う で す よ 。 
B: じ ゃ あ 、 ア メリ カ に 


A: そ う で すれ ね 。 長 いで すね 。 


9. [状況 ] 先生 人 と 先生 B が 学生 の スミ ス に つい て 話し て いる 。 


A: ス ミス さん 、 剣 道 が と て も 好き だ と 言っ て いた の に 、 今 学期 は 剣道 部 を 休む そ 
2 で すね 。 ス ミス さん 、 剣 道 部 を や め た いん で し ょ うか 。 


B : いい え 、 剣 道 は 続け た いよ う で す が 、 卒 業 論文 の た め に 今 学期 は 中 国 に 行っ て 
勉強 する の で 、 ク ラブ 活動 は で き な い そう で す よ 。 


A: あ あ 、 そ れ で e 


4. 大 きい 町 に は 仕事 も ある し 、 レ スト ラン や 店 も た 《 さ ん あっ て 楽し い 。 た だ から 


若者 は Oo 
GN ORR AREER A EAN 5 3208 EE 


5. 日 本 に は 英語 の R と 同じ 発音 が あり ませ ん 。 た か ら 日 本 人 は 


】 
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記 計 [02 「Noun で よけれ ば 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
状況] あな た が 好き な 山田 さん が 困っ て いる の で 、 あ な た は 何 か し て あげ よう こと 思う 。 


ルー 物 < 
山田 : あれ 、 家 に 辞書 忌 れ て 来 ち ゃ っ た 。 


に たま 


あな た : えっ 、 忘 れ ち ゃ っ た の 2? @ 


山田 *: ど う も あり が と う 。 じゃ あ 、 介し て くれ る ? あ れ 、 え ん ぴ つ も な い 。 
あな た : (D) 8 
山田 : 短い えん び つ で も 大 丈夫 。 あ り が とう 。 
クラ ス の 人 後 で 
あな た : この 後 、 抽 業 ? 


山田 : う うん 。 た いて い 石 田 さん と 久 こ 飯 を 食べ に 行く ん だ け と 、 今 日 は 、 石 田 
さん 、 い な いか ら …。 


あな た : この 後 、 ク ラス が な いか ら 、(o) も 


田 : うん 。 じ ゃ あ 、 一 緒 に 行こ う 。 


一 還 時 4 は (  ) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。5. 7. は 「 結 構 ] か 「 な か な か 」 を 
使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


For questions 1-4, select the option that correctly completes each sentence. For questions 5-7, complete the sentences with 
either 結構 or 「 な か な か 」. 


1. この ホテ ル は 静か で いい と 聞い て いた が 、 私 達 が 泊まっ た 日 は 子供 が た くさ ん 
いて 、 (結構 な か な か ) うる さか っ た 。 


2. 安い レス トラ ン な の で 、 料 理 を 食べ る まで 心配 だ っ た が 、( 少 し は ノ な か な か ) 
お いし か っ た の で 、 この レス トラ ン を 選ん で よかっ た と 思 っ た 。 


3. 弟 は 試験 が あっ て も 全然 勉強 し な い 。30 分 で も いい か ら 、( 結 構 プ 少し は ) 勉強 
し た 方 が いい と 愚 テテ 。 


| = 


くく < 第 6 課 基礎 練習 


4. 日 本 語 を 話せ る 外国 人 は 、 日 本 人 が 思っ て いる より (ほとん と / 結構 ) 多 い の で は 
0 a 


5.Q: 今 まで 取っ た 接 業 の 中 で 、 あ な た が 考え て いた より 大 変 だ っ た 抽 業 や 宿題 が 
あり まし た か 。 それは 何で し た か 。 


6. Q: あな た の 国 で 日 本 文化 に 興味 を 持っ て \ る 若者 が た くさ ん いま すか 。 


A : 


に 7. Q : あ な た の 大 学 ( ま た は (or) 町 ) の 図書 館 を どう 思い ます か 。 ど うし て そう 思い ま 
すか 。 【 ト 江 で 大 えな ざい 。 


首 ( 例 ) きれい, 使い や すい , 不便 , etc. 


A : 


め 前 の 文 に 合う 文 を a. 一 Cc: か ら 選 びな さい 。 


Select the most appropriate response to each question from items a-C. 
1. 山田 : 男 中 さん 、 ま た 来 て な いね れ ね 。 今 日 、 休 む の か な 。 


スミ ス : 本 当 た 。 の 本 た ば 昨日 、 頭 が 痛い っ て 言っ て た よ 。 
by そ す 意 た ば 、 田中 さん は た ぶん 風邪 だ ね 。 
C. そう 言 えば 、 病 気 に な っ ちゃ っ た っ て 。 


2. 山田 : 郵 便 忌 の 隣 の レス トラ ン 、 お いし いっ て 聞い た けど 、 行 っ た こと ある ? 


ス : 行っ た こと な いけ ど 、a そう 言え げ 、 お 昼 ご は ん 食べ に 行か な い 『? 
b. そう 言え ば 、 郵 便 忌 に 昨日 行っ た よ 。 
6. そう 言え ば げ ば 、 駅 の 前 に も 、 お いし い レ スト ラン 
が 出来 た らし いよ 。 


ス 


プ // 


9 [状況 ] 今日 の クラ ス で プロ ジェ クト の トピ ッ ク を 書い て 出す こと に な っ て いた 。 


山田 : どこ 行っ て た の ? 

スミ ス : クラ ス で 今度 の プロ ジェ クト の トピ ッ ク を 出す の 忘れ た か ら 、 先生 の 
研究 室 に 出し に 行っ た ん た 。 

山田 : あっ 、a. そ う 言 えば 、 僕 は トピ ッ ク は も う 出 し た よ 。 


b. そ う 言 えば 、 僕 も トピ ッ ク を 出す の 走れ て た 。 
(そう 守 え ば 、 僕 は 下 ビ ピッ ク は 世 れ な が っ た よ 。 


中 請 「 そ う 言 えば 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1.A: 日 本 の 食べ 物 っ て 、 大 豆 (soybeans) か ら で き て いる も の が 多い ん だ よ 。 例え は 、 


みそ て と か 。 


B: そ うだ ね 。 も 大 豆 か ら で き て いる ん だ よね れ 。 


. 日 本 人 : も うす ぐ 、4 月 で すね 。 4 月 は 、 日 本 で は 桜の 季節 な ん で す よ 。 


アメ リカ 人 : ⑧) 日 本 人 は (も) 
た で まま 科 。 


, 日 本 人 : 冬休み は 日 本 に 帰っ て 、 両親 の 家 で お 正月 を 祝う (to celebrate) 予定 で す 。 


イギリス 人 : いい で すね れ ね 。(⑧) 日 本 で は 、(b) 
ら し す 
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区 お 守り の 効果 を 信じ る 人 に つい て の グラ フ を 見 て 、「 こ と いう こと が 分 か る と いう こ 
が 考え られ る 」 を 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 


Look at the graph below on people who believe in the power of 0-mamori. Based on the information you find there, complete 
the following sentences using | 一 と いう こと が 分 か る と いう こと が 考え られ る 」. 


( 例 め この グ クラフ か ら 、1973 午 頃 は 者 人 は お 守り を あま り 信じ る 人 の 割合 % 
> 30 
信じ て いな か っ た と いう こと が 分 か り ま す 。 


1 この ダラ 必 か ちら 、 


の こなた ゲーツ ガ な な: 4 の 


。 1973 1978 1983 1988 1993 1998 2009 2008 
0 16 歳 > 29 上 
~ 革 一 30 茂 59 基 
ーー 60 歳 以上 


さい いじ ょ う 


3 だ ) の グラ ラ か ら 。 


> ピー か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 、 文 を 完成 させ な さい 。 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Complete each of the folloWWng sentences with the most appropriate expression from the box. Each expression can be used 
only once. 


『 日 本 の 小説 を も と に し た ハリ ウッ ド 映 画 を 見 た が 、 面 日 い と 思っ た 。 
2 彼 は 色々 な 失敗 を し た が 、 みん な が いい と 思う ! gg を 作る で きっ 
成功 し た 。 
せい こう 
3. レス トラ ン な ど で 電 気 が 消え て 真っ 暗 に な っ て し まっ た 時 は その 


場所 で 静か に 待っ て いた 方 が いい 。 


4. この レス トラ ン の 料理 は どれ で も お いし い の で 、 皆 さん 好き な 物 を 
涼し て 下さ 
5. の 日 本 人 は 日 常 生活 の 中 で あま り 宗 教 を 意識 し て いな いと 思う 。 
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一 証 及 | の 表現 を 使っ て 下線 部 を 書き 換え な さい 。 そ し て 、(  ) の 中 に 自分 の 文 を 入れ て 
文 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Rewrite the underlined sections using the grammar items from the box. (Each item can be used only once.) Then、 fill in the 
with your own content to complete the sentences. 


( 例 〉 今日 は 試験 が あり まし た 。 そ の た め に 、( コ ン サ ー ト に 行け ませ ん で し た )。 
。 


1. [状況 ] ショ ー ン は アパ ー ト を 探し て いる 。 留学 生 セ ンタ ー で 勇太 と 一 緒 に アパ ー ト の 情報 を 見 て いる 。 


じょう ほう 


ショ ー ン : この アパ ー ト 、 大 学 か ら 10 分 だ っ て 。 大 学 か ら 近 いか ら 便 利 だ よね 。 
ど ブウ "や 


田 太 : 大 学 に 近い の は いい けど と 、 その アパ ー ト ( ) 
か ら 、 考 えて いる より 不便 だ と 思 う よ 。 他 の アパ ー ト に し た 方 が いい ん 
じゃ な い ? 

2. 日 本 人 は お 正月 に ( ) と 聞き まし た 。 


3. ほとん と 野菜 を 食べ な いで 、 い つも 肉 を 食べ て いた ら 、( 


hs 
4. 安い ホテ ル だ っ た の で 、( ) が 、 
実際 に 泊まっ て みた ら 行 く 前 に えて いた より も っ と よかっ た 。 


5. 一 人 暮らし を 始め た すぐ 後 は 、( ) 困 り まし た 。 


ひと 9 
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逐 輝 の 表現 を 全部 使っ て 質問 に 1 文 で 答え な さい 。 


Answer each question using all of the grammar items in the box. 


( 例 /| 一 と 言わ れ て いる ー と か 


Q: ニ ュー ヨー ク に は ニッ ク ネ ー ム が あり ます か 。 


A: ニ ュー ヨー ク は Big Apple と か 眠ら な い 町 (the city that never sleeps) と か と 言わ れ 
で いま す 2。 


は るー と 同人 が 建ち べ ーー と どい Y う て こめ が 分 が の る 


Q: 日 本 語 を 勉強 し て 、 日 本 語 、 日 本 文化 、 日 本 の 習慣 に つい て どん な こ と が 分 
か り ま し た か 。 


A 


Q: 日 本 で ク リス マス に プレ ゼン ト を 交換 する (oexchanse) 人 は 多い で すか 。 


A 
た けし : この 近く に 、 お いし い イ タリ ア 料 理 の レス トラ ン な いか な ? 明日 、 デ ー ト 
な ん た 。 


ロバ ー ト : 


4.| それぞれ 和姦 一 の よう に 


た けし : 今 日 の アニ メ 部 の ミー ティ ング 、 リ サ さ ん と 山田 さん 、 来 な か っ た れ ね 。 
勉強 や アル バイ ト で 忙し い の か な ? 


ロバ パー ト : そう だ ね 。 リ サ さ ん も 山田 さん も 


絵 を 見 て 、 ーー の 表現 を 全部 使い 、 会 話 を 完成 させ な さい 。 


Complete each conversation based on the picture, using all of the grammar items in the box. 


者 [状況 ] 子供 の 時 の 剣道 クラ ブ の 友達 に 会 っ た 。 
ーー ず に ー ら し い それ ぞ れ 


た けし : 剣道 クラ ブ に は 、 健 一 や 明 も いた れ ね 。 僕 は 剣道 
けん どう けん いち あき ら ぼく 


けん どう 


や めちゃ っ た けど 、 二 人 は 今 、 ど うし て る か な ? 


太 


う た 


き 


2. [状況 ] 田中 と 川口 が 話し て いる 。 


て 気がつく それ で ー わ け だ 


川口 : さ っ き 、 地震 (earhquake) が あっ た ん た っ て 『? 


田中 : あっ た よ 。 結構 大 きか っ た けど と ど 、 局 じ な か っ た 『 
30 分 ぐら い 前 だ っ た けど と 。 


川 ロ うん 、 何 も 感じ な か っ た 。 そ の 時 は バス に 乗っ て 川 ロ 田中 
た か ら 。 
すす ee Rak crt tse RA MARR BWA RRC nr a ES re A ERR 


9. よ ir て た は か り 一 始め る ご ば は ば かり リ 


田中 : 日 本 語 の 勉強 を 始め た 時 、 ど ん な 間違い を よく し た ? 


に 
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| 国有 叉 会話 を 読ん で 、 ーー] の 表現 を 全部 使い 、 会 話 か ら 分 か る こと を まとめ な さい 。 同 じ 表 現 
] は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Read the following conversation, then summarize what you learned using the grammar items from the box. Each item can be 
used only once. 


[状況 ] 田中 と スミ ス は 大 学 の 友達 


因 東 A A 
ベベ ベス に の MR な さだ すさ は 野球 と か パ バズ ゲッ ド と か 。 それ か ら 、 日 本 に 来 て 
か ら は 空 才 と 剣道 を 習っ て いる ん だ 。 それ で 思っ た ん だ けど 、 日 本 の 
スポ ー ツ は アメ リカ の スポ ー ツ と 違っ て 礼儀 が 大 切な ん だ ね 。 
田中 : う ん 、 そ うだ ね 。 空 寺 は し た こと が な いけ ど 、 和 柔道 を し た 時 に 僕 も そう 
思っ た 。 もう 和 柔道 は や っ て な いけ と ど と 、 ス ポー ツ は 好き だ か ら 、 最 近 は 
ジョ ギン ググ た と が る スズ EE が べく 事 ああ が 2 
スミ ス : ああ 、 テ ニス も いい ね 。 い つか ら 始 め た の ? 
田中 : 中 学生 の 時 か な 。 で も 、 高 校 の 時 は 大 学 に 入る 試験 の 勉強 で 忙し く て 、 
スポ ー ツ を する 時 間 が な か っ た ん だ 。 それで 、 大 学 に 入っ て か ら 、 ま た 
テニ ス を 始め た ん だ よ 。 
スミ ス : へ え 、 そ うな ん た 。 日 本 の 高校 生 は 大 変 な ん だ ね れ 。 


寺 呈 さん を スズ さだ 所 分 か り ま す 。 
今 、 ス ミス さん は (⑪) 3 2 2 


スズ スミス さん は 、 空 す と 剣道 を 習い 始め て か ら 、 日 本 の スポ ー ツ で は (@) 


O 


田中 さん に よる と 、 田 中 さん は 高校 生 の 時 ⑨ 
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語 較 有 。 あな た は 日 本 語 の 授業 で 「 世 界 の 人 口 」 の 表 を 使っ て 発表 を し ます 。 ビー] の 表現 を 


ひょう げん 


全部 使っ て 、 表 か ら 分 か る こと に つい て 説明 し な さい 。「 で す ・ ま す 体 ] で 書き な さい 。 


You are preparing a Dresentation for Japanese class on the following population chart. Explain the chart, using all of the 
grammar items from the box. Write in polite form. 


rm 


(総務 1 統計 局 (Statistics Bureau, Ministry of Internal Affairs and Communications) ホー ムペ ー ジ ) 


し ょ うと うけ い 


世界 の 人 口 


続け る 一 と いう こと が 分 か る 考え られ る と 同じ で ノ 違 っ て 


導入 : 今日 は 、 


どう に ゅ 7) 


表 の 説明 : ます 、 


ひょう せつ めい 


表 か ら 分 か っ た こと : この 表 か ら 


回 詳 輝 > あな た の 国 に は どん な 宗教 的 な 行事 、 伝 統 的 な 行事 が あり ます か 。 あ な た の 国 の 行事 を 1 


つ 選 ん で 、 ビー の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使い 説明 し な さい 。「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


What kind of religious or traditional events are celebrated in your country? Choose one and explain it using as many grammar 
items from the box as possible. Write in plain form. 


> らし い ーー 続け る それ ぞ れ ーー た め に (purpose) X は 一 の 一 つ だ 


行事 の 名 前 : 


第 / 課 


日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー 


pterese rtepiniiveren rereieiee ss 


占 凍 有史 (  ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場合 は く を 書き な さい 。( こ の 課 の 
前 に 勉強 し た 文法 表現 で 使わ れる 助詞 が 入る 場合 も あり ます 。) 


ぷん ぼう ひょう げん 


Insert the appropriate particle into each ( ) . If no particle is necessary, mark X. (Note that some of the particles may be 
from grammar studied prior to this chapter. ) 


寺 彼 は 学生 ( ) くせ (、.)、 い つも 高い スポ ー ツ カー(. .) 到 っ て 大 学 に 来る 。 
2. この ゲー ム は 子供 向け ( ) 作 られ て いる けれ と ど 、 大 人 ( ) も 人 気 が あ る 。 
3. | いた だ きま す 」 ( ) 当 た る 言葉 が 、 英語 ) ありま すか 。 


4. 日 本 人 は マン ガ が が 大 好き で 、 大 人 向け ( ) ビ ジネス マン が ( ) さ え あ る 。 


ES 1. 3. は 前 の 文 に 合う 文 を a. 一 c. から 選 びな さい 。 4. 一 6. は 「 で は それ で は ノ じ ゃ 」 
( を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


For questions 1-3, choose the sentence in a-c that fits with the preceding sentence. For questions 4-6, complete the 


conversations using | で は それ で は じゃ 」. 


1. 東京 に は いい レス トラ ン や 店 が た くさ ん ある けれ ど 、 外 国 か ら 来 た 人 は 、 東 京 は 
人 が 多い し 、 ど こ に 行っ て も 混ん で いて 住み に くい と 思っ て いる 人 が 多い そう だ 。 
a で は 、 東 京 の 人 も 東京 は 住み に くい と 思っ て いる 。 

b. で は 、 東 京 の 人 は そう 思わ な いら し い 。 
C. で は 、 東 京 の 人 は どう 思っ て いる の だ ろう か 。 


“4 [状況 ] 勇太 と リー は 図書 館 で 一 緒 に 勉強 し て いる 。 
リー : や っ と 和 宿題 が 終わ っ た 。 勇太 は 『 
田 太 ・ 僕 も 終わ マナ た 。 


リー :a. じ ゃ 、 宿 交 は 難し か っ た ね 。 
b. じゃ 、 寮 茶店 に 行っ て 、 コ ー ヒ ー、 飲 まな い ? 
c. じ ゃ 、 和 宿題 は いつ も 多 す ぎる と 思わ な い ? 


ao te 


3. [状況 ] 大 学 の クラ ス で 宗教 に つい て ディ スカ ッ シ ョ ン を し て いる 。 
スス ミズ: 和田 呈 ざさ ん は ば と どう 司 い ます か 。 


田中 : 信じ て いる 宗教 が な いと 言っ て いる 人 で も 、 実 は 神様 を 信じ て いる 人 は 多 
いん じゃ な いか と 思い ます 。 


スミ ス に もう て で て ま か 。 
a. それ で は 、 山 田 さ ん は 田中 さん の 意見 に つい て どう 思い ます か 。 
D. それ で は 、 山 田 さ ん 、 田中 さん の 意見 は 面白 か っ た で すね 。 
Cc. それ で は 、 山 田 さ ん 、 日 本 人 も 宗教 を 信じ て いま すね 。 


4. [状況 ] モニ カ が 道子 に 電話 を か けた 。 
モニ カ : も し も し 、 道 子 。 明 日 の こと な ん だ けど …。 


道子 : あっ 、 モ ニカ ? ご めん 、 今 、 ち ょ っ と 話せ な いか ら 、 後 で 電話 し て くれ る ? 


モニ か ガ ぶ ん 、 生か っ た 。 ETRE ,。 
5. 学生 : 先 生 、 今 日 の 宿題 な ん で す が 、 部 屋 に 喜 れ て 来 て し まい まし た 。 後 で 、 
先生 の 研究 室 に 持っ て 行っ て も よろ し いで し ょ うか 。 
先生 : は い 、 分 か り ま し た 。 い いで す よ 。 4 時 まで な ら 研 究 室 に いま す 。 


学生 : 。 


6. 状況 先生 が 試験 を 配っ た (to hand out) 。 
先生 : みな さん 、 試 験 が あり ます か 。 


2 


先生 : 


< くく 第 / 課 基礎 練習 一 一 一 一 


加計 6 め 前 の 文 と 後ろ の 文 を つない で 文 を 完成 させ な さい 。 


In each question, select the sentence on the right that connects naturally to the sentence on the left. 


1. 大 学 の 近く の レス トラ ン は 安い ・ 


し お いし い 。 


2. 大 学 の 食堂 の 食べ 物 は お いし く 
な い 。 


3. 弟 は 邊 日 の よう に ファ ー ス ト 


a. そ の 上 、 イ ンス タン トラ ー メ ン 
も よく 食べ る の で 、 体 に よく な 


いと 思う 。 
D. そ の 上 、 野 藤 料 理 が 少な いと 思 
y 


ひい の (て も 抹 先 る し. 色々 


と ん お ke の な 種類 が ある の で 、 若 者 が よく 


食べ て いる 。 
4 イン スタ ント ラー メン は 簡単 に ・ 本 。 サー ビス が いい の 
作れ る の で 便利 だ と 思う 。 人 気 が あ る 。 


あな た の 大 学 ( ま た は ある 大 学 ) に つい て の プロ モー ショ ン の 文 を 書く こと に な り ま し た 。 


大 学 の いい こと に つい て 、 そ れ ぞ れ の 文 に 「 そ の 上 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


You have been asked to write some の material for your university (or another university of your choice) . Describe 
the university's good points, using | その 上 | to follow up on each of your initial statements. 


1. 私 の 大 学 は 。 Aa 


2. 私 の 大 学 の ( ) (きま 、 い 
(〈 例 〉 図書 館 . キ ャ ン パ ス ., eto.) 


3. 私 の 大 学 の 先生 は 、 
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[Noun(particle) さ え 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


( 例 ) スミ ス さ ん は 漢字 が 得意 で 、 日 本 人 さえ 知ら な い 漢字 を 知っ て いる 。 


1. あの 子 は また 小学 生 な の に 、 分 か ら な い 数 学 (mathematics) 
の 問題 が 分 か る そう だ 。 


2. 寿司 は 世界 的 な 食べ 物 に な っ て 、 買え る よう に 
な っ ああ 
3. 最近 は 勉強 が 忙し く て 、 あま りな い 。 


4. 山田 さん は 旅行 が 大 好き で 、 東 南ア ジア や ヨー ロッ パ を は じ め 
行っ た こと が ある らし い 。 


9. 私 の 友達 は 料理 が 上 キ で 、 : 


6. フラ ンス 語 を 勉強 し た の は 、10 年 以上 も 前 だ し 、 全 然 使 っ て いな い の で 、 


O 


語 置 9 「- 向 け 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. この 町 に は た くさ ん 大 学 が ある の で 、 0 集 店 や 店 が た 
ん ある 。 ] 
2. ハリ ー・ ボ ポッ ター (Harry Potter) は 、 書か れ た 作品 Ga piece of work) 


だ が 、 大 人 が 読ん で も 面白 い 。 
お と な お も し ろ 


3. この クラ ス は 、 ひ ら が な や 簡単 な 会 話 か ら 教 える の で 、 日 本 語 を 初め て 


O 


ーー 


| コ に 


< くく 第 / 課 基礎 練習 


『 男 動 狼 「Y に 当たる X」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 日 本 語 の は 、Good night だ と 思い ます 。 
2. 私 の 国 の 言葉 で 、 日 本 語 の 「 先 墓 」 6 
3. 私 の 国 の 行事 で 、 日 本 の 「 モ ョ 三 "」 。 


(* 七 五 ニ っ 『 と びら ] p.129) 


4. 病気 の 時 に 日 本 で よく 食べ る 食べ 物 は お か ゆ (rice gruel) だ そう で す が 、 私 の 国 で 


5. 日 本 で ハイ キン グ や ピク ニッ ク に 行く 時 に よく 持っ て いく 食べ 物 は お に ぎり だ と 
聞き まし た が 、 私 の 国 で 


「 傾 向 が (ある 見 られ る )」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 日 本 人 の 友達 に よる と 、 最 近日 本 で は 仏教 式 で 結婚 式 を する より 、 キ リス ト 教 式 で 
人 


2. 日 本 で は 個人 の 意見 より グル ー プ の 意見 
が 、 私 の 国 で は (b) 


と 思う 。 
3. 若者 は ハー ドロ ッ ク や ラッ プ な ど に ぎ や か な 音楽 を よく 聴く が 、 お 年 寄り は そう 
いう 音楽 より の で は 


な いた だ ろう か 。 


4. 日 本 の 多く の 若者 は 、 ア メリ カ の 物 を か っ こい いと 思う らし い が 、 私 の 国 の 若者 


O 
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国 影 消  ) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 


Select the option that correctly completes each sentence. 


1. 9 月 に (な る と し た ら ノ な っ た ら )、 留 学生 と し て 日 本 に 行く こと に な っ て いる 。 
2. 雨 が ( 隆 る と し た ら / 隆 っ た ら )、 明 日 の 野球 の 試 今 は 中 正 (cance) に な り ま す 。 
3. 今 、200 万 円 (も る と し た ら / ある と )、 何 を 買い た いで すか 。 

4. 動物 と ( 詰 せ る と し た ら / 話せ ば )、 ベ ペッ ト の 猫 と 話し て みた い 。 


5. あ な た が 家 を (建て る と し た ら ノ 建て た ら )、 ど ん な 家 を 建て た いで すか 。 


009 タ あな た は クラ ス メ ー ト の スミ ス さ ん に つい て も っ と 知り た いと 思っ て いま す 。「( も し )~ 
と し た ら 」 を 使っ て 、 ス ミス さん が どん な こと を 考え て いる か 聞き な さい 。 


You'd like to get to know your classmate Smith a little better. Ask him some hypothetical questions using | (も し )~ と し た ら 」. 


[状況 ] あな た と スミ ス さ ん は 今 、 ア メリ カ に 住ん で いる 。 
あな た : スミ ス さ ん 、 日 本 に 行っ た こと が あり ます か 。 


うさ 炊 3 いや 克 が VC で も や の か 泊 本 代 和 き 圭 いと っ て YE 


あな た : じゃ あ 、 来 年 a) o 
スミ ス : や っ は ぱり 京都 に 行っ て みた いで すね 。 私 は 歴史 が 大 好き な の で 。 


あな た : 歴 史 で すか 。 い いで すれ ね れ 。(b) 


Oo 


スミ ス : 歴史 的 に 有名 な 人 で すか 。 う 一 ん 、 そ う で すね 。 日 本 人 じゃ な いけ と 、 
レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ンチ (Leonardo da Vinci) に 会 っ て あい で すれ ね 。 


あお か が た: そう て すか 。 ス ミヌ えさ ん は 。 イ オデ アリ ザ 引 は 結 せ もん て すか 。 


スミ ミス : いい を 。。 日 本 癌 と 英語 た | よる すず す 。 


あな た じゃあ 、 一 (9 


oO 


スミ ス : 他 の 外国 語 で すか 。 日 本 庄 の 次 は ドイ ツ 語 を 勉強 し て みた いで すね 。 


SRI 、。、。、。=。 = 時間 RI HH 


< くく 第 / 課 基礎 練習 


| 還 証 上 を 見 て 、 ビー の 中 か ら 擬 態 語 を 選び 、 文 を 完成 させ な さい 。 
え CS 7 し ズ 。 
Look at the pictures and complete each of the corresponding sentences using One Of the onomatopoeia expressions from the 
box below. 


ドキ ドキ オイ る 0 Fait が が ん が ん する 


1. 昨日 の 晩 、 お 酒 を 飲み 過ぎ て 、 
う ば ん さけ す 


き の 


2. 試験 の 前 は 、 い つも 


3. 朝 か ら 何 も 食べ て いな い の で 、 


4. 田中 さん は 親切 だ た 。 そ れ に 、 い つも 
か ら 、 友 達 が 多い 。 
と も だ ち 


5. 隣 の 部 屋 が と て も うる さく て 勉強 が で き な い の で 、 


と な り 


O 


誤 族 妙 ( ) の 中 か ら よ り 適当 な 方 を 選び な さい 。 


Select the most appropriate item to complete each sentence. 


1. 弟 は また 高校 生 ( だ けれ ど ノノ の くせ に )、 日 本 の サッ カー チー ム の 選手 に 選ば れ た 
の で 、 家 族 は と て も 昔 ん で いる 。 


| 
| 
| 
| 
2. ルー ム メ ー ト は 夜 コ ー ヒ ー を 飲む と 寝 ら れ な いと 言う (けれ ど ノ くせ に )、 い つも 
) 夜 に コー ヒー を 飲む 。 そ し て 、 夜 遅く まで テレ ビ を 見 て いる の で 、 と て も 困る 。 


3. 田中 さん は 病気 (だ けれ ど ノノ の くせ に )、 今 日 の 接 業 を 休ま な か っ た 。 
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4. 山田 さん は 、 私 が 色々 な 迷信 "を 信じ て いる こと を ば か に する (けれ ど プ 〈 せ に ) 、 
この 間 、 四 や 九 の 数 字 (mumbe は 好き じゃ な いと 言っ て いた 。 信じ られ な い 。 
(* 迷 信二 「 と びら 』p.149 ) 


屋 記 内 消 あな た は 昨日 、 いや な こと が あり まし た 。 山田 さん に つい て 、 仲 が いい 友達 に 「~ く せ に 」 
を 使っ て 文句 を 言い な さい 。 


You've been having some problems with Yamada recently. Complain about him to your friend using | 一 くせ に 」. 


1. 友達 昨日 、 山田 さん と 映画 に 行っ た っ て 聞い た けど 、 山 田 さ ん 1 時 間 も 罰 れ て 
来 た ん だ っ て ? 


あな た : うん 。 山田 さん 全然 謝ら な いか ら 、 
ぜん ぜん あや ま 
私 、 怒っ ちゃ っ た 。 
2. [状況 ] あな た と 山田 は 一 緒 に クラ ス で 発表 する こと に な っ て いる 。 
太 才 ・ ク ラス の 発表 で 使う バ パワーポイント で きた 7? 


is Ob Fr Ohl あさ (ん) 1 
ビデ オク リッ プ (video clip) を 入れ た 方 が いい と か 、 表 が 見 に くい と か 、 色々 
文 匂 を 言う か ら 、 ま だ で き て いな いん た 。 


回 紀 会 話 の 編 約 形 に 下線 を 引い て 、 も と の 形 を 書き な さい 。 


Underline the contracted forms in the conversation below and provide their non-contracted forms. 


( 例 〉 明日 まで に し た げ る 。 
し て あげる 


[状況 」 クラ ス メ ー ト の た か し こり サ が 図書 館 で 話し て いる 。 


た か し : リサ 、 何 し て る の ? 旬 強 ? 


り リサ 9 ん 。 この 生 同 、 明日 まで に だ に 邊 さ な まき w ゃ いけない で しょ 。 た だ たか し は 、 も う 
し ちゃ っ た の ? 


た か し いや 、 ま た だ し る を MS 
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cS Saas. MS 


< くく 第 / 課 基礎 練習 


| 国 罰 会話 を 読ん で 、 編 約 形 が 使え る 場所 に 下線 を 引い て 文 を 書き 換え な さい 。 


Underline the phrases in the following conversation that could be replaced with contractions and provide the contracted forms. 


( 例 ) 飲み 物 を 買っ て お いた 。 
と いた 


著 [状況 ] クラ ス メ ー ト の た か し と リサ が 授業 の 前 に 話し て いる 。 
た か し * 来週 まで に 出さ な けれ ば いけ な い 和 宿題 、 も うし て し まっ た と 聞い た け と 、 
本 当 ? 


ほん と う 
* 軍 リド: の ん 5 すごく 、 時 間 が か か っ た けど だ ご な か も は で 
な か し : 僕 は また 。 今 、、 書 いて いる け と 、 結構 難 し 《 て 、 まだ 出来 て いな い 。 


リサ : じゃ あ 、 少 し 伝っ て あげ よう か 。 


た か し : 夫 当 ? あり が と う 。 


回 還 放 輝 「-( こ = いう) わけ で は あり ませ ん (が 、-)] を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 田中 : ス ミス さん は 、 日 本 語 の 新聞 が 読め る そう で すね 。 漢 字 も 全部 読め る ん 
に で すか 。 
も スミ ス : そう で すね 。 

や さ し い 記事 な ら 井 書 が な く て も 読め ます 。 


2. 田中 : ス ミス ざん は 、 肉 を 食べ な いん で ずれ ね れ 。 ペ ベジ タリ アン な ん で すか 。 


ス ミス: いい え 、 、 健 康 の 
た め に 肉 は あま り 食 べ な いよ うに し て いる ん で す 。 


3. 学生 : 日 本 で は キリ ス ト 教 式 で 結婚 式 を する 人 が 多い そ う 2 で すね 。 


先生 : え え 、 キ リス ト 教 式 で 結婚 する 人 が みん な 
、 そ うす る 人 は 多い で すね 。 


4. 私 は 映画 より 本 の 方 が 好き で す が 、 。 


5. 日 本 人 は グル ー プ の 意見 を 大 切 に する と よく 言わ れる が 、 


oO 
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| 


束 届 に 多 (  ) の 表現 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete each of the following sentences using the itemin ( ) . 


1. | 一 」 と いう 漢字 は 簡単 だ か ら 、 】 


2. この ロボ ッ ト は 2 本 の 足 で 歩く こと が 出来 る 。 
(その 上 ) 


O 


らい 


3. 0 未来 re) の 世界 を 見 て みた いと 


思い ます 。 (も し と し た ら ) 
4 この 店 が レレ 人 APYT ゲ ジャ ツメ な だ カジ ュ ア ル な 服 が 


(向け ) 
た くさ ん ある の で 、 高 校生 が よく 買い 物 に 来 て いる 。 


[ーー の 表現 を (  ) の 中 に 入れ て 文 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Complete each of the following sentences by placing the correct item from the box into the ( ) . Each item can be used 
only once. 


に b. ば か り x dQ. う ち に 


6. わ け で は な い が ちゃう 9. 向け 


1 アニ メ が 嫌い た と い \ う 【 )、 あ まり 見 た こと が な い 。 


2. ルー ム メ ー ト は 自分 で は 掃除 し な い ( )、 部 屋 が 汚い と 文 匂 ば か り 言 っ て い 


る 。 

3. 第 一 次 世界 大 戦 (Wodd Wwar DD が 終わ っ た 後 、 日 本 に は 、 ほ と ん ど 何 も な く て 、 食 べ 
る 物 ( ) な か っ た 。 

4. 弟 は 大 学 を 卒業 し て 働い て いる の に 、 少 年 (young ky) ( ) の SF の マン が 
( ) 読 ん で いる 。 


5. 雨 が 降り そう だ けど 、 傘 が な いし 、 雨 に 降ら れ ( ) と 困る か ら 、 降 ら な い 
( ) 家 に 帰ろ うと 思う 。 


| 国語 及 の 表現 を 使っ て 下線 部 を 書き 換え な さい 。 そ し て 、(  ) に 自分 の 言葉 を 入れ て 文 
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を 完成 させ な さい 。 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Rewrite the underlined sections using the grammar items from the box. (Each item can be used only once.) Then, fill in the 
( ) with your own content to complete the sentences. 


( 例 ) 今日 は 就 験 が あり まし た 。 そ の た め に 、( コ ン サ ー ト に 行け ませ ん で し た )。 
それ で 


1. ピノ キオ (pinocchio) は 子供 の た め に 書か れ た 作品 (apiece of work) で ( 


こ と も さく ひん 


) 。 


2. 最近 の 携帯 電話 は ( ) た り 、 ゲ ー ム を し た り 
こき る と 池村 か らち ニ ラン ビ と や 暫 い ひい 物 あ も . 補 ああ なす さい 。 


3. 私 は 家族 が ( ) の で 、 家 族 が 健康 だ っ た ら 、 他 に 
ZS う ほか 
願う こと は あり ませ ん 。 


4. チン さん は 子供 の 時 か ら ( ) の で 、 日 本 
人 の よう な 考え 方 を よく する そう で す 。 


5. 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 に は 、 日 本 の 文化 ( 
) 。 
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衣 講 人 め | | の 表現 を 全部 使っ て 質問 に 答え な さい 。 


Answer each question using all of the grammar items in the box. 


( 例 )/| 一 と 言わ れ て いる ~~ の て で 


Q: シカ ゴブ に は ニッ ク ネ ー ム が あり ます か 。 
A: シカ ゴブ は 風 が 強い の で windy city と 言わ れ て いま す 。 


1. それ に Noun が 一 する 


Q: あ な た は 病気 で す 。 医者 に あな た の 症 状 (ymptoms) を 説明 し て 下さ い 。 


A : DG PEAR UD NPE NR Rd FR CCEA UE 1 


2. | 一 傾向 が 見 られ る わけ で は な い 


は : この 授業 は 女性 が 多い \ み た いで すね 。 節 年 そう な ん で すか 。 


A: そ う で すね 。 が 、 


3. も Lr し た っ 


Q : 来週 で 世界 が 終わ る こと に な っ た ら 、 そ の 前 に 何 を し て みた いで すか 。 


A 
4. ー 向 け ーー と (同じ で 違っ て ) 


Q: あな た の 国 に は ビジ ネス マン の た め に 書か れ た 経済 の マン ガ が あり ます か 。 


病 ¢ 


くく < 第 7 課 応用 練習 ' 


[|  ] の 中 か ら 表 現 を 1 つ 選 ん で 、 適 当 な 形 に し 、 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 
ひょう げん えら て きとう か た ち か ん せい 


Choose one of the items from the box to complete each of the following sentences and conversations、 adding words and 
changing forms as necessary. 


と る ちえ る だ うっ 7 ー と 言わ れ て いる 


昔 、 ニ ュー ヨー ク は 危な いと 言わ れ て いた が 、 今 は と て も 安全 に な っ た と 思う 。 


あぶ 


1 で 穫 に 向け 


両親 が コー ヒー を 飲ん だ り 、 車 を 運転 し た りす る と 、5 歳 の 弟 は 
、 両 親 と 同じ こと を し た が る の で 、 両親 は いつ も 困っ て いる 。 


それ で は その 上 れれ で 
学生 : 明日 、 先 生 は 何時 頃 、 大 学 に いら っ し ゃ いま すか 。 
先生 : 10 時 頃 に は 来る と 思い ます よ 。 
学生 : 。 


先 朱 攻 nn の すす 。 


3. て に 当たる ーー わけ で は な い ン よ うに な る 


先生 : 日 本 の サマ ーブログ ラム で 勉強 し て 来 た そ う で すね 。 楽し か っ た で すか 。 


学生 : は い 、 と て も 。 日 本 語 は あま り 上 手 に な ら な か っ た か も し れ ま せん が 、 
日 本 に 行っ て 、 前 より も っ と 0 \ マツ で と FOOS 全 5 


先生 : そう で すか 。 文化 が 分 か る こと も 大 切 で すか ら 、 よ か っ た で すね 。 


4 | わけ で は な い ーー に 違い な い ーー 傾向 が ある 


日 本 語 を 1 年間 勉強 し た の で 、 全 然 け 札 を 。 
まだ 言い た いこ と が 日 本 語 で 上 手 に 言え な い 。 
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ー く せ に ー に 当たる 


この 美術 館 の チケ ッ ト は 、 大 人 は 1000 円 で す 。 


び じゅ っ か ん 


300 円 安く な っ て 、700 円 で す 。 


ーー の 中 か ら 表現 を 1 つ 選ん で 、 絵 に 合う よう に 文 を 作り な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し 


ひょう げん えら 


か が 使え ませ ん 。 


Look at the pictures and complete each of the corresponding sentences using one of the items from the box below. Each item 
can be used only once. 


(Noun が ) 一 する ad は. 2 に 向け 


1. 日 本 の 空港 の ギフ トシ ョ ッ プ に は LM 


2. 映画 の 中 の 怖い 場面 を 見 て 、 o 


4. この 部 屋 は mW りん ee 


くく < 第 7 課 応用 練習 


| 国 軸 叉 | )、2) の トピ ッ ク に つい て 、 に は 自分 の 言葉 を 入れ 、 に は ビ コ の 
表現 を 全部 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following passages and sentences on the topics provided by filling the Dart with your Own 
information and the part with an item from the box. 


1) トピ ッ ク [ ア : 私 の 国 で 人 気 が あ る yp 説 家 ノ イ : 有名 な 漫画 家 (manga artist: animator) | 
ア か イ の どちら か を 選ん で 文 を 完成 させ な さい . 


ー 向 け 。 で きた ら : ー と 同じ ぐら い 


の P 7 私 の 国 で 人 気 が あ る 小説 家 
日 本 で 村上 春樹 は 人 気 が あ る 小説 家 で す が 、⑱_ で 日 本 
( 国 の 名 前 〈 例 〉 中 国 , アメ リカ , etc.) 
の 村上 春樹 ⑥ 人 気 が あ る 小説 家 は (c) 
だ と 思い ます 。 こ の 小説 家 は (⑨ の 
2 


(f) さん も (eg) 


O 


読ん で みる と 面白 いと 思い ます 。 


まん 
日 本 で 手塚 3 台 虫 は 人 気 の あ る j 『 画 家 で す が 、@ で 日 本 
( 国 の 名 前 〈 例 〉 中 国 . アメ リカ , etc.) 
の 手塚 治虫 0 人 気 の ある 漫画 』 家 は (の 
だ と 思い ます 。 こ の 漫画 家 は @ の マン が 
を た くさ ん 描い て いま す 。 (e) と 8 3 が の は. 
⑪ ん も eg) 


読ん で みる と 面白 いと 思い ます 。 


RIE "CUE PP RR : 衣 


2) トピ ッ ク [ 私 の 国 で 人 気 が あ る テレ ビ 番組 ] 


ーー わけ で は な い Number + Counter は ー と し た ら 
も 


子供 も 大 人 も よく この 番組 を 見 る 。 も ちろ ん 、 こ の 番組 が 嫌い な 人 が ① 


が 、 た いて い の 人 は 好き だ と 思う 。 と て も 楽し い 番 


旨く る た だ 
ろ う 。 本 当 に 楽し い の で 、 ぜ ひ 外 国 の 人 に も ⑳  _ 見 て ほし 
いと 思う 。 


[状況 」 は る か は これ か ら マ イク こと 一 緒 に ご 飯 を 食べ る 。 


は る か : お いし そう な スパ ゲッ ティ だ ね 。 と ころ で 、| い た だ きま す 」 は 英語 で 何 
て き う 9 と 


We 人 


は る か : えっ 、 な い の ? 


マイ ク : うん 。 た いて い 何 も 言わ な いけ ど 、(⑪) 


O 


は る か : bon appétit っ て 、 フ ラン ス 語 だ よね 。 
デイ オグ : も ん ル 。 そう だ けど ゃ 。 (天才 温か いう に 枯 べ ます う よ 。 


は る か : そう だ れ ね 。 私 、 今 日 昼 ご 飯食 べ な か っ た か ら 、(o) 


Oo 
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国 証 騙 。 あな た の 国 の 言葉 に は オノ マト べ が あり ます か 。 ビー の 表現 を 全部 使っ て 簡単 に 説明 し 
な さい 。「 で す ・ ま す 体 」 で 書き な さい 。 


Does your native language use onomatopoeia? Explain its use, using all of the items in the box below. Write your explanation 
in Dolite form. 


下 の グラ フ は 世界 の 国 の ボラ ンティア と 寄付 に つい て の グラ フ で す 。 ビー の 表現 を で き 
る だ けた くさ ん 使っ て 、 こ の グラ フ か ら 分 か る こと に つい て 説明 し な さい 。「 だ 体 ] で 書 


さ な さ い 。 


Below is a graph about volunteering and charitable giving in various countries. Explain what the graph tells you using as 
many items as possible from the box below. Write your explanation in plain form. 


ー 傾 向 が (ある 見 られ る ) 


ー と いう こと (が も ) 分 か る 
その 上 


ne: 


ボラ ンティア と 寄付 を する 人 


チリ ブラ ジル / カナ ダ アメ リカ 
南ア メリ カ 北ア メリ カ 


イン ド 日 本 ドイ ツ フラ ンス イギリス 
アジ ア 5 ヨー ロッ パ 
較 ボラ ンティア 
園 寄付 
き ふ 


ギャ ラッ プ 世 界 世 論調 査 (Galup Public Opinion Poll) 2009 年 


ちょ う 
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) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場合 は X を 書き な さい 。 


て きとう じょし 


1. 自分 の 国 の 伝統 行事 ( ) 関 係 ( ) ある トピ ッ ク で エッ セイ を 書く こと に な っ た 。 


2. 友達 ( ) 教 えて くれ た 通り ( ) マ ン が の キャ ラク ター を 書い た ら 上 に 描け た 。 


も だ ち 


3. 戦争 ( ) た びに 多く の 人 が 死ん だ り 、 家 を な くし た りす る 。 


せん そう 


ベ 


4. 日 本 で は 、 お 寺 や 神社 ( 。) 中 心 ( ) し て 作ら れ た 町 の こと を 門前 町 と 言う 。 


0-. 頭 が 痛かっ な 9 本 NN J) お が げ て よく な っ た 。 
叉 「 一 と / に 関係 が ある 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
1. 多く の 病気 は こと が 分 か っ て いる 。 


2. 僕 の 専攻 は 文学 で 、 工 学 は 僕 の か ら 、 
工学 の こと は よく 分 か ら な い 。 


3. 私 の 高校 は 厳し て て 、 マ ン ガ 、 ゲ ー ム 、iPod な どの 
物 は 学校 に 持っ て 来 て は いけ な いと いう 決ま り が あっ た 。 


4.Q: あ な た は 、 ど ん な こと に 興味 が あ り ま すか 。 


A : SD BR EEA MC ADI OTA ECE WORE CT ASS 


- 


諾 諾 恋 前 の 文 に 合う 文 を a. 一 c. か ら 選 びな さい 。 
1. た くさ ん 本 を 読む こと に よっ て a. 色 々 な こと を 学ぶ こと が 出来 る 。 
b. 静 か な 図書 館 が 一 番 い い 。 
Cc. と て も 面白 い 。 
お も し ろ 


0 相対 性 理論 (The Theory of Relativity) は アイ バジ ふみ アオ ォ オメ に よ の て 才 ま を 分 か る 。 
b. 難 し く な い 。 
ちず か 
CC 考え 出さ れれ た 。 


3. 大 きい 病気 に な っ た こと に よっ て ga. 運動 し た 方 が いい 。 
b. 健康 の 大 切 さ が 分 か っ た 。 
すす で よく て から ない だ る う 。 


国 較 「 (こと) に よっ て 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 ' 


RF 、 日 本 語 が 上 手 に な る と 思う 。 


が トス 
少な くす る こと が 出来 る 。 


3. | と な り の トト ロ 」| は 、 作ら れ た 
アニ メ 映 画 た 。 


衣 胃 叉 「 一 通り プー 通り に 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 、 と て も お いし い ス ー プ が 出来 た 。 
"4 、 漢 字 が 前 より 覚え や すく な っ た 。 
3. 、 東 京 は 人 が 多かっ た 。 
4. 、 千 後 か ら 雨 に な っ た 。 
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盟 計 | 「 ば ほど 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。1. 5. は 絵 を 見 て 、6. は 質問 に 答え な さい 。 


4. 19 イ アテ 2 ンチ 32 イン チ 


\30.000 \¥50,000 ¥80,000 


レス トラ ン の 名 前 「 レス トラ ン と びら 


6. [状況 ] スミ ス は 、 コ ンピュータ を 買い に 行っ た 。 
店 員 .: どん な コン ピュ ー タ が いい で すか 。 


スミ ス : そう で すね 。 。 


105 


TG RAC i a 


国 : 炒 給 や 図 を 見 て 、「Noun を 中 心 (と ノ に } (する )」 を 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 


EEN 


ミッ タウ ix ア ャ ガー 


[ ( \ 
宙 : ASEAN : 日 本 語 1 , IT, 了 T、 
0 ! イン ド ネ シア, タイ, ( | 日 本 の 歴史 II | 
痢 人 パ ( マレ ー シ ア elc 
が に 


ロン ・ ウ ッ ド : / 
We (が へ  : 日 本 社会 学 日 本 文化 : 
: 日 本 オー スト ラリ ア : | 


「 アメ リカ 中 国 | 日 本 文学 日 本 経済 ! 


1 キー ス ・ グ 0 


i リチャーズ | 


チャ ー リ ー・ ワ ッ ツ 


1. 明日 は 、 雨 が 強く 降る よう で す 。 


2. The Rolling Stones は ロッ ク の 
グル ー プ で す 。 


東南 アジ ア と 深い 関係 が ある 日 本 や 中 国 、 ア メリ カ も 参加 し ます 。 


4. 私 の 専攻 は 日 本 研究 な の で 、 、 日 本 の 文学 、 


文化 、 社 会 学 な と 色々 な 授業 を 取っ て いる 。 


「 逆 一 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


1. 著 か っ た の で 、 エ アコ ン を つけ た ら 強 すぎ て 、 4 


の 可 の 中 Ws まで 車 で 行く と 時 間 が か か る と 思っ た の で 、 地下 鉄 で 行っ た が 、 事故 (cciden 
で 地下 鉄 が 止ま RE A YY Mer UN A OR RE RAE 


3. 色々 な 意見 を 聞く こと は 大 切な こと だ と 思う 。 た だ から 、 自 分 と 
人 と も 話し た 方 が いい 。 


人 カ で は 車 は 道 の 右側 (Gsiae) を 走る の ? 
"た だ > 
A : じゃ お ポ 、 ね 。 


コ 


くく < 第 8 課 基礎 練習 


5. Q : あ な た の 国 に は 他 の 国 と 反対 の 文化 や 習慣 が あり ます か 。 そ れ は どん な こと 
て すか `。 


( 例 ) 名 前 を 書く 時 、 日 本 で は 家族 の 名 前 を 最初 に 書き ます が 、 ア メリ カ で は 逆 に 
ファ ー ス ト ネ ー ム を 最初 に 書き ます 。 


馬 軒 9 め (  ) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 


J 僕 は 日 本 の 伝統 的 な スポ ー ツ が 大 好き な の で 、 来 年 日 本 に 行っ た ら 柔 道 を 
( 習 お うと 思 \ っ て いる ノ 習う は ず だ )。 


i oe te A 教科 書 は 、 大 学 の 本 屋 で (買え る は ず だ 買え る つも り だ )。 


3. スミ ス さ ん は 、 去 年 田中 さん と 同じ 授業 を 受け て いた の で 、 田 中 さん を 
(知っ て いる は ず だ 知っ て いる つも りお だ )。 


4. 私 は 明日 、 難 いい 試験 が ある の で 、 今 晩 は 夜 層 くま で (勉強 する は ず だ ン 
勉強 する つも り だ )。 


5.。 デバ パ バー ト の 隣 に 安く て お い しい 回 転 寿司 の 店 が (あっ た は ず な / あ る つも り だ っ た ) 
の に 、 今日 ひさ も ぶり に 行っ た りら 、 な ぐ で な っ て いた 。 


還 式 輝 「 は ず 」 を 使っ て 文 や 会 話 を 完成 させ な さい 。 


1. この 漢字 は 1 年 生 の 時 に 勉強 し た の で 、 3 年生 な ら 、 。 
2. 冷蔵 庫 (refrigerator) (に 多 (fruit) が な い 。 
区 いや やう こ くだ も の 
誰が 食べ た ん た ろう 3。 
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1 


| 
3.A: こ の ケー キ 、 ち ょ っ と 変 な に お い が す る (osmell badd けど 、 十 いん じゃ な い ? 


B : そん な こと な いよ 。 昨 日 買っ た ば か り だ か ら 、 


4. A: こ の 数 学 (mathematics) の 問題 、 僕 に は 難 し すぎ る みた い 。 


B: そ ん な こと な いよ 。 昨日 の 授業 で や っ た 問題 と は と ん と 同じ だ か ら 、 
5.Q: あ な た の 友達 は 今週 の 金曜 日 は 忙し いで し ょ うか 。 


A : か から 


誤 誠 0 ツ ちな た の 高校 の 後輩 が あな た の 大 学 に 来年 入り た いと 思っ て いま す 。 あ な た の 大 学 の 
いい こと と よく な いこ と に つい て 、「 一 点 ] を 使っ て 、 そ れ ぞ れ ど つ 教 えて あげ な さい 。 


One of your kohai from high school wants to come to your university next year. Tell him two good points and two bad points 
about the uniVersity using 一点 」 


例 ) 4. キャ ン パ ス が 広く て 、 建 物 が 新しい と いう 点 が 私 の 大 学 の いい と ころ で 、 
大 学 も この 点 を セー ルス ポイ ント に し て いま す 。 
b. 私 の 大 学 は 大 きい 町 か ら 遠 Ft 点 が 少 し 問題 で す 。 


1 あな た の 胡 導 に つい てい いこ と も を うみ 2 の 者 きま が さん い 。 


2 あな た の 大 学 に つい て 、 よ メ だ WV とどめ 光る 桂 き な さ ャ くる 
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| 国 証 影 | 4 は ( ) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 5. 一 6. は 「 ま すま す 」 か 「 と うと う 」 を 
' 使っ て 質問 に 答え な さい 。 


人 石油 (peroleum) が 高 4 な っ た 影響 で 、 飛行 機 の チケ ッ ト が (ます ます / ど うとう ) 


せき 


高く な っ て 、 旅 行 し に くく な っ た 。 


] 2. この 授業 は すこ く 楽 し く て 面白 か っ た が 、( ま すま す ン と うと う ) 最 後 の 授業 に 
| の LC 前 の だ 。 


3. 子供 の 時 か ら 外 国 の 文化 に 興味 が あっ た が 、 大 学 で 色々 な 国 の 留学 生 に 会 っ て 
(ます ます と うと う ) 外 国 の 文化 に 供 味 を 持つ よう に な っ た 。 


4. 頑張 っ て アル バイ ト を 続け て 、 子供 の 頃 か ら 欲し か っ た 車 が (ます ます 2 記 <6o 
て すご こく 嬉し い 。 


5. Q : 私 は 、 最 近 、 日 本 で は コミ ュ ニ ケー ショ ン が 上 手 に 出来 な い 若 者 が 増え て き て 
いる と 思い ます 。 あ な た の 国 で は 、 最 近 ど ん な 若者 が 多く な っ て き て いる と 思 
いま すか 。 


6. 0 : 今 まで に 習っ た こと で 、 藤 ! 間 頑 張っ て 練習 し た けれ ど 、 最 後 ま で 上 手 に な ら 
な か っ た こと や うま く 出 来る よう に な ら な か っ た こと が あり ます か 。 


A : @) を 習っ た こと が あり ます が 、 頑 張っ て 練習 し た けれ ど 0⑪) 
(〈 例 y テ ニス , ピアノ, ドイ ツ 語 , etc.) 


の で で co) 


四 計 当 叉 |Verb-77gs0 直す 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 8 時 間 も 使 っ て レポ ー ト を 書い た の に 、 コ ンピュータ が 壊れ て 、 は じ め か ら _ 
な けれ ば いけ な く な っ て し まっ た 。 


2. 山田 先生 の 経済 の 授業 を 取 ろ うと 考え て いた が 、 友 達 に その 投 業 は 難し いか ら 
方 が いい と 言わ れ た 。 


3. ケー キ を 作っ た けど 、 全然 甘く な か っ た か ら 、 も う 一 度 そ う 
と 思う 。 

4 試験 を 出す 前 に も う 一 度 間違い が な いか 、 名 前 が 書い て ある か て 
ドッ 


5 和 : タ オム マン ルン が あっ たら 、 と ん な こ と を や リ り 直し て みた いと 思い ます か 。 


例 ) 高校 の 時 、 フ ラン ス 語 を 一 生 紗 命 勉強 し な か っ た の で 、 フ ラン ス 語 を 勉強 
し 直し た いと 思い ます 。 


6. Q: 最 近 何 か や り 直 さ な け れ は な ら な いこ と が あり まし た か 。 それは 何で し た か 。 


A : ⑧) の で (も ) 


> 「 お か げ 」 か 「 せ い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 日 本 に 留学 し た 、 日 本 語 が 前 より 上 手 に な っ た 。 
2. 昨日 の 十 、 テ ニス コー ト が 使え な く て 今日 は テニ ス が 出来 な い 。 
3. 僕 が 受験 に 失敗 し た の は 、 試 験 の 日 に 風邪 を Mg 


考え られ な か っ た か ら た 。 
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4. 、 足 が 痛く な っ て し まっ た 。 
5、 1 日 本 の 宗教 に つい て よく 分 か る 
う に な っ た 。 


画 了 旅行 に 行っ た 時 の いい 思い 出 と 悪い 思い 出 に つい て 、「 お か げ 」 か 「 せ い 」 を 使っ て それ 
ぞ れ どら つ 友 達 に 話し な さい 。 


You've just returned from a trip. Tell your friend two good things and two bad things about the trip using | おかげ 」 and 「 せ 
い |. 


( 例 ) いい こと ・ 婦 可 か らい い ア ドバイ ス を も ら う 、 親 切な 人 が が ガイ ド を し て くれ る 、 ホ テル 
の 人 が いい レス トラ ン を 教え て くれ る 、 ホ テル が 駅 の 近く に ある , etc. 


悪い こと : 雨 が た く さん 降る 、 カメ ラ が 壊れ る 、 ホテ ル の 周 り が うる さい ヽ 財布 を 次 まれ る , 


etC. 


・ 旅行 、 行 っ て 来 た ん だ っ て 。 ど うだ っ た ? 


友達 : そ う 、 よかっ た れ ね 。 


あな た : で も 、(O) 
。 それ か ら 、⑲⑨ 


友達 : それ は 、 大 変 だ っ た ね 。 


除 1.3. は 文 を 完成 させ な さい 。4.~6. は 「~ た びに 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 は 両親 の 家 に 帰る た びに 、 。 
2. 高校 生 の 頃 は 、 夏 休み に な る た びに 。 


3: 負 し い (poop 国 の ニュ ー ス を 見 る た びに 、 o 


4. 子 供 の 頃 は 、 プレゼ ント 
を も らい ま 2 


5. < 入 類 の 未来 が 必 配 に な る 。 


6 、 幸 福 な 気持 ち に な り ま す 。 


[ーー の 中 か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 文 を 完成 させ な さい 。( ) の 中 に は 助詞 を 入れ な さ 
い 。 何 も 入ら な い 場 合 は X を 書き な さい 。 


( 例 ) 大 学生 (の ) うち に 、 ス ペイ ン に 留学 し て みた いと 思う 。 


1. この テレ ビ 番 組 は 若者 (  ) と て も 人 気 が あ る 。 
2. 普 と 違っ て 今 は 、 イン ター ネッ ト を 使う こと (  ) 邊 単に 様々 な 


こと が 調べ られ る 。 


3. この 会 社 は 5 年 間 も 研究 を 続け 、 そ の 結果 ( )_ _ 新しい 人 型 
ロボ ッ ト を 完成 させ た 。 


4 スト レス (sress) は 病気 ( ) 強い の で 、 生 活か ら ス トレ ス を な く < く 
す と 病気 に な り に くい そう た 。 
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回 較 叉 | 」 の 中 の 表現 を 全部 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


ひょう げん 


( 例 ) “rh ーー と 言わ れ て いる 


昔 、 ニ ュー ヨー ク は 危な いと 言わ れ て いた が 、 今 は と て も 安全 に な っ た と 思う 。 


あぶ 


ぎゃ 〈 


カタ カナ 言葉 は 外国 人 に は や さ し い と 日 本 人 は 思う か も し れ な い が 、 


こと ば 


2 | Sentence+ 点 Question Word 一 て も 
て ん 


ケビン 以 が 便利 た 。 


測っ で きれ ば 
子供 の 頃 か ら に 留学 し て みた いと 思っ て いた が 、 来 年 の 夏 に _ 
- - ( 国 の 名 前 ) 
o 留学 し た CO EECA 1 こう 


時 


世界 の ニュ ー ス を 知る こと が 
出来 る う に な っ た 。 


5. 通り に な か な か 


中 国語 の 発音 は 難し く て 、 一 生 懸 命 練習 し て も 
ょ っ つ お ん むず か いっ し ょ うけ ん めい 
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ピー の 表現 を 使っ て 下線 部 を 書き 換え な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


ひょう げん か 


( 例 ) そ れ で 一 た びに 上 直す ーー 通り に 人 ます ます 


な お 


( 例 ) 今日 は 試験 が あり まし た 。 そ の た め に 、 コ ン サ ー ト に 行け ませ ん で し た 。 
や 秒 そ ーー テル サー や で 衝 性 ませ ぜ で で し た 。 


まい 符 済 を 専攻 し て いる が 、 3 年 生 に な っ て も っ と も っ と 授業 の 内 容 が 難し く な っ て 
0 に 流 な いよ う も すか 
さ た 。 


2. 私 は 戦争 の ニュ ー ス を 聞く と いつ も 悲し い 気持 ち に な っ て し まう 。 


せん そう 


3. 友達 が 教え て くれ た の と 同じ よう に カレ ー ラ イス を 作っ た ら 、 と て も お いし く < く 
ち 


と も だ 


出来 た 。 


Pets の 時 計 は 子供 の 時 か ら 使 っ て いた が 、 最 後に は 壊れ て 動か な く な っ て し まっ た 。 
こ と こわ 


5. この レポ ー ト は 漢字 の 間違い が た くさ ん あり ます 。 も う 一 度 間 違っ た 漢字 を 
PU A CAR 1 で 下さい F。 


た だ 


除 ーー の 中 の 表現 を 全部 使っ て 質問 に 1 文 で 答え な さい 。 
( 例 /| 一 と 言わ れ て いる ed 
Q : ニュ ー ヨ ー ク に は ニッ ク ネ ー ム が あり ます か 。 


A: ニ ュー ヨー ク は Big Apple と か 眠ら な い 町 (the city that never sleeps) と か と 言わ れ て 
いま す 。 


1. 人. WS ーー はず 


Q : 日 本 語 が も っ と 上 手 に な る た め に は 、 ど ん な こと を し た らい いで し ょ うか 。 
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2. | 傾向 が ある ば ー ほ ど 


| 
¥ 生生 が の で て 、 次 い ア パー ト を 探し て いる ん で す が 、 い い ア ドバイ ス が あり ます か 。 


| A: 
i 


の 1 の せい TE RE 
Q:10 年 後 の 世界 の 環境 は どの よう に 変わ っ て いる と 思い ます か 。 


A : 


_] の 中 の 表現 を 全部 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 同じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


ひょう げん 


1. [状況 ] スミ ス は 、 日 本 に 留学 する こと に な っ た 。 スミ ス は お 別れ 会 farewell party) で スピ ー チ を し て 
いる 。 


ます ます 24 ど 2 お か け げ Verb-non-past よ う に mi ま ー ほ と 


私 が 日 本 語 の 勉強 を 始め た の は 大 学 の 1 年 生 の 時 で す 。 い い 先 生 @ 
で 、 日 本 語 を 上 

日 本 の 文化 に 異 味 を 持つ よう に な り ま し た 。 今 まで 、 こ の 大 学 
で 3 年 間 日 本 語 を 勉強 し て きま し た が 、 来 月 か ら (9) 日 本 に 留学 し 
て 、 日 本 の 大 学 で 勉強 で きる こと に な り ま し た 。 日 本 で は 日 本 語 だ け で な く 、 色 々 


な こと を 勉強 し て 来 よ うと 思っ て いま す 。 それから 、 将 来 日 本 で ⑨ 
、 ど ん な 仕事 が ある か 調べ た いと 思っ て いま す 。 


2. [状況 ] スミ ス は 、 東 京 に 来 て いる 。 日 本 語 を 練習 する た め に 、 東 京 の 
印象 (Gimpression) に つい て 毎日 日 記 を 書い て いる 。 


せい で 逆 に 通り 


友達 か ら ⑧ 、 東 京 は と て も 大 き な 町 だ 。 
定 いそ (0 、 い つも うる さい と 思う 。 東京 の 地下 鉄 は 


され いた だ た し 、 時 間 通 り に 来る か ら 使 いや すい と 聞い て いた が 、 色々 な 線 (ine) が た 


くさ ん あっ て 、 複 雑 な の で 、 外 国人 に は (@ 


3. [状況 | スミ ス は 、 授 業 の 前 に 留学 生 の キム と 話し て いる 。 


スミ ス : 東京 の 地下 鉄 っ て 、 と どう 思う 
キム : 時 間 通 り に 来る し 、 駅 も 多い か ら 、 私 の 国 の 地下 鉄 よ り リ は いい と 思う け と 。 


レン な Pi 4 確か に (certainly) (a) は WM を 思う け と 、 ち ょ っ 
と 乗り 換え (transfer) が 難 し いよ ね 。 


キム : そ うそ う 。 た だ か ら 、 私 、 地 下 鉄 に ①) 、 落 うん だ 。 
ly 僕 な ん て 、 時 々 (c) 方 向 (direcion) の 電車 に 乗っ ちゃ っ て 、 
も う 一 度 戻ら な きゃ いけ な い 時 も ある よ 。 
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笑 つ こと は 健康 に いい こと が 科学 的 に 証明 され て いま す が 、 笑 うこ と の 他 に どん な こと 


し ょ うめ し 


を する の が 健康 に いい と 思い ます か 。 具体 的 な 例 を 挙げ て その 理由 を 詳し く 説 明 し な さ 


も い 。 し L_ | の 表 更 を で きる だ けた くさ ん 使い な さい 。 「 で す ・ ま す 体 」 で 書き な さい 。 


3 It's been proven scientifically that laughter is good for your health. Name another activity that you think is good for your 
health. Explain why it's healthful with supporting evidence, using as many grammar items as possible from the box below. 
Write your answer in polite form. 


あな た は 自分 の 国 の 文化 、 伝 統 芸 能 に つい て どう 考え て いま すか 。 例 を 1 つ 挙 げ て 、 あ 
な た の 意見 く 例 〉 守 っ た 方 が よい 。 捨 て た 方 が よい 。 新 し くし た 方 が よい 。) と そう 考え る 
理由 を 書き な さい 。 [の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、「 だ 体 」 で 書き な さい 。 

What are your thoughts on your country's cultural heritage and traditional performing arts? Choose an example and provide 


your Opinion (e.g., it should be protected, abandoned, modernized, etc.) and explain why you think so, using as many 
grammar items as possible from the box below. Write your answer in plain form. 


ーー は ず お か げ せ い ー 点 


て ん 


wt あす に まお て ー( と いう ) わ け で は な い 


< くく 第 8 課 発展 練習 一 一 一 一 
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きょう いく 


) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場合 は く を 書き な さい 。 


じ ょ し 


1 


. 私 は まだ 日 本 に 行っ た こと が な い が 、 私 の 日 本 語 の クラ ス で は 、 私 以外 ( ) 人 
は みん な 日 本 に 行っ た こと が ある そう だ 。 


〆. マン が で 書か れ た 歴史 の 本 は 分 か りや すい の で 、 子供 に いい と 考え る 人 が いる 


き 


ー 方 ( )、 マ ン ガ は 子供 に よく な いか ら 読 ませ た く な いと 考え る 人 も いる 。 
3. この 店 で は コー ヒー 以外 ( )、 ア イス クリ ー ム や ケー キ な ども 買え ます 。 
4. 日 本 で は 小学 校 で 6 年間 勉強 する の ( ) 対 し て 、 ア 当 が 共 で は 5 年 前 だ 。 


5. 先週 末 は 台風 が 来 て 、 せ っ か く (  ) 休 み に ど と どこ に も 遊び に 行け す 、 つ ま ら な 


た いふ 、 う 
か た 。 


「 (て / で } も ~ な く て も 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


いさ G の 静 科 の 3 征 貞 科 S 層 の 町 に 部 入 の 吉 さ すり オ 隊 人 9 立入. 水門: 回 革 | 、 あ みん な 
察 に 住ま すけ れ ば いけ な いこ と に な っ て いる 。 


2. テニ ス は 雨 が 降る と 試合 を し な い が 、 サ ッ カ ー は 
、 試 合 を する 。 


3. 中 学 で は クラ ブ 活 動 を し な けれ ば ぱ ば いけ な か っ た が 、 高 校 の クラ ブ 活 動 は 


て 僕 は グラ ブ に は 太 な か っ た 。 
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日 本 と あな た の 国 や 他 の 国 を 比べ て 、「 一 方 」 を 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 


Compare Japan to your country or another country of your choice using | 一 方 」. 


( 例 ) 日 本 に は 能 と いう 伝統 芸能 が あり ます 。 一 方 、 私 の 国 は オペ ラ と いう 伝統 芸能 
が あり ます 。 


6 日 本 の 伝統 的 な 朝 こ ご飯 で は 、 こ 飯 と みそ 汁 が 出 て き ます 。 


2. 日 本 で は 四 や 丸 は よく な 数 字 で 、 へ は いい 数 字 だ と いう 迷信 "が あ ます 。 


(* 数 字 の 迷信 「 と びら 』p.149) 


9。 占 本 料理 は 油 (oil) を 使っ た 物 や 壮 \ 食 べ 物 が 少な いと 言わ れ て いま す 。 


次 の 質問 に 「 あ る い は 」 を 使っ て 答え な さい 。 


Answer the following questions using | ある い は 」. 


中 
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くく < 第 9 課 基礎 練習 


質問 3 : 大 学 を 卒業 し て か ら 働 き 始 め る まで 
1 か 月 休み が ある と し た ら 、 ど ん な こと を 
し た いで すか が 。 


江 「 な か な か 一 な い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


か ん せい 


1. この 漢字 は 何 度 書い て も GE Ui 


2.「 い じ め 」 は 私 の 高校 で も 大 きい 問題 で 、 クラ ス で 詰 し 合っ た り し 江 V あ が の 導 介し に 


Oo 


3. A : 最近 、 忙し いで すか ? 


で ルル の 5 BE 7 が 


騙し |] か ら 言 葉 を ら つ 選 ん で 、 例 の よう に 「 つ まり 」 を 使い 、 言葉 の 意味 を 説明 し な さい 。 


Choose two of the words from the box below and explain their meanings using |「 つ まり 」. 


( 例 ) 今晩 と いう の は 、 つま り 今 日 の 夜 の こと で す 。 
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相澤 0 ツ ちな た は ホー ムステイ の お 父さん と 話し て いま す 。 話し て いる 時 に 分 か ら な い 言 葉 が 
あり まし た 。「 つ まり 」 を 使っ て 分 か ら な い 言葉 の 意味 を お 父さん に 確認 し な さい 。 


You re talking with your host father and he's used a few words you haven't heard before. Use | つま り 」 to confirm that you 
understand what the words mean. 


( 例 ) お 父さん : お 兄さん は 、 医 学部 で 勉強 し て る ん だ っ て ? 
あな た : 医学 部 ? すみ ませ ん 、 医 学部 と いう の は 、 つ まり 、 医 者 に な る た め の 
勉強 を する 学部 で すか ? 


お 父さん : 日 本 人 は キリ スト 教 を 信じ て いな く て も 、 教 合 で 結婚 工 を し た りす る 
か ら 、 外 国 の 人 か ら は 信仰 心 が な いと 言わ れ た り し て いる ん だ 。 


あな た : 借 仰 が な いと いう の は 、(⑧) 
1 
『 
お 人 が スル ん まう だ よ 。 で て で も 、 月. 本 ん は 。 お 正月 に 神社 や お 寺 に 初 語 " に 行っ た り 
する か ら 、 種 道 や 仏教 な と の 宗教 を 信じ て いな く て も 、 結 構 、 神 様 の 
存在 を 信じ て いる 人 は 多い ん じゃ な いか な 。 (* 初 語 「 と びら 』p.129) 


あな た : 神様 の 存在 と いう の は 、⑪) ? 


9 洲本 が 


「 一 以外 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


い が い 
あな た : 今度 僕 の 家 で 、 一 緒 に 映画 で も 見 な い ? 
人 いい すすい mm に そそ る? 


と も だ ち 


あなた: そう だ ね 。 僕 は アル バイ ト が 水曜 日 と 土曜 日 に ある か ら 、@ 


O 


友達 : 私 は 月 曜日 か ら 木 曜日 まで は 授業 が た くさ ん ある けど 、(⑪) 


O 


あな た : じゃ あ 、 金 曜日 の 夜 に し よう 。 ど ん な 映画 が いい か な 。 ホ ラー と か は ? 


友達 : 私 は ホラ ー は 好き じゃ な いか ら 、⑥ 


が NA も 


あな た : ⑨ 好き じゃ な い 映 画 が ある ? 


a 


| 
_, 
』 


くく < 第 0 課 基礎 練習 


友達 : うう ん 、 嫌 いな の は ホラ ー だ け 。 
あな た : じゃ あ 、SF に し よう か 。 


還 較 sw | 決し て ~~ な い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
ば っ か ん せい 


1. 妹 は 洲 egg) ア レル キー が ある の で 、 0 


2. 友達 は 、 た ば こ は 健 康 に よく な いと 考え て いる の で 、 


3. [状況 ] イン ター ネッ ト で 東京 の ホテ ル の 料金 (price) を 調べ て いる 。 
A: 東 京 の ホテ ル 、 一 日 泊 ま る と 円 た っ て 


B : 東 京 の ホテ ル は た いて いも っ と 高い か ら 、 8 千 円 だ っ た ら 、 
本 3 ま 。 


1 日 本 人 の 友達 が あな た の 出身 地 に 行く こと に な り ま し た 。 そ こ で 、(1) 国 の 法律 (w) や 決 


まり な ど で 、 絶 対 に し て は いけ な いこ と 、(2) 食 事 や 買い 物 を する 時 に 、 あ な た が 絶対 に 
し な い 方 が いい と 思う こと に つい て 、「 決 し て こない ]」 を 使っ て アド バイ ス し な さい 。 


One of your Japanese friends is going to visit your country/town. Using | 決し て 一 な い 」、 give her some adyice as to (1) 
what she absolutely should not do because it's illegal or against set rules, and (2) what you think she should definitely avoid 
In terms of eating, shopping, etC. 


(1) 国 の 決ま り 、 法律 aw) など で 、 絶対 に し て は いけ な いこ と 
( 例 〉 車 は 道 の 右 を 走る の で 、 車 を 運転 する 時 は 、 決し て 道 の 左 を 走ら な い ml 0 


(2) 買い 物 、 レ スト ラン の 食事 な ど で 、 あ な た が 絶対 に し な い 方 が いい と 思う こと 
( 例 ) 水 が あま り よ くく ない ので 、 決し て 飲ま な い 方 が \ い いで す よ 。 飲 み 物 は 目 動 販 売 機 で 買っ て 
8 Ne 


語 地 輝 >「Sentence と いう 理由 で 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 の クラ ス メ ー ト の さん 。 は 、 
、 日 本 語 を 勉強 し て いる らし いで す 。 


2 この スマ ー ト フォ ン は 


人 気 が あ る 。 

和合 Ceae …、ー ピ ーーー ツ ーー ドー ニー ニー ーーー ドー デー ング た 、 ャ ン も う 
選び ま に た 。 

回 還 忠 温 に 対し て 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 

1. 私 の 日 本 語 の クラ ス の 学生 は 女性 が 
男性 が 人 で す 。 
だ ん せい 

は 地 の 本 3 の 導 /J 質 者 信 (さく ) | ひつ (送り状 すり コ 以 本 の や な G 第 、 自 本 
で は 神道 と 仏教 を 信じ て いる 人 が 多い 。 

Sr は . 薄 使っ て 立 を 空 昌 性 島 ま い 。 や enet 、 狼 は 


散歩 に 連れ て 行か を く て も いい の で 、 世 話 が し や すい 。 
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<<< 第 0 課 基礎 練習 


0 表 を 見 て 、「~ に 対し て 」 を 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 


LED IE 
し y1 


中 学生 に 関す る 調査 


6.9% 50.0% 
学校 に いる の が 好き 〆2 /、3 先 24.12% 18.62% 14.8% 62.3% 


国際 日 本 デー タラ ン キ ング 明治 大 学 国際 日 本 語学 部 ホー ムペ ー ジ 


こく さ 


( 例 ) この 調査 か ら 、 モ ン ゴ ル で は 50% の 中 学生 が 委 日 2 時 間 以 上 宿 紙 を する の に 対し て 、 
イギリス で は 7 % の 中 学生 し か 筆 日 2 時 間 以 上 宿題 を し な いと いう こと が 分 か り ま す 。 


に は 、。 myNhw29hNBiBNRNt Aa Ary な oR EA 
、 モ ン ブ ゴル で は 62.3% の 中 学生 が 学校 に いる の が 好き だ と いう 
こと が 分 か り ま す 。 


2. この 表 に よる と 、 
アメ リカ と イギリス で は 5 %% 以 下 で 少な いこ と が 分 か り ま す 。 


た が 2 も 
6.7% で す 。 


) の 中 か ら 正 し い 言 い 方 を 選び な さい 。 

1. た けし : この 宿題 、 来 週 の 月 曜日 に 出す ん だ よね れ 。 

ゆあ やす (3 較 交 る で る 僕 は 週末 は 遊び た いか ら 、 (で きる ノノ で きた ノ / ノ で き な い ) 
限り 、 金 曜日 まで に 終わ ら せ た いと 思っ て る ん た 。 


rE 病気 や 怪 放 な どの 理由 が (ある ノ / あっ た / な い ) 限 リ 、 授業 を 休ま な いで 
る いい 。 


は 補 : 日 本 に は 現在 、 野生 の オオ カ ミ (wild wolf) が いる で し ょ うか 。 


A: 私 の (知っ て いる グ 知っ て いた / 知ら な か っ た ) 限 り 、 日 本 に は 野生 の オオ カミ 
は いま せん 。 
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4. 将来 も っ と 人 間 に 近 い 人 型 ロ ボッ ト が 出来 る か も し れ な い が 、 ロ ボッ ト ( の だ ン ノ 
で ある ) 限り 、 人 間 の よう に 悲し く て 泣い た り 、 嬉 し く て 笑っ た りす る よう に は 


に が いい ど 選 う S 


回 唱 涼 「 一 限り 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1 、 学 生 は みん な 寮 の 決ま り を 守ら な けれ ば いけ な い 。 


2. 来年 は 大 学 を 卒業 し た い が 、 


卒業 で き な い 。 
3 、 戦 針 は な く な ら な いと 思う 。 
中 記入 妙 「~ に も か か わら ず 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
1. 田中 先生 は 、 、 寿司 が あま り 好 き 
じゃ な いら し い 。 
de i EE i at 所 が ある の て 


不思議 だ 。 
ヽ = 


3. ベー トー ベン (Beethoven) は 、 若 い 時 か ら 耳 が あま り よ く < 聞こ えな か っ た 。 
、 多 く の す ば らし い 、 曲 (piece; music) を 作っ た 。 


区 多 「- に も か か わら ず 」 を 使っ て 、 最 近 あ な た が 経験 し た こと や 周り で 起き た 出来 事 に つい 
て 書き な さい 。「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


Describe some things you've recently experienced or seen using | 一 に も か か わら ず 」. Write your answers in plain form. 


例 )4. ルー ム メ ー ト は 雨 が 降っ て いる (or いた ) に も か か わら ず 、 傘 を 持た ず に 出 か 
け て 行っ た 。 
b. 一 日 中 練習 し た に も か か わら ず 、 発 表 は うま く 出 来 な か っ た 。 


1. 私 の 友達 は 
と も だ ち 
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くく < 第 9 課 基礎 練習 


め A と B の 言葉 を 1 つ ず つ 選 ん で 、 「 せ っ か く ~ の だ か ら 」「 せ っ か く ~ の に 」 の 文 を それ 
ぞ れ ら つ 作り な さい 。 


Write two sentences using | せ サ っ か く ー の だ か ら 」 and two using | せっ か く 一 の に 」. Each sentence should include one 
item from box A and one from box B. 


A 9 

| ・ 日 本 に 来 た 8 な 。 

| ・ 友達 の 家 に 行っ た | ・ その 国 の 言葉 

| * パー ティ に 誘っ て も ら っ た | | ・ お いし い 日 本 料理 

| ・ 外国 に 住ん で いる | ・ 用 事 (emm) 

o 
2. o 
3. ° 
4. 6 


| 一 (と っ て ) 言 っ て も 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 


か ん せい 


1. た か し : ロバ ー ト さん は 日 本 に 留学 し た こと が ある ん だ っ て ? 


ロワ ロバート : 

2. 山田 : ス ミス さん は 日 本 語 だ け で な く ロ ン ア 語 も 分 か る そう で すね 。 
3 

3. は る か : 明日 か ら 夏 休み た ね 。 
ロワ ロバート : 
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ーー と 言え る だ ろう ーー と 言わ れ て いる 


昔 、 ニ ュー ヨー ク は 危な いと 言わ れ て いた が 、 今 は と て も 央 全 に な っ た と 思う 。 


あぶ 


1 | に も か か わら ず ー 限 リ ーー に よっ て 


A : この 近く に 安く て お いし い レ スト ラン は あり ませ ん か 。 


B : 、 こ の 近 ぐ に ば あり ませ ん ね 。 で も 、 還 で て 10 分 
ぐら い の 所 に は あり ます よ 。 


2.| 一 に 対し て Noun に と っ て ーー と 言っ て も 
閑 才 過半 基 : あ の 衝 欄 9 に ニー ニニ ニー ジー ニニ ニニ ニニ ニニ ーー デニ ーー サナ ズ ト は 科 様 が 
PC すさ する 


3. ある い は ニー ニア) つま り 


オノ マト べ と い う の は 、「 ワ ン ワ ン ] と か 「 に こ に こ 」 な どの よう な 言葉 、 
言葉 で す 。 
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<< く 第 9 課 応用 練習 


請 の 表現 を 使っ て 下線 部 を 書き 換え な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Rewrite the underlined parts using grammar items from the box below. Each item can be used only once. 


( 例 ) 今日 は 試験 が あり まし た 。 そ の た め に 、 コ ン サ ー ト に 行け ませ ん で し た 。 
それ て 、 づ フン ザー ト に 行け を せ 多 で し た 。 


1. 日 本 で は 仏教 を 信じ て いる の に 、 結婚 式 を キリ スト 教 の 教会 で する 人 が いる の で 
し ん けっ こん し き 


ぶっ きょう 


坦 いた 。 
お どろ 
2. 私 は 自分 の 国 だ け で な く 他 の 国 の 文化 を 理解 する こと も 大 切 だ と 思う 。 


3. あの 人 は 人 の 悪口 を 絶対 に 言わ な い 人 な の で 、 みん な に 尊 赤 され て いる 。 
ぜったい けい 


4. 私 の 大 学 の カフ ェ テ リア は 、 


店 本 6 偽 >| | の 表現 を 全部 使っ て 1 文 で 質問 に 答え な さい 。 


ひょう げん 


( 例 〉/| 一 と 言わ れ て いる lt ct 4 


Q: ニューヨーク に は ニッ ク ネ ー ム が あり ます か 。 
A (the city that never sleeps) と か と 言わ れ て 


。 せっ か く で きれ ば 


Q : あ な た は 友達 か ら 日 本 語 を 3 年 間 勉 強し た が 、 あ まり 上 に な ら な い の で 、 
日 本 語 を 止め よ うと 思う と 言わ れ ま し た 。 ど ん な アド バイ ス を し ます か 。 


129 


2. ~ て も な くす で も ーー な ら 


Q: あぁ な た は 大 学 で 経済 学 を 勉強 し た 方 が いい と 思い ます か 。 


A : 


9 | て と 同じ て ン 層 っ て と と いう 理由 で 


Q: あな た の 友達 は と ん な 理由 で この 大 学 を 選び まし た か 。 


「 


4. a 以外 に 


Q: 財 末 、 あ な た は 競 強 の 他 に と ん な こと を し ます か 。 


> 


絵 を 見 て 、 ピー の 表現 を 全部 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 


1. [状況 ] ロバ ー ト は 先週 授業 を 休ん だ 。 


お か げ こっ て きっ て も 


た か し : 先週 、 熟 が あっ て 投 業 、 休ん だ ん た だ たっ て ? 
大 丈夫 ? 


だ いじ ょ う ) ぶ 


ロワ ロバート : (8) 


そん な に 高く な か っ た ん だ けど 、 
た か し こ y や 
ロバ ー ト : ルー ム メ ー ト が 薬 を (b) 


た か し : そう 。 星 く よく な っ て 、 まま か が かぁ 
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<< く 第 9 課 応用 練習 


2. [状況 ] モニ カ と は る か は 明日 か ら の 休み に つい て 話し て いる 。 


ー て も 一 な く 〈 て も  A か B( か ) せっ か く < 

は る か : 明日 か ら 、 三 日 間 お 休み だ れ ね 。 天気 は あん まり 日 光央 

よく な いみ た い だ け ど 、 モ ニカ は 何 す る の ? 
を の 


は る か 


| 3. [状況 ] ロバ ー ト は 山田 先生 と モニ カ に つい て 話し て いる 。 
寺 も で 小 な 1 つり ーー 以外 の 
山田 先生 : モニ カ さ ん は 菜食 主 義 (vegetarian) だ た そう で す 目 。 


ロバ ー ト : 


山田 先生 ロバ ー ト 


山田 先生 : は い 、 そ う で すず す 。 
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田 較 9 め 下 の 文 を 読ん で 分 か っ た こと を ビー] の 表現 を 使っ て まとめ な さい 。 


Read the following passage: then, summarize what you learned using the expressions in the boxes. 


日 本 の 学校 に は 国立 、 公 立 、 私 立 の 三種 類 が ある 。 国立 と どい う の は 国 が 作っ た 学校 
公立 は 市 や 県 が 作っ た 学校 で 、 私 立 は 国立 で も 公立 で も な い 学 校 の こと た 。 有 名 な 
国立 の 大 学 に は 、 東 京 大 学 や 京都 大 学 が ある 。 最 近 は 少子 化 (子供 が 少な く な る こと ) 
で 大 学 に 入り や すく な っ た と 言わ れ て いる が 、 有 名 な 国立 大 学 に 入る の は 今 で も 
と て も 難し い 。 公立 大 学 に は 、 静 岡 県 立 大 学 、 大 阪 市 立 大 学 な ど が ある 。 

以前 は 、 国 立 、 公立 大 学 が 自分 達 で 作っ た 試験 を 使っ て 入学 試験 を 行っ て いた の で 、 
妥 験 生 は 受験 する 大 学 に よっ て 列 の 試験 を 受け て いた 。 し か し 、 今 は 国立 、 公 立 
大 学 を 受験 する 学生 は みん な 1 月 に セン ター 試験 と 呼ば れる 同じ 試験 を 受け る こと に 
な っ て いる 。 一 部 の 国立 、 父 立 大 学 は セン ター 試験 だ け で 全 格 が 決ま る こと も ある が 、 
た いて い の 大 学 は セン ター 試験 の 後に 2 回 目 の 試験 を 行っ て 、 2 つの 試験 の 結果 で 
合格 が 決ま る 。 最 近 は 大 学 に よっ て 、 こ の よう な 入学 試験 の 他 に も 別 の 色々 な 入学 
試験 を 行っ て いる よう だ が 、 セ ンタ ー 試 験 は 最も 大 切な 試験 の 一 っ つ だ と 考え られ て 
いる 93 玉 。 


Ee 


公立 の 学校 と いう の は 、 静 岡 県 立 大 学 、 大 阪 市 立 大 学 の よう な 学校 


3 
ト M 
さき 
こ ャ 
と 
J 
トト 
ト M 
と 
es 


Oo 


2. な か な か っ ーー な い ーー に も か か わら ず 
今 で も 
東京 大 学 や 京都 大 学 に 6 
3. まず それ ぞ れ 
受験 生 は 以前 は 入学 試験 を 受け て いた 
が 、 今 は 受け る こと に な っ て いる 。 
4 | で まる も ル に し て 敵 外 
一 部 の は 、 た いて い 2 回 目 の 試 験 を 受け る 
必要 が あ り ーー テー RM 合格 が 決ま る 。 


< くく 第 9 課 発展 練習 一 一 一 一 . 


醒 証 騙 > あな た の 国 は 学歴 社会 で すか 。 そ う で は あり ませ ん か 。 な ぜ そ う 思 うか 、 ビー] の 表現 を 
で きる だ けた くさ ん 使い 、 例 を 挙げ て 説明 し な さい 。「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


Do you think that academic credentials are very important in your country? Why do you think so? Explain with examples, 
using as many grammar items as DOSsible from the box below. Write you ansWer in plain form. 


けっ 


て 限り つまり 一 方 決し て 一 ない 


語 有 輝 。 あな た の 国 の 教育 制度 の 中 で あな た が 変え た いと 思う こと を 1 つ 選ん で 、 そ の 理由 と 、 


きょう いく せい ど 
どの よう に 変え た いか を 、 [の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使い 説明 し な さい 。「 だ 体 ] 
で 書き な さい 。 


Choose one thing about your country 's educational system that you'd like to change: then, explain how you'd like to change 
it and why using as many grammar items as possible from the box below. Write your answer in plain form. 


一 に も か か わら ず ー と いう 理 南 で な か な か っ ーー な い 


リ ゆう 


ー 以 外 の に に 対し て 


い が い 
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vy 


に 


( 款 1 な 基 り JWA まう 3 あき ひき 睦 表 (Cー) 人 003 表 褒 で で ユ 
の tr 4 し 3 困 基 仙 六 沈 学 っ etl 
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I NE Pil bs ry iy 
0 wh A CU. CTO RUN MM 0 
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MU Pe 7 a eu 
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日 1 NT 74 1 7 
4 5 iv v i ': だ AN て 3 が 30 に MM 9 | a 『 
9 : dt 4 A N すさ いあ きま WO 0 
; eke) 1 a 


は N 人 
2 まとも 
WR MM 細 7 


第 10) 本 
日 本 の 便利 な 店 


A ot SI EAGAN ON RI OT > 


除 ( ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は く を 書き な さい 。 

1. 学生 達 は 、 そ れ ぞ れ 自 分 達 ( ) 合 っ た 勉強 の や り 方 で 、 新 し い 単 語 や 漢字 を 
て 
お ぼ 

2. Skype を 使う と 、 ま る で 目 の 前 に 相手 が いる よう (  )、 顔 を 見 て 話す こと が 
出来 る 。 

1 3. 日 本 人 は 挨拶 の 時 だ け で な く 、 相 手 ( ) 対 する 尊敬 や 感謝 の 気持 ち を 表し た い 

時 に も 礼 を する 。 


4. 外 は 大 雪 で と て も 等 い が 、 家 の 中 は ヒー ター が つい て いる の で 、 ま る で 春 ( ) 
sR ( ) 暖 か さ だ 。 


浅め 前 の 文 と 後ろ の 文 を つない で 文 を 完成 させ な さい 。 


1 この 食品 は と て 直 有 名 で 、 ・ ・a. 驚い た 。 
し ょ (ひん お どろ 
食べ た こと が な い 人 が いな い は ほど 、 


2. 昨日 食べ た カレ ー は 涙 Gee) が 出る ほど ・ ・b. 人 気 が あ る 。 
ュー ・C. 怖 く な か っ た 。 


志 が 出 な い (tolose voice) ほ は ど 、 
< } 


4. この 映画 は 私 が 思っ て いた ほど ・ . d. 辛かっ た 。 


田 只 め 「 一 ほど 一 」 を 使っ て 文 を 書き 換え な さい 。 


4 友達 と 二 人 で 笑い すき て 、 お な か が 痛く な っ た 。 


eh KY ey Mk ° 


2. 友達 が 飼っ て いる 犬 は と て も 小さ く て 、 マ グ カ ッ プ (mug) に も 入る で らい た だ 。 


と も だ ち か 


ー と 友達 が 飼っ て いる 犬 は 、 の 


3. 私 は 歌 を 歌う の が 得意 だ が 、 リ ー さ ん は 私 より も っ と 上 手 だ 。 


ー 私 は 歌 を 歌う の が 得意 だ が 、 o 


4. 私 は 辞書 が あれ ば 日 本 語 の 新聞 が 読め る が 、 辞書 な し で は 読め な い 。 


ry まお 放 の 親和 み 生生 D ちこ ab 玉生 てる は の て  。 


「- ほ どー」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. この レス トラ ン は と て も 人 気 が あ っ て 、 い っ つ 行 っ て も 
混ん で いる 。 


2. 日 本 の 大 学 受験 は と て も 大 変 だ そう だ 。 私 の 日 本 人 の 友達 は 、 | 特に 高校 3 年 生 
の 時 は 、 
と 言っ て いた 。 


3 アル バル オト も を も も で 疹 し は 貯金 (savmg) が 出来 た が 、 また 


oO 


4。 私 は 日 本 語 は 下手 で は な い が 、 


Oo 


[Noun に 合わ せ て / Noun に 合っ た Noun」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 tum 8 0 
か ら 適 当 な 言葉 を 選び な さい 。 


自分 の 体 時 代 の 変化 自分 の レベ ル 


1. 日 本 語 の クラ ス に 入る た め に 、 プ レイ ス メ 
ント テス ト (placement test) を 受け な く て は いけ な いと 言わ れ た 。 
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< くく 第 10 課 基礎 練習 


、 人 間 の 考え 方 は 変わ っ て いく と 思う 。 


内 日 本 で 服 を 探す の が 難し か っ た っ て 聞い た けど と 、 か Oa Mi 
B: 私 は と っ て も 背 が 高い か ら 、 あま りな か っ た ん た 。 


4. [状況 ] 友達 こ 旅行 に 行く こと に し た 。 
友達 は 会 社員 で と て も 忙し いか ら 、 
行く 日 を 決め な 。 


5. [状況 ] 最近 、 広 い 部 屋 に 引っ 越し た 。 
今 ま で 使っ て いた テレ ビ は 小さ すぎ る の で 、 
買う つも り だ 。 


こと が 出来 る 。 


3. 赤 す ずきん ちゃ ん "は 寝 て いる お ば あさ ん を 見 て 、 今日 の お ば あさ ん は 


顔 を し て いる と 思い まし た 。 
(* 赤 ずきん ちゃ ん ーー 「 と びら 』 p.189) 
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問題 5-d> 洋 唱 mmm か ら 適 当 な 言葉 を 選ん で 、「Noun で も Noun で も + Question-word で も 」 を 使い 、 
文 を 完成 させ な さい 。 


1. 


2. 


リー さん は 日 本 の 伝統 芸能 の 研究 を し て いる の で 、 
EF く 知 っ て いる 。 


この スー パー は 24 時 間 開 いて いる か ら 、 買い 物 
に 行け る 。 


3. この 映画 は 子供 向け に 作ら れ た 映画 だ が 、 
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楽し め る 映画 だ 。 


»「Noun で も Noun で も (Question-word で も )」 を 使 っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


[状況 | た か し と リサ は 、 明日 一 緒 に 映画 を 見 に 行く た が 

けが こ じゃ 、 明日 、 いつ 頃 訟 ら 行 ける ? タカ (evening) 『 

た か し : 明日 は アル バイ ト が な いか ら 、 

[状況 ] ビリ ー と リサ が 友達 の た か し に つい て 話 し て いる 。 

ヒビ リー : た か し の 趣味 は 料理 だ っ て 聞い た け と 、 ど ん な 国 の 料理 が 作れ る の 『? 


リサ : en 


この 本 は 世界 中 で 様々 な 言語 に 翻訳 され て いて 、 


や 


く 
読む こと が 出来 る 。 


日 本 の キリ スト 教 信者 の 数 は 少な い が 、 日 本 で は クリ スマ ス は 年 中 行事 の 1 つ に 
な っ て いて 、 


クリ スマ ス ツ リー を 飾っ た り 、 プレ ゼン ト を 交換 し た りす る 。 


くく < 第 10 課 基礎 練習 


置 9 め 「 一 (と いう ) の は 事実 だ ] を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
1. 。 し か し 、 日 本 語 
を 勉強 し て いる 学生 が みん な アニ メ が 好き だ と いう わけ で は な い 。 


2. た ば こ が o 


3. 現在 、 世界 で 詰 す 人 の 数 が 一 番 多 い の は 中 国語 まほ だ た そう だ 、 し か し 。 国際 ビジ ネス 
の 世界 て 


4. 人 間 は 水 さ え あ れ ば 、 1 週間 ぐら い は 。 


め | か ら 適 当 な 言葉 を 1 つ 選 ん で 、「 一 と いう 点 か ら 考え る と 」 を 使い 、 文 を 完成 させ 
な さい 。 


1.| 纏 学 生 学生 外国 語 教育 


この 犬 導 は と て も いい と 超 う 。 


健康 ベジ タリ アン 体 


けん こ 


、 肉 ば か り 食 べ る の は よく な い 。 
学校 ビジ ネス 生徒 


この 事 は いい 先生 が 多い と 思う が 、 生 徒 の 数 が 少な い の で 
、 成功 し て いる と は 言え な いと 思う 。 
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1. 


2. 


3. 


. 日 本 語 の クラ ス は 大 変 だ が 、(@) と いう 点 か ら 考 える と 、(⑪) 


か から 、(C) Wn 
自動 販売 機 は 電気 を た くさ ん 使う と いう 悪い 点 も ある が 、⑧ NK う 
点 か ら 考 える と 、(D) 人 から (o) 
ハイ プリ ッ ド 車 は 値段 は 高い が 、@ と いう 点 か ら 考 える と 、 
(b) か ら (C) 。 
(a) と いう 点 か ら 考 える と 、 義 務 教 育 の 制度 は も 
か ら 、(C) 
現代 社会 で は 、 会 社 な と で 働く 女性 が 増え て きた が 、@ いう 2 県 


か ら 考 える と 、 多 く の 国 で まだ (D) 
と いう よう な 問題 が ある 。 


め 前 の 文 と 後ろ の 文 を つない で 文 を 完成 させ な さい 。 


田中 さん は 頭 が よく て 面白 い 上 に 、 ・ ・a. 大 学 の 図書 館 で も 働い て いる 。 
田中 さん は 投 業 を よく 休む 上 に 、 ・ ・b. 宿題 も 出さ な い 。 

田中 さん は コン ビニ で アル バイ ト を ・ *6. グラ フス も 取 そ うだ ただ 。 

し て や る だ だ: 

田中 さん は 夏休み に イン ター ン ・ d. 誰 に で も 親切 た 。 


シッ プ を する 上 に 、 
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証 8「Sentence 上 に 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


日 本 語 の オノ マト べ は 面 自 い が 、 り 国 癌 
(mother tongue) に よっ て 音 の 感 じ 方 が 違う か ら 、 上 まま チ に 使う の は 難 し 委 
2. 日 本 は 自動 販売 機 大 国 と 呼ば れ て いる 。 そ れ は 、 
か ら た 。 
3 先生 の 講義 は 、 か ら 、 
私 は 大 好き た 。 
4. 私 は は 、 世 界 一 住み や すい 町 だ と 思う 。 
か ら た 。 


め 「 に 対し て 」 に は この 課 の 用 法 と 第 9 課 で 勉強 し た 用 法 (cf 「 と びら 」 p218) が あり ます 。 
1.~4. の 「~ に 対し て 」 は ( ア ) と ( イ ) ど ちら の 用 法 と 同じ で すか 。 


We have studied multiple uses for | 一 に 対 し て 」: one use was introduced in this chapter, and another in the previous chapter 


(cf.「 と びら 」 p28, In the sentences below, determine if the use of | 一 に 対し て | jin each sentence corresponds to the 
use of | 一 に 対し て 」 in ( ア ) or that in ( イ ) below. 


(アア ) 日 本 語 は 文法 が 難し い の に 対し て 、 中 国語 は 発音 が 難し い 。 
ぶん ぼう も ず か た い は つ お ん 


( イ ) 日 本 語 で は 、 自 分 より 年 が 上 の 人 に 対し て 、「 あ な た ] と 呼ぶ の は と て も 
失礼 な こと だ 。 


1.( ) 外国 語 を 勉強 し 始め て か ら 、 自 分 の 国 の 文化 や 社会 | に 対し て 、 も っ と 興味 
を 持つ よう に な っ た 。 


2. ( ) 日 本 語 は 動詞 の 数 が 少な い の に 対し て 、 オ ノ マ ト べ の 数 が 多い 。 


3.( ) 子供 で も 簡単 に お 酒 が 買え る と いう 問題 に 対し て 、ID が な けれ ば 買え な い 
と いう ンス テム が 導入 され た 。 


4.( ) 日 本 の 大 学 は 入学 する の が 難し い の に 対し て 、 ア メリ カ の 大 学 は 卒業 する 
の が 難し いと 言わ れ て いる 。 
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) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 
1. 日 本 庄 を 勉強 し て いる 人 (に と っ て / に 対し て )、 敬語 は 難し いと 言わ れ て いる 。 
2. 田中 さん は 、 日 本 の 教育 制度 (に と っ て ドム に 対し て ) 強い 関 く Gnteres) を 持っ て いる 。 


3. 日 本 語 の スピ ー チ コン テス ト で 、 日 本 人 と 大 液 型 ( に つい て / に 対し て ) 話 す 
ce し た 。 


4 免 和 4 は oy 負 を に 対し て ) 友 達 に 話す よ うな 話し 方 を する の は よく な い 。 


[Noun に 対 し て Noun に 対す る Noun」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 日 本 語 は 相 す に よっ て 計 し 方 を 変え な けれ ば な ら な い 。 例え ば 、 どこ に 行く か 聞く 
時 、 友達 に は ま - 生 も > 称 / ま の 7 で Dn 
] と 言わ な て で て は いけ な い 。 


2. 日 本 語 の クラ ス の 第 9 課 | 日 本 の 教育 」 の 宿題 で 、 
自分 の 意見 を 書か な く て は いけ な か っ た 。 


3. 私 と 姉 は 。 パパ パパ 考え 方 が 全然 中 う 。 例 えば 、 私 は 将来 
の た め に お 金 を 財 め た 方 が いい と 思う が 、 姉 は お 金 が あっ た ら す ぐ 使 っ た 方 が 
いい と いう 考え た 。 


「Verb-mon-past こと (は ) な い ] を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。1. 一 3. は [__] から 適当 な 
言葉 を 選び な さい 。 


な ど 傾 


1. A: 今 日 の 小 テ スト 、 全 然 出来 な か っ た 。 成績 、 大 丈夫 か な 。 
ぜん ぜん せい せき 


だ いし じょう ぶ 


B: 今 日 の 小 テ スト は 全体 の 成績 の 1 % ぐ らい だ か ら 、 よう 


2. A : えー、 こ の 映画 、 も う 終 わっ ちゃ っ た の ? 見 た か っ た の に 。 


B :DVD が すぐ 出る か ら 、 4 
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3. A: リ ー さ ん に 呪 こ 飯 に 鞍 わ れ ち ゃ っ た ん だ け ど 、 明 日 は 試験 が ある か ら 和 勉強 
し な きゃ いけ な いん た だ た 。 時間 な いけ ど 、 や っ ぱり 行っ た 方 が いい か な 。 


B : 試験 な ん だ か ら 、 よ 。 


4.A: も う 家 を 出る 時 間 ? 急い だ カ が いい 『 


B: う うん 、 ま だ 時 間 が ある か ら 、 よ 。 


5. [状況 ] た か し と り リサ が 本 屋 で 雑誌 を 見 て いる 。 
リサ : あっ 、 こ の 雑誌 、 読 みた か っ た ん だ 。 え っ 、1500 円 ! 高い な あ 。 


た か し : ああ 、 そ の 雑誌 な ら 、 僕 、 持っ て る 。 貸し て あげ る か ら 、 
よ 。 


リザ | 事 誤 ? あり が どう 。 


「 一 か と いう と 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 は 日 本 の ポッ ププ カルチャー が 大 好き た 。 


2. 田 呈 る ん は 革 い * 物 も 辛い \* 物 も 好き た が 、 
の 方 が 好き だ た そう た 。 


3.A : ト ルコ (Turkey) の 首都 っ て どこ だ っ た ? 
B: え っ と 、 ど こ だ っ た か な 。 ち ょ っ と 待っ て 、 調 べ る か ら 。 え っ と 、 ト ルコ の 
首都 は 、 oy 7 きい た 。 アッ ガタ た 。 


> 前 の 文 に 合う 文 を a. 一 c. か ら 選 びな さい 。 
1. 田中 : ラッ シュ アワ ー の 時 間 は 、 道 が と て も 混む そう で す よ 。 


リー:a. そ 札 な ら 、 ラ ッシュ デア ワー は 何時 で すか 。 
b それ な ら 、 和 電卓 で き まし ょ う 。 
Cc. それ な ら 、 困 り ま し た ね 。 


こま 
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2. 田中 : これ 、 コ ピー し た いん だ けど と 、 図 書館 は も う 閉 まっ ちゃ っ た し 、 と どう し よう 。 


リー : ああ 、a. それ な ら 、 私 の 齋 に コ ビー 機 (copier) が ある か ら 、 連れ て 行っ て あげ る よ 。 
b. それなら 、 図書 館 は 7 時 まで 開い て いる と 思 っ て た 。 
C. それ な ら 、 残 念 た ね 


3. 大 学 が 来 学期 か ら 授業 料 を 上 げ る の は 、 学 生 が 勉強 し や すい 環境 を 作る た め だ 
そう だ 。 a. それなら 、 授 業 料 が 私 えな く な る 学生 が いる 。 
b. それ な ら 、 ア ル バ イ ト を する こと に し た 。 
C. それ な ら 、 何 に お 金 を 使う の か 、 私 達 学生 に も 説明 し て ほし い 。 


回 軸 陰 哨 「 そ れ な ら 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. A: 日 本 語 の クラ ス の レポ ー ト を 書く た め に 必要 な 本 が 、 図 書館 に な く て 困っ て 
る ん た 。 
OS UC OR WM の 9 生か MG2 人 KA 。 


A: あ あ 、 そ うた ね れ 。 


2 ジョ ン : 日 牽 還 の オノ マト べ に つい て 、 実際 に どう 使わ れ て いる か も っ と 知り た 
が 堪 っ で で が な た だ ( ず 記 > 


日 本 人 の 留学 生 : ? 


3. [状況 ] 手塚 治虫 に つい て 3 人 で グル ー プ 発表 を する こと に な っ た 。 


か お さ む 


A : 手塚 治 虫 の 何 に つい て 調べ て みた い ? 


む 
B: 私 は 、 手 塚 は 医学 部 を 准 業 し た の に 、 ど うし て 漫画 家 に な っ た か に つい て 
調べ る こと に する 。 
る COO 全 和 是 


A : じ ゃ 、 私 は 何 に つい て 調べ れ ば いい か な お あ 。 
4. ジョ ー ン ズ さ ん は 、 ク ラス で 会 うた びに 、 こ の クラ ス で いい 成績 が 取れ る 可能 性 


は 低い と か 、 こ の クラ ス の 単位 が も ら え な いと 卒業 で き な く な る か ら 大 変 だ と か 
% と 。 到 人 は 全う 。 


ull, 


くく < 第 10 課 応用 練習 


[ー か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 、1. 4. の 言葉 を 使い 、 文 を 作り な さい 。 同じ 表現 は 
一 度 し か 使え ませ ん 。 


まる で 一 よう に ー に 合わ せ て ノー に 合っ た 一 


ー( と いう ) の は 事実 だ ー と いう 点 か ら 考 える と 


1. 健康 , カッ プラ ー メ ン 


先生 は まう だ 。 


3. 日 本 の マン が , 世界 中 


4. 日 本 の コン ビニ , スー パー 
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語 謗 輝 | 」 か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


Verb-non-past こと (は ) な い Pr 


ーー か と いう と ーー わけ じゃ な い 


[状況 ] 来年 アメ リカ に 留学 する た か し が 、 リ サ と 日 本 の 食べ 物 に つい て 話し て いる 。 
た か し : リサ は 日 本 の 食べ 物 は 何で も 好き っ て 聞い た けど 、 本 涯 ? 


リサ リフ 記す (の 好 さ 。 


た か し . 

リサ : ア メリ カ に いる 時 も 、 ピ ビザ と か ハン バー ガー より 、(D) 6 
こ 飯 と か 貞 や 豆腐 を 使っ た 日 本 的 な 物 を よ 《 食べ て た か な 。 自分 で も よく 
作っ た L メ 

た か し : そ うな ん だ ! 実は 、 留 洗 し た ら 日 本 食 を あま り 食 べら れ な いか も し れ 

な が いう て 、 す ご て 忌 配 だ つた ん た だ 。 
リサ : 大 丈夫 。 も ちろ ん 、 ど の スー パー で で も (@ 
けど 、 ほ に ん た と の スー ソ ッ er し ょ う ゆ の (soy sauce) や 米 Gice) が 

買え る か ら 、 そ ん な に ⑨ と 


[ーー の 表現 を 全部 使っ て 文 を 作り な さい 。 


1. 1 文 で 質問 に 答え な さい 。 


田中 : リ サー さん は ば 、 こ の 間 姫 路 城 " に 行っ て 来 た そ う で すね 。 と ん な お 城 で し た か 。 
(* 姫 路 城 二 「 と びら 」p.5) 


リー : 
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2. 会 話 を 完成 させ な さい 。 
か ん せい 


… か だ いい す を Verb-non-past こと (は ) ない 


[状況 ]」 た か が し の 家 で リサ と た か し が 晩 ご 飯 を 食べ て いる 。 


た か し : あ っ 、 リ サ が 持っ て 来 て くれ た この 料理 、 電 子 レ ンジ で 温め る の 忘れ て た 。 


リサ : あ あ 、 そ れ 、 温 め て も いい けど 、(⑧@) 冷た い 方 が 
お いし いよ 。 

た か し : そ うな ん だ 。 それなら 、(⑪) ね 。 

大 。 


3. 日 本 の コ ン ビ ニー の 特徴 を ら つ 書き な さい 。 
ー に 合わ せ て Sentence 上 に 
(3). 痛 率 の ゴル ビニ で は 、 並べ 替え る 。 


② 日 本 の コン ビニ は 、 1 


4. 質問 に 答え な さい 。 


ーー か と いう と Sentence 上 に 


Q: あ な た は 「 と びら 』 と いう 教科 書 を どう 思い ます か 。 ど う し て そう 思い ます か 。 


A : 0 
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語 遇 | 」 か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


B:| さ し あげ ます 」 は 先生 に 使い ます 。 ] 


2. 先生 : スミ ス さ ん は 和食 が 好き だ そう で すね 。 


2 る ストン 4 よい 


3. [状況 ] リサ は 明日 の 朝 5 時 に 空港 に 行か な けれ ば な ら な い 。 


た か し : 明日 の 朝 早 いっ て 聞い た けど 、 起 きら れる ? 


) さあ 、 大 丈夫 か な あお 。 目覚 まし 時 計 が 第 っ て も 起き られ な い 時 も ある か ら 


ます いぶ 


た か し : あ あ 、 


リサ : そう し て くれ る ? あり が と う 。 


[ 胃 証 騙 会 話 を 読ん で 、 日 本 コカ ・ コ ー ラ が 導入 し て いる 「eco る プ ソ ー ラ ー」 と いう 自動 販売 機 
に つい て 説明 し な さい 。 レー の 表現 を 全部 使っ て 、 「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


Read the following conversation: then, using all of the grammar items from the box below, explain what you've learned about 
the new |eco る プ ソ ー ラ ー」 vending machines that Coca-Cola Japan is installing around the country. Write your answer in 
plain form. 


A : 自 動 販 売 機 っ て 、 エネ ルギー の 無駄 道 い を し て いる と いう 批判 も 多い よね 。 


は ん ば 
B: う ん 。 で も 、|「eco る ププ ソー ラー」 っ て いう 自動 販売 機 も ある らし いよ 。 
A: えっ 、 何 、 そ れ 『 「 ソ ノー ラー」 だ か らち 、 表 陽 の エネ ルギー を 使っ て 、 和 省エネ 
する の ? 


B : そう 。 日 本 フカ ・ コ ー ラ が 導入 し て いる らし いよ 。 
A: ふう ん 。 環境 に も いい 自動 販売 機 だ ね 。 


< くく 第 10 課 発展 練習 一 一 一 一 


3 B: うん 、 昼 に 著 え た (ostoe) エ ネル キー を 使う か ら 、 夜中 の 消費 電力 が ほとん ど 
ゼロ に な る ん だ っ て 。 
i 0 
, ー に 対す る 対策 と し て 一 (こと ) に よっ て 
と いう 点 か ら 考 える と ほど ~ 


て ん 


盟 影 日 本 の コン ビニ の 普及 率 が 高い 理由 は 何だ と 思い ます か 。 日 本 の コン ビニ に は 、 ど ん な 
商品 が ある か 、 ど ん な 人 達 が 利用 する か 、 ま た 、 商 品 の 値段 や 店 が 開い て いる 時 間 は 
どう か な ど に つい て 考え て み ま し ょ う 。 ビー の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、 
「 だ 体 」 で 書き な さい 。 

Explain why you think convenience stores are so prevalent in Japan. When you write, think about the types of products 


stocked at Japanese convenience Stores, their prices, the kind of people who frequent convenience stores in Japan, store hours、 
and anything else you think is relevant. Use as many grammar items as DoSsible from the box below, and write your answer in 


plain form. 


ー で も 一 で も Sentence 上 に ー に 合わ せ て ノー に 会 誌 た 


一 か と いう と 一 (と いう ) わ け で は な い 
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本 時 上  ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は X を 書き な さい 。 
(この 課 の 前 に 勉強 し た 文法 表現 で 使わ れる 助詞 が 入る 場合 も あり ます 。) 


[1 1. 次 の 試合 は 、 負 けた チー ム (  ) 同 士 と 勝っ た チー ム ( ) 同 士 ( ) 戦 い に な る 。 


i x この 疾 は 距離 (istance) が と て も 短い の で 、 地図 ( ) 上 ( いい ) 存在 し な い 
Wat か る に 8 


3. 4 0 2 ) 守 9( ) 和 150 セン 才 ( 当たり ます 。 


we ーー Sa 


4. スポ ー ツ (  ) 通 し て 、 子 供 達 は 礼儀 や 相手 ( ) 対 する 音 殴 の 気持 ち を 学ぶ 。 


グラ フ を 見 て 、「Noun (は ノン も が } 少な く な い ] を 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 
ラフ 1] 計 分 242] に < が 和 ル 東 副 


A 大 学 の 留学 生 の 数 日 本 の 信者 数 | 日 本 の ビジ ネス 


園 興 味 が ある 
[ 興味 が な い 


興味 が ある 


1 
A 大 学 は ドイ ツ か ら の 留学 生 が 一 番 多 い が 、 


O 


2 ケラ ブフ 2 
2 ceo ioe 
の 信者 が 一 番 多 い 。 
し ん じゃ 


は ケラ プ 3 
アン ケー ト (questionnaire) を し た ら 、 
、 次 の 商業 で は 、 日 本 の ビジ ネス に つい て 読む こと に し た 。 
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「Noun (は ン も が } 少 な く な い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 の 大 学 は か ら の 留学 生 が 一 番 多 い が 、 


2 は 信者 が 一 番 多い 。 


< 私 の 友達 の 中 に は 


前 の 文 に 合う 文 を a. 一 c. か ら 選 びな さい 。 


1. 日 本 の 武道 (naialars) を 通し て a. ロン ア 人 は 和 柔道 が 好き た 。 
b. 日 本 人 の スポ ー ツ に つい て の 考え 方 を 知っ た 。 
C. 私 は スポ ー ツ に 興味 が あ る 。 


eZ, 困 中 さん と は 。 歴史 の 授業 を 通し て a. 釣 強し た 。 
b. 一 緒 に 発表 し た 。 


4 友達 に な っ た 。 
と も だ ち 


3. 私 は 田中 さん が 留学 する こと を スミ ス さ ん を 通し て a. 聞い た 。 
b. 教え て くれ た 。 
C. よかっ た と 思っ た 。 


「Noun を 通し て 」 と の 言葉 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


と 邊 
日 本 人 の 友達 
と も だ ち 


、 日 本 に は 
を 知っ た 。 


か ら 、 
便利 た 。 
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| zenor 


1. 


> 「Noun で 言う と ]」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


[は じ め ま し て | と いう 表現 は 、 K 
当 た リ ます 。 


17 世紀 に 「 江 戸 ] と 呼ば れ て いた 場所 は 、 
そう だ 。 


いち ら うし あい ま 閉 1" 笠 「 ま い ど ! 」 に な る 。 
(… 「 と びら 』 p.285) 
リル 0 ンー ン さ ん の 出身 地 っ て 、 と ん な 町 ? 
本 の : 雇 天 的 な 建物 が あっ て 、 観光 客 (touris) が た さく さん 来る 町 。 
ke ? 


ジョ ン : うん 。 京都 ほど 古い 町 じゃ な いけ ど 。 


「 各 +Noun」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 


3. 


4. 


この 寮 は トイ レ と シャ ワー が ある か ら 便 利 だ 。 

来 月 開か れる 会 議 に は 、 ー_ _ 大 統領 (presidem や 首相 が 来る a 
な つて いる お 。 

この サイ ト に 行く と 、 天気 や 気温 が 分 か り ます 。 

この 大 学 の ホー ムペ ー ジ に は 、 名 前 と メー ル ア ドレ ス が 載っ て いる 。 
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1. グ レー プ フ ル ー ツ が 1 個 し か な い の で 、 私 と ルー ム メ ー ト は 食べ る 


に 2 に し た 。 

2. この クラ ス に は 、 男 の 学生 と 女 の 学 生 が いる 。 

3. ミル ク を 温め ます 。 次 に 、 甘 く な りす ぎ な いよ うに 、 さ と う を 入れ て 
Ya 


4. 次 の 授業 まで に 、 短編 小説 (short novel を 読ん で お か な く て は いけ な い 。100 ページ 


ある の で 、1 日 読む と 、 4 日 で 全部 読め る こと に な る 。 
お 私 は 将 日 大 と 一 緒 に 、 朝 と 夕方 散歩 する よう に CN 。 


6. グル ー プ 面接 と いう の は 、 例 えば 、2 一 5 人 ぐら い の 学 生 が 一 緒 に 面接 を 受け る 
こ と だ 。 一 方 、 個 人 面接 と いう の は 、 面接 を 受け る こと た 。 


> 「Noun 同士 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。1. 3. は か ら 適 当 な 言葉 を 選び な さ 
い 。 同じ 言葉 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


親 。 友達 兄弟 
と も だ ち 
も 傘 村 生 いい 放 は. な ら 問 題 は な い が 、 先生 に 対し て 使う と 失礼 
に な る 。 


2. あの 家族 は 関係 が あま り よ く な いよ うだ 。 
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3. 小 ・ 中 ・ 高 校 に は 、 Kt 供 の 集 ま る PTA (Parent-Teacher Association) 
と いう グル ー プ が ある 。 


4. この 公園 は 夕方 に な る と ライ ト ア ッ プ され (to light op) ロマンティック な の て で 、 


こえ ん し 


5. この 授業 は 、 関係 が よかっ た の で 、 と て も 楽し か っ た 。 


6. 私 は 世界 の 平和 を 守っ て い (た め ゆ に は ば は, 
と 思う 。 


) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 
1. この 薬 を 飲ん で た くさ ん 寝 た ら 、 元 気 に な る (は ず ノ ベ き ) だ 。 
2. アラ スカ の よう な 所 で も 春 に な れ ば 、 少 し は 暖か く な る (は ず ノ ベ き ) だ 。 


3. 宿 症 は 自分 で する (は ず / ノ べき ) で す 。 友達 に し て もらう は ます 、/ べき ) で は あぁ 
り ま せん 。 


4. 先生 に 対し て は 敬語 を 使う と る の 友達 に 話す よ うな 話し 方 を する 
(は すず す / べべ きり) ぞ は な いい 。 


5. 海外 旅行 に 行く 時 は パス ポー ト を (用 意 し な けれ ば いけ ませ ん / 用 意 す る べき で す )。 


6. A: 美学 金 は も ら え な か っ た けど 、 来 年 、 留 学 し て みよ うか な 。 ど うし よう か な 。 


し ょ う 2 がく き 


B : 経 済 的 に 問題 が な いな ら 、( 留 学 し て みな けれ ば いけ な い / 留学 し て みる べき 


けい ざい て き 


だ ) と 思う よ 。 


3 「Verb べき 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1 と 太 和 を 拉 用 し や も お 穫 半 相 栓 IA 。 


2. 挑戦 し て みた いこ と が ある な ら 、 若 いう ち に 何で も > 
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3. 当 に 地球 (the earth) の 環境 に つい て 心配 し て いる な ら 、 


ほん と う 


4 制度 や 対策 を 批判 する 時 は 、「 そ れ は よく な い 」 と 言う だ け で な く 、 


O 


5. 日 本 は 人 口 が 減り 続け て いる の で 、 私 は も っ と 外国 人 を 受け 入れ た 方 が いい と 
0 層間 今 の 法律 aw で は 外国 人 が 日 本 に 移住 する (to immigrate) の は と て も 
難しい の で 、 。 
むず か 「 


「Noun 上 ン Noun の 上 (で )」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 1 3. は ビ コ か ら 適 当 な 


a, か ん せい 
言葉 を 選び な さい 。 
1. へ アス プレ ー (hair spray) や ビニ ー ル 褒 (plastic bag) な ど 問題 が 


ある 商品 は 、 で きる だ け 使 わな いよ うに し て いる 。 
2. この 本 は よく な い の で 、 学 校 の 図書 館 に は 置け ませ ん 。 


3 ジョー ンズ さ ん は 、 理由 で 、 ワ イン や お 酒 な と の アル コー ル 
を 飲ま か \ そ う だ 。 


4. 2011 年 3 月 11 日 に 日 本 で 起き た 地震 は 、 、 日 本 で 最大 、 
世界 で 4 番目 に 大 きい 地震 だ っ た 。 


り - 問題 が ある の で 、 甘い 物 は あま り 食 べ な いよ うに し て いる 。 
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特 


1. 


くく < 第 11 課 基礎 練習 


| 上 国男 0% 「 お そら < く 一 (だ ろう )」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


と の 国 の 現在 の 総 済 状態 (condieon) は あま り よ く な い が 、 こ れ な から 


けい ざい じ 


Oo 


電力 の 消費 を 減ら す た め に 、 省 エネ 型 の 自動 販売 機 が 導入 され 始め た 。 この 
よう な 自動 販売 機 の 数 は まだ 少な い が 、 


近年 (recent years) 、 SNS (social networking service) を 利用 し た いじ め が 増 え て いる を すみ た 。 
は < 
私 の 日 本 人 の 友達 は 、 宗 教 に 全然 筐 味 が な いと 言っ て いた か ら 、 神道 や 仏教 に 
つい て 聞い て も 


O 


[まっ た く 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


か ん せい 


べ ベス ト セ ラー の 本 を 読ん だ が 、 


デザ イル が CK て も て きた っ な の て 、 な 評 
違う T エ シャツ を 2 枚 買う et ed i 


山下 さん は 、 試 験 の 前 に と 
言っ て いた の に 、90 点 だ っ た チキ うう だ; 


私 は UFO な ん て 存在 し な いと 思う 。「 私 は UFO を 見 た 1」 と いう 人 達 の 言葉 は 、 


トッ 
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問題 


た か し : ああ 、 出 来 な か っ た あ 。 試験 の 前 に 勉強 し と け ば よかっ た 。 
リサ : 全然 し な か っ た の 『? 
ぜん ぜん 


た あい (も: で 人 サル ん 、⑯⑩) PE いい 
眠く な っ て すぐ 寝 ち ゃ っ た ん だ 。 


やき ラ 3 ば サ ぶ 誤 ) 
ちょ っ と す つ で も 、 寿 日 勉強 し と くべ き な ん じゃ ない? 


た か し ・ 9 そう: だ ね 。 


ーー の 表現 を 全部 使っ て 1 文 で 質問 に 答え な さい 。 


et rat 


か く 


Q :「 と びら | で は 読め れ ば いい 漢字 が いく つぐ らい 出 て きま すか 。 


A 
本 し お そら く 


Q : 今 か ら 10 年 後 の あ な た は どこ で 何 を し て いる と 思い ます か 。 


A : o 


93. | (いう) ね わけ で は か ない まっ な く お そら て で (だ た ち う 7) 


Q : あ な た が 今 、 日 本 語 能 力 試験 GLPT) の N 2 レベ ル の 試験 を 受け た ら 、 合格 す 
る 可能 性 が ある と 思い ます か 。 
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ーー] か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 、 答 え に 合う よう に 質問 文 キ 作り な さい 。 同 じ 表現 は 一 


A : 織 田 信長 だ と 思い ます 。 
お だ の ぶな が 


2. Q : 西暦 1700 年 は o 


せい れき 
A : 江戸 時 代 で す 。 
EC TA 
3. QQ: 。 


A: は い 、 日 本 で は バレ ンタ イン デー に 友達 に チョ コレ ー ト を あげ た り 、 も ら っ た り 
に ます 。 


A: 日 本 語 だ け で な く 、 日 本 の 文化 や 歴史 な に に つい WO 閑 信 まし た 。 


王 及 叉 の 表現 を 全部 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 いやー と 
Noun を 通し て な ぐ が いび まっ た いく 


アン ケー ト (questionnaire) の 方 法 イン ター ネッ トド 
アン ケー ト の 質問 : 日 本 が どこ に ある か 知っ て いま すか 。 


較 よく 知っ て いる 
円 全然 知ら な い 
私 は (a@) 世界 各国 の 大 学生 


に アン メン ケー ト を し な だ 。 


ly だ ECO) 
お どろ 


っ E で Oo 
sz ワリ > だ 一 
3 っ 
持 3 2 QU 8 
ュー = ォ ニー 
- (0 と 邊 = OR 
— る 台 ゃ ーー (J 
己 Nn KW a. 
に J や ま ー 
る Fw 素 9 へ J 
ら 1 区 2 の 
| 「 可 に = = 
ひい 志 ら 〇 
8 a ム  z > = 
ミ 4 トリ 8 の 
2 a. er° ご (の 
に に 山 « N 
に . 量 た BA に で 
ら "a = - 
‘8 
る & o o o +J 13 
に る \/ 4 
b る に いい 
= 、 あ 
で rme a') 
に 守 ンジ 
[ie] . 
I ど ( 
2 > 
こ 呈 
N ソ 
4G 


ひょう げん 


ぎ じゅ つ 


閑 藻 
生ま 
化 錠 : 
記 和 3 
義 禁 
押手 
ES まま 
迫 肖 は ヽ 
線 湖 


using as many grammar items as DOSsible from the box 


国 の 歴史 上 の 大 きか な 出来事 か 人 物 を 選ん で 説明 し な さい 。 そ れ は 日 本 の どの 時 代 
Describe an aspect of your country 's culture, customs, technology, food, etc. that shows some foreign influence. Try to cover 


の 出来 事 や 人 物 だ っ た か に つい て も 書き な さい 。 [し] の 表現 を 全部 使っ て 、「 た 
あな た の 国 の 文化 、 習 慣 、 技術 、 食べ 物 な ど に 見 られ る 外国 の 影響 に つい て 説明 し な さい 。 


or that event happened. Use all of the grammar items in the box below, and write your ansWer in plain form. 


+ 
KO 
羽 
N 
ココ 
= MR る っ 
© で 
= 局 RR ACN 
つ 
ら 〇 a ス 
> 田 
ら る 色 る 
に CW LY | 5 
晶 = s 10 ヽ 柚 * 釣 っ < 
で 2 i 4 
gg 。 . 塊 っ は 5 ま 人 才 g 
= こ i in $8 や っ 3) っ 5 で 
で と 5 ン 賠 3 9 EV の 
Risa たつ US ま Ege き 軒 論証 | 2 
5 gs 往 そ で © GS 88 で GS |5 
当 3 〇 
羽 5 只 で 秩 Fs 58 MN NY MN § > 
崩 8 中 も 裕和 下 2 


除 自分 の 


ト 


問題 2 > 


区 


kW GR PO We SS 人 
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第 ] ノ 課 


日 本 の 伝統 エ 革 


) の 中 に 適当 な 助詞 を 和信 れ な さい 。 何 も 入ら な い 場 合 は X を 書き な さい 。 


じ ょ し 


日 本 の 教育 (  ) 関 する ( ) 問 題 に つい て 話し 合っ た 。 


きょう い 


この 建物 は 木 が 持つ 温か さ ( ) 生 か し て 建て られ て いる 。 


あ た た 


ハー プ ブ ティー (herbal tea) に は 、 各 ハ ー プ (we) の 特長 ( ) 生 か され た アロ マセ ラ ビー 
(aromatherapy) 的 な 効果 が あ り ま す 。 


「 ゆ と り 教育 ] の 第 一 ( ) 問 題 は 、 教 える 内 容 を 減ら し すぎ た こと だ と 思う 。 
第 一 ( ) 印象 (mpression) だ け で 、 人 を 判断 し て は いけ な い 。 

だ いい ち いん し ょ う は ん だ ん 

日 本 の 食べ 物 と 言え ば 、 多 く の 人 が 寿司 を 第 一 ( ) 拳 げ る だ ろう 。 


. 私 は 、 日 本 が 近代 化 を 目指 し た 時 代 に 生ま れ た 「 す き 焼 き ] ( ) こ そ 、 日 本 を 
代表 する (  ) 食 べ 物 の 1 つ だ と 思う 。 


日 本 の 夏 は 暑 す き て 、 エ アコ ン (  ) な い ( ) 生 活 は 考え られ な い 。 


日 本 の 夏 は 著 す き て 、 エ アコ ン (  ) な し ( ) 生 活 は 考え られ な い 。 


10. 日 本 の 夏 は 暑 す き て 、 エ アコ ン (  ) な し ( ) 生 活 す る こと は 考え られ な い 。 


「 第 一 (の / に )」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 朝起き て 、 私 が PP た を 浴び る こ と だ た 。 


2.Q: あ な た の 大 学 の 特徴 は 何で すか 。 


A: 0 


3. 0: ファ ー ス ト フ ー ド は で て も を 大竹 が あれ せま すす が ビビ う も し て だ で る 居 い ます 


A : ゅ 
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4.Q : あ な た が 日 本 語 を 勉強 し て る 目的 は 伺 で すか 。 


A : o 


「Noun に {関す る / 関 し て } 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 日 本 語 の クラ ス で 作文 を 書い た 。 
2, (a) の 授業 の 発表 の た め に 、 本 や 論文 


を 読ま な けれ ば な ら な い 。 


で の が b 林 、 こと を 調べ る 
の に は と て も 便利 だ 。 


4 この 町 で は 問題 に つい て 考え る た め に 、 女 月 、 セ ミ ナー (Seminar) 
を 行っ て いる 。 


請 芽 叉 「 考 えら れ な い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
1. 現代 の 子供 達 の 90% が 、 筆 日 の よう に テレ ビ ゲ ー ム で 遊ん で いる らし い 。 これ ら 
の 子供 達 に と っ て は 、 だ ろう 。 


2./ こ の 学期 が 終わ る 頃 に は 、 ク ラス の みん な が 辞書 な し で 
CC も の 


3. 私 の 国 の バス は た いて い 時 間 通 り に 来る の で 、30 分 も 
が 、 こ の 国 の バス は いつ も 30 分 は 遅れ て 来る 。 


4. この 投 業 で は 、 宿 題 は 成績 の 302% だ か ら 
が 、 和 驚い た こと に 、 宿 題 を ほとん ど 出 さ な い 学生 が いる らし い 。 
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「 生 か す 」 と ビー の 言葉 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


INoun な し (で は 〆 の }) 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


か ん せい 


1. 人 間 は 生き て いけ な い 。 


2. あな た は 、 山 の 中 で 生活 を 、1 人 で どの で ぐらい 
続け られ る と 思い ます か 。 


3. 私 は 目 が と て も 悪く て 何 も 見 えな い 。 


4 カッ プ メ ヌー ドル は 作れ な い 。 
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「 こ そ 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 は 、 朝 早く 起き て ラン ニン グ し た いと 思っ て いる が 、 一 昨日 も 昨日 も 起き られ 
な か っ た 。 たから 、 と 思っ て いた が 、 
今朝 も 起き た ら も う 11 時 だ っ た 。 


2. [状況 | ジョ ヨー は ミュ ー ジ カル の オー ディ ショ ン (auditon) に 何 度 も 挑戦 し て いる 。 


た か し : 来 月 オーデ ィ シ ョ ン が ある ん だ っ て ? 


久間 2 あ 発表 の オー ディ ショ ン は だ ぬ め た っ た か ら 、 合格 し た い 
と 思っ て る 。 


et ey tp tr 頑張 っ て ね ! 


3. [状況 ] ヤン グ は 日 本 に 3 年 住ん な で いる 。 日 本 に 来 た 時 か ら 北 海道 に 旅行 し た いと 思っ て いる が 、 
仕事 が 忙し く て な か な か 行け な い 。 


山下 : 今年 の 夏休み は 何 を する つも り で すか 。 


ャ ッ ング と 思っ て \ か る で す 。 
去年 も その 前 の 夏 も 行け な か っ た か ら 。 


さき ょ ね ん 


山下 : ああ 、 北 海道 で すか 。 い いで すね 。 


卓 置 多 「 ず っ と 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。1. 一 3. は 絵 を 見 て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 日 は 病気 だ っ た の で 、 


き の 


2. この 店 は 
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3. メア リー さん は 子供 の 頃 か ら 8 

4. 私 は 子供 の 頃 か ら 3 
a ころ 

5. [状況 ] 田中 と スミ ス は 週末 、 海 に 泳ぎ に 来 た 。 


\ 田中 れ 。 この 雨 。 


に に スー いう ん 。 星 て 晴れ な め ゆか 砂 。 


「- ま ま 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 先月 、 友 達 に DVD を また 返し て いな い 。 早く 
返さ な くさく ちゃ 。 


2. 子供 の 時 、「 ロ の 中 に し いけ ませ ん 。」 と 
よく 巡 に 言わ れ た 。 


3. [状況 ] 食事 の 用 意 を し て いる 。 
A : これ 、 電 子 レ ンジ で 温め る ? 


B: う うん 、 こ れ は が 、 お いし いん た 。 


4. [状況 ] 先生 の 研究 室 に 来 て いた 学生 が 、 研 究 室 を 出 よ うと し て いる 。 
学生 : 先生 、 ド ア は どう し まし ょ うか 。 閉め て お きま し ょ うか 。 
先生 : 他 の 学生 が 来る か も し れ な いか ら 、 


学生 : は い 、 分 か り まし た 。 和 失礼 し ます 。 
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レー の 表現 を 全部 使っ て 1 文 で 答え な さい 。 


1. a 1 で きれ ば 


田中 : 映 画 館 は 高い し 、 新 し い 映 画 も すぐ に イン ター ネッ ト で 見 られ る よう に 
な る か ら 、 私 は 映画 館 に は 全然 行き ませ ん が 、 ヤ ング さん は どう で すか 。 


し 生計 NPM ma 
の 面白 さ が 分 か る と 思う の で 、 
が いい と 思い ます 。 


2. [状況 ] 田中 先生 と 山田 先生 は 日 本 の 大 学 で 教え て いる 。 


考え られ な い 一 まま 


田中 先生 : アメ リカ の 大 学 で は 、 サ ング ラス (sunglasses) を か け て 、 講義 を 聞 く 学生 
すす 


山田 先生 : え 一 、 日 本 の 大 学 で は 


3. まま ずっ と 
Q : この 国 の 経済 状態 は 、 こ れ か ら よ く な っ て いく で し ょ うか 。 


内: そう で すね 。 和 は 。 


ーー 
Q : あ な た の 畜 日 の 生活 の 中 で 、 な いと 困る 物 は 何で すか 。 


A : a 
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5. ずっ と な か な か っ ーー な い 


Q : 長 い 間 、 挑 戦 し 続け て いる の に 、 上 手 に 出来 る よう に な ら な いこ と が あり ます か 。 


A : は い 。 私 は 


6. 生か す で きれ ば で きた ら 
Qs 将来 、 どん な 仕事 を し た いと 思っ て いま すか 。 


A : 0 


問題 2 
も 


『 商い と が 
あり ます か 。 


A : は い 、 何 度 か あり ます 。 消す の を 忘れ た テレ ビ の 音 で 目 が さめ ま し た (to wake up) 。 


2. [状況 ] 日 本 語 の 先生 が 学生 の スミ ス に 日 本 語 の 勉強 を 始め た 理由 を 聞い て いる 。 


先生 : 


O 


スミ ス : それ は 、 日 本 の 環境 技術 に 興味 を 持っ た か ら で す 。 


0 ま 世 欠 に 存在 す る 様々 な 問題 の 中 で 、 あ な た が 一 番 関 忌 (concem) を 持っ て 
いる 問題 は 何で すか 。 


4.0Q: 今 年 の あな た の 新年 の 抱負 (mew year'sresolution) は 何で すか 、。 
人 0 生生 0 往生 訂 0 
思っ 5 8 \ ま a 
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計 語 時 (  ) の 表現 を 使っ て ブロ グ を 完成 させ な さい 。 
ひょう げん か ん せい 
Complete the following blog entry using the grammar and vocabularyinthe( ). 


NUMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU グ 
どー 


タイ トル : ジッ プロ ッ ク を 使っ た オム レツ (ns の 作り 方 | [ 
ー ジ ッ プ ロッ ク | 
食べ 物 を 入れ て お く た め の ブ プラスチック の 袋 で す 。 」 
| 皆さん 、 ジ ッ プロ ッ ク と いう 製品 を 知っ て ます ね 。 も ちろ ん 、@③ | 
」 こと で す 。 で も 、 熱 に 強い と いう @ | 
(生か す ) 
、 今 日 は オム レツ を 作っ て み ま し た ! | 
まず 、 ジ ッ プ ロッ ク に 卵 と お 塩 を 入れ 、 混 ぜ た (o mix 後に 
た まこ し お ま あと - 
湯 の 中 に 入れ ます 。 
(ご まま) 
オム レツ の 出来 上 が り で す ! 簡単 で し ょ う ? 
すれ 0 2 
i (~ で も ~ で も ) だ れ : 
オム レツ が 作れ る と 思い ませ ん か ? 皆さん も 、 一 度 作っ 
て みて 下さ い ! 
i 5 分 待っ 、 
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(  ) の 表現 を 使っ て 「 和 紙 タ オル 」 の 紹介 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following sales pitch for washi towels using the grammar and vocabularyinthe ( ) . 


用 


よう 


た め に 使う 。 


〇 和紙 で 作ら れ て いま す ! 


〇 和紙 の 蒲 さと 強 さ と 柔らか さ を 利 用 ! 
〇 ぬれ て も 破れ な い ! 
〇 1 年 以上 使え ます ! 


内 さ ん は 、「 和 紙 タ オル 」 と いう タオ ル を 見 た こと が あり ます か 。 こ の タオ ル は 、 
混 いた こ と に (@) かす 。 
(で で きる ) 


「 和 紙 タ オル | は 、(⑪) 
(生か す ) 


作ら れ て いて 、 ぬれ て も 盛 れ ませ ん 。(G) , 
i (その 上 ) 


寄 さ ん は | 和紙 | で 体 を @⑨ と 
(一 考え られ な い )) 


思っ て いま せん か 。 私 も 自分 で 使っ て みる 前 は そう 思っ て いま し た が 、 使 っ て みた ら 


と て も 気持 ち が よ か っ た ん で す 。 幽 さん も 一 度 | 和紙 タク オル | を 使っ て みて 下さ い ! 
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問題 2 > 


問題 ] レ ! 原 子 力 エ ネル キー に 核 エ ネル ギー (nuclear energy) ) | の 利用 に つい て 、 以下 の 点 を 考え な 


が ら 書 き な さ い 。 [ーー] の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、「 だ 体 ] で 書き な さい 。 
(cf.「 と びら 』 p.278) 


Focusing on the points in the bulleted list below, write a Dassage about the use of nuclear energy. Use as many grammar items 
as possible from the box, and Write your ansWcr in Dlain form. 


原子 力 エネ ルギー の 利用 に つい て どの ぐら い 知っ て いた か が 。 
原子 力 エ ネル ギー は 、 現 在 ど の よう に 利用 され て いる か 。 

あな た の 国 で も 原子 力 エ ネル ギー を 利用 し て いる か 。 

あな た の 国 で 原子 力 エ ネル ギー を 使う こと に つい て どう 思う か 。 


ー に (関す る / 関 し て ) Ne 示 。 っ 生 かす ーー な し 考え られ な い 


ーー と いう の は 事実 た tio: 


羽 鶴 は 今 で は 世界 中 で 平和 の シン ボル に な っ て いま す 。 あ な た は どん な シン ボル や 


せん ば づる 
マー ク を 知っ て いま すか 。 自分 が 知っ て いる シン ボル や マー ク に つい て 説明 し な さい 。 
それ は どん な 形 を し て いて 、 何 を 表し て いて 、 ど ん な 時 に 使わ れ て いま すか 。 ピー] の 


表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


The use of a thousand paper cranes as a symbol for peace is now common throughout the world. Describe another symbol 
or logo you re familiar with、explaining its shape, its meaning, and the occasions where it 's used. Write your answer in plain 
form, using as many grammar items as possible from the box below. 


ー に (関す る / 関 し て }) 第 一 {の に ) の た め ( に ) 


だ いい ち 


ー( よ うな) 気 が す る 一 よう に 


あな た が 選ん だ シン ボル ノン マー ク の 絵 を 描き な さい 。 


第 ] . づ 課 


日 本 人 と 自然 


) の 中 に 適当 な 助詞 を た 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場合 は く を 書き な さい 。 

1、 ス ミス さん は 40 代 ( ) 初 め て 外国 語 を 勉強 し 始め 、50 代 ( ) 和 初め に 海外 に 行っ た 。 
2. ひら が な ( ) だ け (  ) 書 いて ある 子供 向け の 物語 は 、 逆 に 読み に くい こと が ある 。 
3. 私 の 大 学 で は 、 だ いた い (  ) 留 学生 が アジ ア の 国 か ら 来 て いる 。 


4. 人 間 の 体 は 、 だ いた い (  )60% ぐ らい が 水分 (water) だ そう だ 。 


除 「~ 代 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


+ ゲイ 、 立 杜 ) 自分 の 会 社 を 作っ た そう だ が 、 そ の 時 は まだ 


高校 生 だ っ た らし い 。 


2. 私 の 夢 は 、 だ が すず 。 
・ 潜 了 * の 作家 (author) は に は た くさ ん 本 を 書い た 1940 年 15 冊 
が 、 に は まっ た く 書 か な か っ た 。 人 
1960 年 


1. 田中 さん は 、 小 学生 の 頃 は よく と 
言っ て いま じ た 。 


2. 山下 さん は 、 子 供 の 頃 は よく と 
言っ て いま し た 。 
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3. 山田 さん は 、 妹 が 小さ い 時 は よく < と 
言っ て いま た 


唱 影 能 》 ( ) の 中 か ら 正しい 言い 方 を 選び な さい 。 
1. 料理 は お いし か っ た が 、 と て も 熱かっ た の で 、 (少し ずっ ノ だ ん だ ん / ます ます ) 
に 


り 語 た と の 犬 は 小さ い 時 か ら あ ま リ 食べ ず 、 以前 か ら 体 重 (body weigh) は 軽かっ た が 、 
病気 に な っ て (少し ずつ / だ ん だ ん / ノ ます ます ) 軽 く な っ て いっ た 。 


3, 紹介 され た 時 は 変わ っ た 人 だ と 思っ た が 、 何 度 か 会 っ て 話し て いる 間 に ( ゆ っ くり ン 
だ ん だ ん // ュ 者 生ま す ) い い 人 だ と 思う よう に な っ た 。 


4. この 映画 は 、 最初 は 面白 か っ た が 、 (な か な か だ ん だ ん レバ まず ます ) つ ウ ま ら な く 


な か っ て いっ た 。 


OL 本 語 特有 (distinctive) の 表現 が 使わ れ て いる 文 は 、 単語 の 意味 が 分 か っ も. 
文 全 体 の 意味 を 理解 する の は 、 (な か な か / だ ん た だ ん ググ ます ます ) 難 し い 。 


「 だ ん だ ん 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1。 こ の クラ ス は 、 最 初 は と て も や さ し か っ た が 、 


2. 今年 の 東京 の 夏 は 将 日 著 い 日 が 続い た が 、 9 月 に な っ て 、 


Oo 


3. 元気 が な か っ た 植物 に 、「 元 気 に な っ て 。 元 気 に な っ て 。」 と 言い な が ら 水 を 
や っ て いた ら 、 o 


4. 留学 し た ば か り の 頃 は 、 相 手 が 何 を 言っ て いる か ほとん ど 分 か ら な か っ た が 、 


O 
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5. 最初 は 上 手 に 出来 な か っ た こと で も 、 何 度 も 練習 し て いた ら 、 


Oo 


| 一 だ け で 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
18 り 年 : 「 一 目 惚れ] っ て と うい 2 う 意味? 
ゆか : 英語 で 言 う と "love at frst sight' で 、 そ の 人 を ちょ っ と 
導き 6 か る っ て ゆい うこ と 。 
2. [状況 | た か し と ロバ ー ト が アル バイ ト に つい て 話し て いる 。 


た か し : アン ケー ト (questonnaie) に 答え た ら 、5 千 円 も ら え る アル バイ ト を 見 つ 
けた ん だ けど 、 行 っ て みな い ? 


た か うん し 、 い いた ルル バイオ イト で も よ 。 


ロワ ロバート : いい ね 。 行っ て みよ う ! 


3. 学生 : 明 日 の 小 テ スト は 、 読 み 物 1 と 読み 物 々 の 漢字 を 覚え て 来 な く て は いけ 
ませ ん か 。 


先生 : いい え 、 明 日 は A dd 


4. 日 本 で は 高校 進学 率 は 90% を 越え 、「 学 校 教育 は 


し ん が くり つ 


(enough) だ 。 高校 や 大 学 で 勉強 す る 必要 は な で 考え る は な いい 。 


) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 


; 道 が 混む の で 、 空港 に 行く (た め に / に は )、 車 より 電車 を 使っ た 方 が は や く て 
便利 で す よ 。 


2. 大 きく て 何で も 入る か ら 、 旅 行 ( の た め に ン / に は ) こ の 坦 が いい 。 
3. ニュ ー ス を 見 る (た め に / に は ) イ ンタ ーネット を 利用 し て いる 。 


4. 来年 、 留 学 す る (た め に / に は ) 夏休み は アル バイ ト を する つも り た 。 
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「~ に は 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 、 パ スポ ー ト を 用 意 す る 必要 が ある 。 
2. 意味 が 分 か ら な い 単 語 便利 だ 。 
3 日 本 の ドラ マ を 見 る の が 効果 的 だ 。 


4. 日 本 の 伝統 工芸 品 の 基準 (cmeno "に 、「| 日常 生活 の 中 で 使わ れる 物 」 と いう 基準 


う げ い ひん 
が ある こと を 考え る と 、 伝 統 工 芸 品 の 本 当 の よさ 
必要 が ある と 、 私 は 思 う 。 (* 基 準 一 「 と びら 』p.268) 


下 の 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 私 の 国 で 大 学 に 入学 する に は 、 

の 人 各国 の 最新 (latest) ニュ ー ス を 調べ る に は 、 

3. 日 本 語 で 論文 を 書く に は も 
ろ る ん ぶん 


国 量 光 名 問 題 に 「 だ いた い ]」 を 一 度 ずつ 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. この 課 の 漢字 は (8) の で 、(D) 
か 


よ う に な っ た 。 


2. A: 発 表 の 準備 、 0 


は っ ぴ びょう) 
B : 。 最後 に も 2 一 度 原 稿 (scrpo を 読ん で お こう と 
思っ て る けど 。 


留学 経験 者 


3. 私 の 大 学 で は 


園 留学 し た こと が な い 
四 留学 し た こと が ある 


< くく 第 13 課 応用 練習 一 一 一 一 


四 眉 識 隊 >(  ) の 表現 を 使っ て 、 安 藤 百 福 に つい て の 文 を 完成 させ な さい 。 
ひょう げん あん どう も も ふく か ん せい 


Using the grammar items in the( ),complete the sentences below about Ando Momofuku. 


1910 年 安藤 再 福生 まれ る 。 

1948 年 日 清 食品 と いう 会 社 を 作る 。 

1958 年 お 湯 を 入れ れ ば 食べ られ る チキ ン ラ ー メ ン を 商品 化す る 。 
1971 年 カッ プ ヌ ー ドル を 誕生 させ る 。 


カッ プ ヌ ー ド ル は 、 世 界 中 に 広がっ て いく 。 


安藤 1 福 は a | 
う ぃ か ( 代 ) 
0 人 Ne 電 旨 (いい し 
( 代 ) (だ け で ) 
(C) o 
( 代 ) 


その 後 、 カ ッ プ ヌー ドル は (@) 
(だ け で な く ) (だ ん だ ん ) 


今 で は 多く の 国 で 食べ られ て いま す 。 


会 話 を 読ん で 、 睡 眠 時 間 に 関す る 次 の ペー ジ の 文章 を 完成 させ な さい 。 ビー] の 表現 を 
全部 使い な さい 。 


上 Using the information from the following conversation, complete the sentences below about sleep. Use all of the grammar 
items from the box. 


・ 昨 日 、 ち ょ っ と 面白 い 記事 を 読ん だ ん だ 。 

・ へ え 、 ど ん な 記事 ? 

: 人 間 が 寝る 時 間 っ て 、 年 を 取る と 少な く な っ て いく ん だ っ て 。 
(だ の で NR? 

平均 7 時間 ぐら い 寝 て た の が 、 5 時間 ぐら い に な る らし いよ 。 
: ふう ん 。 何 歳 頃 か ら 減っ て いく の 『? 

: 60 歳 頃 か ら だ っ て 。 


ID っ pp) I や 


人 
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傾向 が 見 られ る 一 始め る 代 。 た ん た ん EK 7 ない 


人 間 が 寝る 時 間 は 一 般 的 に (a) 
。 それ まで 平均 7 時 間 ぐ らい だ っ た の が 、⑯ 


ーー か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 


ひょう げん えら 


東京 か ら 大 阪 まで の 新幹線 の 時 間 


[状況 ] 東京 に 住ん いで いる 留学 生 が 、 来 月 、 友 達 と 大 阪 へ 行く こと に し た 。 
留学 生 : あの う 、 東 京 か ら @) 、 何 が 一 番 便 利 で すか 。 
ホス ト フ ァ ー ザ ー : ああ 、 新 幹線 が は や く て 便利 だ よ 。 
し ん か ん せん 
留学 生 : どの ぐら いか か り ま すか 。 
ホス ト フ ァ ー ザ ー : 一 番 は や い 新 幹線 な ら 、(b) 1 
し ん か ん せん 


劉 学 生 : へ えん 、 は や いん で すね 。 


ホス ト フ ァ ー ザ ー: うん 、 今 は ね 。 僕 が 子供 の 頃 は ⑥ 
よ 。 


ーー の 表現 を 全部 使っ て 1 文 で 質問 に 答え な さい 。 


[状況 ] 若者 向け の 服 の 店 で 話し て いる 。 
Q: この 店 に は どん な お 客 さ ん が 買い に 来 ま すか 。 高 校生 びら い の 若 者 で すか 。 


A : ええ 、 高 校生 も 多い で すね 。 それ か ら 、 6 
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2. 


だ ん だ ん そる 


の 


: あ な た は 、 い つ 頃 か ら 日 本 語 で 自分 の 意見 が 言え る よう に な り ま し た か 。 


A 
Br 7 さも な か な か 


Q: あな た は 、 俳 句 を 読ん で 作者 が 何 に 感動 し て その 匂 を 詠ん だ か 、 規 像 する こと 
が 出来 ます か 。 


A 
に 2347 2 how/ れ る 


1 Q: あ な た は 、 ど ん な ロボ ッ ト が いれ ば いい と 思い ます か 。 


A 
5.| 一 必要 が ある ー に は 
びっ よう 


Q: どん な 練習 を すれ ば 艇 語 を 上 手 に 使え る よう に な る と 思い ます か 。 


A 
6. Tr を = に は 


Q: ど うす れ ば 日 本 語 で いい 文章 が 書け る よ う に な る と 思い ます か 。 


アア 
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人工 】 ま で Fs t | お ま - きま に 
3 ぎ ま 2a< “ 2 し りす \ 
3 だ ト & さす まき 「 ま も ます まま 念 』 トミ すま % 
は て ん 壮 侍 H +HHHHHHTF け は - 


っ 


俳句 と いう の は 、 ど の よう な 詩 か 簡単 に 説明 し な さい 。 俳句 の 構成 や 特徴 な ど に つい て 
書き な さい 。 俳句 と 川柳 の 違い に つい て 書い て も いい で す 。 [の 表現 を で きる だ け 
た くさ ん 使っ て 、「 だ 体 ] で 書き な さい 。 


Briefly explain what kind of poetry haiku is, discussing such aspects as its structure and special features. You may also 
mention the difference between haiku and senryu. Use as many grammar items as DOSsible from the box below. and write 
your answer jn Dlain form. 


だ いた 応 お て の 全て で 中 困っ に は 


な か な か Adjective Sentence と 考え られ て いる 


あな た が 知っ て いる 俳句 や 川柳 の 中 か ら 1 つ 選 び 、 以 下 の 点 を 考え な が ら 、 [の 表現 
を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、「 だ 体 」 で 書き な さい 。 
・ ど うし て その 句 を 選ん だ か 
・ そ の 句 は 何 を 表現 し て いる か 
・ そ の 旬 に つい て どう 思う か " (*ー「 と びら 』p.296 鑑賞 の ポイ ント ) 
Write a short passage about a haiku or senryu you know. Try to cover the bulleted points below. Use as many grammar items 
as possible from the box that follows them, and write your answer in plain form. 

・ Why you chose the poem you chose 


・ What the poem is expressing , 
・ What you think of the poem (cf.「 と ひら 』 p.296 on points to consider in appreciating haiku) 


ー 代 。 だ ん だ ん 生か す 一 (よう な ) 気 が する 


まる で 一 よう {に ノ な だ ) 


あ な た が 選ん だ 名 、 
| 」 
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Pr ョ コ n a Po ーーー ーー ーー ーー ー ー en 
we x ner * < ae ~ ~ - : ーーー ーー ーーーー ュ ーーー ニッ マーー ーー ュー アテ ーー ーー ューーーー ーー ニーーーーーーーーー ーー = 
内 ao oo xe こ N sae ev noc fi a ea < ーー ーーー < っ ーー we ニニ ーー ニーーー ニ ーーー ー デ ーーーーーーー ーー ーー ーーーーー 
fe m の ーー ce ・ 7 < vt’ - ‘ ーー < の ーー = ss ーー デー ペー ニー Pomweze っ Pe me 
いで ー * ト Go = ー ー mm ニキ ーー シーー= キ ーーー こ ーー デー ーー と * ーー ネー ヘー em で mmm ー 
~ と ー = ・ ー ーー = = > = er a ーーー “<== ei 
~ s - = ー ーー ーーー ー ーーーー = = っ = : = ーー ュー ニー = キー ーー ニー っ = 
= = = = テー ペー ター ーー ーー ン a ドンキ ーー ーー PP 
= ー = p re = ーー c= a = > = ーー バー ニー ニー x < ーー 
こ < っ ey < に - < ° ーー~ er ー ェ で ーー ーー PP PP ーー ュー キー 
ー こ ーー そ - ピー 0 reaméom csovane eno 0,0remesoreemnod0h nce dhs oredr ee ts eos ovrv errun tases dvs a 
に ベン ーー ~ ー・ ee ~ に っ = s っ ns eo er に 3 ー… ーー re et こい ー っ Race ~ ーー モー a 一 


( ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 人 ら な い 場 合 は X を 書き な さい 。 
(この 課 の 前 に 勉強 し た 文法 表現 で 使わ れる 助詞 が 入る 場合 も あり ます 。) 


ぶん ぼう ひょう げん 
1. 12 月 ( ) 入 っ て か ら 、 急 に 寒く な っ た 。 


2. 日 本 で は 大 学 を 卒業 し て も 、 な か な か 就職 で き な い 若者 が 多い こ 間 ) 最近 
問題 に な っ て いる 。 
3 次 の 会 議 で は 、 子供 達 の 文章 を 書く ( ) 能 力 の 低下 下 ( ) 問 題 に すべ きた 。 


4. 私 の 国 で は 、 今 、 国 の 税金 の 使い 方 ( ) 問題 に され て いる 。 


5. 人 の 人 生 は 考え 方 次 第 ( ) 大 きく 変わ る 可能 性 が ある 。 


6. どの 大 学 に 入学 で きる (  ) は 、 入学 試験 の 結果 次 第 ( ) だ 。 


) の 中 か ら 正 し い 方 を 選び な さい 。 
1. 私 は ベジ タリ アン で は な い が 、 (一 だ いた い / ほとん ど ) 肉 を 食べ な い 。 


2. この 映画 を 見 る つも り は な か っ た けれ ど 、 友 達 が 見 る べき だ と 言っ た か ら 、 私 も 
(で m 記 グ だ が いたい / バ (どん) 区 て で お ね おこ うど 角 う 。 

4 暫 学 生 の 数 は 年 に よっ て 違い ます が 、 千年 (一 バグ だ いた い / ノ ほとん ど と) 30 人 
ぐら いで す 。 

4. あまり 勉強 し な か っ た こと が 試験 に 出 た 。 目 信 は な か っ た が 、 (一 応 プ だ いた い 
グ ほとん ど ) 今 知っ て いる こと を 書い て お いた 。 


> [一 応 ] を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
いち お う か ん せい 


1. 天気 予報 で 今日 は 雨 は 降ら な いと 言っ て いた が 、 雲 が 少し 出 て きた の で 、 


<) 
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2. [状況 ] 明日 の パー ティ に 食べ 物 を 持っ て 行か な く て は いけ な い 。 


が 。 お いし いか と どう か 分 か ら な い 。 


3. 明日 コン サー ト が あろ る 会 場 に は 一 度 行 っ た こと が ある の で 、 迷わ な \ と 思う が 、 


O 


4. [状況 ] 明日 、 授 業 の レポ ボー ト の た め の イ ンタ ビュ ー を させ て も ら う こと に な っ た 。 
学生 : 明日 は 、 何 時 頃 が ご 都合 が よろ し いで し ょ うか 。 


日 本 人 : 出 な く て は いけ な い 会 議 の 時 間 が 、 今 、 ち ょ っ と 分 か ら な いん で す が 、 
まま の 。 


学生 : は い 、 明 日 の 4 時 で すね 。 


前 の 文 に 合う 文 を a. 一 c. か ら 選 びな さい 。 


1. 休み に 入っ て 、a. 日 本 に 行き た い 。 
b. アル バイ ト を 始め た 。 
C. 昼 過ぎ まで 寝る 。 


2. 今年 の 和 は 暖か く て ほとん ど 雪 が 降ら な か っ た が 、 今 月 に 入っ て 、 
a. 急 に た くさ ん 降り 始め た 。 
b. あ まり 降ら な い 。 
Cc. 寒かっ た 。 


3. 19 世紀 の 後半 に 入っ て 、a. 電気 は 便利 だ っ た 。 
b. 日 常 的 に 電気 が 使わ れる よう に な っ た そう た 。 
Cc. 人 々 は 電気 を 使っ た そう た 。 


回 較 > (期間 の 表現 ) に 入る 」 と 「 一 代 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
( 例 ) 日 本 で は カラ ー テ レビ は 1960 年 代 に 入っ て 、 使 われ 始め た らし い 。 


1. 私 の 国 で は 、 か ら 、 女 性 が 選挙 に 参加 で きる 


じ ょ せ い さん か 
よび 9 に な っ た 。 


くく < 第 14 課 基礎 練習 


2. 東ドイツ と 西ドイツ が 統一 され た の は 、 か ら だ 。 
3. 人 間 は 、 x 初め て 月 へ の 宇宙 飛行 (space flight) 
を 行っ た 。 


) の 表現 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


ひょう げん 


1. この 地区 犯罪 率 の 高 さ 


は ん ざい りつ 


(一 問題 に な る ) 


アプ 


2.| ユニ セ フ (UNICEF) 子供 の 労働 abor) と 貧困 (poverty) 


に ろう どう 


で と 


ツ 


(一 問題 に され る ) 


必要 が あ る 。 


ひつ よう 


(一 問題 に する ) 


(  ) の 表現 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


ひょう げん 


1. 今 、 私 の 大 学 の 学生 達 の 間 で 
(問題 に な る ) 


2. 日 本 の 目 動 販 売 機 は \ \ つ で も 利用 で き て 便利 だ と いう 人 が 多い が 、 そ の 一 方 で 、 
人 も いる 。 
(一 問題 に する ) 
3. 子供 達 が 、 テ レビ ゲー ム て 遊ぶ こと が 間 題 な の で は な い 。 それ よ り 、 


フ さ 
こ ども た ち 
へ きた 。 


(一 問題 に され る ) 


品 誠 5 學 絵 を 見 て 、「 か な り 」 を 使い 、 文 を 完成 させ な さい 。 


ユー ザー の 評価 


大友 太 娘 


1、 こ の ラ ャ メン は 食べ た こ 攻 が 衝 旧作 o 


2. 使っ た 人 の 評価 (evaluation) を 見 る 限 り 、 こ の ゲー ム は 


Oo 


3. 発表 の 前 の 日 に ' 当日 (hat day) 緊張 光り まる 


は っ ぴょ う ) 


話せ な か っ た 。 
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国 計 吉 会 話 を 読ん で 「Vetb (れる / ら れる ) 」 の 形 に する の か 適当 な 部 分 に 下線 を 引い て 「Veb 
(れる / ら れる } 」 の 形 に し な さい 。 


In the following conversation, identify the verbs that could appropriately be changed to the | Verb 1 れる られる} form 
and underline them: then、 provide the correct | Verb1 れ る られる} form for each. 


[状況 」 学生 が 日 本 人 A (あま り 知 ら な い 人 ) に 俳 名 に つい て イン タビ ュー し て いる 。 


学生 :A さ ん は 、 俳 名 を 作っ た こと が あり ます か 。 

日 本 人 A: ええ 、 日 本 人 な ら 、 一 度 は 学校 で 作っ た こと が ある と 思い ます よ 。 
学生 : 俳句 コン テス ト に 作品 を 出し た こと は ? 

日 本 人 AA: それ は あり ませ ん ね 。 で も 、 川 柳 ン テス ト な ら あ り ま す よ 。 
学生 : へ え 。 と どん な 旬 を 詠ん だ ん で すか 。 

日 本 人 A: サラ リー マン の 生活 に つい て の ユー モア を 。 

学生 : どん な 旬 だ っ た か 覚え て いま すか 。 


日 本 人 AA: いえ 、 も 2 う 喜 れ て し まい まし た ね え 。 


台 記 8 会 話 を 完成 させ な さい 。 丁寧 な 言い 方 の 方 が 適当 で ある 部 分 に は 「Verb (れる られ る )} 」 
を 使い な さい 。 


Complete the following conversations. For those parts that require a more polite style of speech、use | Verb1 れ る られ る }」. 


1. 後 墓 : 今 か ら 田中 先生 の 研究 室 に 行く ん で す が 、 先 募 は 田中 先生 と (@ 
こと が あり ます か 。 
先 曹 : う ん 、⑪) 。 すごく 面白 い 先生 だ ね 。 


2. [状況 ] クラ ブ の 後 三 が ゲー ム で 遊ん で いる 。 
琶 : お っ 、 何 の ゲー ム ? 面白 そう 。 
お も し ろ 
後 童 : 先 募 も 


先輩 : そ っ 、 や っ て も いい ? 
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9. [状況 ] クラ ブ の 後 募 が 先輩 に 夏休み の 予定 に つい て 聞い て いる 。 


こう は い 


後 墓 : 夏休み に どこ か に (@) 
先輩 : うん 、(D) 
後 募 : いい で すね れ 。 ホ テル は も う (G) 


先 更 が 7 ん 、 まだ 。 


レー の 言葉 と 「Noun 次 第 」 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


1. | 野 業 の 値 邊 = その 年 の 


2.| この 接 業 の 成績 来年 卒業 で きる 


3 | 給料 する か し な いか 


ビ さ 
きゅう りょう) 


この アル バイ ト を 


馬 計 訪 少 |  」 か ら 適 当 な 言葉 を 選び 「( 一 か どう か は )Noun 次 第 (だ で) 」 を 使っ て 文 を 作り な 
さい 。 


料理 の 仕方 値段 話し 方 練習 


た 


1. 学生 : 先生 、 私 は まだ 社会 問題 に 関す る こと に つい て 、 な か な か 上 手 に 自分 の 
意見 が 言え ませ ん 。 
先生 : 
頑張 り ま し ょ う 。 
が ん ば 


が 


2. この 野菜 は この まま で は まず く て 食べ られ な い が 、 
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3. 新しい 携帯 電話 を 買い た い が 、 N 


4. つま ら な い 内 容 の 話 で も 、 6 
な いよ う 


語 A と B か ら 適 当 な 言葉 を 選び 「 一 と は 限ら な い 」 を 使っ て 文 を 作り な さい 。 


< ニー ニニ ニニ ニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニニ ーー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニー マー ニニ ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ー ニ ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニニ ーー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニ ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニニ ニー ここ ゃ 


日 本 の 伝統 的 習慣 | 子供 向け 


スタ ー 選 手 が いる | も と も と 日 本 で 生ま れ た 
学校 の 成績 が よかっ た | 社会 で 成功 する 


民放 3 「 一 と は 限ら な い 」 を 加 問 題 に 一 度 ずつ 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete each of the following sentences using | 一 と は 限 ら な い 」.Use | 一 と は 限ら な い 」 only once in each sentence. 


1. 有名 シェ フ の 料理 (3) が 、 
で きれ ば 一 度 は (b) ; 

2. 美学 金 2 金 が 必ず (@) の で 、(b) 
ょ う きん か な ら 


3. 新しい 技術 が 。 二 い 方 法 の 方 が 
っ or 
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「 き ちん と 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 新しい 文法 を 央 89 に 
な リ た \o 
2. 会 社 の 面接 で は 、 は 思 還 ご 代 せつ は 保科 5 。 


3. ルー ム メ ー ト と 住む 時 は 、 一 緒 に 住み 始め る 前 に 


べき だ と 思う 。 


お 昨日 tn OT 4 CE RO ROO NON と て も 時 間 が 
か か っ た 。 


2. 先生 に 推薦 状 を 頼む 時 は 何 の た め の 推 薦 状 か 、 


すい せん じょう 


O 


3. コン ピュ ー タ が 正しく 動か な い の で 、 自 分 で 出来 る こと は 
まだ うま く 動 か な い 。 


4. 私 の 友達 は 全員 選挙 を 持っ て いる が 、 


せん き ょ け ん 


O 
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語 月 | 」 か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 


ひょう げん 


一 応 (期間 の 表現 ) に 入る 一 と は 限ら な い ちゃ ん と 
いち お う き か ん ひょう げん か さき 


[状況 ] も や うす ぐ 行 われ る 選挙 に つい て 詰 し て いる 。 


A : 選挙 の 時 期 9 、 候 征 者 達 が それ ぞ れ マニ フェ スト 
を 発表 し 始め た れ 。 


B: そ うだ ね 。 も う 読 ん だ ? 


県 2 う 大 。。 (D) o 全部 し っ か り 読 ん だ わけ " ゃ な いけ Ee 

B: 選 挙 に 当選 し た 人 が 必ず @ けど 、 
投票 する 前 に (d) 

A: そう だ ね れ ね 。 


語 較 | 」 か ら 適 当 な 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 


ひょう げ か ん せい 


[状況 」 大 学 新聞 の 学生 記者 (reporter) が 、 境 問題 が 専門 の 田中 先生 に イ ンタ ビュ ー し て いる 。 


学生 : 最近 、 谷地 で 大 雨 に に 本 (damage) が 出 て いま すね 。 


田中 先生 : そう で すね 。 


学生 : lis Nc. 人 
も いま す が 、 田 中 先生 は 、( 
田中 先生 : (co) 
と 思い ます 。 


学生 e な る (は に 
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誤 押 区 | の 表現 を 全部 使っ て 1 文 で 質問 に 答え な さい 。 


1.| 一 問題 に する er 光 


Q : あな た は 、 自 分 の 国 の 次 の 選挙 で 、 候 補 者 は どん な 政策 に つい て 述べ な けれ ば 
いけ な いと 思い ます か 。 


2 | と 1 同じ で ンプ 較 っ て ) ーー 問題 に な る か な り 


Q: あ な た は 20 年 後 の 世 界 で 、 ど ん な こと が 問題 に され て いる と 思い ます か 。 
し 


3 が "宮中 て 必要 が ある 
Q: 外 国人 に と っ て 、 俳 名 を 作る の は 難し いと 思い ます か 。 
A : 


4. 一 訳 て と は 限ら な い 


\ ち お う 


Q: あな た は 論文 を 書く 時 、 イソ ター ポッ ト で 調べ た 内 容 を 参考 に も たり 、 そ の まま 
使っ た り し ます か 。 


くく < く 第 14 課 


題 〇 / > 難問 題 に L_ 」 か ら 適 当 な は 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 


う げ ん 


.Q: あ な た の 国 の 国民 は 、 今 、 ど ん な 問題 に 関 忌 を 持っ て いま すか 。 


A : 私 の 国 で は 、 今 、@) 
。 (も ) 


を 、 み ん な が 心配 し て いま す 。 


. [状況 ] 写真 を 編集 する (to edit) ソフ ト を 買っ た が 、 そ の 使い 方 が よく 分 か ら な い 。 
A: ああ 、 こ れ 、 ど う や っ て 大 き さ を 変え る か 分 か ら な い ! 
NN ? 


A: い や 、 読 まな く て も 分 か る と 思っ た か ら 


.Q: 


A : 世 界 中 の 様々 な 情報 が 見 つけ や す た 


. [状況 ] た か し と リサ が 「 お 金 と 幸せ 」 と いう 記事 を 見 な が ら 話 し て いる 。 


リサ : た か し も 人 間 の 


た か し : い や 、 僕 は そう は 思わ な い 。 お 金 は あっ た 方 が いい けど 、 


じゃ な いと 思う な 。 


お 金 だ け 
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日 本 で は 選挙 に 勝つ た め に は 、「 ジ バン 、 カ ン バ ン 、 カ バン 」 の 3 つの 要素 が 必要 だ と 
言わ れ て きま し た 。 あ な た は 、 あ な た の 国 で 政治 家 に な る た め の 第 一 の 条件 は 何だ と 
思い ます か 。 そ れ は どう し て で すか 。 ビー] の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、 
「 だ 体 」 で 書き な さい 。 

It's said that you need the three bans to win an election in Japan: jiban (a supportive constituency) , kanban (celebrity ) 


and kaban (campaign funding) . In your opinion, what is the most important requirement for becoming a politician in your 
country? Why? Write your answer in plain form, using as many grammar items as possible from the box below. 


~ー を 問題 に する ノー が 問題 に され る グノー が 問題 に な る 


ー と は 限ら な い きち ん と 


ちっ どう 


それ は どう し て で すか 。 ビー の 表現 を で きる だ けた くさ ん 使っ て 、「 だ 体 ] で 書き な さい 。 


Candidate A is running for office in the next election. Would you vote for her? Why? Write your answer in plain form, using 
as many grammar items as possible from the box below. 


盟 盟 泊 侯 補 者 A は 次 の 選挙 に 立候補 し て いま す 。 あ な た は 、 こ の 候補 者 に 投票 し ます か 。 


み 評 3 スポ ー ツ 選手 (オリ ン ピ ッ ク 金 メダ リス ト ) 


が 夢 と 希望 を 持て る 明る い 未 来 を 作る 。 


スポ ー ツ の 発展 と スポ ー ツ を 通し て の 国際 交流 を 
目 す 。 誰 で も 、 ど こ で も 、 ス ポー ツ が 出来 る 、 見 られ る 
を 作る 。 子供 を 持つ お 母さん が 社会 参加 し や すい 国 
F る 。 国 民 が 安心 し て 暮らせ る 国 を 作る 。 


こく みん 
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世界 と 私 の 国 の 未来 


品 潮 徐 ( ) の 中 に 適当 な 助詞 を 入れ な さい 。 何 も 入ら な い 場合 は く を 書き な さい 。 
(この 課 の 前 に 勉強 し た 文法 表現 で 使わ れる 助詞 が 入る 場合 も あり ます 。) 


ぷん ぼう ひょう 


1. この クラ ス で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 15 人 ( ) うち, 寿司 を 食べ た こと ( ) 
な い の は 、 メ アリ ー さ ん と 私 だ け だ っ た 。 


2. ユー ス ホ ス テル に 泊まる 人 は 、 シ ャ ワー や 洗濯 の 時 間 な と ど と 、 ホ ステ ル の 規則 ( ) 
} 従 っ て 行動 (action) し な けれ ば な ら な い 。 


し た が 


3. 高校 卒業 ( 以来 、 会 っ て いな か っ た 友達 に ひさ し ぶり に 会 っ た 。 


4. 国際 社会 で 生き る 私 達 は 、 自 分 の 国 の 問題 に つい て 考え る (  ) 同 時 ( )、 他 の 


s《 ざい 


国 の 問題 に つい て ( ) 目 を 向け な く て は いけ な いと 思う 。 


本 座 妙 「 か な く と も ~ は 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。1.~ 3. は ビー か ら 適 当 な 言葉 を 
選び な さい 。 


推薦 状 を 書い て くれ た 先生 に 4 時 間 一 度 


すい せん じょう) 


1. 就職 が 決ま っ た の な ら 、 


し ゅ うし ょ く き 


2. 最近 と て も 忙し く て あま り 寝 る 時 間 が な い が 、 


3. 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 な ら 、 
こと が ある だ ろう 。 


4. 日 本 に 行っ た ら Oo 


方 が いい 。 
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6. 日 本 で は 学校 で 俳 名 を 勉強 する か ら 、 俳 名 を 作っ た こと が な い 人 で も 、 


O 


「- の うち (で )」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 

1. [スミ ス さ ん の 旅行 の 予定 ] イギリス 人 き 東 京 (3 日 間 ) 全 京都 (4 日 間 ) ラ イキ リス 
田中 : スミ ス さ ん 、 明 日 か ら 1 週間 、 日 本 で すね 。 
スミ ス : ええ 。 
田中 : どこ に 行く ん で すか 。 


0 " 和 4 行き ます 。 


2. この 地域 は 雨 が 多い こと で 知ら れ て いて 、 去 年 は 240 日 も 雨 が 降っ た そう だ 。 


平均 する 8 、 20 日 も 雨 が 降っ た こと に な る 。 
3 Q :「 と びら 』 の 教科 書 @ 1 一 番 面 白かっ た の は 
どれ で すか 。 (の うち で ) 
A : (b) 


。 (自分 の 答え を 書き な さい 。) 


「 後 (の ) Noun」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1.「 世 界 が も し 100 人 の 村 だ っ た ら 」" を 読ん で 質問 に 答え な さい 。 
(* [世界 が も し 100 人 の 村 だ っ た ら 』…「 と びら 』p.341) 


Q : 世 界 が も し 100 人 の 村 だ と し た ら 、 廊 性 と 男性 の 数 は どう な り ま すか 。 


A : 世界 が も し 100 人 の 村 だ っ た ら 、⑨ , 


Q: 世 界 が も し 100 人 の 村 だ と し た ら 、 大 人 と 子供 の 数 は どう な り ま すか 。 


A : 世 界 が も し 100 人 の 村 だ っ た ら 、(Db) 


くく 第 15 課 基礎 練習 一 一 一 一 


2. 2000 年 の 衆議院 選挙 で は 候補 者 の 7 割 が 親 や 家族 が 議員 で 、 


ぎ いん せん き ょ さ う は しゃ ぎ いん 
3. [状況 ] 会 議 で 様々 な 条件 が 示さ れ た 。 
この 2 つの 条件 は 受け 入れ て も いい が 、 5 


4. 今日 中 に し て し まわ な けれ ば いけ な いこ と が た くさ ん ある 。 す で ぐ 終 わり そう な こと は 
OIDS 
こ ぜん 


も 
2 


「 一 に 従っ て 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。1. 一 3. は [__ の 


上 靖 維 人 


国民 は eee 
こく みん 


葉 を 使い な さい 。 


串 


だ ue! 


っ 


- - 王 二 耳 CS 


2 | 先輩 の アド バイ ス 来 学期 取る 授業 


せん ば い 


ww 
It 


i 8 a イン スト = デル 


新しい ソフ ト を 買っ て 、 の に 、 
う ま く 動か か \。 


4. か ら 、 い い 発 表 


は っ が ょ 7 う ) 


を する 上 と が 出来 た 。 


も 、 駅 で 電車 を 降り た ら 、 下さ も 
駅 か ら 歩 いて 3 分 ぐら いで す 。 


6. 交通 規則 は 国 に よ よっ て 違う か ら 、 


こつ うす き 
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[た っ た (の )Number ( 土 Counter)」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さ い 。 


1. 2008 年 の ある 調査 に よる と 、 日 本 で は キリ スト 教 系 の 信 


者 数 * は 
、 (* 信 者 数 っ = 「 と びら 』p.137) 
2. [状況 ] リ サ と リー が アパ ー ト A と アパ ー ト BB を 比べ て いる 。 
アパ ー ト A 家賃 10 万 円 大 学 ま で 歩い て 3 分 
アパ ー ト B= 家 貸 3 万 円 大 学 ま で 車 で 20 分 


リサ : アパ ー ト A は か な り 高 いね 。 
リー の ん た 、 で も ( ゅ ) 


リー : 


リサ : アバ パード ト B (は いぐち ら マ で 
・(D) 


リサ : わ ー、 安 い 。 で も 、 大 学 か らち ょ っ と 遠い ね 。 
いた 場合 、 
ば あい 


3 この 試験 の 合格 率 は 得 年 だ いた い 2 割 ぐら い だ そ うだ 。 つ まり 、 受 験 者 が 100 人 


Oo 


「- て し ょ う が な い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


1. 入院 し て いる 兄 の こと が 
2. 私 の アパ ー ト は ヒー ター が 壊れ て いる の で 、 


"本 Sv の 携帯 電話 は 最新 (the latest) の モデ ル で と て も 高かっ た が 
か ら 買 っ て し まっ た 。 


4 [状況 ] 隣 の ア / トー ト で バー ティ を し て いる 。 今 、 
も う 1 時 な の に 、 


午前 
ご ぜ 
行っ て 来 よ 
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か ら 、 文 句 を 言い に 


くく < 第 15 課 基礎 練習 


1 の 言葉 と [一 て し ょ う が な い 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 [  ] の 言葉 は 、 
| の で 」 の 前 に 使っ て も 後に 使っ て も いい で す 。 


Complete each of the following sentences using the word or phrase in the box and | 一 て し ょ う が な い 」. You can use the 
expression in the box either before or after | の で 」. 


1. くし ゃ み が 出 る 


(a) の で 、(D) 
2 嬉 LK 
うれ 
(a) の で 、(D) 
(a) 人 


前 の 文 、 ま た は 後ろ の 文 に 合う も の を a. ~c. か ら 選 びな さい 。 


[9 私 は 、 a. 小学 生 以来 、 マン が ガ を 読ん で いな い 。 
b. 小学 校 卒 業 
C. 小 学校 か ら 帰 っ て 来 て 


2. 私 が 道後 温泉 に 来 た の は 、 a. 昨日 以来 た 。 
b. ーー 昨年 の 和 を 
C. 温 泉 に 入っ て 
お ん せん 


3. a.1988 年 以来 、 地 球 の 温 暴 化 が 問題 に され 続け て いる 。 


b. 数 か 月 前 
C. 数 十 年 間 
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国対 「… 以 来 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。1. 一 3. は [ーー か ら 適当 な 言葉 を 選び な さい 。 


こと ば えら 


21 世紀 に 入る それ 日 本 語 の 勉強 を 始め る 
1 私 は 時 々 、 日 本 語 で 夢 を 見 る よう に な っ た 。 


2. 映画 館 に 行っ て 映画 を 見 た の は 、 去 午 の 1 月 が 最後 た 。 


O 


3. 地球 温 嘩 化 に 関し て は 、 こ れ か ら も 気温 が 上 が り 続 け て いく と いう 科学 者 が いる 
EO US spe roid tte ko し や 
いな いと いう 科学 者 も いる 。 


Aa (Ao 
よ う に な っ た 。 


5. 私 は 大 学 に 入学 * 


還 持 多 | 3. は 「 と 同時 に 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。4. と 5. は 「 一 と 同時 に 」 を 
使っ て 質問 に 答え な さい 。 


1. 明日 で 学期 が 終わ る が 、 投 業 料 を 貯め る た め 、 


アル バイ ト を 始め な けれ ば な ら な い 。 


"A 目 激 石 は 、 先生 で も あっ た 。 


な つ め そう せき 


3. 私 は 5 月 に アメ リカ の 大 学 を 卒業 し て 、 6 月 か ら 東京 に ある 会 社 で 仕事 を する こと に 
な っ て いる の で 、 


4. Q :「 と びら ] の 教科 書 で 日 本 語 を 勉強 し て 、 ど ん な こと が よかっ た で すか 。 


A : 。 
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5.Q | ひび っ くり 箱 」 (jackin-the-box) と いう の は 、 どん な 箱 の er 


A: ° 


会 話 の 下線 の 部 分 を 「Sentence っ け 」 の 形 に 変え な さい 。 


Change the underlined parts of the following conversations to the |Sentence っ け 」 form. 


1. た か し に 入 ョ ー ズ は 和夫 この 喘 重 : 放 訟 VR 


0 ト ラ ん 、 押 生 。 か る 色 よ 。 
2. は る か : えっ と 、 今 日 は 、 何 日 ? 
モニ カ : えー、18 日 。 


9 シ ジ ショーン) た か し は で こ て ア ルッ パオ 必 も 生 も の Y 
(a) 


計 た か し :「 さ くら 」。 今度 、 食 べ に 来 て 。 


ショ ー ン : あ ー、 あ そこ 、 ず いぶ ん 前 に 一 度 行 っ た こと ある な 。 で も 、 高 く な い ? 
(D) 


9 の 二 衝 t W7 


4. モニ カ : 田中 先生 の クラ ス っ て 、 宿 題 、 多 い の ? 


盟 太 : うん 、 克 週 、 結 構 ある よ 。 


5. は る か : マイ ク は 納豆 、 食 べた こと ある 1 


マイ ク : うん 、 あ る よ 。 


6. 功太 : 日 の 晩 、 店 を 出 た の 、 信 順 た っ た 


モニ カ : うー ん 、11 時 頃 だ っ た か な 。 
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請 加 8 「Sentence っ け 」 を 使っ て 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. は る か : た か し は 「 歌 舞 令 ] ? 


た か し : よ く 知 っ て る っ て わけ じゃ な いけ と ど 、 好 きた だ たから よ 〈 観る よ 。 


2. はるか: 医者 に な る の が ショ ー ン の 子供 の 頃 か ら の ? 


3 oan 0 Wi 僕 の 夢 。 


3. た か し : ショ ー ン は 、 村 上 春樹 の 小説 、 『 


むら か みはる き し ょ う せ つ 


る ro に Yl 大 好き 。 


VET ONT 株 ER DGG: 


ん き ょ け ん 
の ちち も また 19 歳 た か ら 。 

5. ゆみ こ : エリ カ は 、 い つか ら 日 本 語 を ? 
エリ カ : 小学 生か ら ず っ と 。 

6. ゆみ こ : ひろ し は 先 学期 、 山 田 先 生 の この 投 業 ? 
店 に 和 あ な 吾 ら た よ 。 

A A 日 本 の 総理 大 臣 が 療 任 (resignation) を 発表 し た の ? 


ひろ し : うう ん 、 昨 日 じゃ な く て 一 昨日 。 


「Veb7as り っ ぱな し 」 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 
1. A: 昨 日 の カラ オケ パー ティ 、 楽 し か っ た ね 。 
は うん で も 、 その も 、 今 日 は 
忠 が 痛い 。 
2. A: 今 日 は ずっ と いい 天気 だ と 思っ て た け と 、 雨 が 降り そう だ よ 。 


BE SHE 
雨 が 部 屋 に 入っ て 来る と 困る な あ …。 
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3 凡 : ね 、 こ の すす レン シン ャ グル の 90 家 な の 。? 洗濯 する の ? 着る の ? 
は いい だ 0 の よん セツ ズ メ ャ 


上 放 2 eo) 生 が を に 


B: あっ 、 そ れ 、 洗 決する 。 
せん た く 


を 4. ルー ム メ ー ト が 昨日 の で 、 


| 
| 
り / 
| き の 
| 


4 消し て あぁ あげ た 。 


き の お 


5. 昨日 見 た フ メ ディー は すご く 面 白く て 、 ず っ と 


防 ) の 表現 を 使っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


Complete the following sentences using the grammaritemsinthe( ). 
次 の 選挙 で どの 政党 に 投票 する か 
右 の グラ フ は 学生 10 人 に アン ケー ト (questionnaire) を tt OR 
投票 し な い 


し た 結果 で す 。 グ ラフ を 見 て 説明 し な さい 。 20% 


も う 決 め た 
yu 50% 

まだ 決め 
いな い 30% 


っ た 人 は 、 


ui 


辻 いた こと に 、 投票 し な いと 
お どろ と う ひ ょ う ) 


(た っ た (の ) Number( 填 Counter)) 


( 後 ( の )Noun) (~ の うち (で )) 
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ーー か ら 適当 な 表現 を 選ん で 会 話 を 完成 させ な さい 。 
1. [状況 ] ゆ みこ は 駐車 場 (parking lot) に 止め た 車 の ライ ト を 消し た か どう か 心配 に な っ て きた 。 
ーー っ ぱな し a i 
ゆみ こ : ね 、 さ っ き 、 私 、 車 の ライ ト @ ? 
クリ ス : え 、 ど うだ っ た か な ? 


ゆみ こ < ちょ っ と 、 見 て 来る 。 


アー 


ゆみ こ が ラ イト を チェ ッ ク し て 戻っ て 来 た 。) 
クリ ス : どう だ っ た ? 消し て あっ た ? 


た Ma 


2. ーー っ け ー よ うな 気 が す る 
エリ カ : この 店 に 来 た の 、 ひ さ し ぶ り だ ね 。 
ゆみ こ : う ん 。 最後 に ここ に 来 た の っ て (8@) 『 


エリ カ : う 一 ん 、 か な り 前 (D) 9 


3. | 後 ( の ) 一 ry 人 け 
tr a (ODE ne rr 上 
びる し えー、 リデュース 、 り リネア 天 、 え っ も 、 は … 


ゆみ こ : あっ 、 思 い 出 し た 。 リ サイ クル ! 


4. ーー と 同時 に お そら く 一 で し ょ 2 う 
スミ ス : この 町 は 汚い し 、 空 気 も 悪い で すね 。 


田中 : そ う で すね 。 も っ と 木 を 植え れ ば 、 


スミ ス : な る ほど 。 そ 札 仁 wwew 天 売 で の 村 。 
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ゆみ こ : テ レビ の ニュ ー ス で 、 来 週 (a) お つて 7 る ホホ ゃ 

クリ スズ : 台風 か 。 怖い な あ 。 

ゆみ こ : うち の タマ は 人 台風 が 来る と 0 みた いで 、 
必ず ベッ ド の 下 に 隠れ ちゃ う 。 

" 全 /。2o ゆみ この 獲 @ 『 


で の 可 


記 6.] - た っ た (の ) を ーー だ け は で 


エリ カ : 俳 名 っ て 、 世 界 で 一 番 短 い 詩 な ん で し ょ 。 


ーー ネコ / 


の Yay 出来 て いる か ら ね 。 


7. ー っ ぱな し (2 回 使い な さい ) ーー っ け ~ー て し ょ う が な い 


ひろ し : 昨日 は 暑かっ た れ ね 。 


グリ スズ こう ん 。 人 か ら 、 昨 日 の 晩 は 、 
扇風機 (fan) を (D) 寝 ら ちゃ っ た 。 
せん ぶ う き ね 

ひろ し : 僕 も 窓 を ⑥ 寝 た 


けど 、 暑 か っ た な あ 。 
SI( 遇 ? 


ひろ し : うう ん 、 去 年 は この 時 期 は も うち ょ っ と 涼し か っ た と 思う けど と 。 


語 菩 の 表現 を 全部 使っ て 、1.- 4. と 6. は 1 文 で 、5. は ら 文 で 質問 に 答え な さい 。 


8 た っ た (の ) 一 Noun の 通り 


Q : [100 円 ショ ッ プ | と いう の は どん な 店 の こと だ と 思い ます か 。 


A: ° 
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ーー て 以来 一 よう に な る 
Q : あ な た は 、 何 が き っ か け で 日 本 に 興味 を 持ち 始め ま し た か 。 


A : 5 


林 少な く と も 


Q : あ な た の 国 で 初め て 生活 する こと に な っ た 人 に 、 ど ん な アド バイ ス を し ます か 。 


A : 3 


4. た っ た ん 4 の ーー 一 だ なけ で ー 記 要 は な い も も セー だ - も た な ち 


Q |2 週 間 で 日 本 語 が 上 達する (to improve) | | と いう タイ トル の 本 が あり ます が 、 
あな た は どう 思い ます か 。 


アア 


5. | の うち (で ) か と いう と 


Q : 今 まで に 受付 た 疫 業 に つい て 甘 て 下さい 。 例え ば 、 受け て よかっ た 投 業 、 
役に立っ た 投 業 楽し か っ た 投 業 や 大 変 だ っ た 投 業 な ど に つい て 話し て 下さ い 。 


pr ietsrccoretr ed odereaorteceninr rns 
(b) 
か ら で す 。 


ET・ 


Q: 自然 破 壌 を 止め る た め に 人 間 は どん な こと を すべ きだ と 思い ます か 。 


A : 簡単 に は 止め られ な いと 思い ます が 、 


O 


くく < 第 15 課 発展 練習 


語 還 上 下 の ィ インタビュー を 読ん で 、 宇 宙 飛 行 土 候補 者 を 選 必 試験 に 挑戦 し た 人 達 に つい て 
まとめ な さい 。 ビー の 表現 を 全部 使っ て 「 だ 体 」 で 書き な さい 。 


Read the following interview: then, summarize what you ve learned about the people who took the test to qualify as an 
astronaut. Write your summary in Dlain form, using all of the grammar items from the box below. 


[状況 ] A が B に 宇宙 飛行 士 (astronaut) 試験 の 結末 | に つい て イ 0 モモ ュー し て いる 

A: こ の 間 、 新 し い 日 本 人 の 宇宙 飛行 士 候補 者 が 選ば れ ま し た ね れ ね 。 

B : ええ 。 963 人 が 甲 し 込ん で (to apply) 、 最終 (fnal) 試験 に 10 人 丈 まな 
その 中 か ら 最 後に 2 人 選ば れ ま し た 。 

A: ど ん な 人 が 選ば れ ま し た か 。 

B 最終 試験 に 残っ た の は 、 医 者 が 2 人 、 研 究 者 と パイ ロッ ト が それ ぞ れ 4 人 
ずつ で し た 。 そ し て 、 最 後に 選ば れ た の は パイ ロッ ト の 人 、 2 人 で し た 。 

A: そう で すか 。 やはり 、 宇 志 飛行 二 べ の 道 は 茂 し いん で すね 。 


ちゅ う ひ こう 


oc は だ. 才 427K て いる | の フフ 7 交 0 だ っ つた な た (の) 補 へ) 化 4 の ) 


CVY ま 2 で 人 は が いい て て ) な 穫 潮 寅 や 


i 生 導 》 あな た が 実行 し て いる 3R は どん な こと で すか 。 い つか ら 、 どう し て それ を し 始め まし た か 。 
それ を する こと に よっ て どん な 問題 を 改善 する こと が 出来 る で し ょ うか 。 ビー の 表現 を 
で きる だ けた くさ ん 使っ て 「 だ 体 ] で 書き な さい 。 
Is there a particular way in which you try Rs reuse or recycle? When did you start and why? What kinds of problems 


might be reduced by your action(s)? Write your answer in plain form using as many grammar items as possible from the box 
below. 


bi あな は の ーー と 同時 に ーー っ ぱな し 少な く と も 一 は 
た っ た (の ) 一 人生 一 よう に ー ば ~ は ほど ー と いう 理由 で ーー た びに 


ーー 続け る な る べく 
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0 
つつ い みち お 


ワシ ント ン 大 学科 学 技術 日 本 語 プ ログ ラム ・ 

ディ レク ター, 人 間 中 心 設 計 工 学科 教授 

イリ ノイ 大 学 大 学院 言語 学科 博士 課程 修了 

カリ フォ ルニア 大 学 デ ービス 校 客員 助教 授 , マ 
サチ ュー セッ ツ 工 科大 学 助教 授 を 経て 現職 

4 | 日 本 語 基 本 文法 辞典 ] (1986), 『 日 本 語文 法 矢 
典 く 中 級 編 〉』(1995), 「 日 本 語文 法 辞典 (上 級 
編 /』 (2008)( 全 て 牧野 成一 と 共著 , ジャ パン 
タイ ムズ ): “The Japanese Copula Revisited: 1s Da 
a Copula?” Japanese Language and Literature 40:1 
(2006); 「 連 体 修 飾 節 「N, の N,」 の 意味 解釈 
一 格 解 釈 の 視点 か ら 一 」『 言 語 教育 の 新 展 開 」 
鎌田 修 他 編 ( ひ つじ 書房 , 2005): 「 上 級 へ の と び 
ら 」( く ろ し お 出版 ,2009),『 き た えよ う 漢 字 力 」 
(くろ し お 出版 ,2010): 「 中 級 日 本 語 を 教え る 
教師 の 手引 き ]( く ろ し お 出版 ,2011) ほ か 


米 日 本 語 教 師 学会 理事 (1990-1993, 2009-2012) 


枯 梓 訓 ウィ スコ ン シ ン 大 学 オ シュ コシ ュ 校 外国 語 
a de 

ウィ スコ ン シ ン 大 学 マ ディ ソン 校 大 学院 東 ア 
ジア 言語 文学 科 日 本 語 修士 課程 修了 : ライ ト 州 
立 大 学 大 学院 英 英文 学科 修士 課程 修了 


ライ ト 州 立 大 学 非常 勤 講 師 , ミシガン 大 学 専 
任 講師 を 経て 現職 

“The Japanese Discourse Particle: Maa"「 ジ ャ ー 
ナル CAILEJ」4 (2001): 1 な る べく 」 と 「 で 
きる だ け 」 の 違い に つい て 」 Proceedings of the 
Twentieth Annual Meeting of Southeastern Association 
of Teachers of Japanese(2005); 『「 上 級 へ の と びら J』 
(くろ し お 出版 ,2009):「 き た えよ う 漢 字 力 」( く 
ろ し お 出版 , 2010) [中級 日 本 語 を 教え る 教師 
の 手引 き ]( く ろ し お 出版 ,2011) ほ か 

ミシガン 大 学 ア ジア 言語 文化 学科 日 本 語 プ ロ 
グラ ム 主 任 (2001-2005) 


番 時 


1P い よし ろう 
4 スコ ン シ ン 大 学 オ シュ コシ ュ 校 外国 語 
学 学科 助教 授 , 日 本 語 プ ログ ラム 主任 
Se ttt 大 学 大 学院 国際 コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン 人 研究 科 博 士 課程 修了 
ウェ スタ ン ワ シン トン 大 学 非常 勤 講師 , 名 古 
屋外 国語 大 学 非常 勤 講師 , エモ リー 大 学 専任 
講師 ,、 ミシガン 大 学 専任 講師 を 経て 現職 
語 語 4 | 新書 ライ ブラ リー」| を 使っ た 授業 の 実践 報 
告 」( 水 田 澄 子 と 共著 )「 外 国語 学習 に お ける 独 
習 型 読解 支援 シス テム の 開発 と 利用 に 関す る 
基礎 的 研究 , 1999 年 度 一 2002 年 度 科学 研究 費 
助成 金 基盤 研究 (B) 研 究 成果 最終 報告 書 」 鈴木 
証 子 編 (2003):「「 テ シマ ウ 」 の 意味 的 拡張 と 現 
在 の 使用 か ら 見 る 教育 へ の 一 提案 言語 学 と 
日 本 語 教育 VI 南 雅 彦 編 ( く ろ し お 出版 ,2010) 
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Kurosio Publishers, 2011) 
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and its pedagogical implications,” New Directions in Applied 
Linguistics of Japanese, M. Minami, (ed) (Tokyo: Kurosio 


baa ha ai i A hii 


2 


ンー 


j 上 級 へ の と びら 」( く ろ し お 出版 , 2009):「 き 
た えよ う 漢 字 力 」( く ろ し お 出版 ,2010): 「 中 級 
日 本 語 を 教え る 教師 の 手引 き 」( く ろ し お 出版 , 
2011) ほか 
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言語 学科 日本 主星 柳 了 


papi fot tdetiae 北海 道 国際 交流 
セン ター 夏期 日 本 語 集中 講座 コー ディ ネー タ , 
ハー バー ド 大 学 専任 講師 , アイ オ ワ 大 学 アジ 
ア ・ ス ラブ 言語 文学 科 専 任 講師 , ミシガン 大 
学 アジ ア 言 語文 化学 科 専 任 講師 

「 文 末 表 現 『 け ど 】 の ポラ イト ネス ーーOPI か ら 
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「 中 級 レ ベル の 読解 教科 書 の 分 析 一 Natonal 
Standard の Culture の 視点 か ら 一 ] Proceedings 
of the Eighteenth Annual Central Association of 
Teachers of Japanese (2006); 『 上 級 へ の と びら J』 
(くろ し お 出版 ,2009),『 き た えよ う 漢 字 力 」( く 
ろ し お 出版 , 2010); 「 中 級 日 本 語 を 教え る 教師 
の 手引 き 」( く ろ し お 出版 ,2011) ほ か 


じゅ ん 
ミシガン 大 学 ア ジア 言語 文化 学科 専任 講師 
ン ビ ア 大 学 大 学院 日 本 語 教授 法 修士 課程 


マドン ナ 大 学 非常 勤 講 師 を 経て 現職 
ad “An Analysis of ]apanese Learners Oral Narratives: 


Linguistic Features Affecting Comprehensibility” 

「 世 界 の 日 本 語 教 育 】 14 (国際 交流 基金 , 2004): 

“ero-marked Topics, Subjects, and Objects in 
Japanese” (共著 ) Japanese/Korean Linguistics 14. 
T Vance 編 (スタ ン フ ォ ー ド 大 学 CSLI, 2006) 
上級 へ の と びら 』( く ろ し お 出版 , 2009), 「 き 
た えよ う 漢字 力 」( く ろ し お 出版 , 2010): 「 中 級 
日 本 語 を 教え る 教師 の 手引 き 』( く ろ し お 出版 , 
2011) ほか 


Bo まゆ み 


Err td 
ン 大 学 夏期 日 格 


グラ ム デ ディレクター. ミ シ ガ 
教授 法 コ ー ス 主任 講師 

ロチェスター 大 学 大 学院 教育 学修 士 課 程 修 了 
上 智 大 学 非常 勤 講 師 ,. コロン ビア 大 学 専任 講 
師 , プ リン スト ン 大 学 専任 講師 , ミ シ ガ ン 大 学 
専任 講師 を 経て 現職 

q』「 中 上 級 者 の た め の 速 読 の 日 本 語 」( ジ ャ パン タ 
イム ズ , 1998): [メタファー 指導 が 日 本 語 教 育 
に も た ら す も の 言語 教育 の 新 展 開 】 鎌田 修 
他 編 (ひつ じ 書 房 , 2005): 「 上 級 へ の と びら 」( く 
ろ し お 出版 ,2009):『 き た えよ う 漢 字 力 」( く ろ 
し お 出版 , 2010): 「 中 級 日 本 語 を 教え る 教師 の 
手引 き 」( く ろ し お 出版 , 2011): 「 日 英 共 通 メ タ 
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と 。 a 


、 詩 i w 2. に 3. に 4. か ら 
り . が * 6. が 『 


1. 紙 は パル プ か ら で き る 。 

2. イ ンド ネシア は 17.500 で らい の 島 で で き て いる 。 
3. こ の 家 は レン が で で き て いる 。 

4. ア イス クリ ー ム は 牛乳 か ら で き る 。 

5. こ れ は 日 本 の 箸 で 、 木 で で き て いる 。 


2. い い の で 
5. 大 きい 6. 重 か っ た ら 
8. 著 い ノ 寒さ 


1. 重 さ が 書 いて な いか ら 買 えま せん 。 

2. こ の 電話 の 便利 さ は 、 

3. 部 屋 の 広 さ より 、 静か さ の カ が 大 切 で す 。 
4. こ の コン ピュ ー タ の 速 さ と 軽 さ を 知 っ た ら 


1. 日 本 語 の 先生 の よう に 

2. が お っ し ゃ っ た よう に 

3. 医 っ て いる よう に 

4. イ ギリ ス 人 の よう に 英語 が 上 手 に 話せ る 


1. モ ナリ ザ を 描い た こと で 有名 だ 。 

2. 日 本 語 だ け で 話さ な く て は いけ な いこ と で 有名 だ 。 

3. 料 理 が 高い こと で 知ら れ て いる 。 

4. 電 話 を 作っ た こと で 有名 た 。 

5. オ ー ス トラ リア ノン カンガ ルー や コア ラ の よう な 珍し い 
動物 が いる こと で 有名 だ た 。 

日 本 語 プ ログ ラム の よさ で 知ら れ て いる 


1.10 月 に 雪が 降る こ と が あり ます 。 
2. と て も 面白 い 記事 を 書く こと も ある が 、 と て も つま ら な か 
い 記事 を 書く こと も ある 。 


1. 家 で 食べ る こと も ある 。 
2. 雨 が 降る こと も ある が 
3. 失 敗 す る こと も ある 。 


合い ププ ロジ ェクト が 楽し いか どう か は 、 一 緒 に する 
ん た に より ます 。 

2. こ の 店 の カレ ー が どの ぐら い 辛 いか は 、 種類 に よっ て 遅 
いま す 。 

3. 留 学 に いく ら か か る か は 、 プ ログ ラム に よっ て 違い ま 


1. 委 日 食べ る か どう か は 、 人 に より ます 。 

2. 何 月 に 守 く な る か は 場所 に よっ て 違い ます 

3. ど の ぐら い 和 勉強 する か は 曜日 に よっ て 違い ます 。 月 曜 
日 か ら 木 曜日 は た いて い 宏 日 3 時 間 ぐ らい 勉強 し ます 
が 、 土曜 日 は 、 全 人 然 勉 強 し な いこ と も あり ます よ 。 


1. 歩 き 始 め た / 話 し 始め る 
2. 咲 き 始め る ノ ズ 案 く な り 始 め る 
3. 行 き 始 め る 

4. 弾き 始め て 作り 始め た 
5. し 始め る 


1. 静か な 人 々 だ と 言わ れ て いる 。 

2. 日 本 語 は アメ リカ 人 に は と て も 難し いと 言わ れ て いる 
ン 下 国 

3. と て も 安全 だ と 言わ れ て いる 


1. イ ンド と か 、 中 国 と か 
2. 富 士 山 に 登る と か 、 東 京 で 買い 物 を する と か し て みた 


い 。 


3. バ イオ リン と か ギタ ー( と か ) を 
4. 薬 を 飲む と か 、 た く さん 寝る と か し た 


証 有 デジ カメ 」 と い う の は 、 デ ジタル カメ ラ の こと で す 。 
証 2 | 人 イン フル 」 と いう) の は 、 何 の こと で すか 。 

証 9 球 煙 す る 」 と いう の は 、「 た ば こ を や め る 」 と いう 意味 
折る だ 


問題 11D | 1 -D 

語 と い の は 、 読み方 だ け を 党 え れ ば いい 漢字 の こと で 
+。 

上 と い ) の は 、 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア の こと で す 。 

記 9 と い ) の は 、「 ニ つの 言葉 が 話せ る 」 と いう 意味 で す 。 
族 | とい 、) の は 、 夫 と 壮 が 別れ る と いう こと で す 。 


中 12 

be 

放 21 単 話 の 意味 が 調べ られ る だ け で な く 、 そ の 単語 を 使っ た 
文 も 見 られ て 、 と て も 便利 で す 。 

放 3[ 交 人 な だ け て で て なく 、 人 も 優し いか ら 、 大 好き で す 。 

} 4 美 語 だ け じ ゃ な く て 、 フ ラン ス 語 も 話せ ます 。 

5 覚え る だ け で な く 、 書 さ 方 も 練習 し た 方 が いい で す 。 

6 ストー リー が 面白 い だ け で な く 、 自 分 の 生き 方 に つい て 
考え させ られ る 


4 
; 


時 13 
1 リー さん っ て 、 何 年 生 ? 

2 ジョ ン さ ん の 国 っ て 、 何 で 有名 ? 

9. 留 学 す る の っ て 、 大 変 だ ね 。 

4. 山 下 先生 の 日 本 の 歴史 の 授業 っ て 、 難 し い ? 
5 漢字 っ て 、 覚 える の が 本 当 に 大 変 だ ね 。 


問題 14 


1. 病 気 だ っ た っ て 聞い た 
2. 日 本 で 一 番 有 名 な お 寺 だ っ て 言っ て た よ 。 
39. 食べ 物 を 持っ て 入っ て は いけ な いっ て 書い 


| 応用 練習 
| 
1 感謝 祭 (Thanksgivimn:) と か クリ スマ ス と か の よう に 
2. 場 所 に よっ て 違い ます が 、 私 の 町 で は 、4 月 頃 暖か く な 
リ 始め ます 。 Or いつ 頃 か ら 暖 か く な り 始 め る か は 、 場 
所 に よっ て 違い ます 。 
3. 景 色 の きれ いさ だ け じ ゃ な く て 、 建 物 の 古 さ や 料理 の お 
いし さ で も 知ら れ て いま す 。 


4.「 名 所 」 と いう の は 、「 有 名 な 所 ] と いう 意味 で す 。 プ 愛 
媛 県 の 名 所 は 道後 温泉 だ と 言わ れ て いま す 。 

5. っ て 、「 わ さび アイ ス 」 っ て 書い 

6. 猿 が 入る こと も ある っ て 聞い た 


問題 2 

1.(8@) 島 で で き て いて (b) 大 き さ は 

2.(@) 楼 の 花 が いつ 咲く か は 場所 に よっ て 違う 

(D) と いう の は 、 桜 の 木の下 で 、 食 べた り 飲ん だ り し な 


が ら 桜 の 花 を 見 る 
3. (@) 昔 森 市 の ね ぶた 祭り と か 、 秋 田 市 の 学 燈 祭り の よう 


ー 
に 


(b) 古い お寺 や 種 社 だ け じ ゃ な く て 、 色々 な 祭り も 


1 間 間 間 間 NN 間 Ei 


遂 
ーー 
ーー 


2. の 93. に 4. の 
5. の に 6. メ の 7. か / か 0Or を / グ メ 


の 財 9 が 


2.d 3.b 4.c 


問題 2-b 
1.(@) 月 曜日 に 試験 が ある (D) 勉強 し な く て は な り ま せん 。 
6。 お 城 の 歴史 な に ちい て だ RE ん 調べ て 覚え な けれ ば 
な ら な か っ た 


3. ア ル バ イ ト を し な く て は な ら な い 


問題 3 

1. 韓 国 料理 ツヤ イタ リア 料理 な と が 

2. タ イ や ベト ナム な ど 、 東 南ア ジア の 国 を 

9. 東 京 や 大 阪 な と 愛媛 や 兵庫 な と 

4. 日 本 の ビジ ネス に つい て の クラ ス や 東 ア ジア の 歴史 に 
つい て の グラ ス な ど 


問題 4 

1. は アメ リカ 人 に と っ て 、 習 う の が 一 番 難 し い 言 葉 の 一 つ 
うう て すす 

2. は 世界 で 一 番 よ く 知 られ て いる 日 本 の 食べ 物 の 一 つ で 
す 。 

3 ヨー ロッ パ の 一 番 有 名 な アー ティ スト の 一 人 で す 。 

4. 四 国 と いう の は 、 日 本 の 四 つ の 大 きい 島 の 一 つ で す よ 。 

5. 漢 字 は 覚え る の が 一 番 難 し い 漢 字 の 一 つ で す 


1. 私 に と っ て / 巡 で す 。 

2. 日 本 人 に と っ て 、 漢 字 を 覚え る の は 

3. に と っ て 難し いこ と の 一 つ は 、 色 々 な スピ ー チ スタ イル 
を と 才 に 使 7 こ と て す 。 

4. 私 に と っ て 忘れ られ な い 思 い 出 の 一 つ は 、 高校 の 時 初め 
で の 一 邊 を も し た 


1. 車 の 代わ り に 、 最 近 は バス に 乗っ て 大 学 に 行き ます 。 
2. 川 口先 生 の 代わ り に 、 山 田 先生 が クラ ス を 教え 


JB メー ル の 代わ り に 手紙 を 書い て 送っ た ら 
4. 昨 日 の 易 、 私 が 母 の 代わ り に ご 飯 を 作っ て あげ た 。 
5. 映 画 館 の 代わ り に 、 家 で 映画 を 見 よう 。 


臣 | /-a 


"| 3. イ 4. ア 
6. 4 か Mb 


問題 7-b 

1. も っ と 勉強 する 時 間 を 作る た め に 

2.「 と びら 』 で 習っ た 文法 を 練習 する た め の 

3. そ の た め に 、 今 色々 な 留学 プロ グラ ム を 調べ て いる 。 
4. 日 本 の 都市 と 田舎 の 生活 の 違い に つい て 調べ る た め に 


問題 7-c 

1. 麗 が 隆 っ て じ ま っ た に た ゅ め ひ に 。 昨日 の 祭り に あま り 人 が 来 
な く て 残念 だ っ た 

2. 北 海道 の 人 は 寒さ が 厳し いた め に 、 隣 の 家 に 行く 時 も 帆 
す を か ぶっ た り 手袋 を し た り し な けれ ば な り ま せん 。 

3.「 下 手 ] や 「 大 人 」 の よう な 漢字 は 読み 方 が 特別 な た め 、 
気 を つけ な く て は いけ ませ 。 

4. この 建物 は 地震 の た め に 域 れ て し ませ VE し 


1.(@ 行く か 行か な いか まだ 決め て な いん だ 。 
(b) 電話 か メー ル か する ね 。 

2. 中 国 の 正月 の 祭り か 、 ド イツ の オク トー バー フェ スト は 
3 

3. 観 光 す る か 、 近 く の 海 に 行く か し よう 


1. 大 き な 違 い が 見 られ る 

2. 日 本 で 生活 し 始め た 外国 人 に よく 見 られ る 
9. 大 きい 違い が 見 られ ます 。 

4. ど ん な 間違い が 見 られ ます か 。 


2. 飲 め る 3. す る / 考 える 


5. き れい に ププ 来る 


1. 書 ける 
4. 高 く ノ 系 れ る 


1. 平 和 の 大 切 さ が 分 か る よ う に な っ た 。 
2 た ば こ を 弘 わ な か い \ よ うに な っ た 。 


間 3 ⑧) 書 く よ うに な っ て か ら ン (b) 書か な いよ うに な っ た 。 
間 4 暫 っ た 漢字 は 全部 書け る よう に な り た い の で 


題 | | 
1 生日 水 を や る 必要 は あり ませ ん 。 
靖 2 日 本 語 の 授業 を 取る 必要 が あり ます か 。 
記 3 衝 約 する 必要 は な い だ ろ うけ ど 


記 1 池 所 の 場合 は 、 先 生 に 連絡 し て 、 ク ラス を 休ん で 下さ 

2. 宿 題 が 大 変 な 場合 に は 、 遊ぶ 約束 を し た りす キル レル ビデ ゲ ィ ャ ム 
久 し た り し な い 方 が いい で し ょ う 。 

3. 忙し 場合 は 、 パ ー テ ィ に 来る 必要 は あり ませ ん よ 。 

4. 祭 に 近く に を KK し た 場合 は 、 

5. 見 つけ られ な い 場 合 に は 、 他 の 大 学 の 図書 館 か ら 送 っ て 
も ら え る の で 、 と て も 便利 で す 。 


1. 九 州 で は な く て 、 北 海道 で す よ 。 

2.「 見 学 」 じゃ な く て 、「 観光 」 だ よ 。 

3. 田中 さん と じゃ な く て 、 キ ム さ ん と 一 緒 に 行っ た ん だ 。 

4. 先 生 に は 「 ど う も あり が と う 」 じゃ な く て 、「 ど う も あり 
が と う ご ざ いま す 」 と 言わ な けれ ば いけ ませ ん よ 。 


応用 練習 


1. (a) 火曜 日 じゃ な く て 水曜 日 に する 
(b) 月 曜日 か 火曜 日 に 
2. (a) 外国 人 に と っ て 
(bD) ひら が な 、 カ タカ ナ 、 そし て 漢字 を 全部 覚え る の が 
一 番 難 し いこ と の 一 つ だ と 思い ます 。 
(c) 4 年 間 ぐ らい 勉強 すれ ば 読め る よう に な る と 思い ま 
科 。 
3. お 兄さん や お 姉さん と 話す 竹馬 は 、 淫語 を 使う 必要 は あ 
り ま せん 。 


4.(a) 6 時 に 起き な くち ゃ いけ な いか ら 
(D) アル バイ ト じ ゃ な く て 、 友達 の 結婚 式 が ある ん た だ < 
ここ か ら 遠 いじ 所 で する か ら 、 早 く 家 を 出 な いと 間 に 
合わ な いん だ 。 
5. (a) 害 の た め に 、 車 に 乗れ な く な っ て いる ん で す 。 


(b) 害 の 上 を 歩く た め に 、 特 列 な 靴 を は か な く 《 く て は な ら 
な いそ う 0 


2. 名 前 か ら 考 える と 、 日 本 の 地理 を 調べ る た め の サ イト 
だ る も るり 

3. 日 本 語 の 書く スタ イル の 一 つ だ よ 。 

4. 田 中 さん に と っ て 、 一 番 大 切な も の は 何で すか 。 

5. 自 分 の コン ピュ ー タ を 持っ て く < る 必要 が あ リ i 

6. ア ニ メ を 見 た 時 に 言っ て いる こと が 全部 分 か る よう に 
な る まで 勉強 を 続け よ う と 思っ て いま す 。 


9 を 4. と / の 
が シメ と プ 


し きる 0 
9. X が 
な が が ペグ が に 


1. ギ ター の 他 に 、 パ イオ リン と ビア ノ も 上 手 だ 

る. 色 な な コー ビエ が 駅 ゆめ る 他 に も < ケー 老い じい こと 
1 で 

3. 土 曜日 の 他 に は 行け な い 

4. の 他 に 、 カタ カナ と 漢字 も ある か ら 

5. 電 話 を か ける 他 に も 、 メ ー ル を 書い た リ り イ ンタ ーネット 
を 使っ た りす る こと が で き て 、 と て も 便利 だ 。 

6. 日 本 語 の 他 に は 話せ る 外国 語 が あり ませ ん 。 


mmー タ アト を 村 じ し て 03 お る 

2. 北 海道 と 同じ で らい 寄 が 隆 る 。 

3. 富 士 山 と 同じ ぐら い の 

4.(8) 日 本 語 の くだ けた 話 し 方 の 決ま リノ (b) 日 本 語 の 敬語 
の 決ま り と 同じ ぐら い 

5. シ ェ ー ク スピ ア と 同じ で らい 古い 英語 で 書か れ て いて 、 
辞書 を 使っ て 読ん で も よく 分 か ら な い 。 


| 


1 電 と 者 を れ に 大 に 3 

2. そ れ に 話し て いる 相手 や 場面 に よっ て 使い 方 が 違う 

3. 日 本 語 が 上 手 だ し 、 そ れ に 日 本 の 文化 が よく 分 か っ て い 
る 。 
4.(4) キャ ン パ ス が と て も きれ い だ 。 ン プ (D) それ に 、 色々 な 
授業 が あっ て 面白 いこ と を た くさ ん 勉強 出来 る 

5. 読 み 物 が と て も 面 和正 いし 、 そ れ に よく 使う 文法 が た くさ 
ん 習 え る か ら 、 と て も いい 教科 書 だ と 思い ます 。 


1. し た ら 
3. 終 わっ た ら 


2. す る の な ら 
4. 行 く の な ら 


1. 日 曜日 な ら 大 丈夫 だ よ 。 
2. 明 日 試験 が ある の な ら 、 


今晩 の パー ティ に は 
こん ば ん 


3. 日 本 の 会 社 に 就職 し た い の な ら 、 敬語 を 使え る よう に 
な る 
4. ス ペイ ン 語 な ら 話 せる 

5. 日 本 人 の よう に 自然 に 日 本 語 が 話せ る よ 2 に な 旭 た い 
の な ら 

6. 海 で 泳 き た い の な ら 


1. ハ ー バ ー ド ノア メリ カ の 一 番 い い 大 学 の 一 つと し て 
2. 携 帯電 話 を 目覚 まし 時 計 と し て 

3. 日 本 で 一 番 高 い 山 と し て 世界 中 で よく 知ら れ て いる 。 
4. 国 際 弁 護 士 と に 


2. な っ て いる 
4. し て いる 


そい る 
3. な っ て いる 


1. 日 本 語 し か 話し て は いけ な いこ と に な っ て いる 。 
2. 写 真 を 撮っ て は いけ な いこ と に な る で いる 。 
3. 先 生 に 井 語 を 使わ が けれ ば な ら な いこ と に な っ て いる 


1. 大 きい 目 を し て いま すね 。 
2. 長 い 愛 を し た 人 が 好き で す 。 
3. 長い 手 を し て いて 、 面 白い 形 を し て いる ロボ ッ ト 


暗く な っ て きた 
放 を 勉強 し て きた けど 


こ な っ て きた 


本 
, i 


1. 日 本 語 が 上 手 に な っ て いく 
2. 買 える よう に な っ て いく 
9. 慣 れ て いく 


1. も っ と 多 強 する よう に 言い ます 。 
2.(@) 宿題 の 締め 切り を 遅く し て くれ る よう に 頼み まし た 
ノ ズ ⑤ 信 日 出す よ う に 言わ れ て し まい ま Dy 

3. 静 か に る よう に 頼ん だ 方 が いい で す よ 。 

4. 英 語 を 話さ な いよ うに 言わ れ ま す 。 


衣 提 除 を する よ 2 うに 言っ た or 掃除 を し て くれ る よう に 頼 
ん 

記し て くれ る よう に 頼ん で みる ? 

記 9 あま 無理 を し な いよ うに 言わ れ た ん だ 。 

中 (8) 入ら な いよ うに 言っ た ん で す 

還 (①) 務 供 に 語 し て くれ る よう に 頼ん だ が いい で す よ 。 


開門 題 12 

間 日 本 語 だ け で 話す よう に し て いま す 。 
間 2 各 日 30 分 運動 する よう に し て いま す 。 

間 3) 生 スカ イプ で 話す よう に し て いる ん だ 。 

蔽 8 ジュ アル スピ ー チ で 話す よう に し た 


1. 今 早 、 何 を 食べ よう か な あ 。 
2. と の 服 を 買え ば いい か な お あ 。 
3. 明日 の 面接 、 上 手 に 答え られ る か な あ 。 


1. 変 か な あ 。 
2. 来 る か な お あ 。 

9. 難 し すぎ る か な お あ 。 
4. 戦 手 す る か な あぁ 


1. な る べく 他 の 単語 を 使っ て 日 本 語 だ け で 説明 する よう 
ok を か で いい 。 

2. な る べく 行っ た 方 が いい と 思う よ 。 

3. な る べく 覚え る よう に し よう と 思っ て 入れ た ん た 。 


応用 練習 
問題 1 
1.(@) 犬 の 形 を し た ロボ ッ ト で 
(b) それ に 、 人 の 顔 が 分 か る よ う に な る 
き 。 (a ク ラス で た ん 4 さん 話す よう に し て いま す 。 
(b) クラ ス の 他 に も 、 日 本 の レス トラ ン や カラ オケ の 店 
な ど 、 な る べく 色々 な 所 で 日 本 語 を 話す よう に し て 
いま す 。 


1. ペ ッ ト を 飼っ て は いけ な いこ と に な っ て る よ 。 

2. 次 は 遅れ な いよ うに し た 方 が いい よ 。 

3. 日 本 語 の 通訳 と し て 働い た こと が あり ます 。 

4. リ ー さ ん に と っ て 、 日 本 語 の どん な と ころ が また 難し い 
ek 

5. 文 法 を チェ ッ ク し て も ら え な い 『 

6. 効 果 が ある か と どう か は 、 人 に よる と 思い ます 。 

7・ ご 両親 に お 金 を 飼 し て くれ る よう に 頼ん だ ら と う 『 


(a) 多く な っ て きた 
(b) 人間 と 同じ ぐら い 
(c) 人 間 の 代わ り に 
(d) に 興味 が ある な ら 


(人 間 の 形 を し た ロボ ッ ト が 

(D) ロ ボッ ト か な あぁ ? 

(cc ロボ ッ ト じ ゃ な く て 人 間 だ 

(d) アド レス を 送っ て くれ な い ? 


A i 3. が 
5.※ プ メグ を 


1. を / の / に 
4 天 が の デジ に 


1. 筆 日 の よう に 会 話 パ ー ト ナー と 話す 練習 を し て いる 。 

2. 笠 週 の よう に レポ ー ト を 出さ な く て は いけ な いこ と に 
な っ て いる 

3. 処 年 の よう に 外国 に 行っ て いる 

4.(@) 委 日 の よう に 友達 と スポ ー ツ を し て いた (0) あま 
り リス ポー ツ を し な く な っ た 。 


1. 考 えら れ て 2. 思 われ て 
3. 考 えら れ て 4. 思 われ て 


1.(@) 韓国 語 ノ (b) 習う の が 優し い 言語 だ と 思わ れ て いる 。 
2. 十 て 伝統 的 な 町 だ と 思わ れ て いる 
3. セ ラビ ピー の 効果 が ある と 考え られ て いる 。 


1. ま ず 大 学 の ホー ムペ ー ジ で 調べ て みた らい いと 思い ま 
す よ 。 

2. ま す 「 と びら 』 の 第 2 課 を 復習 し て みた らい いと 思い ま 
r の の 

3. ま ず モ ニカ さん に 聞い て みた らい いと 思い ます よ 。 


所 < 4. た め に 


DR よう 人 尼 


1. た め に 3 うに 


5. た め に 


1. 食 べ 物 が 注文 で きる よう に 
2. 買 い 物 が 出来 る よう に 
9 スク リ ア で 歩い て 観光 する か ら 、 足 が 痛 く な ら な いよ う 


— 
ーー 


1. 辞 書 を 使わ ず に 
2. あ まり 考え ず に 
3. 子 習 せ す に 授業 に 行っ て し まっ た 
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4. 勉 強 せ ず に 小 テ スト を 受け た 


1. レ ポー ト が また 終わ っ て いな いん で す が 

2. 隣 の 部 屋 の 人 が うる さく て 夜 寝 ら れ な いん だ けど 、 ど と どう 
すれ ば いい と 思う ? 

3. こ の 漢字 の 書き 方 が ちょ っ と 分 か ら な いん だ けど 

4. が 必要 な ん で す が 、 書 いて いた だ け ま せん か 。 


2. 〇 き 、 () 4. x 


1. ね え 、 聞 いた ? リー さん 、 週末 田中 さん と デー ト 才 る ん 
た:o。 て 。 

2. そ れ で 、 中 国語 が 上 手 な ん で すね 。 

3. そ れ で 、 今 度 の 夏 は 日 本 に お 寺 を た くさ ん 見 に 行く こと 
la も た 。 


1. 誰 に 逆 い て も 

2. ど ん な に 難し く て も 

3. いつ 行っ て も 

4. ど ん な に 高く て も 

5. 何 を 食べ て も 

6. ど ん な に 大 変 で も 働き た いで す 


1. ホ ちゃ ん が 寝 て いる うち に 宿 還 を や っ て し まお う 。 

2. 南 が 降ら な いう ち に 家 に 帰ろ う 。 

3. 夏休み の う ち に 九州 に 旅行 に 行き た いで す 。 

4. 大 学生 の うち に 、 興 味 が ある こと や 面白 そう な こと に つっ 
いて 色々 な 本 を 読ん で お きた いで す 。 

5. 日 本 に いる うち に 、 日 本 で し か 出来 な いこ と を し た 方 
が いい よ 。 例 えば 、 相 欄 を 見 に 行っ た ら ど う ? 


1.(@) フラ ンス (0) で きれ ば 、 エ ッ フ ェ ル 塔 (the Eiffel Tower) 
を 見 て みた いで すね 。 

2. で きれ ば 、 秋 業 原 に 行っ て 、 オ タク 文化 の 研究 を し た い 
と 思っ て いま す 。 

3. 昨日 気分 が 悪く て 、 ク ラス 休ん じゃ っ た ん だ けど 、 で き 

た ら 、 昨 日 の ノー ト 、 貸 し て くれ な い ? 


本 日本 に 来 た ば か りな ん で す 。 

移 強し た ば か り の 

上 家 に 着い た ば か り だ か ら 

旧 先週 買っ た ば か り の 自転 車 を 導 ま れ て し まっ た ん で す 。 


| 漢字 の 練習 を し た /(C) 辞書 を 使わ ず に 新聞 や 雑誌 が 
2 Ga) 務 道 部 に 入り た いと 思っ て る ん だ けど 、 ど う 3 思 う ? 
(b) 毎日 の よう に 練習 が ある 

(c) 休ん で は いけ な いこ と に な っ て る 

3.(@) 1 週間 前 に 始ま っ た ば か り だ 

(b) は 難し いと 思わ れ て いる 

罰 | (C) で きた ら な り た いれ ね 。 

間 4 日 本 に いる ) ち に 広島 に 行っ て みた いと 思っ て いる ん 
3 で す が 


題 2 
(@) 礼 が と て も 大 切 だ と 考え られ て いま す 。 
(b) まず 
欄 用 まる こと に な っ て いま す 。 or、 し な く て は いけ な いこ 
と に な っ て いま す 。 
(d 始め た ば か り の 時 に 
(@) 礼 を せ ず に 
⑲ 子供 が 小さ いう ち に 


1. それ で 、 行 け な か っ た ん た 。 
2. 辞 書 を 使わ ず に 書い た ん で す 。 
3. (@) 何 回 読ん で も 分 か ら な いん で す 。 
(b) で きれ ば 、 自 分 で 全部 や り た い 
4. 子 供 が 礼儀 正 し い 大 に な る よう に 、 剣道 の 練習 に 通わ せ 
て いま す 


1. 日 本 は 自然 が きれ いた だ けれ と 、 町 は と て も 人 が 多い 国 た 


と 思わ れ て いま す 。 
2. ま ず 、 ど ん な こと を 書く か 、 そ し て どう や っ て 表現 する 
か を 考え ます 。 


3. 平和 の た め に 、 他 の 国 の 人 を 外国 人 じゃ な く て 、 同 じ 人 
間 と し て 考え る よう に する の が 大 切 だ と 思い ます 。 

4. 日 本 の 伝統 的 な 武道 は 礼 を と て も 大 切 に し ます 。 それ 
で 人 気 が あ る の だ と 思い ます 。 

5. バ スケ ッ ト ボ ー ル や サッ カー、 それに 野球 も 人 気 が あ り 
ます 。 


1 . X / 
EF EZ XN 


が 0 
6. メ ノ を 


3。 を / に 4. に ブ メ ※ 
7. メ ググ の メン が 


問題 2 

1.5 冊 か 6 冊 は 本 を 読ん で し まい た い 。 

2. 東京 と 京都 に だ け は 行っ て お か な けれ ば な ら な いと 思 
てい 

3. 少 し は 分 か る 

4.B+ ぐ らい は 取り た いよ ね 。 

5.6 時 間 ぐ らい は 寝 た 方 が いい よ 


問題 
1.5 歳 以 上 の 人 は 乗ら な い 方 が いい と 思い ます 。 
2.C 以 下 の 

3. 30 以上 は 言え る と 思う よ 。 

4.20 時 間 以 上 練習 し て お くつ も り た 。 

5. 働 いて いる 人 が 500 人 以上 いる 


1. 漢 字 さ え 覚 えて お け は ば 

2. 宿 症 さ えな けれ ば 

3. 人 は お 金 さ え あ れ ば 幸せ に な れる と 思い ます か 。 

4. 両 親 ヾ え 行 っ て も いい っ て 言っ て くれ れ ば 行け る ん だ 


問題 5 
1.(@) 日 本 に 留学 する の が 夢 だ っ た 
(b) つい に 一 番 行 きた い 京 都 の プロ グラ ム に 行け る よ 
に な っ た ん だ 。 We 
2.(0 コン ビュー ク が 最近 ちょ っ と 実 た っ た 
(b) 今朝 、 つ い に 壊 れ ち ゃ っ た ん だ 。 
3. (a) 去年 か ら 戦 争 反 対 の た め の ビ デオ を 作っ て た 


せん そう は ん 


(b) 昨日 、 つい に その ビデ オ が 出来 た ん だ 。 


1. 高 い に 違 いな い 。 

2. 今 年 は 優勝 で きる に 違い な い 。 

3. 斗 ま れ た に 違い な い 。 

4. ま た 来 た こ と が な い に 違 いな い 。 

5. 人 間 と ロボ ッ ト の 関係 が 変わ る に 違い な い 。 
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1. 教 科 書 の 例文 を も と に し て 書い た ん で す 。 

た 生生 と 必 を も と ど に し た 

3. 日 本 の 歴史 を も と に し て 作ら れ て いる 

4. 先 生 の アド バイ ス を も と に し て 論文 を 書き 直し た ん て 
す が 


1 . 英 語 や フラ ンス 語 と 違っ て 
2. 剣 道 と 同じ で 

けん どう 
3. 携 帯 と 四 っ て お 金 が か か ら な い 
4. 私 は ショ ー ン さん と 違っ て 大 きい 町 で 育っ た ん で す が 、 
ショ ー ン さん と 同じ で 大 きい 町 に 住み た いと 思っ て い 
ます 。 


1. 夏 らし い 日 が 

2. リ ー さ ん らし く な いね 。 

3. 子 供 ら し く 

4. 日 本 らし いも の を 作っ て 行っ た 方 が いい と 思う よ 。 


1. 日 本 的 な 

2. 歴 史 的 な と ころ が 好き な 

3. と て も 伝統 的 な 祭り だ っ て 聞い た ん だ けど 、 本 当 ? 
4. 本 当 に 国際 的 な 会 社 な ん た 。 


問題 1 

1. ほ と ん と 出来 た か ら 

2. 何 を 話し て いる か は ほとん と ど 分 か ら な か っ た 
9. 村 と ん と 大 丈夫 だ っ た 

4. ほ と ん どの 人 が 携帯 電話 を 持っ て いる が 


1. 少 し 高 す すぎ る よう な 気 が す る 。 

2. 前 に 来 た こ と が ある よう な 気 が す る 。 

3. 勝 て る よ う な 気 が し た 

4. あ まり よく 分 か り ま せん が 、 男女 の 差 が な で な うっ う で いく 
よう な 気 が し ます 。 


1. 行 < 
4. 出 か けた 


2. 来 た 
5. 出 る 


3. 食べ て いる 


強し て いる と ころ に 

ョ を 開け な が ら 寝 て いる と ころ を 

2 ラン ス 人 の 留学 生 と 話し て いる と ころ を 
如き た と ころ だ 

除 ま る と ころ だ 


ま 

シ ! 

用 練習 
Ti 


つい に レポ ー ト が 出せ た に 違い な い 

アメ リカ で も 、 日 本 と 同じ で 、 色 々 な 国 の 食べ 物 が 食べ 
j ウ れる よう な 気 が し ます 。 

j で きれ ば 、150 人 以上 は 集まっ て ほし いね 。 

(8) 日 本 らし い 

』(D) ほとん どの 人 は 知っ て いる or 知ら な い 人 は ほとん 
間 妥 | どい な い 

3 (⑧) 毎日 の よう に カッ プラ ー メ ン を 食べ て いま す 。 
j⑥) 水 さえ あれ ば 


かい 


上 @ 3 人 以下 だ 。 
Damas 
(で) 知ら れ て いな い 

_@ 話 し て いる と ころ を 
入る に 違い な い 。 

語 0 あま りな い ょ うな 2 する 。 


症 ゆ 
還 < 
8 


還 ん ネ の スト ー リ ー を も と に し て 作ら れ て いる か ら 
は (@) 日 本 的 な ハン バー ガー が 食べ られ る 

1 0⑪) 普通 の ハン バー ガー と ほとんど 

(c) 普通 の ハン バー ガー と 培っ て 

9. 回 転 寿司 の 店 だ け に は 行っ て みた いた で です 。 
| 4. (@) つい に 成功 し た ん だ っ て 。 

|  (b) 知 られ て いな い 気 が する 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


問題 | 
1. を / ※ の 


問題 2 

1. 来 る こと に 気がつか な い 

2. 例 えば 、 日 本 に 行っ た 時 、 日 本 は メキ シコ と 違っ て 電車 
が 多く て 便利 な こと に 気がつき まし た 。 

拓本 ソー ジン 弟 放 ホッ トワ プー ク を 人柄 p 才 いな い の 
は 、 私 だ け だ と いう こと に 気がつき まし た 。 


1. そ れ ぞ れ の 州 に は 、 そ れ ぞ れ の 法律 が あ る ん で す 。 
2. そ れ ぞ れ 部 屋 を 
3. そ れ ぞ れ 自 分 が 好き な 


2. (a) ア (b) ア 3.(a) ア (b) イ 


4.(a)  (D) イ 


1.( 日 本 ) の 電車 は すご く < 便利 らし い 。 
2. フ ラン ス の 大 統領 が 今日 か ら 三 日 間 、 日 本 に いる らし 


1. 勉 強し 続け る こと 

2. 書 き 続 け て いる 

3. 言 われ 続け て いる 。 or 続け て きた 。 

4. コ ンピュータ を 使い 続け て いる で し ょ う 。 

5. 独 立 記念 日 (mdependence Day) の パレ ー ド や 花火 大 会 
(freworks festival) を 守り 続け て いき た いと 思い ます 。 


つづ 


2. ば か り 3. だ け 4. ば か り 


1. テ レビ ば か り 
2. 話 し て ば か り or 話 ば か り し て 
3. ジ ュー ス ば か り 


. 山 田 さ ん は 宿題 が 終わ ら な く て も 、 い つも テレ ビ で ゲー 
ム ば か り し て いま す 。 

- 山 田 さ ん は テス ト の 前 の 日 で も 、 遅 くま で 友達 と 遊ん で 
ば か り い ます 。 

先生 が 大 事 な こ と を 説明 し て いる 時 も 、 山 田 さん は いつ 
も 何 も 聞 か ず に ノー ト に 絵 を 描い て ば か り い ます 。 
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ae 


co 


Baga O 
1. ご 飯 が 好き な わけ だ ね れ 。 

2. 長 く 住 ん で いる わけ で すね れ ね 。 

3. 休 む わ け で すね 。 

4. 大 きい 町 に 住み た が る わけ だ 。 
5.R が 上 手 に 発音 で き な いわ け で す 。 


(a) ちょ っ と 古い 幹 書 で よ ばけ 衝 ぼ 、 CC fr 
(b) 短い えん ぴ つ で よけれ ば 、 こ れ 、 使 っ て いい よ 。 
(c) 私 で よけれ ば 、 一 緒 に 行く けど 


2. な か な か 3. 少 し は 


1. 結構 


5. キ ギリ シャ 神 誌 が 好き な の で 、 ギリ シャ 文学 の クラ ス は 楽 
し い だ ろ うと 思っ た ん で す が 、 取 っ て みた ら プ ロジ ェ ク 


ト や 宿題 が 多く て 、 結 構 大 変 で し た 。 

6. 漫画 や アニ メ が 今 、 人気 が あ る か ら 、 日 本 文化 に 興味 を 
持っ て ‘る 人 は 結構 多 \ で す 。 

7. 小 さく て 証 い で す が 、 色々 な 種類 の 本 が ある か ら 、 な か 
な か いい と 思い ます 。 


1. そ う 言 えば 、 豆 府 

2.(8) そう 言え ば (b) 桜の 季節 に よく お 花見 を する 
3.(a) そう 言え ば ン (D) お 正月 に 家族 と 神社 に 初 語 に 行っ 
た りす る 


1.2008 年 頃 は 一 番 お 守 の を 信じ て いな か っ た の は 、 60 歳 
以上 の 人 だ と いう こと が 分 か り ま す 。 

2. 昔 の 若者 より も 、 最 近 の 若者 の 方 が お 守り の 効果 を 信じ 
て いる と いう こと が 考え られ ます 。 


1978 年 頃 か ら 、 30 歳 以上 の 人 が 30 歳 以 下 の 人 ほど 、 お 
守り を 信じ て いな いこ と が 分 か り ま す 。 


ま も 


15 
な か な か rt 3. な る べく 


因 そ れ ぞ れ 5. ほ と ん ど 


応用 練習 

| 

人 0⑯ 下 鉄 の 駅 か 遠い) 結構 

2 (神社 に 初 語 に 行く ) プ ら し いで す 

9 肉 ば か り 食 べ て いた ら ン (太っ て し ま う し 、 病 気 に も な 
間 る か も し れ な い ) a 

4 (され いか どう か 心配 し た ) プン な か な か 

上 55 一 作ら し を 始め た ば か り の 時 (料理 が 全然 で き な く 
区 ) 


ーー アメ リカ と 違っ て 、 誰 の 家 で も 、 入る 前 に は 
絶対 靴 を 脱が な だ て IN けが い こと に が っ て いる こと 
が 分 か り ま し た 。 
肛 2. プ レ ゼ ント を 交換 する 人 は 結構 多い らし いで す よ 。 
3. イ タリ ア 料 理 の レス トラ ン な ら 、 駅 の 近く の マー リオ ー 
ズ スズ が な か な か いい よ 。 
4. 答 日 の よう に テス ト が ある か ら 、 そ れ ぞ れ 和 勉強 で 忙し い 
詳 妃 う よ 。 


すす 


0 
6 に し 


1. 健 一 も 明 も 剣道 を や め ず に 、 それ ぞ れ 頑張 っ て クラ ブ で 
練習 し 続け て いる らし いよ 。 
2. そ れ て 地震 に 気がつか な か っ た わけ た ね 。 
| 3. 日 本 語 を 勉強 し 始め た ば か り の 頃 は 、「 は ] と 「 が ] を よ 
ト く 間違え て 、 先 生 に 注意 され て ば か り い まし た 。 


(&) スポ ー ツ が 好き だ と いう こと が 

(b) 野球 や バス ケッ ト だ け で な く 、 空 手 と か 剣道 と か 、 日 
本 の スポ ー ツ も や っ 

(c) 礼儀 が と て も 大 切 だ と いう こと に 気がつき まし た 

(d) 受験 勉強 で スポーツ を する 時 間 が な か っ た らし いで す 。 
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前 まこ 4 に に CZ だ に 4 の お 過 x 


2.b 3.a 

4. じ ゃ 、 後 で また 電話 する ね 。 

5. で は 、4 時 まで に 先生 の 研究 室 に 持っ て まい り ま す 。 
5 むず じ め て 下さ き 5 


2.b 3.4 4.C 


1. 色 々 な 授業 が あっ て 、 全 部 面白 いで す 。 そ の 上 、 サ ー ク 
ル も た くさ ん あっ て 、 入 りや すい で す 。 

2.( キ ャ ン パ ス ) 木 が 多く て と て も きれ いで す 。 そ の 上 、 
キャ ン パ スズ に 郵便 忌 も ある の で 便利 で す 。 

3. と て も 頭 が いい で す 。 そ の 上 、 学 生 と 話す の が 好き な の 
で 、 色 々 な 面白 い 詰 を し て くれ ます 。 


1. 高 校生 さえ 

2. 南 アメ リカ で さえ 

3. 寝 る 時 間 さ え 

4. プ プリ カ に さえ 

5. フ ラン ス 料 理 さ え 作 れる 。 
6. 今 は 挨拶 さえ 覚え て いな い 。 


1. 大 学生 向け の 
2. 子 と も 向け に 
93. 勉強 する 人 向け で す 。 


問題 7 

1.「 お や すみ な さい 」 に 当たる 英語 は 

2. に 当たる 言葉 は あり ませ ん 

3. に 当たる 行事 は あり ませ ん 

4. お か ゆ に 当たる 食べ 物 は チキ ンス ー プ だ と 思い ます 。 
5. お に ぎり に 当たる 食べ 物 は サン ドイ ッ チ で し ょ う 。 


1. す る 傾向 が ある 

2.(8) を 大 切 に する 傾向 が ある (b) 個人 の 意見 の 方 を 大 
切 に する 傾向 が ある すう 

3. ク ラシック な ど 、 も っ と 静か な 音楽 を 聴く 傾向 が ある 

4. は 日 本 の 物 を か っ こい いと 思う 傾向 が 見 られ る 。 


1. な っ た ら 2. 降 っ た ら 3. あ る と し た ら 


4. 話 せる と し た ら 5. 建 て る と し た ら 


(8) 日 本 に 行く と し た ら 、 ど こ に 行っ て みた いと 思い ます か 。 

(b) 歴史 的 に 有名 な 人 に 会 える と し た ら 、 誰 に 会 っ て みた 
OR tg di 

(c) 他 の 外国 語 を 勉強 する と し た ら 、 ど ん な 外国 語 を 勉強 
し て みた いで すか 。 


問題 1 1 

1. 今 朝 は 、 頭 が が ん が ん する 。 
2 ドキドキ する 。 

9 な か の て 人 て だ 。 

を に こ 13 介 で いる 
人 Es 


な 39747 じ と いい 境 で せ に 3. だ けれ ど 4. く せ に 


問題 12-b 
1. す ご 〈 遅 く 来 た くせ に 
2. は 何 も し て な いく せ に 


問題 13 

eo つじ し て いる 

出さ な きゃ いけ な いつ 出さ な けれ ば いけ な い 
し ちゃ っ た 一 し て し まっ た 

し て な いい 一 し て いな い 


問題 14 

出さ な けれ ば いけ な い - 出 さ な き ゃ いけ な い 
も うし て し まっ た と 一 も うし ちゃ っ た っ て 
書い て いる けど ご 書い て る けど 
出来 て いな いつ 出来 て な い 

伝っ て ぁ げ よう 一 手伝っ た げ よ う 


部 読め る わけ じゃ な いん で す が 
0 

話 リ スト 教 を 信じ て いる と いう わけ じゃ な いん で す が 
映画 が 好き じゃ な いわ け じ ゃ な い 。 


2.a 3.C 4.9/b 


放 1 計 人 点け に きか れ た 作品 ノ (19 世 紀 の イ クリ ア 人 作家 
間 によって 者 か れ た 話 で す ) 

還 2 (テレ ビ を 見 ) 買い 物 さ え で きる らし い 

間 3 (何より も 大 切な ) ノ 家 族 さ え 健康 で あれ ば 、 他 に 願う 
馬 = と は あり ませ ん . 

記 4.( 日 本 に 住ん で いる ) / 日 本 人 的 な 考え 方 

5 学生 に と っ て / (を 理解 する こと は 大 切な こと で す ) 


「 
1. 熱 が あっ て 、 せ き が 出 ま す 。 それ に 、 頭 が が ん が ん し ます 。 
| 2. 女 性 が 多い 傾向 が 見 られ ます 生年 女性 が 多い わけ で 
は あり ませ ん 。 
39. も し 来週 で 世界 が 終わ る と し た ら 、 お いし いけ ど 体 に よ 
く な い 食べ 物 を た くさ ん 食べ る と か 、 ス カイ ダイ ビン グ 
の よう な 危な いこ と を する と か し て みた いで す 。 
4. い いえ 、 日 本 と 違っ て 、 私 の 国 に は ビジ ネス マン 向け の 
マン が ガ は あり ませ ん 。 


題 3 

1. 子 供 の くせ に 

2. そ れ で は 、10 時 半 に 先生 の 研究 室 に 質問 し に 行っ て も 
の し LAS も よ ます がら 


3. 日 本 の 文化 が 分 か る よう に な り ま し た 。 
4. 話 せな いわ け で は な い 
5. 子 供 の 場合 は 

こら イプ バ ば あい 


1. 外 国人 向け の 物 が 売ら れ て いま す 。 

2. ド キ ド し まし た 。 

3. 日 本 人 さえ 読み 方 や 意味 が 分 か り ま せん 。 
4. 広 いで す 。 そ の 上 、 明 る いで す 。 


(a) アメ リカ 

(b) と 同じ くら い 

(c) ジョ ン ・ ア ッ プ ダイ ク 

(d) 若者 向け 

(e) 「Rabbit, Run」 

⑪ 今 で も よく 読ま れ て い る 小説 の 一 つ で す 。 
(9) で きた ら 

イ 

(a) アメ リカ 

(b) と 同じ くら い 

(c) スタ ン ・ リ ー 

(d) 子供 向け 

(e) 「X-Men」 

⑪ アメ リカ で 人 気 の あ る マン が ガ の 一 つ で す 。 
(9) で きた ら 


2) 

(a) American Idol だ 。 
(b) いな いわ け で は な い 
(c) 終わ る と し た ら 

(d) 一 回 は 


日 日 日 百 
| 正 只 


(b) も し 何 か 言 う と し た ら 、bon appetit か な 。 
06) お な か が べ ぺこ べ こ 。 


(a&) | いた だ きま す 」 に 当たる 英語 の 言葉 は な いと 思う よ 。 


1. と or に / が or の 


4. を グ と 0f に 5. の 


1. ウ イル ス と (or に ) 関 係 が ある 
2. 専 攻 と (or に ) 関係 が な い 
せん こう ) か ん けい 
3. 勉 強 と (or に ) 関係 が な い い 
4. 日 本 の 文化 と (Or に ) 関 係 が ある ca 者: に 興味 が あ り ま す 。 


肖 題 う -D 

1. 女 日 練習 する こと に よっ て 

2. 店 の プラ スチ ッ ク の 袋 の 代わ り に 自分 の 較 を 使う こと 
に よっ て 

3. 宮 崎 駿 に よっ て or スタ ジオ ジブ リ に よっ て 


みや ざき は や お 


問題 4 

1. 評 が 教え て くれ た 通り に 作っ て みた ら 

2. 先 生 が 貸し て 下さ っ た 本 の 通り に 勉強 し て みた ら 
3. みん な が 言う 通り 

4. 天 気 予報 で 言っ て いた 通り に 


1. 宿 題 が 少な けれ ば 少な い ほ と 嬉し く な り ま す 。 

2. 勉 強 す れ ば する ほど テス ト の 成績 が よく な り ま す 。 

3. 海 は 深 け れ ば 深い は ど 水 の 温度 が 修 \ \。 

4. テ レビ は 大 きけ れ ば 大 きい ほど 高い 。 

5. レ スト ラン は 有名 で あれ ば ある は ほど 予約 が 取り に くく 
な る or 予約 を 取る の が 難し く な る 。 

6. お 金 が な い の で 、 安 けれ ば 安い ほど いい で す 。 


1. 東 京 を 中 心 に 

2. ミ ッ ク ・ ジ ャ ガー を 中 心 と し た 

3. 東 南ア ジア の 国々 を 中 心 と し た or 東南 アジ ア の 国々 が 
中 心 の 


4. 日 本 語 や 日 本 の 歴史 を 中 心 に 


ェ ーー 
日 - / 


1. 逆 に 案 く な っ て し まっ た 。 

2. 逆 に 時 間 が か か っ て 遅く な っ て し まっ た 。 

3. 逆 の 意見 を 持つ 

4. 日 本 と は 逆 だ 

5. 日 本 で は パー ティ など は 、 時 間 に 遅 れ な いよ うに 行っ た 
方 が いい が 、 ア メリ カ で は 逆 に 少し 遅れ て 行っ た 方 が い 


M \。 


2. 買 える は ず た だ 
4. 勉強 する つも り だ 


1. 習 お う と 思っ て いる 
3. 知 っ て いる は ず だ 
5. あ っ た は ず な 


1. 読 め る は ず だ 。 

2. あ っ た は ず の 

3. 古 い は ず が な い 。 or 古く な い は ず た 。 
4. で きる は ず だ 。0r 分 か る は ず た だ 。 

5. 来 週 か ら 人 冬休み だ 忙し く な い は ず で す 。 


1.(@) 先生 も 他 の 学生 も と て も 頭 が いい けれ ど 、 親 し みや 

すい と いう 京 が 私 の 大 学 の いい と ころ の 一 つ で す 。 

(b) キャ ン バ パス が と て も 広く て きれ い だ と いう 点 も と て 
も いい と ころ で すず す 。 

2.(a) 町 の 中 に 大 学 が ある か ら 、 キ ャ ン パ ス の 近く の ア 
が は 全部 家賃 (cn) が 高い \ と いう 点 が 少 し 問題 
ry 

(b) キャ ン パ ス が 広い か ら 、 投 業 が あ る 教室 か ら 食 堂 に 
歩い て 行く の に 結構 時 間 が か か る 点 も あま り よ く な 
いこ やす っ 


まま IO も の だ プー 9 まず ます 4/ と うと う 
5. チ ゆか ガ で は ば 、 運動 を 全然 せ すず に コン ピュ ー タ ば か り し 
て いる 若者 が ます ます 増え て き て いる よう な 気 が し ま 
ts 3 

6.(a) ビア ノン (b) どん な に 頑張 っ て も 上 手 に な ら な か っ 
た /(cC) と うと う あ きら め て 練習 する の を や め ま し た 。 


な 


ま 見 直し 
初め て デー ト に 行っ た 時 、 あ まり 上 手 に 話せ な か っ た の 
| で 、 その デー ト を や り 直 し て みた いと 思い ます 。 

計 (a) 何時 間 も 使 っ て 終わ ら せ た 宿題 を 犬 に 食べ られ た / 
(⑤ は じ め か ら や り 直 さ な け れ ば いけ な く な っ て し まっ た 。 


13-8 
ョ お か げ で 
の せい で 
いて いた せい で 
語 昨 日 た くさ ん 歩い た せい で 
5 [と びら ] の 第 6 課 を 勉強 し た お か げ で 


問題 13-D 

上 @) 楽し か っ た よ 。 友 達 が いい アド バイ ス を くれ た お か げ 
記 で 、 つ ま ら な いと ころ に 行か ず に 面 折 い と ころ だ け に 
行け た ん た 。 

06) 駅 の 近く に ホテ ル が あっ た お か げ で 、 す ぐに 電車 に 系 
れ て 便利 だ っ た 。 

(で C) カメ ラ が 壊れ た せい で 、 あ まり 写真 が ど とれ な か っ た 。 
ld) 両 が た くさ ん 降っ た せい で 、 ビ ー チ で の ん びり リ す る の 
還 を と あきらめ な くち ゃ いけ な か っ た ん だ 。 


1 
者 


1 家族 の 大 切 さ を 馬 じ る 。 

アル バイ ト を し て いた 。 

上 3.「 何 か し な きゃ 」 と 思う けど 、 何 を すれ ば いい か な あ 。 
4. ク リス マス の た びに 

5. 戦 争 に つい て 考え る た びに 

6 好き な 人 に 会 う た びに 


耳 放 を ノン 中 に 
1 て 
と ング も と に し て 


4. と ノ 関係 が あぁ る 


応用 練習 

問題 | 

1. 外 国語 の 発音 と カタ カナ 言葉 の 発音 が 結構 違う せい で 、 
逆 に 他 の 単語 より 難し いと いう 外国 人 が 多い 。 

2. い つ 行 っ て も 開い て いる と いう 点 or 何で も 売っ て いる 
と いう 点 

3. 日 本 / グ と うと 3 う 京都 に 留学 する こと に な っ た 。/ で き 
れ ば 、 日 本 の 国内 を 旅行 し 

4. イ ンタ ーネット の お か げ で 、 ま すま す は や く 

5. な か な か 先生 が 発音 する 通り は 


1. ま すま す 投 業 の 内 容 が 難し く な っ て きた 。 

2. 私 は 戦争 の ニュ ー ス を 聞く た びに 

3. 友達 が 教え て くれ た 通り に 

4. と うと う 壊 れ て 動か な く な っ て し まっ た 。 

5. 問 違っ た 漢字 を 正しく 書き 直し て 出し て 下さ い 。 


な お 


し り 聞 いた りす る こと に 
よっ て 、 上 手 に な れる は ず て で す 。 

2. 学 生 は アパ バー ト が 安けれ ば 安い ほど いい と 考え る 傾向 
が あり ます が 、 家 任 (em) だ け で な く 、 アパート の 広 さ や 
便利 さも 大 切 に し た 方 が いい で す 。 

3. 人 々 は 車 な ど を 使い 続け る と 思う か ら 、 そ の せい で 、 環 
境 は ます ます 悪く な っ て いる よう な 気 が し ます 。 


1.(a) の お か げ 
(b) 勉強 すれ ば する は ほど 、 ま すま す 
C0) と 9 
(d) 就職 で きる よう に 
2. (a) 聞い た 通り 
(b) 人 や 車 が 多い せい で 
(c) 逆 に 使い に くい 時 が ある 。 
3.@ 駅 が 多い 点 
(b) 乗る た びに 
(c) 逆 の 
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1. が あっ て も な く て も 
. 雨 が 降っ て も 降ら な く て も 
. し て も し な く て も いい 


CO Mm 


1. 一 、 イ ギリ ス の 伝統 的 な 朝 ご 飯 で は 、 卵 と ベー コン が 
出 て きま す 。 

eSR アメ り カ て は 、13 は は KM な い 数 字 で 、 7 は いい 数 
字 だ と いう 迷信 が あり ます 。 

だ 韓国 料理 で は 、 コチ ュ ジ ャ ン の よ うな 辛い も の や 
こま 油 (sesame oi) が た くさ ん 使わ れ て いま す 。 


rg 

. 医 者 、 あ る い は 、 大 学 の 先生 に な っ て みた いと 思い ま 
す 。 

2. ニ ュー ヨー ク 、 あ る い は 、 ロ サン ゼル ス に 住み た いと 思 
いま す 。 

3. ゴ ー ロ ッ パ に 旅行 する か 、 あ る い は 、 家 で の ん びり する 

か し て みた いと 思い ます 。 


1 


・ な か な か 覚え られ な い 。 

| 

. な か な か いい 解決 方 法 が 見 つ か ら な い 。 
か いけ つ は ほう は ほう 


な か な か 友達 と 出かけ る 時 間 が 作れ ませ ん 。 


1 


ho 


3 


ー 神 教 一神教 と いう の は 、 つ まり リー つの 禅 だ け を 信じ 
る 宗教 の こと で す 。 
オノ マト ペー オノ マト べ と い う の は 、 つ まり 動物 や 人 の 
声 、 物 の 音 、 動 作 や 様子 を 表す 言葉 で す 。 
受験 一 受験 と いう の は 、 つ まり 学校 に 入る た め の 試 験 を 
受け る こと で す 。 
常識 一 常識 と いう の は 、 つ まり みん な が 知っ て いる 出来 事 
や 情報 と いう こと で す 。 


Ci は 3 
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(つま りり リ 、 宗 教 を 信じ て いな いと いう こと で すか ? 


し ゅ うき ょ 』) 


(b) つ まり 、 種 様 が いる と いう こと で すか ? 


(a) 水曜 日 と 土曜 日 以外 の 日 が いい な 。 
(b) それ 以外 な ら 大 丈夫 だ よ 。 

(c) ホ ラー 以外 の 映画 

(d) それ 以外 に 


1. 卵 が 入っ て いる も の は 決 し て 食べ て は いけ な い 。 

2. 決 し て た ば こ を 致 わ が いし 、 た ば こ を 表 っ て いる 人 の 近 
《 に いな いよ うに し て いる 。 

9. 決 し て 高 く な い 


1. 道 や 公園 な と ど と で お 酒 を 飲む の は 達 法 Ginega) な の で 、 決 し 
て 飲ま な いよ うに し て 下さ い 。 

2. 失 礼 だ と 思わ れる か ら 、 ス ー プ を 飲む 時 、 決 し て 音 を 立 
て な い 方 が いい で す よ 。 

9. 夜 遅く 女性 が 一 人 て 歩く の は 危な い の で 、 決 し て 一 人 で 
歩か な い 方 が いい と 思い ます 。 


問題 ? 
1. イ シダ ン ノ 日 本 に 住ん で いる 家族 と 話せ る よう に な り た 
MR 


"a レビ が 見 られ る と いう 理由 で 
3. 卒 業 し た 後 、 銀行 に 就職 し た いと いう 理由 で 


1.9 入 いる の に 対し て or 9 人 に 対し て ノ 6 
2. キ リス ト 教 を 信じ て いる 人 が 多い の に 対し て 
3. 散歩 に 連れ て 行か な けれ ば な ら ない の に 対 yk « 


1.14.8% の 中 学生 し か 学校 に いる の が 好き じゃ な い の に 
対し て 

2. 日 本 で は 半分 ぐら い の 中 学生 が マン ガ が を 読む の が 好き 
な の に 対し て 

3. 毎 日 2 時 間 以 上 宿題 を する 中 学生 が 15.7% な の に 対し 
て 、 日 本 で は 種 日 2 時間 以上 宿題 を する 中 学生 が 


2. な い 3. 知 っ て いる 4. で ある 


容 に 住ん で いる 限り 
放 き の クラ ス の 期末 試験 に 合格 し な い 限 り 
本 大 が 他 の 人 の 物 を ほし が り 続 ける 限り 


12-a 

間 昌 本 人 に も か か わら ず or 日 本 人 で ある に も か か わら ず 
me その ゲー ム は あま リ 面白 く な い に も か か わら ず 
それ に も か か わら すず 


馬 ホ ラー 映画 を 見 る た びに 怖く て 寝 ら れ な く な る に も か 
記 の か わら ず 、 い つも ホラ ー 映 画 を 見 た が っ て いる 。 

gg アルバ イト が な く て 勉強 で きる 時 間 が 増え た に も か か 
肛 わら ず 、 あ まり いい 成績 を と っ て いな い 。 

9. 彼 は ドイ ツ 人 に も か か わら ず 、 日 本 人 より 剣道 の こと を 
よく 知っ て いる 。 


| 問題 13| 1 |13 
1 せっ か く 日 本 に 来 た の だ か ら 、 お いし い 日 本 料理 を 食べ 
上 。 
せっ か く 友 達 の 家 に 行っ た の に 、 留守 で 会 えな か っ た 。 
「 申せ っ か くく パー ティ に 誘っ て も ら っ た の に 、 用 事 が あっ て 
行け な か っ た 。 

4. せ っ か く 外 国 に 住ん で いる の だ か ら 、 その 国 の 言葉 を 少 
し は 習っ て みた 方 が いい 。 


1. 日 本 に 留学 し た っ て 言っ て も 、 一 週間 の プロ グラ ム だ け 
だ っ た ん だ 。 

2. ワ シア 語 が 分 か る と 言っ て も 、 挨 拶 ざ らい で す よ 。 

3. で も 夏休み だ っ て 言っ て も 、 アルバイト を し な きゃ いけ 
な いか ら 、 あ まり 休み っ て 思 じ が し な いね れ 。 


応用 練習 

問題 | | 

1. 私 が 知っ て \ る 限り 

2. 存在 する の に 対し て 

3. つ まり 、 物 の 音 や 声 を 文字 に し た 


1. 日 本 で は 仏教 を 信じ て いる に も か か わら ず 

2. 私 は 自分 の 国 だ け で な く 自 分 の 国 以外 の 国 の 

3. あ の 人 は 人 の 悪口 を 決 し て 言わ な い 

4. 学 生 で も 学生 じゃ な く て も お 金 さえ 払え ば 食べ られ ま 
す 。 


1. せ っ か く 3 年 間 も 勉 強し て きた の だ か ら 、 で きれ ば 勉強 
し 続け た 方 が いい と 思い ます 。 

2. 経 済 と 関係 が ある 仕事 を し た いな ら 、 勉強 し て お いた 方 
が いい で す が 、 し た く な けれ ば 勉強 し て も し な く て も い 
いと 思い ます 。 

3. 私 と 同じ で 、 日 本 語 の プロ グラ ム が 有名 だ と いう 理由 で 
選び ま し た 8 

4. 勉 強 以 外 に 、 映画 を 見 る と か 、 レ スト ラン に 行く と か し 
ます 。 


問題 4 
1.(@) 熱 が あっ た っ て 言っ て も 
(5) 持っ て 来 て くれ た お か げ で すぐ さがっ た 
2. せ っ か く の 休み だ か ら 、 天 気 が よ く て も よく な く て も 日 
光 か 鎌倉 に 行く つも り 。 4 
3. つ まり 、 モ ニカ さん は 野 業 以外 の 物 は 決し て 食べ な いと 
いう こと で すず 


問題 5 

まり . 市 や 県 が 作っ た 学校 で す 。 

2. 少 子 化 で 大 学 に 入 りや すく な っ た に も か か わら ず グ な 
か な か 入れ な い 。 


9. それぞれ の 入り た い 大 学 の プ ま ず セ ンタ ー 試 験 を 
4. 国立 、 公 立 大 学 以 外 2 つの 試験 の 結果 を も と に し て 


1 を に 39. に 


4. の 〆/ な 
問題 2-8 
1.b. : 雇 8 > 雪 8 4,¢, 
問題 2-b 


1. お な か が 痛く な る ほ と 笑 っ た 。 
2. マ グ カ ッ プ に 入る ほど 小さ い 。 
3. リー さん ほど で は な い 。 

4. 辞書 な し で 読め る ほど で は な い 。 


1 : 座 れ な \ \ ほ ど 

2. 寝 る 時 間 も な い は ど 勉 強し て いた 

3. 海 外 旅行 に 行け る ほど で は な い 。 

4. 日 本 語 で 書か れ た 論文 が 全音 分 か る ほど で は な い 。 


YY の レベ ル に 合っ た 

2. 時 代 の 変化 に 合わ せ て 

3. 自 分 の 体 に 合っ た 服 が 

4. 友 達 の スケ ジュ ー ル に 合わ せ て 
広い 部 屋 に 合っ た テレ ビ を 


問題 4 

1. ま る で 人 間 の よう に 靖 る 
g、 ま る で 船 の よ う た 。 

9. ま る て オオ の くさ の よう な 


1. 能 で も 、 狂 言 で も 、 何 で も 
2. 朝 で も 、 夜 中 で も 、 い つ で も 
3. 子 供 で も 、 大 人 で も 、 誰 で も 


1. 抽 で を 、 ダ カ で も いっ て も 行け る よ 。 

2. 韓 国 料理 で も 、 イ ンド 料理 で も 、 ど の 国 の 料理 で も 作れ 
る らし いよ 。 

3. 中 国語 で も 、 イ タリ ア 語 で も 

4. キ リス ト 教 信者 で も 、 キ リス ト 教 偽者 で は な く て も 
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AM 


けん こ 


3. 英 語 が 一 番 よ く 使 われ て いる と いう の は 事実 だ 。 
4. 生 きら れる と いう の は 事実 た 。 


1. 外 国 ョ 語 教育 と いう 点 か ら 考 える と 
2. 健 康 と いう 点 か ら 考 える と 
3. ビ ジネス と いう 点 か ら 考 える と 


問題 7-b 

1.(@) 面白 さ (0) 言語 だ け で な く 、 日 本 の 文化 も 学ぶ こと 
が 出来 る /(C) 大 好き た 。 

2. (a) 便利 さ プ (D) いつ で も 、 ど こ で も 物 が 買え る /(C) と 
て も 便利 だ 。 

9. @) 環 境 / (D) が ジリ ン の 量 を 減ら せる (いい と 思う 。 
4. の 教育 機会 の 平等 ノ (⑪) みん な に 勉強 する 機会 を 与え 
て いる /(C) い いと 思う 。 

5.(@) 男女 平等 (⑪) 男性 より 女性 の 方 が 給料 が 低い 


問題 8-b 

1. 数 が 多い 上 に 

2. 日 本 で は 自動 販売 機 は どこ に で も ある 上 に 、 食 品 だ け で 
な く 、 た ば こ で も 、 花 で も 、 何 で も 売っ て いる 

3. 山 田 / 分 か りや すい 上 に 、 面 白い 

4. 大 阪 / 色 々 な 店 が ある 上 に 、 電車 や バス に 乗れ ば だ いた 
い ど こ へ で も 行く こと が 出来 る 


- 生 9. イ 4. ア 


問題 9-b 
1 だ つて 


2. に 対し て ee 0 8 Ra 


1. 先 生 に 対し て ププ ど ちら に いら っ し ゃ いま すか 。 
2. 日 本 の 学歴 社会 に 対す る or 日 本 の 学歴 社会 に 対し て 
3. お 金 に 対す る or お 金 に 対し て 


0 
際 配 する こと な い 
が っ か りす る こと な い 
無理 する こと な い 
還 ぐ こと な い 
こと な い 


|1 
謗 ぜ か と いう と 、 面白 いか ら だ 。 

| ど ち ら か と い 2 う と 、 計 い 物 よ り 甘 い 物 
と < だ っ た か と いう と 


12-b 
、 た キ 9 い か 
それ な ら 、 日 本 の マン が を 読ん だ り 、 日 本 の ドラ マ を 見 
た り し て みた ら ? 
9 それ な ら 、 私 は 、 手塚 の 漫画 が 他 の 漫画 家 に どん な 影 
を テテ え 続 k け て いる か に つい て 調べ る こ お る 
4 それ な ら 、 も っ と 一 生 懸 命 勉強 すれ は ばい \ い の に 


4 


応用 練習 

| 問題 1 

昌 健康 と いう 点 か ら 考え る と 、 カ ッ プ ラー メン を 食べ すぎ 

' る の は よく な い 。 

2 ず 生 の 興味 に 今 わせ て 、 投 業 で 読む 記事 を 選ぶ 

放 3. 日 本 の マン ガ が 世界 中 の 人 々 に 読ま れ て いる と いう の 
は 事実 だ 。 

4 日 本 の コン ビニ は 、 ま る で スー パー の よう に 色々 な 物 を 

宛 っ て いる し 、 映 画 の チケ ッ ト も 買え る か ら 、 と て も 便 

利 だ 。 


(@) ラー メン で も 、 納 豆 で も 、 何 で も 
(D) どちら か と いう と 

(c) 買え る わけ じゃ な い 

(d 心配 する こと な いよ 。 


1. 好 路 城 は 、 まる で 白 秒 と いう 白い 島 の よう な 形 を し た 
お 城 で し た 。 

2.(a) どちら か と いう と 
(D) 温め る こ と は な い 

9.① 店 に 来る お 客 さ ん に 合わ せ て 商品 を 
② 食料 品 で も 、 生活 用 品 で も 、 何 で も 売っ て いる 上 に 、 

24 時 間 開い て いる 店 が 多い か ら 、 と て も 便利 た 。 

4. 私 は 『 と びら 』 が 大 好き で す 。 プ な ぜ か と いう と 、 文法 
の 説明 が 分 か りや すい 上 に 、 文法 だ け で な く 、 文 化 や 礎 
更に つい て も 学ぶ こと が 出来 る か ら で す 。 


1.[ さ し あげ ます 」 は 誰 に 対し て 使い ます か 。 

2. 私 は 和食 が 死ぬ ほ 時 あき / で ) す 。 

S. そ れ な ら 、 明 日 の 朝 、 起 き な き ゃ いけ な い 時 間 に 電 話 を 
か け て あげ よう か ? 
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1. メ メグ の 2. の or メン で / は も が る に 


4. を / グ に 


1. メ キシ コ か ら の 留学 生 も 少な く な い 。 

2. 仏 教 系 の 信者 も 少な く な い が 

3. 日 本 の ビジ ネス に 興味 が ある 学生 が 少な く な か っ た か 
と 人 

問題 2-D 

1. 中 国 ビ グイ ンド ネシア か ら の 留学 生 も 少な く な い 。 

% 戸 和 あり カノ イ スラ ム 教 の 信者 が 少な く な い が 、 キ リス ト 
教 の 

3. 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー に 興味 を 持っ て いる 人 が 少な 


4 か ない し 


1. 日 本 人 の 友達 を 通し て / 冷 たい バナ ナ や 本 を 売っ て い 
る 自動 販売 機 が ある こと 

2. イ ンタ ーネット を 通し て 色々 な 情報 を いつ で も 得る 
こと が 出来 る 

93. アニ メ や JPOP を 通し て / 日 本 語 の 色々 な スピ ー チ ス 
タイ ル を 知っ た 。 


1. 英 語 で 言 う と “How do you do?” 
2. 現 在 の 場所 で 言う と 「 東 京 ] だ 

3. 関 西井 で 言う と 

4. 日 本 の 町 で 言う と 京都 みた いな 町 


1. 人 各部 屋 に 2. 各 国 の 3. 各地 の 4. 各 先生 の 
ずつ 

4.25 ペ ー ジ ずつ 5.20 分 ずつ 

大 ずっ 


1 2. 兄弟 同士 の 3. 親 同士 が 
4. カ ッ プ ル 同 士 が よ 〈 訪れ る らし い 。 
5. ク ラス メイ ト 同 士 の 

6. 国 同士 が お 互い に 助け 合う べき だ 


Hi 当 証 議 』 2、 は すず 
. 用 意 し な けれ ば いけ ませ ん 
. 留 学 し て みる べき た だ た 


生き 


〇 > ① 


. を 運転 する べき で は な い 。 

. や っ て みる べき た 。 

. 使 っ て いな い 部 屋 の 電気 を 消し た り 、 リ サイ クル し た り 
する べき た と 思う 。 

・ と うし て よく な いか 説明 すべ きだ と 思う 。 

. 新 し い 法律 を 作る こ と を 考え る べき だ と 思う 。 


isisr: 
計 3: 


CO P93 


C た 


1. 環 境 上 or 環境 の 上 で 2. 教 育 上 3. 宗 教 上 の 
・ 記 録 上 or 記録 の 上 で or 歴史 上 or 歴史 の 上 で 


5. 健 康 上 or 健康 の 上 で 


- ト 


1 お そり く よ く な っ て 行く だ ろう 。 

2. お そら く 今 後 、 ど ん どん 増え て 行く だ ろう 。 
3. お そら く な く な ら な いと 思う 。 

4. お そら く あ まり 答え られ な い だ ろ う 。 


1. ま っ た く 面 白く な か っ た 。 
まったく 同 に デザ 4 ン 

3. まっ た く 旬 強 で き な か っ た 

4. ま っ た くく 信じ る こと が 出来 な い 。 


応用 練習 


(a) まっ た くし な か っ た と いう わけ じゃ な い 
(b) 試験 の 前 に 勉強 する だ け じ ゃ な く て 


誠 の 知っ て いる 限り で は 、 各 課 に 20 字 ずつ ぐら い 出 て 
上 ます 。 ' 

私 は 10 年 後 、 お そら く 自 分 の 国 で 日 本 語 を 教え て いる 
9 な 気 が し ます 。 

上 ほ まったく 可 能 性 が な いと いう わけ で は あり ませ ん が 、 お 
詳 そ らく 合格 し な いと 思い ます 。 


日 本 の 歴史 上 で 一 番 人 気 が あ る 人 物 は 誰 だ と 思い ます 
{ か 。 

詞 本 の 時 代 で き うと いっ に 当たり ます か 。 

舞 昌 本 て で は バレ ンタ イン デー に 友達 同士 で チョ コレ ー ト 
を 交換 し ます か 。 

昨日 本 語 の 授業 を 通し て 、 ど ん な こと を 学び まし た か 。 


@ イン ター ネッ ト を 通し て 、 日 本 が ある 場所 に つい て 
lb) 日 本 が どこ に ある か まっ た くく 知ら な い 人 が 少な く な い 
と いう こと が 分 か っ た 。 
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NR 
ーー 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


1 に / 上 2. を 3. が 4. の 
5 Xx 6. に 7. パリ ア 光 8. の or が /※ 
9.x / の 人 MX ババ 重 


1. い つも 第 一 に する こ と は 

2. 私 の 大 学 の 第 一 の 特徴 は 、 選 べ る 専攻 の 数 が た くさ ん 
あっ て 、 色 々 な こと が 学べ る と いう 点 で す 。 

93. ファー スト フー ド に 人 気 が あ る 第 一 の 理由 は 、 お そら く 
その 便利 さだ と 思い ます 。 

4. 第 一 の 目的 は 、 日 本 の 伝統 文化 や 歴史 に つい て も っ と 知 
る こと で す 。 


FT 時 代 の 日 本 の 近代 化 に 関す る or 明治 時 代 の 日 本 の 
近代 化 に 関し て 

2.(8) 宗教 / (D) 仏 教 に 関す る or 仏教 に 関し て 

3. 日 本 の 伝統 工芸 に 関す る 

4. 環 境 に 関す る 


1. テ レビ ゲー ム な し の 生活 は 考え られ な い 

2. 日 本 の 新聞 記事 が 読め る よう に な る と いう こと は 考え 
られ な い 

3. バ ス が 遅れ る と い 了 こと は 考え られ な い 

4. 宿 題 を 出さ な い 学 生 が いる と いう こと は 考え られ な い 


問題 5 

1 Fw ee 

2. 私 は 日 本 語 の E カ を 生か し て 、 将来 自分 ^* の 国 で 日 本 語 
を 教え た いと 思っ て いる 。 

3. こ の 前 の 試験 で の 失敗 を 生か し て 、 次 の 試験 で は 絶対 
100 点 を 取る つも り だ 。 i 

4. 留 学 の 経験 を 生か し て 、 大学 を 卒業 し た ら 、 大学 の 留学 
生 セ ンタ ー で 働き た いと 思っ て いる 。 


1. 水 な し で は 
2 テグ / ロ ジー な し の 
3. め が ね な し で は 
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4. お 湯 な し で は 


問題 7 

1. 今 日 ご 名 時 者 趣 和 ラン ニン グ し よう 
2. 来 月 こそ は 

3. 今 年 こそ は 北海 道 に 行こ う 


1. 朝 か ら 夜 まで 一 日 中 ずっ と 寝 て いた 。 

2. 先 週 か ら ず っ と 閉まっ て いる か ら 困 っ て いる 。 

9. ず っ と 等 日 日 記 を 書き 本 続け て いる 。 

4. ず っ と 、 稚 を 措 い た り 、 何 か 作っ た りす る こと が 好き 
皿 う た だ 。 


5. 昨日 か ら ず っ と 降り 続 訓 い て る 


『i 借 り た まま 

2. 食 べ 物 を 入れ た まま 

3. 電 レン ジ で 温 n め る より 、 念 た いま ま 食 べた 方 
4. そ の まま 開け て お いて 下さ い 。 


応用 練習 


1. 映 画 館 の 大 きい スク リー ン で 見 て こそ / で きれ ば 、 映画 
館 で 見 て みた 

2. サ ング ラス を か けた まま 講義 を 聞く 学生 が いる な ん て 
Yn 

3. こ の まま ずっ と 悪い 状態 が 続い て いく と いう こと は な 
いと 思い ます 。 AM 

4. パ ソコ ン な し の 生活 は 考え られ ませ ん 。 

5. ず っ と 日 本 語 を 勉強 し て き て いま す が 、 話 す の は な か な 
か 上 手 に な り ま せん 。 

6. 将 来 、 で きれ は 日 本 語 の 能力 を 生か すこ と が 出来 る 仕 
事 が し た いと 思 1 っ て いま す 。 


1. テ レビ を つけ た まま 寝 て し まっ た 

2. ス ミス さん が 日 本 語 の 勉強 を 始 台 め た 第 一 - の 理由 は 何で 
ず か が 

9. 私 が 今 、 一 番 関 を 持っ て いる 問題 は 、 特に 経済 状態 が 
悪い 国 の 教育 に 関す る 問題 で す 。 


ーー ニー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 


8 この 製品 の 第 一 の 目的 は 袋 の 中 に 何 か を 入れ て お く 
せい ひん だ いい ち も く て き ふろ 
と いう 


1 


(9) 料理 が 苦 す な 人 で も 、 時 間 が な い 人 で も 


@) 和紙 で で き て いる 

b) 和紙 の 注 さ と 強 さ と 柔らか さと いう 特徴 を 生か し て 
(© その 上 、 1 年 以上 使え ます 。 

0 洗っ た り 、 寺 か し た りす る な ん て 考え られ な い 


と = 


1.10 代 で 
2.40 代 まで に 自分 の 店 を 持つ 
3.1940 年 代 / 1950 年 代 


[ 題 3 

1. 授 業 中 に 友達 と 話 し て 先生 に 超 ら れ た も の た 
2. お 母さん に 寝る 前 に 本 を 読ん で も ら っ た も の た 
3. 折 り 紙 を 折っ て や っ た も の だ 


1 


つつ 3. だ ん だ ん 


4. だ ん だ ん 


2. ま すま す 
5. な か な か 


・ だ ん だ ん 難し 本 は て さ た 。 

・ だ ん だ ん 浜 し きた 。 

. だ ん だ ん 元気 に な っ て いっ た 。 

, だ ん だ ん 分 か る よう に な っ て きた 。 
. だ ん だ ん 上 上手 に 出来 る よう に な る 。 


1 
2 
3 
4 
5 


pg ム 
1. 見 た だ け で 

2. ア ン ケ ー ト に 答え る だ け で 

3. 読 み 物 1 の 漢字 だ け で いい で す よ 。 
4. 中 学校 だ け で 


す 。 (< は ば で る 3. た め に 4. た め に 


1. 海 外 に 行く に は 

2. を 調べ る に は 、 こ の サイ ト を 使う と 

3. く だ けた 言い 方 や 若者 が 使 う 言葉 を 勉強 する に は 
4. を 知る に は 、 実 際 に 使っ て みる 


1. 学 校 で の 勉強 以外 に 事 に 通っ た り し て 、 入 学 試験 に 合格 
する た め の 受 験 勉強 を し な く て は いけ な い 。 

2. イ ンタ ーネット を 使う と 便利 だ 。 

3. 書 き 言 葉 的 な 表現 や スタ イル を 勉強 し て お か な く て は 


いけ な い 。 


1.(@) 私 が 読ん で いる マン が ガ に よく 出 て くる 漢字 が 多かっ 
た /(b) だ いた い 読 め る 

2. だ いた い 終 わっ た 。 

9. 留学 し た 経験 が ある 学生 の 数 が 少な く て 、 だ いた い 80% 
ぐら い の 学 生 は 留学 し た こと が な いそ うだ 。 


応用 練習 

問題 | 

(@) 30 代 の 後半 に 日 清 食品 と いう 会 社 を 作り まし た 。or 
1940 年 代 の 後半 に 日 清 食品 と いう 会 社 を 作り まし た 。 

(b) 40 代 の 後半 に お 湯 を 入れ る だ け で 食べ られ る チキ ン 
ラー メン を 商品 化 or 1950 年 代 の 後半 に お 湯 を 入れ る 
だ け で 食べ られ る チキ ン ラ ー メ ン を 商品 化 

(c) 60 代 の 初め に カッ プ ヌ ー ド ル を 誕生 させ まし た 。0Or 
1970 年 代 の 初め に カッ プ ヌ ー ド ル を 誕生 させ まし た 。 

(9) 日 本 国内 だ け で な く 、 だ ん だ ん 世界 中 に も 広がっ て いき 


or 

(@) 年 を 取る と 、 だ ん だ ん 少な く な っ て い (傾向 が 見 られ 
あぁ そ うた 。 

(b) 60 代 頃 か ら 減り 始め て 、 だ いた い 平 均 5 時 間 ぐ らい に 
な る らし い 。 


(8) 大 阪 ま で 行く に は 
(b) だ いた い 2 時間 半 ぐ らい か な 。 
(c) 4 時間 ぐら いか か っ た も の だ 


と 4 


1.20 代 の 若者 も 少な く あ り ま せん れ ね 。 

2. 私 は 今 学期 の は じ め 頃 か ら だ ん だ ん 日 本 語 で 自分 の 意 
見 が 言え る よう に な っ て きた 気 が し ます 。 

3. だ いた い 起 像 する こと が 出来 ます が 、 な か な か 難し く て 
何 度 読ん で も 理解 で き な い 匂 も あり ます 。 


井 ポ クン を 押す だ た け で 、 お いし い 和 食 の ご 飯 を 作っ て くれ 
る ロボ ッ ト が いれ ぱい \ い と 思い ます 。 

5 敬語 を 上 に 使え る よう に な る に は 、 日 本 に 留学 し た 
リ 、 日 本 の 会 社 で 働い た り し て 、 実際 に 日 本 で 生活 し て 
みる 必要 が ある と 思い ます 。 

6 いい 文章 を 書け る よう に な る に は 、 な る べく た くさ ん 本 
を 読ん だ 方 が \ い と 思い ます 。 


27 


3. メン を 4. が 


wm 胡 衝 財 だいたい 4. 一 応 
いち お う いち お う 


1. 一 応 傘 を 持っ て 穂 で か と 時 3。 
2. 一 応 レ シ ピ 通り に チョ コレ ー ト ケー キ を 作っ て みた 
3. 一 応 地図 で 調べ て お こう と 思う 。 


4. 一 応 4 時 に し て お き 


1.1940 年 代 に 入っ て 
2.1990 年 代 に 入っ て 
3.1960 年 代 に 入っ て 


1. 夏休み に 入り 、 投 業 の た め の 勉強 以外 の 勉強 が 出来 る よ 
う に な っ た の で 、 笛 日 色々 な 本 を 読ん で いる 。 

2. 私 の 国 で は 、 21 世紀 に 入っ 【、 外 で 遊ぶ 子供 の 数 が と ん 
どん 減っ て きた よう な 気 が す る 。 

3. イ ンタ ーネット 時 代 に 入っ て 、 若 者 の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン の し 方 が 変わ っ て きた と 思う 。 


1. こ の 地区 で は 、 最 近 、 犯 罪 率 の 高 さ が 問題 に な っ て い 
る 。 

2. ユ ニセ フ で は 子供 の 労働 と 貧困 が 一 番 問 題 に され て い 
る 。 

3. 次 の 会 議 で は どう すれ ば いじ め を 減ら すこ と が 出来 る 
か を 問題 に する 


1. 婦 年 上 が っ て いく 授業 料 の 高 さ が 問題 に な っ て いる 。 
2. エ ネル キー の 無駄 遣い を 問題 に する 

3. テ レビ ゲー ム て で 遊ぶ こと に し か 供 味 を 持た な い 子 供 達 
が 増え て いる こと が 問題 に され る 


1. か な り 壮 そう た 。 
2. か が リ 面 白 そ うじ ゃ な いか と 思う 。 
3. か な り 練 習 し た の に 


学生 :A さん は 、 俳 句 を 作っ た こと が あり ます か 。 
> 作ら れ た 

学生 : 俳句 フ コン テス ト に 作品 を 出し た こと は 『? 
つ 出さ れ た 

学生 : へえ 。 ど ん な 旬 を 詠ん だ ん で すか 。 

> 詠 ま れ た 

学生 : ど ん な 匂 だ っ た か 覚え て いま すか 。 

ーー 覚え て お られ ます 


問題 6-b 

1. (a) 話さ れ た 

2。 が れれ ます か 5 
3.(a) 行か れ ま すか 。 
(b) 友達 と メキ シコ に 行く 予定 。 
(@) 予約 され た ん で すか 。 


(b) 話し た こと ある よ 。 


向 題 /-a 

1. 野 菜 の 値 段 は その 年 の 天候 次 第 で 変わ る 。 

2. 来 年 卒業 で きる か どう か は 、 こ の 投 業 の 成績 次 第 だ 。 
3. す る か し な いか は 、 給 料 次 第 だ 。 


1. 練習 次 第 で 上 手 に 言え る よう に な り ま す 

2. 料理 の 仕方 次 第 で お いし く 食 べら れる よう に な る 。 
3. 買 える か どう か は 、 値 段 次 第 だ 。 

4. 話 し 方 次 第 で 面白 《 出来 る は ず だ 。 


1. す べ て の 絵本 が 子供 向け に 書か れ て い \ る と は 限ら な \。 
# 日 本 の 伝統 的 習慣 の すべ て が も と も と 日 本 で 生ま れ た 


も の だ と は 限ら な い 。 


a 


上 スタ ー 選 が いる チー ム が 、 必 ず 勝 つと は 限ら な い 。 
4 学校 の 成績 が よ か っ た 人 が 、 必ず 社会 で 成功 す る と は 限 


ら な い a 


調 億 (a) が 必ず お いし いと は 限ら ない (⑪b) 食べ て みた いと 

思 う 。 

間 2.(4) も ら え る と は 限ら な い ン (b) 夏休み に アル バイ ト を 
し て 、 お 金 を 貯め る つも り だ 。 

9 いつ も 効果 的 と は 限ら な い 。 


放 答 日 きち ん と 勉強 し て 正しく 使え る 

2. き ちん と 敬語 を 使っ て 詰 さ な く て は いけ な い 。 

3. き ちん と 話 を し て 、 守 ら な く て は いけ な い ル ー ル を 決め 
て お く 


応用 練習 

肖 題 | 

1. か な り 多 か っ た の で 

a. さち ん と 説明 し て お いた 方 が いい と 思う 。 
3. 一 応 し て みた が 

4. 全 員 が 必ず 投票 に 行く と は 限ら な い 。 


(@) に 入っ て (0) 一 応 読 ん だ 。 

(C) マニ フェ スト で 発表 し た こと や 約束 し た こと を 守る 
と は 限ら な い ノ EN 

(d) それ ぞ れ の 候補 者 の マニ フェ スト を ちゃ ん と 読ん で お 
いた 方 が いい よね 。 


同 題 う 

(a) 地球 温暖 化 を 問題 に する /(b) どう 思わ れ ま すか 。 

(c) 私 も この よう な こと が 起こ る の は 、 お そら く 地 球 の 温 
暖 化 が 一 番 の 原因 な ん じゃ な いか 


問題 4 

1. 私 は 、 ど うす れ ば この 国 の 貧困 を 減ら すこ と が 出来 る か 
を 問題 に する べき だ と 思い ます 。 

e. 今 と 同じ で 、 地 球 温暖 化 が か な り 大 きい 問題 に な っ て い 
る の で は な いか と 思い ます 。 

3. は い 、 巨 七 五 と いう 音 の リズ ム な どの ルー ル に 沿っ て 作 


そ 


る 必要 が ある か ら 、 か な り 難 し いと 思い ます 。 


| 


4. イン ター ネッ ト の 情報 が いつ も 正しい と は 限ら な ゅ の 
で 、 そ の まま 使う こと は あり ませ ん が 、 一 応 参考 に は し 
ます 。 


1.(@) 働 きた いと 思っ て いて も 就職 で き な い 若者 が 増え て 
き て いる こと が 問題 に な っ て いま す 。 ノ ・ 
(5b) この まま 和 人口 が どん どん 増え 、 競 争 が 激しく な り 、 
ます ます 就職 率 が 下がる と い う 状態 

2. ち ゃ ん と 読ん だ の ? ' 

3.21 世紀 に 入っ て か ら 、 何 が 変わ っ た と 思い ます か 。 

4. 幸 せ は お 金 次 第 だ 
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2. に 3. Xx 4. と / に も 


1. 少 な く と も 推薦 状 を 書い て くれ た 先生 に は お 礼 を 言っ 
た 方 が いい と 思う 。 

2. 少 な く と も 4 時 間 は 寝る よ うに し て いる 。 

3③. 少 な く と も 一 度 は 日 本 人 と 話し た 

4. 少 な く と も 一 度 は お 寺 や 和 神社 に 行っ て みた 方 が いい と 


思う 。 


5. 少 な く と も それ ぞ れ の 候補 者 の マニ フェ スト は 読ん で ( 


お いた 
6. 少 な く と も 有名 な 俳句 を 1 匂 は 知っ て いる だ ろう 。 


1.1 週間 の うち 、3 日 は 東京 で 、4 日 は 京都 に 
2.1 か 月 の うち ( 
3. (8) で 勉強 し た トピ ッ ク の うち で 
(5) 全部 面白 か っ た で す が 、 一 番 印 象 に 残っ た の は 第 15 
課 の 「 世 界 と 私 の 国 の 未来 ] で す 。 


1. (a) 50 人 が 女性 で 、 後 の 50 人 は 男性 で す 。 
(b) 72 人 が 大 人 で 、 後 の 28 人 は 子供 で す 。 
2. 後 の 3 割 は 、 二 世 議 員 や 世 燥 議員 で は な い 議員 で し た 。 
9. 後 の 休 件 を 受け 入れ る つも り は な い 。 
4. 後 の こと は 午後 に する a 


問題 5 

1. 法 律 に 従っ て 税金 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 

2. 私 は 先 募 の ア ドバイ ス に 従っ て 来 学期 取る 授業 を 決め 
きゃ 

3. マ ニュ アル に 従っ て イン スト ー ル し た 

4. 先 生 の アド バイ ス に 従っ て 発表 を 書き 直し た 

5. 地 図 に 従っ て 歩い て “ 

6. 外 国 に 行っ た ら 、 その 国 の 規則 に 従っ て 車 を 運転 し な け 

れ ば な ら な い 。 


1. 全 体 の た っ た (の ) 1% だ っ た そう た 。 


2. (a 大 学 ま で 歩い て た っ た (の ) 3 分 だ 
(b) た っ た (の ) 3 7 円 。 
3. た っ た (の ) 20 人 し か 合格 し な いと いう こと な 。 


1. 気 に 奉っ で 天 9 う が な い 。 
2. 寒く て し ょ う が な い 。 

3. ほ し く て し ょ う が な か っ た 
9 あさ く て し ょ う が な い 


1.(@) 風邪 を ひい た /(b) くし ゃ み が 出 て し ょ う が な い 。 

2.(@) 来 年 日 本 に 留学 する こと に な っ た (0) 嬉 し く て 
トリ が 0 

3.(8) 私 は 自分 の 国 の 政治 に 参加 する こと は 国民 の 義務 た 
と 思っ て いる (b) 選挙 に 行か な 人 達 が 多 \ \ こ と が 気 
に な っ て し ょ う が な い 。 


2.b. 9.8. 


問題 8-b 

1. 日 本 語 の 勉強 を 始め て 以来 

2. そ れ 以 来 、 一 度 も 行っ て いな い 。 

3.21 世紀 に 入っ て 以来 

4. し て 以来 、 コ ンピュータ を 使っ て レス トラ ン や ホ 有 沙 に 
予約 を 入れ た り 、 買 い 物 し た り 出 来る 

5. し て 以来 、 高 校 時 代 に 仲良 く し て いた 友達 に 一 度 も 会 っ 


て いな \o 


問題 9 

1. 休 み に 入 る と 同時 に 

2. 小 説 家 で ある と 同時 に 

3. 卒 業 と 同時 に 、 東 京 に 行か か なく て は いけ な い 。 

4. 日 本 語 の 勉強 を する と 同時 に 日 本 の 文化 や 歴史 に つい 
て 学べ た の が よかっ た と 思い ます 。 

5. 箱 を 開け る と 同時 に 、 お も ちゃ が 出 て くる 箱 の こと で 


1. 見 た ん だ っ け 
2. 何 日 だ っ け or 何 日 だ っ た っ け 


2) し て る ん だ っ け 

上 b) 高く な か っ た っ け 0r 高 く な いっ け 
多い ん だ っ け 

論 べ た こと ある ん だ っ け or 食べ た こと あっ た っ け 
庁 時 ご ろだ っ た っ け 


10-D 
因 に つい て よく 知っ て る ん だ っ け ? 
診 だ っ た (ん だ ) っ け ? 
読ん だ こと ある ん だ っ け ? or 好き だ っ た ん だ っ け ? 
還 も う 持 っ て る ん だ っ け ? 
勉 強し て る ん だ っ け ? 
上 表 っ た ん だ っ け ? 
昨日 だ っ た っ け ? 


| | 
大 声 で 歌い っ ぱな し だ っ た か ら 
上 の 窓 を 開け っ ぱな し で 来 ちゃ っ た 。 
置き っ ぱな し の T エ シャ ツ 。 
舞 テ レビ を つけ っ ぱな し で 寝 て し まっ て いた 
失い っ ぱな し だ っ た 。 


| 
1 
SH 


の は 3 割 で 、 5 割 の 人 ば も う 2 決め た と 言っ て いる 。 


a 
1. (a) 消し た っ け ? 
| (b) つけ っ ぱな し だ っ た 。 
様 (4) いつ だ っ た っ け ? 
』 (D) だ っ た よう な 気 が す る 。 
3.(@⑧) 何 の こ と だ っ た っ け ? 
| (Db) 後 の 1 つっ 


4. 町 が きれ い に な る と 同時 に 、 お そら く 空 気 も よく な る で 


Ek 7s 

5.(a) ここ に 台風 が 来る っ て 
(b) 怖く て し ょ う が な い 
(c) だ っ た っ け ? 

6. た っ た の 17 音 だ け で 


た っ た (の ) 2 割 で 、 後 の 8 割 の ち 、 ま だ 決め て いな い 


7.(@) 著 く て し ょ う が な か っ た (b) つけ っ ぱな し に し て 
(c) 開け っ ぱな し に し て 
(d) 去年 も こん な に 暑かっ た っ け ? 


問題 3 

1. 名 前 の 通り 、 た っ た 100 円 で 何で も 買え る 店 の こと だ と 
思い ます 。 

2. 子 供 の 時 、 区 と | ゴジ と いう 映画 を 見 て 以来 日 本 に 
興味 を 持つ よう に な り ま し た 。 

3. 国 に よっ て 習慣 が 違う か ら 、 少 な く と も その 国 の 習 尼 u に 
人 従っ て 、 生 活 す る よう に し た 方 が いい と 思い ます 。 
4. も し た っ た の 2 週間 だ け で 日 本 語 が 上 手 に 使え る よう 
に な る と し た ら 、 学 校 で 日 本 語 を 勉強 する 必要 が く な る 

と 思い ます 。 

5.(8) 今 まで に 受け た 授業 の うち で 、 取 っ て よかっ た 投 業 
は 日 本 語 ノ (D) なぜ か と いう と 、 日 本 語 の 投 業 を 通し て 、 
日 本 だ け で な く 、 自 分 の 国 や 他 の 国 の 教育 や 政治 に つい 
C も 考え る よう に 夏 ら た 

6. 少 な く と も リサ イク ル は する よう に し た 方 が いい と 思 

いま す 。 
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